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はじめに

『Sun Management Center 3.5ユーザーガイド』では、Sun™ Management Centerシス
テム管理ソリューションの使用方法について説明します。

対象読者
このマニュアルは、ネットワーク管理の経験があり、ネットワークの専門用語と技術
の知識があるシステム管理者を対象としています。

UNIXコマンド
このマニュアルは、システムの停止、システムの起動、デバイスの構成など、 UNIX®

の基本的なコマンドや手順については説明しません。

このような情報については、次のマニュアルを参照してください。

� 『Solaris Handbook for Sun Peripherals』
� Solaris™ソフトウエア環境に関するオンラインマニュアル ( http://docs.sun.com)
� システムに付属するその他のソフトウェアマニュアル
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内容の紹介
このマニュアルでは、以下の内容について説明します。

第 1章は、Sun Management Center 3.5製品の概要と基本的なコンセプトについて説
明します。

第 2章は、管理ドメインの使用方法について説明します。

第 3章は、Sun Management Centerトポロジデータベース用に管理オブジェクトを作
成する方法について説明します。

第 4章は、自動的に管理オブジェクトを特定してトポロジデータベースに追加する方
法について説明します。

第 5章は、Java™ユーザインタフェースについて紹介します。

第 6章は、詳細ウィンドウについて説明します。

第 7章は、管理ネットワーク情報の表示方法について説明します。

第 8章は、特定のデータプロパティの監視方法について説明します。

第 9章は、データプロパティ情報をグラフ形式で表示する方法について説明します。

第 10章は、データプロパティ属性を監視、変更する方法について説明します。

第 11章は、モジュールの使用方法について説明します。

第 12章は、アラームの生成と応答方法について説明します。

第 13章は、個別ではなくグループ化した管理オブジェクトの使用方法について説明
します。

第 14章は、データビューの使用方法について説明します。

第 15章は、Webベースのユーザインタフェースについて紹介します。

第 16章は、Webベースのユーザインタフェースを使用したアラームの生成と応答方
法について説明します。

第 17章は、Webベースのユーザインタフェースでデータプロパティの属性を監視す
る方法について説明します。

第 18章は、セキュリティの設定と管理方法について説明します。

第 19章は、トポロジ情報のインポートとエクスポート方法について説明します。

第 20章は、コマンド行インタフェースの機能について説明します。
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付録A は、上記以外の補足情報と障害追跡手順について説明します。

付録 B は、経路指定がネットワーク管理に与える影響について説明します。

付録 C は、標準的なモジュールについての情報です。

付録 D は、標準的なアラーム規則についての情報です。

用語集は、このマニュアルで使用されている用語の定義を示します。

製品情報
この製品に関する情報は、Sun Management CenterのWebサイト
(http://www.sun.com/sunmanagementcenter/)で入手できます。

Sun Management Center 3.5製品にはオープンソースソフトウェアが含まれていま
す。オープンソースソフトウェアのライセンス条件、帰属および著作権についての記
述は、次のデフォルトパスにアクセスして見ることができます。
/cdrom0/image/Webserver/Solaris_9/SUNWtcatr/install/copyright

Sunのオンラインマニュアル
http://docs.sun.comでは、Sunが提供しているオンラインマニュアルを参照するこ
とができます。マニュアルのタイトルや特定の主題などをキーワードとして、検索を
行うこともできます。URLは、http://docs.sun.comです。

表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用しま
す。
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表 P–1表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレク
トリ名、画面上のコンピュータ出
力、コード例を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -a を使用してすべてのファイル
を表示します。

system%

AaBbCc123 ユーザが入力する文字を、画面上の
コンピュータ出力と区別して示しま
す。

system% su

password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特
定の名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rmファイ
ル名と入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャ・ユーザーズガ
イド』を参照してください。

「」 参照する章、節、ボタンやメニュー
名、強調する単語を示します。

第 5章「衝突の回避」を参照してく
ださい。

この操作ができるのは、「スーパー
ユーザ」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキスト
がページ行幅を超える場合に、継続
を示します。

sun% grep ‘^#define \
XV_VERSION_STRING’

コード例は次のように表示されます。

� Cシェル

machine_name% command y|n [ファイル名]

� Cシェルのスーパーユーザ

machine_name# command y|n [ファイル名]

� Bourneシェルおよび Kornシェル

$ command y|n [ファイル名]

� Bourneシェルおよび Kornシェルのスーパーユーザ

# command y|n [ファイル名]

[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、ファイル名は省略してもよいことを示
しています。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。
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キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。
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第 1章

Sun Management Centerの概要

この章では、Sun™ Management Center 3.5製品のコンポーネントレイヤとその関係
について説明します。

この章の内容は、次のとおりです。

� 29ページの「Sun Management Centerの概要」
� 30ページの「Sun Management Center 3.5ソフトウェアの重要な変更」
� 31ページの「Sun Management Centerのアーキテクチャ」
� 35ページの「Sun Management Centerの概念」
� 38ページの「Sun Management Centerの管理機能と監視機能」
� 42ページの「Sun Management Centerのソフトウェア環境」
� 43ページの「Sun Management Centerソフトウェアのインストール」
� 43ページの「Sun Management Centerソフトウェアの起動」
� 44ページの「補足情報」

Sun Management Centerの概要
Sun Management Centerソフトウェアは、オープンで拡張性に優れた監視、管理ソ
リューションです。このソリューションは、Simple Network Management Protocol
(SNMP)、Java遠隔メソッド呼び出し (RMI)、Hypertext Transfer Protocol (HTTP)な
どのツールを使用して、Sun製品、サブシステム、コンポーネント、および周辺機器
に対する統合的かつ包括的なエンタープライズ規模の管理機能を提供します。

Sunのハードウェアソリューションとソフトウェアソリューションの管理機能を拡張
し強化する Sun Management Center技術は、次のような機能領域に分類されます。

システム管理
システムをハードウェアとオペレーティングシステムのレベルで監視、管理しま
す。監視されるハードウェアは、ボード、テープ、電源、ディスクなどです。
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オペレーティングシステム管理
オペレーティングシステムパラメータ (負荷、リソース使用状況、ディスク容量、
ネットワーク統計など)を監視、管理します。

アプリケーションおよびビジネスシステム管理
ビジネスアプリケーション (取引システム、経理システム、在庫システム、制御シ
ステムなど)を監視します。

スケーラビリティ
オープンでスケーラブルな柔軟性の高いソリューションを通じて、複数の管理ドメ
インを構成、管理します。これらのドメインは、企業全体にわたる多くのシステム
とスパンから構成されます。管理者は、複数のユーザをサポートするために、ソフ
トウェア構成を一元化することも分散化することも可能です。

Sun Management Center 3.5ソフト
ウェアの重要な変更
Sun Management Center製品の 3.5では、以下の点が大幅に変更されています。

� Sun Management Centerソフトウェアおよびアドオン製品をグラフィカルユーザ
インタフェース (GUI)経由でインストールできます。ソフトウェアのインストー
ル方法については、『Sun Management Center 3.5インストールと構成ガイ
ド』の「Sun Management Center 3.5のインストールと設定」を参照してくださ
い。

� Sun Management Centerソフトウェアを、GUIベースのインストールプロセスの
一環として、あるいは個別の GUIから設定できます。ソフトウェアの設定方法に
ついては、『Sun Management Center 3.5インストールと構成ガイド』の「Sun
Management Center 3.5のインストールと設定」を参照してください。

� 複数のエージェントを標準的な機構でインストールまたは更新できます。詳細は、
『Sun Management Center 3.5インストールと構成ガイド』の「エージェント更新
(インストール)イメージの作成」を参照してください。

� サーバとエージェントソフトウェアを、複数の IPアドレスを持つマシン上で実行
できます。詳細は、『Sun Management Center 3.5インストールと構成ガイドの「マ
ルチ IPマシンにおけるサーバーとエージェントの構成」を参照してください。

� ファイアウォールと NAT構成のサポートを含むセキュリティ機能が強化されまし
た。詳細は、『Sun Management Center 3.5インストールと構成ガイド』を参照して
ください。

� 従来のグループ操作機能がジョブの管理機能に変更されました。詳細は、第 13章
を参照してください。

� Premier Management Applications (PMA)製品が基本製品に統合されたことで、
ジョブの監視機能 (トポロジのインポートとエクスポート、データビュー)も基本
製品に組み込まれました。
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� 今回のリリースでは、多くのバグが修正されています。

Sun Management Centerのアーキテク
チャ
Sun Management Centerソフトウェアは、3つのコンポーネントレイヤ (コンソー
ル、サーバ、エージェント)を持つ、マネージャとエージェントのアーキテクチャに
基づいた製品です。

� コンソールレイヤは、管理タスクを開始するためのユーザインタフェース (Javaコ
ンソール、Webコンソール、コマンド行インタフェース (CLI) )を提供します。

� サーバ (マネージャ)は、管理アプリケーションを実行したりエージェントに要求
を送信するなど、ユーザに代わって管理タスクを遂行します。

� エージェントは、管理ノード上で管理情報にアクセスし、ローカルリソースを監視
し、マネージャ要求に応答します。

次の図は 3つのコンポーネントレイヤを示したものです。

図 1–1 Sun Management Centerのコンポーネントレイヤ

次に、Sun Management Centerの主要レイヤとその機能について説明します。

コンソールレイヤ
Sun Management Centerのコンソールレイヤ (Javaコンソール、Webコンソール、
CLI)は、ユーザと Sun Management Centerソフトウェアの他のコンポーネントレイ
ヤとを結ぶインタフェースです。これにより、同一の Sun Management Centerサー
バで、複数のユーザをサポートする複数のコンソールを持つことができます。コン
ソールの機能は、次のとおりです。

� 管理オブジェクトのビジュアル表示 (ホスト、ネットワークなど)
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� 管理オブジェクトに関連する属性とプロパティの操作 (アラームしきい値の作成な
ど)

� 管理タスクの起動 (動的再構成など)

サーバレイヤ
サーバレイヤは、コンソールから受け取った要求を該当するエージェントに送信し、
さらにエージェントからの応答をコンソールに戻します。

例えば、ホストにアクセスしているユーザ数の情報を要求すると、サーバレイヤはコ
ンソールからこの要求を受け取って、該当ホストのエージェントに送信します。次に
エージェントが要求に対する答えをサーバに返し、サーバがその情報をコンソールに
転送します。

同様にあるホスト上でエラー状態が生成されると、該当ホストのエージェントから
サーバに通知され、サーバからコンソールにアラームとして転送されます。

さらにサーバレイヤは、コンソールに対して、エージェントとのインタフェース接続
に必要なセキュリティ保護されたエントリーポイントを提供します。

サーバレイヤは、以下のコンポーネントから構成されます (図 1–2を参照)。

� Sun Management Centerサーバ
� Sun Management Center Webサーバ
� トポロジマネージャ
� トラップハンドラ
� 構成マネージャ
� イベントマネージャ
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図 1–2 Sun Management Centerサーバレイヤ

サーバコンポーネントは、サーバレイヤの中核となる構成要素で、2つのマルチス
レッドサーバ (Javaサーバ、Webサーバ)から構成されています。これらのサーバ
は、Sun Management Centerユーザの多種多様なデータ要求を処理することが可能で
す。

トポロジマネージャは、ユーザ管理ドメインの管理や管理オブジェクトトポロジの配
列などを行います。

トラップハンドラは、一元化された SNMPトラップのレセプターとしてトラップを
記録し該当コンポーネントに転送します。さらに、全てのアラーム通知を受信する役
割を果たします。

構成マネージャは、サーバとエージェントに対するセキュリティ機能を提供します。

イベントマネージャは、エージェントからイベント情報を受け取ります。これらのイ
ベントが引き金となって出されたアラームは、コンソールに転送されます。

エージェントレイヤ
エージェントレイヤは、Sun Management Centerソフトウェアが管理するノード上の
オブジェクトに関する情報を監視、収集、管理します。サーバレイヤは、SNMP経由
のエージェントレイヤとの対話を通じて、管理オブジェクトにアクセスします。
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スケーラブルで拡張性に優れた SNMPベースの Sun Management Centerエージェン
トは、特定のシステム局面やアプリケーションの健全性と性能に対応したモジュール
を読み込むことで、オブジェクト (ハードウェア、オペレーティングシステム、アプ
リケーションなど)の監視と管理を行います。

エージェントでは、規則を使用して管理オブジェクトの状態を判断します。例えば、
規則で状態が真になると、ソフトウェアは自動的にアラームを生成し、規則に従って
処理を起こします。

サーバコンテキスト
サーバレイヤとエージェントレイヤは、ともに Sun Management Centerサーバコン
テキストとして参照されます。ユーザは、特定のサーバコンテキストにログインして
コンソールを起動します。ログインサーバに情報を送信するエージェントの管理オブ
ジェクトは、同一のサーバコンテキストに属しています。

管理オブジェクトは、同一サーバコンテキストまたは遠隔サーバコンテキストに属し
ます。遠隔サーバコンテキストの管理オブジェクトは、異なるサーバに情報を送信し
ます。一方、同一サーバコンテキストの管理オブジェクトは、ご使用のコンソールに
接続されたサーバホストに情報を送信します。

デフォルトでは、Sun Management Centerソフトウェアは同一サーバコンテキストの
オブジェクトを管理し、遠隔サーバコンテキストのオブジェクトは監視するだけで
す。“管理”と “監視,”の正確な定義については、用語集を参照してください。また、
サーバコンテキストとセキュリティについての詳細は、259ページの「Sun
Management Centerの遠隔サーバアクセス」を参照してください。

図 1–3コンソールからサーバコンテキストへのログイン
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Sun Management Centerの概念
以下は、Sun Management Centerソフトウェアを理解するための基本的な概念です。

� 管理ドメイン
� 管理情報ベース (MIB)
� モジュール
� アラームと規則

注 –このマニュアルでは、“ドメイン”は Sun Management Centerの管理ドメインを指
します。従って、他の Sun製品やドキュメントで使用される “ドメイン”と混同しな
いようにしてください。詳細については、第 2章を参照してください。

管理ドメイン
管理ドメインは、ユーザが監視や管理の対象とするリソース (キャンパス全体、
個々のビルディング、ホスト、ネットワーク、サブネット、リンクなど)の集合を階
層化したものです。各管理ドメインを構成するこれらのリソースは、他のリソースと
連結して管理ドメイン内でグループを形成します。これらの各グループは、新たにリ
ソースグループを追加して、複数レベルに階層化された管理ドメインを構成すること
ができます。

ユーザは、ビジネスニーズに基づいて 1つまたは複数の管理ドメインを作成できま
す。例えば、全ての実験装置を包含した実験管理ドメインや、経理で使用する全シス
テムを包含した経理管理ドメインなどを作成することが可能です。

Sun Management Centerソフトウェアは、管理ドメインとメンバーをビジュアル表示
します。図 1–4はその例です。

次の例では、ホスト Payroll2 は、Payroll Servers 1 管理ドメイン内の ビル B
グループに属しています。

第 1章 • Sun Management Centerの概要 35



図 1–4 Javaコンソールウィンドウに表示された管理ドメインとメンバー

管理情報ベース (MIB)
管理情報ベース (MIB)は、エージェントからアクセスできる階層型のデータベースス
キーマです。Sun Management Centerエージェントは、MIBを使用して遠隔からア
クセス可能なデータを格納します。

Sun Management Centerモジュール
Sun Management Centerのエージェントは、ほとんどのエージェントとは異なり、
MIBの実行にモノリシックコード (膨大な関数を持つ単一プログラム)を使用しませ
ん。その代わりに、Sun Management Centerソフトウェアは各エージェントごとにモ
ジュールと呼ばれるいくつかのコンポーネントを使用します。各モジュールは、それ
ぞれ独自のMIBを実装します。従って、全てのモジュールとそのMIBを総合したも
のが Sun Management CenterのエージェントMIBとなります (次の図を参照)。
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図 1–5 Sun Management CenterのエージェントMIB

Sun Management Centerモジュールは、システム、アプリケーション、ネットワーク
デバイスなどのリソースを監視、管理します。モジュールには、特定のシステムコン
ポーネントを個別に監視するために、カーネル監視用、プリンタ監視用、プロセス監
視用などがあります。モジュールの基本的な役割は、これらのリソースを監視して、
エラー状態が発生したりパフォーマンス調整が必要な場合に、アラームを通じてこれ
らの情報をユーザに通知することです。アラームについての詳細は、37ページ
の「アラームと規則」を参照してください。

各モジュールは、1つまたは複数の監視可能なプロパティを持っています。例えば、
インストール時に読み込まれるデフォルトモジュールのうちのカーネルリーダは、
カーネルプロパティを監視します。これ以外にも、ユーザ統計、ディスク統計、
ファイルシステムの使用状況などのプロパティがあります。

注 –モジュールは動的に追加したり削除したりできます。これにより、ユーザのニー
ズに応じて、各エージェント (オブジェクト)に読み込まれたモジュールをカスタマイ
ズすることが可能です。

アラームと規則
アラームは異常イベントの通知です。Sun Management Centerソフトウェアは、さま
ざまな重大度のアラームを使用してユーザシステムを監視します。これらのアラーム
を生成するしきい値はモジュールで定義されます。ユーザは、単純アラームの基準と
なるしきい値を設定できます。

例えばカーネルリーダモジュールのプロパティのうちのユーザセッション数にしきい
値を設定する場合、7以上のユーザセッションで重大アラーム、5または 6のユーザ
セッションで警告アラームを生成するように指定することが可能です。
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アラーム条件はデフォルト設定されています。ユーザは、単純な rCompare (比較)規
則に基づくような単純アラームのしきい値を独自に設定したり定義することができま
す。

複合規則もまたアラームを生成します。例えば、ディスクが 75％以上ビジー状態で
平均キュー長が 10エントリ以上になり、待ち行列が増加し続けると、複合規則は警
告アラームを生成します。この場合、規則は 3つの条件から成り立っています。

� ディスクのビジー度 (％)
� 平均キュー長
� 待ち行列

単純規則とは異なり、これらの複合規則は予め定義されており変更できません。
従って、ユーザが複合アラームのしきい値を設定することはできません。

アラームが生成されると、メインコンソールウィンドウおよびアラーム処理 (電子
メールメッセージの送信、スクリプトの起動など)を通じてユーザに通知されます。
また、アラーム状態の発生を別の方法で通知するカスタマイズプログラムを作成する
ことも可能です。

アラームについての詳細は第 12章、規則についての詳細は付録 Dを参照してくださ
い。

Sun Management Centerの管理機能と
監視機能
Sun Management Centerソフトウェアには、以下の監視機能と管理機能が用意されて
います。

� 39ページの「自立型エージェント」
� 39ページの「ユーザセキュリティ」
� 39ページの「検出機能」
� 40ページの「メインコンソールウィンドウ」
� 40ページの「階層表示とトポロジ表示」
� 41ページの「トポロジのインポート機能とエクスポート機能」
� 41ページの「グラフ機能」
� 42ページの「データ表示機能」
� 42ページの「管理ジョブ機能」
� 42ページの「Module Configuration Propagation (MCP)機能」

一般的なサポート機能
この節では、ユーザ環境の管理と監視をサポートする機能について説明します。
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自立型エージェント
Sun Management Centerのエージェントは、ホストシステムの主要データを積極的に
抽出することで独自に機能します。これらのエージェントは、監視データの現在の状
況に対する SNMP get要求を通じてポーリングできます。

エージェントは、監視リソースのデータを収集すると、そのリソースに設定されたア
ラームしきい値と照合して、データがアラーム条件を構成するかどうかを判断しま
す。監視データがアラームしきい値と一致すると、エージェントはアラーム条件に応
じた処理を起こします。エージェントは非同期メッセージ (SNMPトラップ)をサーバ
に送信し、サーバは監視データの状態の変化を通知します。

ユーザセキュリティ
Sun Management Centerのセキュリティ機能は、ユーザやグループのログインおよび
アクセス制御権の認証を行います。これにより、管理ドメイン、グループ、ホスト、
モジュールの各レベルでセキュリティ（アクセス権）を設定することが可能です。

ユーザは、各種のアクセス権を設定してアクセスを制御することができます。例え
ば、あるユーザグループにはホスト上のプロパティの表示と変更を許可し、別のグ
ループにはホストの確認のみを許可することが可能です。Sun Management Centerの
セキュリティについての一般情報は、第 18章を参照してください。

Sun Management Centerのセキュリティ機能へは、コンソール内の属性エディタまた
は CLIからアクセスすることができます。属性エディタについての詳細は、第 10章
を参照してください。CLIについての詳細は、第 20章を参照してください。

固有の管理機能と監視機能
この節では、固有の管理機能と監視機能について説明します。これらの機能へはコン
ソールからアクセスできますが、一部の機能については CLIからもアクセス可能で
す。

検出機能
Sun Management Centerには検出機能が用意されています。この機能は、監視や管理
の対象となる Sun Management Centerのネットワークリソースを自動的に検索しま
す。ユーザは、いくつかの値 ( IP範囲、ホスト名、読み込まれたモジュール、オペ
レーティングシステム、ハードウェアタイプ、これらを組み合わせた値)に基づい
て、検出条件を設定することができます。詳細については、第 4章を参照してくださ
い。

第 1章 • Sun Management Centerの概要 39



メインコンソールウィンドウ
Sun Management Centerソフトウェアは、JavaインタフェースやWebインタフェー
スを通じてソフトウェアの表示、監視、対話を行います。ユーザは、複数のコンソー
ルウィンドウを介して、さまざまな場所にわたって複数の管理ドメインを監視するこ
とができます。Javaコンソールについての詳細は、第 5章を参照してください。Web
コンソールについての詳細は、第 15章を参照してください。

注 – Webコンソールは、Javaコンソールで使用可能な機能のサブセットを提供しま
す。このマニュアルで説明するほとんどの機能は Javaコンソールで使用可能です。た
だし、Webコンソール固有の情報については特別に明記しています。

階層表示とトポロジ表示
Sun Management Centerソフトウェアには、以下の表示が用意されています。

� 階層表示とトポロジ表示 (各管理ドメインごと)
� 階層表示とコンテンツ表示 (各オブジェクトごと)

ユーザは、階層表示で管理ドメインまたはホストをナビゲートして、該当オブジェク
トを検索することができます。トポロジ表示とコンテンツ表示は、階層で選択された
オブジェクトのメンバーを表示します。

管理ドメインの場合、階層表示とトポロジ表示はメインコンソールウィンドウに表示
されます。また、管理ドメインのトポロジ表示は、バックグラウンドを追加したり、
管理ドメイン内のオブジェクトをリンクしたりして、カスタマイズすることが可能で
す。

オブジェクトの場合、階層表示とコンテンツ表示は「詳細」ウィンドウに表示されま
す。「詳細」ウィンドウは一連のタブから構成されており、指定オブジェクトのタイ
プによって使用可能なタブが異なります。以下は、典型的なホストオブジェクトに対
して表示されるタブの例です。

� 情報
� モジュールブラウザ
� アラーム
� ログ表示
� アプリケーション
� ハードウェア

「ログ表示」、「アプリケーション」、「ハードウェア」の各タブについては、以下
で概要を説明します。「詳細」ウィンドウについての詳細は、第 6章を参照してくだ
さい。
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「ログ表示」タブの概要

「ログ表示」タブは、ホストに関するメッセージ (エラーメッセージなど)を表示しま
す。

「アプリケーション」タブの概要

「アプリケーション」タブは、指定したホストまたはノード上で稼動するプロセスを
表示して、詳細な情報を選択するときに使用します。また、カスタムアプリケー
ションまたはサン以外のアプリケーションがインストール済みの場合も、該当アプリ
ケーションで実行中のプロセスの詳細を表示することができます。表示内容は常に更
新されます。

「ハードウェア」タブの概要

「ハードウェア」タブは、ホストの正面、背面、側面を写真のようにリアルに表示す
る物理表示機能を提供します。ユーザは、ホストのコンポーネンを個別にクリックし
て、コンポーネントの詳細を確認することができます。例えば、サーバボードをク
リックすると、そのボードの詳細 (CPU、メモリー、ボート温度など)を確認できま
す。

注 –物理表示は、一部のハードウェアプラットフォームにのみ使用可能です。

Sun Management Centerソフトウェアは、ホストのハードウェア構成全体を表示する
論理表示機能も備えています。この機能も物理表示と同様に、該当するコンポーネン
トを個別にクリックして詳細を表示します。

注 –論理表示は、一部のハードウェアプラットフォームにのみ使用可能です。

トポロジのインポート機能とエクスポート機能
トポロジのインポート機能とエクスポート機能は、トポロジデータベースを XML
マークアップを使用するASCIIファイルからインポートしたり、同ファイルにエクス
ポートしたりします。これらの機能を使用して、簡単に Sun Management Center
サーバから他のサーバへ管理ドメインを移動したり、サーバの情報をバックアップす
ることができます。詳細については、第 19章を参照してください。

グラフ機能
Sun Management Centerソフトウェアは、数値を持つ全ての監視データプロパティの
二次元グラフを作成することができます。詳細については、第 9章を参照してくださ
い。
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データ表示機能
「属性エディタ」ウィンドウでは、管理オブジェクトタイプを個別に選択して、単一
エージェントの管理プロパティを表示することができます。Sun Management Center
は、カスタマイズ表示やダッシュボードを作成するためのデータ表示機能も提供しま
す。このカスタマイズ表示では、別々の Sun Management Centerホストに読み込ま
れた Sun Management Centerの各種モジュールに属するプロパティを個別表示して
いる画面を統合することができます。詳細については、第 14章を参照してくださ
い。

管理ジョブ機能
「ジョブの管理」ウィンドウでは、トポロジオブジェクトの固定ジョブを作成するこ
とができます。この機能を使用すると、複数エージェント (グループ)でも単一エー
ジェントと同じように簡単に管理することができます。「ジョブの管理」ウィンドウ
では、ジョブに含めるオブジェクト、実行するタスク、ジョブの実行スケジュールな
どを定義します。詳細については、第 13章を参照してください。

Module Configuration Propagation (MCP)機能
MCPサポートは、個々のエージェント構成の固定スナップショットを作成するための
機能です。MCPサポートとジョブの管理機能を組み合わせることにより、エージェン
ト構成を複数のエージェントに簡単に割り当てることができます。詳細については、209
999ページの「構成タスクを作成する」を参照してください。

Sun Management Centerのソフト
ウェア環境
Sun Management Centerソフトウェアには、次の 2つの環境が用意されています。

� 本稼動環境
� 開発者環境

稼動環境は、ハードウェア (サブシステム、コンポーネント、周辺機器など)の管理と
監視を行うアクティブな環境です。

一方、開発者環境は、Sun Management Centerソフトウェア用に開発したモジュー
ルをテスト (デモンストレーション)するための環境です。開発者環境は、本稼動環境
と似ていますが、その唯一の目的は Sun Management Centerモジュールの開発にあ
ります。開発者環境についての詳細は、『Sun Management Center 3.5 Developer
Environment Reference Manual』を参照してください。
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Sun Management Centerソフトウェア
のインストール
Sun Management Center 3.5のインストール情報は、『Sun Management Center 3.5イ
ンストールと構成ガイド』を参照してください。

Sun Management Centerソフトウェアのインストール後は、さまざまなウィンドウ間
を移動したり機能をテストしたりする時間をとってください。これにより、Sun
Management Centerソフトウェアの理解が深まり、システム監視のための効果的なカ
スタマイズが可能となります。

Sun Management Centerソフトウェア
の起動
この節では、Sun Management Centerソフトウェアの設定と使用の推奨方法につい
て、典型的なタスクの概要と実行順も含めて説明します。各タスクの手順はこのマ
ニュアルのなかで詳しく説明していますが、実際にはユーザのビジネスニーズに応じ
て変化します。

以下のタスク手順は、ユーザが実際の監視環境を設定する前に、ソフトウェアの機能
を一通り習得していることを想定しています。

1. Sun Management Centerソフトウェアをインストールします。ソフトウェアのイ
ンストールと設定についての詳細は、『Sun Management Center 3.5インストールと
構成ガイド』を参照してください。

2. ユーザと Sun Management Centerソフトウェアへのアクセス権を確認します。詳
細は、261ページの「アクセス制御の使用」を参照してください。セキュリティの
概要については、第 18章を参照してください。

3. Sun Management Centerコンソールを起動します。コンソールは、ネットワーク
の管理と監視を行なうためのグラフィカルインタフェースを提供します。端末
ウィンドウから Javaコンソールを起動する場合は、次のコマンドを入力します。
/opt/SUNWsymon/sbin/es-start -c。詳細は、第 5 章を参照してください。
Webコンソールにアクセスする場合は、Webブラウザに該当する URLを入力しま
す。詳細については、第 15章を参照してください。

4. 管理と監視の対象となるソフトウェアのネットワークオブジェクト群を定義しま
す。詳細は、51ページの「管理ドメインを作成する」を参照してください。

5. Sun Management Centerデータベースの管理ドメインに、サーバやルーターなど
のネットワークオブジェクトを追加します。手動でオブジェクトを作成してドメイ
ンを設定する方法については、第 3章を参照してください。検出マネージャを使用
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してドメインを生成する方法については、第 4章を参照してください。

6. コンソールウィンドウをよく理解して、階層表示やトポロジ表示をナビゲートしま
す。詳細は、第 5章または第 15章を参照してください。

7. 管理オブジェクトの詳細を表示します。詳細は、第 6章と第 7章を参照してくだ
さい。特定のデータプロパティの詳しい表示方法については、第 8章、第 9章、
第 10章を参照してください。

8. モジュール機能を追加または削除することにより、監視機能をカスタマイズしま
す。詳細は、第 11章を参照してください。本製品内で使用可能なモジュールの情
報については、付録 Cを参照してください。

9. アラームを生成する条件と対応する処理を定義します。詳細は、第 12章を参照し
てください。アラームに関する定義済み規則については、付録 Dを参照してくだ
さい。

10.ユーザ定義のオブジェクトグループの管理機能と監視機能を作成します。詳細は、
第 13章を参照してください。

注 –ご使用のハードウェア固有の情報については、補足資料を参照してください。

補足情報
このマニュアルでは、Sun Management Center 3.5製品で使用可能な基本機能および
最新機能について説明します。ただし、ご使用の環境で使用可能な機能には、追加の
ソフトウェアモジュールや固有のハードウェア情報が含まれる場合があります。

ハードウェア関連情報
Sun Management Centerは、複数のハードウェアプラットフォームをサポートしま
す。ハードウェアプラットフォームの詳しいサポート情報は、『Sun Management
Center 3.5インストールと構成ガイド』を参照してください。

この『Sun Management Center 3.5ユーザーガイド』では、サポートする全ハード
ウェアプラットフォーム共通のソフトウェア機能について説明します。プラット
フォーム固有の情報については、補足資料を参照してください。例えば、『Sun
Management Center Suppliment for Sun Enterprise Midrange Servers』では、以下のプ
ラットフォームに固有の Sun Management Center機能について説明しています。

� SPARCserver® 1000と 1000E
� SPARCcenter® 2000と 2000E
� Sun Enterprise™ 6x00/5x00/4x00/3x00
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この補足情報は、Sun Management Center 3.5 CDおよび Sun Management Center
Webサイト (http://www.sun.com/sunmanagementcenter/)で入手できます。

注 – Sun Management Centerソフトウェアでご使用のマシンを管理、監視する方法を
完全に理解するために、このマニュアルと該当するハードウェア補足情報の両方をお
読みください。

アドオン製品
Sun Management Center環境は、いくつかの製品によって機能を強化できます。詳細
については、関連マニュアルを参照してください。

� 『Sun Management Center 3.5 Performance Reporting Managerユーザーガイド』
� 『Sun Management Center 3.5 Service Availability Managerユーザーガイド』
� 『Sun Management Center 3.5 System Reliability Managerユーザーガイド』
� ハードウェア固有のマニュアルまたはプラットフォーム補足情報

最新情報
最新機能について説明した『Sun Management Center 3.5ソフトウェアご使用にあ
たって』は、次のいずれかの方法で入手することができます。

� Sun Management Center 3.5製品付属の CD
� docs.sun.com Webサイト
� Sun Management Center Webサイト

http://www.sun.com/sunmanagementcenter/
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第 2章

Sun Management Centerの管理ドメイ
ンの使用

Sun Management Centerの管理ドメインは任意のリソース (サイト全体、個別ビル
ディング、ホスト、ネットワーク、サブネット、リンクなど)集合で、1つの管理ドメ
インの集合が階層に組織化されています。

注 –このマニュアルでは、管理ドメインはSun Management Centerの管理ドメインを
指します。従って、他の Sun製品やドキュメントで使用されるドメインと混同しない
ようにしてください。

この章の内容は次のとおりです。

� 47ページの「管理ドメインの概念」
� 49ページの「Sun Management Centerを起動する」
� 50ページの「ホーム管理ドメインを設定する」
� 51ページの「管理ドメインを作成する」
� 51ページの「管理ドメインの生成」
� 52ページの「管理ドメインの情報を表示する」
� 53ページの「管理ドメインのセキュリティを設定する」
� 54ページの「管理ドメインを削除する」
� 55ページの「遠隔管理ドメインの監視」
� 57ページの「遠隔管理ドメインから情報を表示する」

管理ドメインの概念
Sun Management Centerソフトウェアは多数のホストを監視することができます。監
視タスクを効果的に実行するために、Sun Management Centerソフトウェアではホス
トをグループ化します。その最大 (最上位)のグループは管理ドメイン (ホスト、サブ
ネット、ネットワーク、ビルディングなどの任意のグループ)です。
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ユーザは 1つまたは複数の管理ドメインを作成して、それぞれに一意の名前をつける
ことができます。個々の管理ドメインは、階層化された 1つ以上のメンバーから構成
されます。例えば 1つの管理ドメインの構成メンバーとして、1つのビル内の全ホス
トを含めることも、キャンパス内の全ホストを含めることも可能です。

ヒント –複数のホストを別々の管理ドメインに配置する場合は、事前に計画を立てて
から実行してください。

管理ドメインの下にグループを追加するかどうかを決定します。例えば、1つの管理
ドメインに数百のホストを 1つずつ配置するのは非現実的な方法です。

管理ドメインは、いくかの小グループ (キャンパスなど)に分割できます。例えば、本
社管理ドメインがいくつかのキャンパスロケーションから構成される場合、各キャン
パスロケーションをより小さなグループ (ビルディングなど)に分割することができま
す。同様に、個々のビルディングも小グループ (ネットワーク、サブネット、グルー
プなど)に分割することが可能です。最終的なグループの構成メンバーは個々のホス
トになります。

上記例を上位から下位の階層順に並べると、次のようになります。

1. 管理ドメイン
2. キャンパス
3. ビルディング
4. ネットワーク
5. サブネット
6. グループ
7. 個別ホスト

管理ドメインの詳しい作成方法については、51ページの「管理ドメインを作成す
る」を参照してください。

ホームドメインは、ユーザが特定のサーバにログインしたときに表示される管理ドメ
インです。

Sun Management Centerソフトウェア
の起動
Sun Management Centerのサーバソフトウェアは、インストール後にサーバシステム
をリブートすると自動的に起動します。サーバへはコンソールからアクセスします。
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� Sun Management Centerを起動する
1. Sun Management Centerのコンソールを起動するには、次のコマンドを入力しま
す。

% installed-root-directory/sbin/es-start -c

ルートディレクトリのデフォルト設定は /opt/SUNWsymonです。

ログイン画面が表示されます。

注 –一部の Sun Management Center機能へはWebブラウザからもアクセスできま
す。詳細については、第 15章を参照してください。

2. 有効なユーザ名、パスワード、サーバホスト名を該当するフィールドに入力しま
す。

ユーザアカウントは、Sun Management Centerサーバの
/var/opt/SUNWsymon/cfg/esusersファイルに一覧表示されます。

ヒント –サーバのポート番号や通信セキュリティレベルを変更する場合は、「オプ
ション」をクリックしてください。

3. Returnキーを押すか「ログイン」ボタンをクリックします。

指定サーバに予めログインしていない場合やホームドメインが未設定の場合は、
「ホームドメインの設定」ウィンドウが表示されます。ホームドメインは、ユー
ザが特定サーバにログインすると表示される管理ドメインです。「ホームドメイン
の設定」ダイアログボックスは、コンソールの起動のたびに、ユーザがホームドメ
インを設定するまで毎回表示されます。

インストール時は、デフォルトドメインという名前のデフォルト管理ドメインが作
成されます。デフォルトドメインは 1つのオブジェクト (ご使用のサーバホスト)
から構成されます。デフォルト管理ドメインを使用するためには、「デフォルトド
メイン」を選択して「ジャンプ先」ボタンをクリックします。ホームドメインの
設定方法については、50ページの「ホーム管理ドメインを設定する」を参照して
ください。

この時点でユーザ独自の管理ドメインを生成したり他のタスクを実行したい場合
は、次を参照してください。

� 独自の管理ドメインのオブジェクトを作成する方法については、51ページ
の「管理ドメインの生成」を参照してください。

� メインコンソールウィンドウの使用方法については、第 5章を参照してくださ
い。

� 監視機能の使用方法については、第 8章を参照してください。
� 新規管理ドメインの作成方法については、51ページの「管理ドメインを作成
する」を参照してください。
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� ホーム管理ドメインを設定する
1. 「ホームドメインの設定」ウィンドウへアクセスするには、メインコンソール
ウィンドウの「ファイル」メニューから「ホームドメインの設定」を指定します。

ヒント –指定サーバに予めログインしていない場合やホームドメインが未設定の場
合は、「ホームドメインの設定」ウィンドウが自動的に表示されます。

2. 「ホームドメインの設定」ウィンドウで、ホームドメインとして設定する管理ドメ
イン名を選択します。

選択した管理ドメインが強調表示されます。

3. 「ホームの設定」ボタンをクリックします。

「ホームドメインの設定」ダイアログボックスの下部に、次のメッセージが表示さ
れます。

ホームドメインを設定しています...お待ちください。

ホームドメインが設定されると、メッセージが変わります。

ホームドメインを設定しました。

デフォルト管理ドメインがホームドメインとして設定され、メインコンソール
ウィンドウにホームドメインの情報が表示されます。詳細については、47ページ
の「管理ドメインの概念」を参照してください。

ヒント –ホームドメインを設定せずに管理ドメインを使用する場合は、「ジャンプ
先」ボタンをクリックして、選択した管理ドメインをメインコンソールウィンドウ
に表示します。この場合ホームドメインは設定されません。再びコンソールを起動
すると「ホームドメインの設定」ウィンドウが表示されます。

4. 「閉じる」ボタンをクリックします。

メインコンソールウィンドウに選択したホームドメインが表示されます。

管理ドメインの作成
「ドメインマネージャ」ウィンドウを使用して、Sun Management Centerの管理ドメ
インを作成します。
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� 管理ドメインを作成する
1. メインコンソールウィンドウの「ファイル」メニューから「ドメインマネージャ」
を指定します。

「ドメインマネージャ」が表示されます。

2. 「ドメインマネージャ」で「追加」ボタンをクリックします。

「ドメインの作成」ダイアログボックスが表示されます。

図 2–1「ドメインの作成」ダイアログボックス

3. 「ドメイン名」フィールドに新規の管理ドメイン名を入力します。

4. 管理ドメインをすぐに生成しない場合は、「今すぐ生成」チェックボックスの選択
を解除します。

Sun Management Centerソフトウェアのデフォルト設定では、管理ドメインの作
成後すぐに検出マネージャを起動するダイアログボックスが表示されます。検出マ
ネージャについての詳細は、第 4章を参照してください。

5. 新規の管理ドメインを作成するには、「作成」ボタンをクリックします。

管理ドメインを作成せずにウィンドウを閉じる場合は、「取消し」ボタンをク
リックします。

管理ドメインの作成に必要なアクセス権がないと、エラーメッセージが表示されま
す。セキュリティについての詳細は、第 18章を参照してください。

管理ドメインの生成
管理ドメインの作成後は、これらの管理ドメインと下位グループの生成を行います。

注 –管理ドメインを生成するためには、esdomadmの特権が必要です。詳細は、254
999ページの「Sun Management Centerのグループ」を参照してください。

第 2章 • Sun Management Centerの管理ドメインの使用 51



管理ドメインにホストやその他のリソースを追加するために、次のいずれかの方法を
使用します。

� 検出マネージャによる生成

デフォルトでは、リソースのネットワークを検索する検出マネージャを使用して、
新規の管理ドメインを生成します。検索時間を短縮するために、制限を生成するこ
とができます。詳細は、第 4章を参照してください。

� 検出マネージャの検索頻度をスケジュール機能で生成

ネットワーク上の新たな管理オブジェクトを定期的に検索する場合は、スケジュー
ル機能で検索頻度 (毎時、毎日、毎週、毎月)を設定します。詳細は、77ページ
の「検出要求の作成と変更」を参照してください。

� 「オブジェクトの作成」メニューオプションによる手動生成

オブジェクトを個別に追加する場合は、「オブジェクトの作成」オプションを使用
します。このオプションは、少数の既存リソースを追加するときに便利です。例え
ば、新規にインストールしたホストを、「オブジェクトの作成」を利用して即座に
ローカル管理ドメインに追加することができます。詳細は、第 3章を参照してくだ
さい。

管理ドメインの管理
Sun Management Centerでは、作成した管理ドメインを管理することができます。

� 管理ドメインの情報を表示する
管理ドメインは、「ドメインマネージャ」ウィンドウまたは Sun Management Center
のメインコンソールウィンドウを通じて、一覧表示することができます。

1. 次のいずれかの方法で、メインコンソールウィンドウから「ドメインマネージャ」
にアクセスします。

� 「ファイル」メニューから「ドメインマネージャ」を指定する。
� 「Sun Management Centerドメイン」プルダウンメニューをクリックする。
現在の管理ドメインのリストが表示されます。

2. 表示したい管理ドメインを選択します。

メインコンソールウィンドウに選択した管理ドメインが表示されます。「Sun
Management Centerドメイン」ボタンが指定した管理ドメイン名に切り替わりま
す。
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� 管理ドメインのセキュリティを設定する
管理ドメインの属性エディタは、指定された管理ドメインとその動作を制御する規則
に関する追加情報を提供します。管理ドメインのセキュリティ情報の編集には、この
属性エディタを使用します。

注 –属性エディタは、それぞれ指定されたオブジェクトタイプに応じて 1つ以上のタ
ブボタンを表示します。

1. 次のいずれかの方法で属性エディタにアクセスします。

� メインコンソールウィンドウの階層表示から選択した管理ドメインのアイコン
上で、マウスボタン 3を押します。次に、ポップアップメニューから「属性エ
ディタ」を指定します。

� メインコンソールウィンドウで、「ファイル」メニューから「ドメインマネー
ジャ」を指定します。次に、管理ドメインを指定して「セキュリティ」ボタン
をクリックします。

2. 選択されていない場合は、「属性エディタ」ウィンドウの「セキュリティ」タブを
クリックします。

「属性エディタ」ウィンドウにセキュリティ情報が表示されます。
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図 2–2管理ドメインの属性エディタ

3. ユーザ名と管理者グループ名を該当するフィールドに入力します。

ユーザとグループについての詳細は、第 18章を参照してください。

4. 変更に同意して「属性エディタ」ウィンドウを閉じるには、「了解」ボタンをク
リックします。

� 管理ドメインを削除する

注意 –管理ドメインを削除する場合は、付属するメンバーも全て削除することになり
ます。

1. 「ドメインマネージャ」ウィンドウで、削除したい管理ドメイン名を指定します。
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注 –管理ドメインを削除するためには、適切なアクセス権を持っている必要があり
ます。Sun Management Centerのセキュリティについての詳細は、第 18章を参照
してください。

2. 「削除」ボタンをクリックします。

「ドメイン削除の確認」ダイアログボックスが表示されます。

「ドメイン削除の確認」ダイアログボックスは、削除する対象によって 2通り (全
ての管理ドメイン、現在表示中の管理ドメイン)あります。

3. 削除したい管理ドメインを確認して、「削除」ボタンをクリックします。

「ドメイン削除の確認」ダイアログボックスに次のメッセージが表示されます。

ドメインを削除しています...お待ちください。

削除が成功すると、ダイアログボックスが消えて、ドメインマネージャが管理ドメ
インリストを更新します。

4. 「閉じる」ボタンをクリックして「ドメインマネージャ」ウィンドウを閉じます。

遠隔管理ドメインの監視
遠隔管理ドメインは、異なる Sun Management Centerのサーバコンテキストで作成
された Sun Management Centerの管理ドメインです。サーバコンテキストの説明
は、34ページの「サーバコンテキスト」を参照してください。

異なるサーバコンテキストのオブジェクトに関心がある場合、遠隔リソースを監視す
ることができます。遠隔リソースを監視するためには、ローカル管理ドメイン内の遠
隔管理ドメインを参照します。また遠隔リソースを管理する場合は、現在の Sun
Management Centerのサーバコンテキストからログアウトして、遠隔サーバコンテキ
ストにログインします。リソース上の監視プロパティは、コンソールに接続したサー
バによってエージェントが管理されている場合にのみ管理することが可能です。デ
フォルトでは、Sun Management Centerのセキュリティは、遠隔管理ドメインに対す
る “読み取り専用 ”の権限をユーザに付与します。セキュリティについての詳細は、
第 18章を参照してください。

注 –遠隔リソースは、所属する遠隔管理ドメインを参照することによって監視できま
す。ただし、遠隔リソース上の監視プロパティを管理することはできません。

第 2章 • Sun Management Centerの管理ドメインの使用 55



例えば、現在の Sun Management Centerサーバコンテキストが本社管理ドメインに
基づき、遠隔の Sun Management Centerサーバコンテキストが支社 1に基づくと仮
定します。支社 1に従業員が不在の場合は、本社サーバコンテキスト内の遠隔管理ド
メインを参照することで、本社から支社管理ドメインを監視することができます。そ
のため、緊急事態が発生しても、本社の管理者は支店 1の管理者に即座に通知するこ
とができます。

注 –遠隔管理ドメインを通じて、重要なリソースを常時監視することが可能です。

図 2–3は、遠隔モニタリングの流れを示しています。管理ドメインAは、ドメインA
に割り当てられたオブジェクト 1と 2を監視します。さらに管理ドメインAは、ドメ
イン Bに割り当てられたオブジェクト3と 4を遠隔で監視します。ただし、この場合
は遠隔管理ドメイン Bを仲介する必要があります。

図 2–3遠隔管理ドメイン

自らを参照対象とする管理ドメインは作成しないでください。例えば、管理ドメイン
Aを作成する場合、参照対象である管理ドメイン Bからも参照されるような関係は成
立できません。

2つの管理ドメインを相互に監視する必要がある場合は、循環型のドメイン参照では
なく、ドメインAとドメイン Bの下にドメインメンバー (グループなど)を作成して
ください (次の図を参照)。

図 2–4遠隔管理ドメインの相互監視の設定例
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上図で遠隔参照を行う場合、ドメインAはドメイン Bの下位グループ 2を参照し、ド
メイン BはドメインAの下位グループ 1を参照します。

� 遠隔管理ドメインから情報を表示する
1. メインコンソールウィンドウの「ファイル」メニューから「リモートドメインマ
ネージャ」を指定します。

「リモートドメインマネージャ」ダイアログボックスが表示されます。

2. 「ホスト」フィールドに遠隔サーバ名を入力します。

3. 必要に応じて、「ポート」フィールドに遠隔トポロジマネージャのポート番号を入
力します。

デフォルトでは、トポロジマネージャはポート 164のサーバにインストールされま
す。

4. 「ドメイン一覧」ボタンをクリックします。

遠隔サーバ上の管理ドメインが一覧表示されます。

5. 参照したい管理ドメインを選択します。

選択した管理ドメインが強調表示されます。

6. 「参照」ボタンをクリックします。

メインコンソールウィンドウで現在選択されている管理ドメインの参照管理ドメイ
ンが作成されます。

第 2章 • Sun Management Centerの管理ドメインの使用 57



58 Sun Management Center 3.5ユーザーガイド • 2003年 7月



第 3章

オブジェクトのトポロジデータベース
への手動追加

この章では、Sun Management Centerトポロジデータベースに追加するオブジェクト
を手動で作成する方法について説明します。検出マネージャを使用してトポロジデー
タベースを自動設定する方法については、第 4章を参照してください。

この章の内容は次のとおりです。

� 59ページの「管理オブジェクトの概念」
� 62ページの「ノードを作成する」
� 64ページの「モジュールオブジェクトを作成する」
� 65ページの「グループを作成する」
� 66ページの「複合オブジェクトを作成する」
� 68ページの「セグメントを作成する」
� 69ページの「トポロジ表示でオブジェクトを接続する」
� 70ページの「オブジェクトをコピーする」
� 70ページの「オブジェクトグループをコピーする」
� 71ページの「オブジェクトを変更する」
� 73ページの「オブジェクトをカット＆ペーストする」
� 74ページの「オブジェクトを削除する」

管理オブジェクトの概念
Sun Management Centerのオブジェクトはネットワークの部品やノードを表すもの
で、ハードウェアとソフトウェアの構成要素 (ワークステーションやサーバなどのホ
スト、プリンタ、ルーター、モジュールなど)が該当します。さらに、ネットワーク
のセグメント自体もオブジェクトとみなします。
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注 –詳細は、ハードウェアの補足を参照してください。この補足から、オブジェクト
を作成する上で重要なハードウェア固有の情報を入手することができます。

オブジェクトを監視または管理する場合は、トポロジデータベースにノードを作成す
ることで管理ドメインやグループ内のオブジェクトを表現します。グループが存在し
ない場合は、まずグループを作成する必要があります。

ここでは、複数のオブジェクトに対応するノード (該当サーバに接続されたワークス
テーションなどのデバイス)を含む 1つまたは複数の管理ドメインを作成することが
できます。対象となる管理ドメインが存在して、初めてこれらの監視または管理が可
能となります。管理ドメインについての情報は、第 2章を参照してください。

管理オブジェクトカテゴリ
Sun Management Centerは、以下のオブジェクトカテゴリをサポートします。

� ノード –ノードオブジェクトは、通常ハードウェアコンポーネント (ワークステー
ション、サーバ、プリンタ、ルーターなど)のことを指します。詳細は、62ペー
ジの「ノードを作成する」を参照してください。

� 複合 –複合オブジェクトは、単一エンティティとして監視する関連オブジェクトの
集合で、サービスの監視に特化したサービスオブジェクトともなります。複合オブ
ジェクトの一例として、Solarisオペレーティング環境の複数インスタンスが動作
するハードウェアシステムが挙げられます。詳細は、66ページの「複合オブ
ジェクトを作成する」を参照してください。

� グループ –グループオブジェクトは、2つのカテゴリ (一般、IPベース)のどちら
か一方に分類されたオブジェクトの集合です。一般グループは地理的条件 (ビル
ディングなど)に基づき、IPベースグループはネットワークまたはサブネットに基
づきます。詳細は、65ページの「グループを作成する」を参照してください。

� セグメント –セグメントグループは、ノードまたはグループが相互にリンクしてい
るネットワークの一部です。詳細は、68ページの「セグメントを作成する」を参
照してください。

� モジュール –モジュールオブジェクトは、一般的な監視を行うモジュールの集合で
す。詳細は、64ページの「モジュールオブジェクトを作成する」を参照してくだ
さい。

エージェントとモニター
ノードを作成する場合は、次のいずれかの監視方法を指定してください。

Sun Management Centerエージェント –ホスト
インストールされて稼動中のアクティブエージェントを持つホストを監視、管理し
ます。ホスト上のエージェントの状態を監視することができます。Sun
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Management Centerのエージェントホストの「詳細」ウィンドウには、「情
報」、「ブラウザ」、「アラーム」などのタブが用意されています。「情報」タブ
の「エンティティのポーリングタイプ」は ahostです。

Sun Management Centerエージェント –プラットフォーム
詳細は、プラットフォームの補足を参照してください。

Sun Management Centerエージェント -モジュール
インストールされて稼動中のアクティブな Sun Management Centerエージェント
を持つモジュールを監視、管理します。エージェントホスト上の Sun Management
Centerモジュールの状態を監視することができます。「詳細」ウィンドウには、
「情報」、「モジュールブラウザ」、「アラーム」などのタブが用意されていま
す。「情報」タブの「エンティティのポーリングタイプ」は amodです。

SNMPプロキシ
Sun Management Centerのプロキシモジュールを実行中の Sun Management
Centerエージェントを通じて、その対象であるデバイスを監視、管理します。(プ
ロキシモジュールは、事前にエージェントに読み込んでおく必要があります。詳細
は 164ページの「モジュールを読み込む」を参照してください。）Sun
Management Centerトポロジマネージャとエージェント間の通信は SNMPv2 usec
を使用します。さらに、Sun Management Centerエージェントと遠隔デバイス間
の通信は、プロキシモジュールによって SNMPv1または SNMPv2を使用します。
最終的に、プロキシモニタリングモジュールのデータが表示されます。「詳細」
ウィンドウには、「情報」タブと「ブラウザ」タブが用意されています。「情報」
タブの「エンティティのポーリングタイプ」は aproxです。

SNMP Ping
SNMP pingコマンドを使用してデバイスを監視します。ただし管理機能は提供さ
れません。Sun Management Centerのトポロジマネージャは、SNMPv1経由でデ
バイスと通信して、デバイス上の SNMPエージェントの可用性を監視します。
「詳細」ウィンドウには「情報」タブしかありません。「情報」タブの「エン
ティティのポーリングタイプ」は snmpです。

ICMP Ping
Internet Control Message Protocol (ICMP) pingコマンドを使用して、デバイスの
アクセス可能性を監視することができます。ただし、管理機能は提供されません。
「詳細」ウィンドウには「情報」タブしかありません。「情報」タブの「エン
ティティのポーリングタイプ」は pingです。

監視なし
作成されるノードは表示専用です。ノードやデバイスの状態は監視されません。
「詳細」ウィンドウには「情報」タブしかありません。「情報」タブの「エン
ティティのポーリングタイプ」は dummyです。
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オブジェクトの作成
オブジェクトの一般的な作成手順は全カテゴリ共通ですが、一部の手順で異なりま
す。

� ノードを作成する
ノードは、メインコンソールウィンドウの「編集」メニューから「オブジェクトの作
成」を指定して作成します。

注 –ノードを作成するためには、事前に管理ドメインが存在している必要がありま
す。管理ドメインの作成方法については、51ページの「管理ドメインを作成する」を
参照してください。

1. メインコンソールウィンドウの階層表示で、新規オブジェクトを作成する管理ドメ
インを選択します。

管理ドメインの最下位グループを指定して、そこに新規オブジェクトを作成しま
す。例えば、ある管理ドメインの 1つのキャンパスに属するビルディング内にノー
ドを作成する場合、そのビルディングを最下位グループとして指定します。

2. メインコンソールウィンドウの「編集」メニューから「オブジェクト作成」を指定
します。

「オブジェクト作成」ウィンドウが表示されます。デフォルトで「ノード」タブが
選択されています。

3. 「オブジェクトの作成」ウィンドウの上半分で、新規ノードを設定します。

a. 「監視ツール」コンボボックスから、新規ノードを監視するソフトウェアまた
はエージェントを選択します。

エージェントとモニターには 7つのカテゴリがあります。選択したオブジェク
トにエージェントが対応しない場合は、通常 SNMP Pingを使用することがで
きます。有効なエージェントまたは pingコマンドを指定しなければ、作成は
失敗します。以下の選択肢が利用できます。

� Sun Management Centerエージェント –ホスト
� Sun Management Centerエージェント –プラットフォーム
� Sun Management Centerエージェント -モジュール
� SNMPプロキシ
� SNMP Ping
� ICMP Ping
� 監視なし
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注 –エージェントオブジェクトを作成するためには、MIB-IIモジュールを読み
込む必要があります。このモジュールがないと、pingホストまたは SNMPホ
ストとしてしかエージェントを作成することができません。

これらの監視カテゴリについての詳細は、60ページの「エージェントとモニ
ター」を参照してください。ご使用のプラットフォーム固有のオブジェクトを
作成する方法については、該当するプラットフォームの補足を参照してくださ
い。

b. 必要に応じて、「タイプ」フィールドのプルダウンメニューからタイプを選択
します。

「タイプ」フィールドは、「監視ツール」フィールドで SNMP Ping、ICMP
Ping、または監視なしが選択されている場合のみ表示されます。
以下のタイプが利用できます。

� サーバ
� ワークステーション
� PC
� ルーター
� プリンタ
� 端末集配信装置 (コンセントレータ)

c. 必要に応じて、「オブジェクト作成」ウィンドウをスクロールしてオブジェク
トを選択します。

監視のタイプによっては、「オブジェクト作成」ウィンドウの右側に選択した
オブジェクトのアイコン群が表示されます。これらのアイコンは、ノードを作
成した時点で、階層表示とトポロジ表示に表示されます。

d. (省略可能)「ノードラベル」フィールドで一意の名前を作成します。

デフォルトラベルはホスト名です。

e. (省略可能)ノードの説明を入力します。

4. 「オブジェクト作成」ウィンドウの下半分に、要求された情報を入力します。

ウィンドウの下半分に表示される質問は、手順 aで選択したエージェントまたはモ
ニターによって異なります。監視なしの場合を除き、ほとんどのエージェントやモ
ニターを選択すると以下の情報が要求されます。

� ノードホスト名
� ノード IPアドレス
ホスト名か IPアドレスのいずれか一方、または両方を入力できます。ホスト名と
IPアドレスが重複する場合は、ホスト名が優先されます。
さらに、以下の項目のいずれか 1つまたは複数について情報が要求されます。

� Sun Management Centerのエージェントポート番号 (デフォルト値は 161)
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� プロキシホスト名と IPアドレス (監視ツールが SNMPプロキシの場合)
� SNMPの読み込みおよび書き込みコミュニティー (監視ツールが SNMP Pingの
場合。読み込みコミュニティーのデフォルト値は public、書き込みコミュニ
ティーのデフォルト値は private)

� モジュール名

5. 新規ノードをトポロジに追加して「オブジェクトの作成」ウィンドウを閉じるに
は、「了解」ボタンをクリックします。

「オブジェクト作成」ウィンドウの下に次のメッセージが表示されます。

ノードを作成しています...お待ちください。

� 作成要求が成功すると、メインコンソールウィンドウが更新されて新規ノード
が表示されます。

� 作成要求が失敗すると、「オブジェクト作成」ウィンドウの下にエラー
メッセージが表示されます。エラーの原因として以下のいずれかが考えられま
す。

� ノードを作成する権限がない。
� ノード上で Sun Management Centerエージェントを起動する必要がある。
� エージェントホストまたはポート情報が間違っている。

注 –現在の Sun Management Centerサーバコンテキスト上にノードを作成する
場合、そのノードの所有権はユーザのログイン IDになります。一方、遠隔
サーバコンテキスト上にノードを作成する場合、通常そのノードの所有権は一
般的なユーザ IDになります。これは、Sun Management Centerサーバコンテ
キスト間のトランザクションのセキュリティ保護に一般的なユーザ IDが必要
なためです。詳細については、259ページの「Sun Management Centerの遠隔
サーバアクセス」を参照してください。

新規ノードの変更方法については、69ページの「オブジェクトの変更」を参照し
てください。

� モジュールオブジェクトを作成する
複数のホスト上のモジュールオブジェクトを監視する場合、各ホストごとにモジュー
ルを作成して、それらのモジュールオブジェクトを共通の場所 (同一のグループや管
理ドメインなど)に置くことができます。モジュールオブジェクトの作成手順は、
ノードの作成手順と同様です。

1. メインコンソールウィンドウの階層表示で、新規オブジェクトを作成する管理ドメ
インを選択します。

2. メインコンソールウィンドウの「編集」メニューから「オブジェクト作成」を指定
します。
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3. 「オブジェクトの作成」ウィンドウで「ノード」タブを選択します。

4. 「監視ツール」フィールドで「Sun Management Centerエージェント –モジュー
ル」を選択します。

5. (省略可能)ノードラベルを入力します。

6. (省略可能)説明を入力します。

7. ホスト名または IPアドレスを入力します。

ホスト名か IPアドレスのいずれか一方、または両方を入力できます。ホスト名と
IPアドレスが重複する場合は、ホスト名が優先されます。

8. ポート番号を確認または変更します。

9. 「モジュールの取得」ボタンをクリックして、現在ホストに読み込まれているモ
ジュールを一覧表示します。

モジュールリストが表示されます。

使用したいモジュールが読み込まれていない場合は、164ページの「モジュールを
読み込む」を参照してください。使用したいモジュールが使用不可の場合は、168
999ページの「モジュールを有効化する」を参照してください。

10.監視するモジュールを指定します。

モジュールリストが閉じます。

11.モジュールをトポロジに追加して「オブジェクト作成」ウィンドウを閉じるには、
「了解」ボタンをクリックします。

� グループを作成する
グループには 2つのタイプ (一般と IPベース)があります。一般グループは地理的条
件 (キャンパス、ビルディングなど)に基づき、IPベースグループはネットワークまた
はサブネットに基づきます。

注 –グループを作成するためには esdomadmの権限が必要です。詳細は、254ページ
の「Sun Management Centerのグループ」を参照してください。

1. メインコンソールウィンドウの階層表示で、新規グループを作成する管理ドメイン
を指定します。

例えば、ある管理ドメインのキャンパスのビルディング内にグループを作成する場
合は、そのビルディングのアイコンをクリックします。

2. メインコンソールウィンドウの「編集」メニューから「オブジェクト作成」を指定
します。

「オブジェクト作成」ウィンドウが表示されます。
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3. 「オブジェクト作成」ウィンドウで、「グループ」タブをクリックします。

4. 必要に応じて、「タイプ」フィールドを切り替えます (一般または IPベース)。

一般グループは地理的条件 (キャンパス、ビルディングなど)に基づき、IPベース
グループはネットワークまたはサブネットに基づきます。

5. オブジェクトタイプを選択します (ビル、キャンパス、一般)。

ウィンドウの右側が更新されて、選択したオブジェクトタイプのアイコンが表示さ
れます。

6. 新規のグループラベルを作成します。

7. (省略可能)「説明」フィールドに説明を入力します。

8. IPベースグループの場合、IPアドレスとサブネットマスクを指定します。

IPベースグループを指定すると、結果的に空のネットワーク (サブネット “コンテ
ナ” )が作成されます。このコンテナは、手順 10に従って生成することができま
す。

9. グループをトポロジ表示に追加して「オブジェクト作成」ウィンドウを閉じるに
は、「了解」ボタンをクリックします。

「オブジェクト作成」ウィンドウの下に次のメッセージが表示されます。

グループを作成しています...お待ちください。

作成要求が成功すると、メインコンソールウィンドウが更新されてグループが表示
されます。

作成要求が失敗すると、「オブジェクト作成」ウィンドウの下部にエラーメッセー
ジが表示されます。エラーの原因としては、グループ作成の権限がない可能性があ
ります。

新規グループの変更方法については、69ページの「オブジェクトの変更」を参照
してください。

10.以下のいずれかの方法で、グループをコンポーネントに追加します。

� 「オブジェクト作成」ウィンドウを使用する (62ページの「ノードを作成す
る」を参照)。

� オブジェクトを他のグループから新規グループにコピー＆ペーストする
(70ページの「オブジェクトをコピーする」を参照)。

� 複合オブジェクトを作成する
複合オブジェクトは、一括監視する関連オブジェクトのグループで、単一シャーシを
内部的に実行する Solarisオペレーティング環境のインスタンスを複数持っているハー
ドウェアのことを指します。

1. メインコンソールウィンドウの階層表示で、複合オブジェクトを作成する Sun
Management Centerの管理ドメインを選択します。
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管理ドメインの最下位グループを選択して、そこに新規の複合オブジェクトを作成
します。

2. メインコンソールウィンドウの「編集」メニューから「オブジェクト作成」を指定
します。

「オブジェクト作成」ウィンドウが表示されます。デフォルトで「ノード」タブが
選択されています。

3. 「オブジェクト作成」ウィンドウの「複合」タブをクリックします。

ウィンドウが、複合オブジェクト用の設定画面に切り替わります。

4. 「オブジェクト作成」ウィンドウでオブジェクトを選択します。

監視のタイプによっては、「オブジェクト作成」ウィンドウの右側に選択したオブ
ジェクトのアイコン群が表示されます。これらのアイコンは、複合オブジェクトを
作成した時点で、階層表示とトポロジ表示に表示されます。

5. 「ラベル」フィールドで一意の名前を作成します。

6. (省略可能)複合オブジェクトの説明を入力します。

7. 「オブジェクト作成」ウィンドウの下半分に、要求された情報を入力します。

� エージェントホスト名
� エージェント IPアドレス
� Sun Management Centerのエージェントポート番号 (デフォルト値は 161)

ホスト名か IPアドレスのいずれか一方、または両方を入力できます。ホスト名と
IPアドレスが重複する場合は、ホスト名が優先されます。

8. 複合オブジェクトをトポロジに追加して「オブジェクト作成」ウィンドウを閉じる
には、「了解」ボタンをクリックします。

「オブジェクト作成」ウィンドウの下に次のメッセージが表示されます。

複合オブジェクトを作成しています...お待ちください。

� 作成要求が成功すると、メインコンソールウィンドウが更新されて、新規の複
合オブジェクトが表示されます。

� 作成要求が失敗すると、「オブジェクト作成」ウィンドウの下にエラー
メッセージが表示されます。エラーの原因として以下のいずれかが考えられま
す。

� オブジェクトを作成する権限がない。
� Sun Management Centerエージェントを起動する必要がある。
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注 –現在の Sun Management Centerサーバコンテキスト上にノードを作成する
場合、そのノードの所有権はユーザのログイン IDになります。一方、遠隔
サーバコンテキスト上にノードを作成する場合、通常そのノードの所有権は一
般的なユーザ IDになります。これは、Sun Management Centerサーバコンテ
キスト間のトランザクションのセキュリティ保護に一般的なユーザ IDが必要
なためです。詳細については、259ページの「Sun Management Centerの遠隔
サーバアクセス」を参照してください。

新規の複合オブジェクトを作成する方法については、69ページの「オブジェクト
の変更」を参照してください。

� セグメントを作成する
管理ドメインの表示を完全なものにするために、管理ドメインのノードとリンク
ネットワークのセグメントを追加します。セグメントオブジェクトは、トポロジ表示
の階層に線で表示されます。

1. メインコンソールウィンドウの左のウィンドウ区画で、新規セグメントを作成する
管理ドメインの位置を指定します。

セグメントが選択したレベルに作成されます。例えば、ある管理ドメインのキャン
パスのビルディングにセグメントを作成する場合は、該当する管理ドメインのビル
ディングを選択します。

2. メインコンソールウィンドウの「編集」メニューから「オブジェクト作成」を指定
します。

「オブジェクト作成」ウィンドウが表示されます。

3. 「オブジェクト作成」ウィンドウの「セグメント」タブをクリックします。

4. 必要に応じて、「タイプ」フィールドを変更します (バスまたはリング)。

5. オブジェクトタイプを選択します。

選択リスト (Ethernetまたは IPX)が、「タイプ」フィールドで選択した項目に切
り替わります。

「オブジェクト作成」ウィンドウのパネルに、選択したオブジェクトタイプの大小
のアイコンが表示されます。これらのアイコンは、セグメントが作成された時点
で、メインコンソールウィンドウのトポロジ表示に表示されます。

6. 新規セグメントのラベルを入力します。

7. (省略可能)「説明」フィールドに説明を入力します。

8. IPアドレスを入力します。

9. サブネットマスクを入力します。
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10.新規セグメントをトポロジに追加して「オブジェクト作成」ウィンドウを閉じるに
は、「了解」ボタンをクリックします。

「オブジェクト作成」ウィンドウの下に次のメッセージが表示されます。

セグメントを作成しています...お待ちください。

� 作成要求が成功すると「オブジェクト作成」ウィンドウが閉じます。メインコ
ンソールウィンドウが更新されて、表示されます。

� 作成要求が失敗すると、「オブジェクト作成」ウィンドウにエラーメッセージ
が表示されます。

新規セグメントの変更方法については、69ページの「オブジェクトの変更」を参
照してください。

� トポロジ表示でオブジェクトを接続する
Sun Management Centerの表示をより現実に近づけるために、オブジェクト同士を接
続します。

1. トポロジ表示で 2つのオブジェクトを選択します。

2つのオブジェクトを選択するには、トポロジ表示で最初のオブジェクトを選択し
てから、Shiftキーを押したまま次のオブジェクトをクリックします。

2. 「編集」メニューから「接続の作成」を指定します。

選択したオブジェクト間のリンクが表示されます。

オブジェクトの変更
オブジェクトを同じトポロジ表示内の別の位置に移動する場合は、Editコマンド
(カット＆ペースト)を使用します。オブジェクトを別のトポロジ表示にコピーして元
のオブジェクトを現在の位置に残す場合は、カットではなくコピーを使用します。ト
ポロジ表示では、コピー、カット、ペーストの各機能が使用できます。また、コピー
機能とカット機能はポップアップウィンドウでも使用できます。ポップアップウィン
ドウは、オブジェクト上でマウスボタン 3 (通常は右ボタン)を押して表示します。

注 – Sun Management Center 3.5ソフトウェアは、オブジェクトの移動方法とし
て「ドラッグ＆ドロップ」はサポートしていません。

例えば、すでに別の管理ドメインに存在している複数のオブジェクトを含む管理ドメ
インを作成する場合は、新規の管理ドメインを作成し (50ページの「管理ドメインの
作成」を参照)、次に既存のオブジェクトを新規の管理ドメインにコピーします
(70ページの「オブジェクトをコピーする」を参照)。
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また、他の複数オブジェクトを含むオブジェクトであるグループもコピーすることが
できます。この場合、個別の新規グループは作成されず、既存グループへのシンボ
リックリンクが作成されます。従って、個々のコピーは同一グループの異なる“表示”
となります。

メインコンソールウィンドウについての詳細は、第 5章を参照してください。

� オブジェクトをコピーする
以下は単一オブジェクトの手順です。グループのコピー方法については、70ページ
の「オブジェクトグループをコピーする」を参照してください。

1. メインコンソールウィンドウのトポロジ表示で、コピーするオブジェクトを選択し
ます。

ヒント –複数のオブジェクトを選択する場合は、Shiftキーを押したままマウスボタ
ンをクリックします。

2. メインコンソールウィンドウの最上部で「編集」メニューから「コピー」を指定す
るか、オブジェクト上でマウスボタン 3を押して、ポップアップメニューから「コ
ピー」を指定します。

メインコンソールウィンドウの下部に次のメッセージが表示されます。

コピーしました。

3. 宛先グループまたは管理ドメインを開きます。

宛先グループがトポロジ表示に表示されます。

4. メインコンソールウィンドウの最上部で「編集」メニューから「ペースト」を指定
します。

宛先グループまたは管理ドメインにペーストされたオブジェクトが表示されます。
メインコンソールウィンドウの下部に次のメッセージが表示されます。

ペーストしました。

� オブジェクトグループをコピーする
1. トポロジ表示で、コピーするオブジェクトを選択します。

トポロジ表示の全オブジェクトをコピーする場合は、メインコンソールウィドウ
の「編集」メニューから「すべて選択」を指定します。

2つ以上のオブジェクトを選択してコピーする場合は:

a. 最初のオブジェクトをクリックして選択します。
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b. Shiftキーを押したまま、1つまたは複数のオブジェクトをクリックします。

2. メインコンソールウィンドウの「編集」メニューから「コピー」を指定するか、選
択したオブジェクトのいずれか 1つのオブジェクト上でマウスボタン 3を押し
て、ポップアップメニューから「コピー」を指定します。

オブジェクトがコピーされると、メインコンソールウィンドウの下に次のメッセー
ジが表示されます。

コピーしました。

3. 階層表示で、コピー先となる新規グループまたは管理ドメインを選択します。

4. メインコンソールウィンドウの「編集」メニューから「ペースト先」を指定しま
す。

または、宛先管理ドメイン上でマウスボタン 3を押して、ポップアップメニューか
ら「ペースト先」を指定します。

注意 –「ペースト先」ではなく「ペースト」を指定すると、オブジェクトが間
違ったグループにペーストされる可能性があります。この場合は、そのコピーした
オブジェクトを選択して、「編集」メニューか「オブジェクト/接続の削除」を指
定します。

� オブジェクトを変更する
一旦作成またはコピーしたオブジェクトは、「オブジェクトの変更」ウィンドウで変
更することができます。ただし、変更できるのは Sun Management Centerサーバ
データベース内のオブジェクト説明のみで、オブジェクト自体は変わりません。

1. メインコンソールウィンドウでオブジェクトを選択します。

2. メインコンソールウィンドウの「編集」ウィンドウから「オブジェクトの変更」を
指定します。

「オブジェクトの変更」ウィンドウが表示されます。ウィンドウの画面は、オブ
ジェクトのタイプ (グループ、ノード、複合オブジェクト、セグメントなど)に
よって異なります。

3. 必要に応じて属性を編集します。

グループオブジェクトを変更する場合、以下の属性が編集可能です。

� タイプ:一般または IPベース
� オブジェクト:ビルディング、キャンパス、一般
� グループラベル
� 説明
� IPアドレス (IPベースの場合)
� サブネットマスク (IPベースの場合)
ノードの場合、以下の属性が編集可能です。
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� 監視ツール

このフィールドについての詳細は、62ページの「ノードを作成する」を参照し
てください。

� ノードラベル

� 説明

� ノードタイプによって、その他の属性 (ホスト名、IPアドレス、ポートなど)が
一覧表示されます。

セグメントの場合、以下の属性が編集可能です。

� タイプ:バスまたはリング
� オブジェクト:Ethernetまたは IPX (バスの場合)、FDDI (リングの場合)
� セグメントラベル
� 説明
� IPアドレス
� サブネットマスク

複合オブジェクトの場合、以下の属性が編集可能です。

� オブジェクト
� ラベル
� 説明
� エージェントホスト名
� エージェント IPアドレス
� ポート名

詳細は、ご使用のハードウェアの補足を参照してください。

4. 変更を保存する場合は「了解」ボタンをクリックし、属性を変更しない場合は「取
消し」ボタンをクリックします。

� オブジェクト名を変更する
オブジェクト名を実際に変更した場合、トポロジデータベースの管理オブジェクト名
もこれに合わせて簡単に変更することができます。

1. メインコンソールウィンドウで、変更するオブジェクト名を選択します。

2. メインコンソールウィンドウの「編集」メニューから「オブジェクト名の変更」を
指定するか、オブジェクト上でマウスボタン 3を押して、ポップアップメニューか
ら「オブジェクト名の変更」を選択します。

「オブジェクト名の変更」ウィンドウが開きます。「現在のラベル」に既存の管理
オブジェクト名が表示されます。

3. 「新しいラベル」フィールドに新規の名前を入力します。

4. トポロジデータベースの指定オブジェクトに新規の名前を適応する場合は、「了
解」ボタンをクリックします。
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名前を変更せずに「オブジェクト名の変更」ウィンドウを終了する場合は、「取消
し」ボタンをクリックします。

� オブジェクトをカット＆ペーストする
オブジェクトは、メインコンソールウィンドウのトポロジ表示からカットして移動し
たり、永久に削除したりすることができます。カットするオブジェクトは一時的にメ
モリーに保存され、すぐに単一または複数の領域にペーストされます。削除したオブ
ジェクトは再呼び出しできません。オブジェクトの削除方法については、74ページ
の「オブジェクトを削除する」を参照してください。メインコンソールウィンドウに
ついての詳細は、第 5章を参照してください。

カット＆ペースト機能は、全てのオブジェクト (ホスト、モジュール、グループ)で共
通です。

注 – Sun Management Center 3.5ソフトウェアは、オブジェクトの移動方法とし
て「ドラッグ＆ドロップ」をサポートしていません。

1. トポロジ表示の既存オブジェクトを選択します。

オブジェクトを選択しないと、カット機能と削除機能が選択不可になります。

2. メインコンソールウィンドウの「編集」メニューから「カット」を指定するか、オ
ブジェクト上でマウスボタン 3を押して、ポップアップメニューから「カット」を
指定します。

選択したオブジェクトが点線で囲まれます。オブジェクトはすぐには消えず、新し
い位置にペーストされるまでアクティブな状態を維持して、オブジェクト (プロセ
スなど)が中断するのを防止します。オブジェクトは、ペーストが成功するまでそ
のまま表示されます。

ヒント –カット操作を中止する場合は、オブジェクトを再びクリックします。

カット操作が成功すると、メインコンソールウィンドウの下部に次のメッセージが
表示されます。

カットしました。

3. トポロジ表示のペースト位置にナビゲートします。

4. 「編集」メニューから「ペースト」を選択します。

オブジェクトが新しい位置に表示され、元の位置から消えます。
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� オブジェクトを削除する
削除機能は、オブジェクトをトポロジデータベースから完全に削除します。オブ
ジェクトを別の位置へ移動する方法については、70ページの「オブジェクトをコピー
する」または 73ページの「オブジェクトをカット＆ペーストする」を参照してくだ
さい。

メインコンソールウィンドウについての詳細は、第 5章を参照してください。

注 –管理ドメインを削除する場合は、「ドメインマネージャ」ウィンドウの「削除」
ボタンを使用します。詳細は、54ページの「管理ドメインを削除する」を参照してく
ださい。

1. トポロジ表示の既存オブジェクトを選択します。

オブジェクトを選択しないと、削除機能が選択不可になります。

2. メインコンソールウィンドウの「編集」メニューから「オブジェクト/接続の削
除」を指定します。

削除を確認または中止するプロンプトが表示されます。

削除操作が成功すると、オブジェクトが削除され、メインコンソールウィンドウの
下部に次のメッセージが表示されます。メインコンソールウィンドウの下部に次の
メッセージが表示されます。

削除しました。
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第 4章

検出マネージャを使用したオブジェク
トのトポロジデータベースへの追加

検出マネージャを使用した管理ドメインの自動生成は、大規模ネットワークで作業す
る場合に非常に有効的な方法です。「オブジェクトの作成」ウィンドウから手動でオ
ブジェクトメンバーを追加する方法については、第 3章を参照してください。

この章の内容は次のとおりです。

� 75ページの「検出マネージャの概念」
� 77ページの「「オブジェクト検出」ウィンドウを起動する」
� 77ページの「検出オブジェクト要求を定義して起動する」
� 81ページの「検出オブジェクト要求の設定を変更する」
� 82ページの「検出プロセスをハードウェア、ソフトウェア、オブジェクト名で限
定する」

� 84ページの「検出オブジェクト要求をスケジュールする」
� 84ページの「検出オブジェクト要求を変更する」
� 85ページの「検出オブジェクト要求を起動、中止、削除する」
� 85ページの「検出オブジェクトログを表示する」

検出マネージャの概念
検出マネージャは、ホスト、ルーター、ネットワーク、サブネットなどの検出
(319ページの「IPアドレス指定の概要」を参照)、および Sun Management Center
エージェントが他のサーバコンテキストに設定されているオブジェクト (260ページ
の「Sun Management Centerのサーバコンテキストとセキュリティ」を参照)の検出
を行います。

さらに、トポロジオブジェクトの検索とグループ化が可能です。これらのオブジェク
トは、単一のハードウェアプラットフォームまたは共同のハードウェアプラット
フォーム群と関連づけることができます。検出とグループ化の機能は、このような関
連オブジェクトを効果的に管理します。この機能については、グループ化要求を持つ
マシンアーキテクチャのアドオン補足で説明しています。
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注 –追加情報は、プラットフォームの補足を参照してください。オブジェクト検出に
関する重要なプラットフォーム固有情報を入手することができます。

検出要求は、1つまたは複数作成することができます。各要求はそれぞれ個別のプロ
セスとして動作して、検出されたオブジェクトを管理ドメインに追加します。ただ
し、検出機能のサポート対象は管理ドメインのみで下位グループは対象外のため、要
求が追加できるのは管理ドメインに限られます。

また、要求をスケジュール設定して、新規ホストを定期的に検出することも可能で
す。

注 –全ての検出要求には、要求 IDが割り当てられます。要求 IDは、Sun
Management Center内部の要求に対する一意の識別子で、必ずしも連続した順序では
ありません。要求 IDは、「検出要求」ウィンドウの「検出詳細」領域に表示されま
す。

「オブジェクト検出」ウィンドウの説明
次の表は、「オブジェクト検出」ウィンドウに含まれるフィールドを示しています。

表 4–1「オブジェクト検出」ウィンドウのフィールド

フィールド 説明

名前 要求に対して作成する名前。複数の要求に同じ名前を付けることができま
す。

スケジュール 要求がスケジュール設定されていれば「はい」、設定されていなけれ
ば「いいえ」となります。

状態 検出要求の現在の状態を反映して、次のいずれかで表します。
� 新規 –新規の要求が追加されたが、まだ処理されていない。
� 待ち行列入り –要求がサーバに送信されたが、処理は開始されていな
い。

� 実行中 –要求が現在処理されている。
� 成功 –要求処理が成功した。
� 失敗 –要求処理が失敗した。
� 停止 –ユーザが処理を停止した。
� 0ホスト追加 –要求が、フィルタ制限を通過したホストを検出しな
かった。

要求の詳細 選択された検出要求の概要を説明します。

次の表は、「オブジェクト検出」ウィンドウに含まれるボタンを示しています。
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表 4–2「オブジェクト検出」ウィンドウのボタン

ボタン 処理

追加 「新しい検出要求」ウィンドウを介して新規の検出要求を作成します。

変更 選択された検出要求を変更します。

複製 選択された検出要求のコピーを作成します。

削除 選択された検出要求を削除します。

開始 選択された検出要求を起動します。この場合、実行中またはスケジュール
設定された要求は選択できません。

停止 選択された検出要求の動作を中止します。この場合、実行中の要求しか選
択できません。

ログ 選択された検出要求が生成したログ結果を表示します。

検出要求の作成と変更
この章では、検出要求の起動と変更の方法について説明します。

� 「オブジェクト検出」ウィンドウを起動する
� 次のいずれかの方法で「オブジェクト検出」ウィンドウを起動します。

� 「ドメインの作成」ダイアログボックスから管理ドメインを作成する場合は、
「今すぐ生成」オプションを選択します。

管理ドメインの詳しい作成方法については、50ページの「管理ドメインの作
成」を参照してください。

� 「Sun Management Centerドメイン」プルダウンメニューで管理ドメインを選
択し、メインコンソールウィンドウの「ツール」メニューから「オブジェクト
検出」を指定します。

「オブジェクト検出」ウィンドウが表示されます。

� 検出オブジェクト要求を定義して起動する
ホストの検出には、pingコマンドまたは経路テーブルを使用します。

経路テーブルから検出要求を起動する場合は、事前に付録 Bを読んでおいてくださ
い。この付録では、経路指定、ネットワーククラス、ネットマスクの基本的な概念に
ついて説明しています。
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注 –検出要求を実行するためには、esdomadmの権限が必要です。詳細については、
第 18章を参照してください。

1. 「オブジェクト検出」ウィンドウを開きます (77ページの「「オブジェクト検出」
ウィンドウを起動する」を参照)。

2. 「オブジェクト検出」ウィンドウの「追加」ボタンをクリックします。

「新しい検出要求」ウィンドウが表示されます。デフォルトでは「検出」タブが選
択されています。

ヒント –既存の検出要求をコピーする場合は、既存要求を選択して「オブジェクト
検出」ウィンドウの「複製」ボタンをクリックします。新規の検出要求設定を編集
する方法については、84ページの「検出オブジェクト要求を変更する」を参照し
てください。

3. 「要求名」フィールドに検出要求の新規名を入力します。

「オブジェクト検出」ウィンドウの要求リストから要求を選択して、関連する検索
パターンを編集します。

4. 「検出方法」フィールドで、ネットワークの検出方法を選択します。

検出方法には、Pingと経路テーブルがあります。

� Pingを選択すると、検出プロセスは ICMPコマンドと SNMP pingコマンドを
使用して、指定 IPアドレス範囲のホスト、ルーター、複合オブジェクトを検出
します。次に、検出したホストを、ネットマスクに基づいて該当するネット
ワークとサブネットに配置します。

注 –複合オブジェクトには、ハードウェアとソフトウェアの各種グループ
(StarFire™システムと Sun Fire ™システムなど)が含まれます。これらのオブ
ジェクトはサブネットなどの構成には現れませんが、ドメインのルートレベル
で確認することができます。

� 経路テーブル選択すると、検出プロセスは Sun Management Centerのサーバホ
ストから起動し、指定数のホップを通過して nホップ離れたサブネットとホス
トをレポートします。トポロジマネージャまたは Sun Management Centerサー
バが稼動するホストから宛先ホストまでの「距離」は、ホップ数によって限定
されます。
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注 –経路テーブルの検出要求では、ポート 161で SNMPエージェントを起動す
ることが前提となります。使用可能なエージェントは、Sun Management
Centerエージェント、snmpdx、またはご使用のネットワーク管理パッケージ
が提供する SNMPエージェントなどです。別のポート番号を使用する場合は、
手順 9を参照してください。

経路テーブルについての詳細は、付録 Bを参照してください。

5. 「開始 IPアドレス」フィールドに、検出プロセスを開始する IPアドレスを入力
します。

6. 「終了 IPアドレス」フィールドに、検出プロセスを終了する IPアドレスを入力
します。

注 –この手順は、検出方法として Pingを選択した場合にのみ必要となります。

7. 「ネットマスク」フィールドにネットマスク値を入力します。

注 –この手順は、次の条件に当てはまる場合にのみ必要となります。

� 検出方法として Pingを選択した。
� デフォルト値 (255.255.255.0)以外のネットマスクを使用する必要がある。

8. 「ホップ数」フィールドに数字を入力します。

ホップは、パケットが宛先に到達するまでに通過するルーター数です。例えば、値
が 0 (ゼロ)の場合、検出プロセスは現在のサブネットにだけ限定されます。

注 –この手順は、次の条件に当てはまる場合にのみ必要となります。

� 検出方法として経路テーブルを選択した。
� 検出プロセスの規模を限定したい。

9. デフォルト値 (161)以外のポート番号を使用するには、「このポートも確認」
フィールドにポート番号を入力します。
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ヒント –入力したポート番号だけを確認するときは、「デフォルトポートの使用」
を選択解除します。「デフォルトポートの使用」を選択してフィールドに番号を追
加する場合、検出プロセスはデフォルトのポート番号と入力したポート番号の両
方を検査します。

10.検出プロセスを起動するには、「了解」ボタンをクリックします。

確認ウィンドウが現れます。

検出要求をカスタマイズする場合は、以下の節を参照してください。

� 81ページの「検出オブジェクト要求の設定を変更する」
� 82ページの「検出プロセスをハードウェア、ソフトウェア、オブジェクト名
で限定する」

� 84ページの「検出オブジェクト要求をスケジュールする」

11.検出要求をすぐに実行するには、「はい」ボタンをクリックします。

検出プロセスを起動すると、以下のイベントが発生します。

� 検出プロセスが、Sun Management Centerエージェントを実行中の全ノードを
検出します。この中には、他の Sun Management Centerサーバコンテキストに
属するエージェントノードや、Sun Management Centerの遠隔サーバコンテキ
ストに属する Sun Management Centerエージェントノードも含まれます。Sun
Management Centerエージェントノードの拡張情報が収集されます。

� 検出プロセスが、SNMPエージェントを実行中の全ノードを検出します。
SNMPエージェントノードの限定情報が収集されます。

� 検索プロセスが、Sun Management Centerエージェントと SNMPエージェン
ト以外を実行中の全ノードを検出し、pingホストとして一覧表示します。収集
される pingホストの情報はごくわずかです。

12. Sun Management Centerサーバまたはエージェントが誤って pingホストとして
レポートされるか全く検出されない場合は、より大きなタイムアウトで検出プロセ
スを再実行しします。

注 –ホストが極端にビジーの場合、そのホストのデータを収集している検出プロセ
スはタイムアウトになる可能性があります。Sun Management Centerエージェン
トのホストでタイムアウトが発生すると、そのホストは pingホストとしてレポー
トされるか、全く検出されない可能性があります。従って、タイムアウトが発生し
た場合は、pingと SNMPのタイムアウト期間を大きくしてから、検出プロセスを
再実行してみてください。詳細は、81ページの「検出オブジェクト要求の設定を
変更する」を参照してください。
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� 検出オブジェクト要求の設定を変更する
1. 「新しい検出要求」ウィンドウまたは「検出要求の編集」ウィンドウの「設定の変
更」タブをクリックします。

2. 検出要求情報のログファイルへの書き込みを停止するには、「検出要求の状況を記
録」チェックボックスを選択解除します。

デフォルトでは、「オブジェクト検出」ウィンドウからアクセス可能なログに情報
が書き込まれます。詳細については、85ページの「検出オブジェクトログを表示
する」を参照してください。

ログ機能を使用不可にしても、検出要求プロセス状態の情報は「オブジェクト検
出」のメインウィンドウに表示されたままです。

3. 必要に応じて、「設定の変更」の「Ping」領域にある「タイムアウト」フィール
ドの情報を編集します。

このフィールドで、検出マネージャの ping要求応答の待ち時間を秒単位で増やす
ことができます。デフォルトでは、検出マネージャがタイムアウトするまでの待ち
時間は 1秒です。

4. 必要に応じて、「設定の変更」の「Ping」領域にある「リトライ」フィールドの
情報を編集します。

このフィールドで、検出マネージャが ping要求を管理オブジェクトに送信する回
数を増やすことができます。デフォルトでは、検出マネージャが pingする回数は
各オブジェクトにつき 1回です。

5. 必要に応じて、「設定の変更」の「SNMP」領域にある「タイムアウト」フィー
ルドの情報を編集します。

このフィールドで、検出マネージャの SNMP要求応答の待ち時間を秒単位で増や
すことができます。デフォルトでは、検出マネージャがタイムアウトするまでの待
ち時間は 3秒です。

6. 必要に応じて、「設定の変更」の「SNMP」領域にある「リトライ」フィールド
の情報を編集します。

このフィールドで、検出マネージャが SNMP要求を管理オブジェクトに送信する
回数を増やすことができます。デフォルトでは、検出マネージャが SNMPを送信
する回数は各オブジェクトにつき 1回です。

7. 必要に応じて、「設定の変更」の「SNMP」領域にある「コミュニティ文字列」
フィールドの情報を編集します。

このフィールドで、SNMPコミュニティーのデフォルト値を変更することができ
ます。デフォルト値は、publicです。この値を変更する場合は、1つまたはパイ
プ文字 (|)で区切られた複数の文字列を追加します。

8. 必要に応じて、「設定の変更」の「一般」領域にある「最大ホスト数」フィールド
の値を編集します。

このフィールドでは、トポロジデータベースに追加可能なオブジェクト数を限定す
ることができます。デフォルト値は 256です。

第 4章 •検出マネージャを使用したオブジェクトのトポロジデータベースへの追加 81



9. 必要に応じて、「設定の変更」の「一般」領域にある「最大検出時間」フィールド
の値を編集します。

このフィールドで、検出プロセスの合計の実行時間を限定することができます。デ
フォルト値は 1000000秒 (約 280時間または 11日強)です。

10.「了解」ボタンをクリックします。

設定変更が適応されて、「新しい検出要求」が閉じます。検出プロセスが起動しま
す。

� 検出プロセスをハードウェア、ソフトウェア、オ
ブジェクト名で限定する
管理オブジェクトは、ホスト名、オペレーティングシステム、プラットフォームタイ
プによって、追加または除外するオブジェクトを選択することができます。フィルタ
リングでは、grepコマンドを使用して指定された値を検索します。

1. 「新しい検出要求」ウィンドウの「フィルタ」タブをクリックします。

2. オブジェクト名に従って管理オブジェクトをフィルタリングするには、「ホスト名
またはラベル」を選択します。

a. 「ホスト名またはラベル」フィールドに文字列を入力します。

b. 「追加」ボタンをクリックして、文字列をフィルタリング条件に追加します。

c. この文字列を持つ管理オブジェクトを含めるかどうか決定します。

この文字列を持つオブジェクトを含める場合は、「含む」ボタンをクリックし
ます。

この文字列を持つオブジェクトを除外する場合は、「除外する」ボタンをク
リックします。

名前フィルタを削除するには、右側のリストの文字列をクリックしてから「削除」
ボタンをクリックします。

3. オブジェクトプラットフォームに従って管理オブジェクトをフィルタリングするに
は、「プラットフォームタイプ」を選択します。

プラットフォームには、ハードウェアオブジェクトと、ハードウェアとソフト
ウェアの論理グループを持つ複合オブジェクトの両方が含まれます。

a. 左側の「プラットフォームタイプ」リストで、フィルタリングの基準となるプ
ラットフォームタイプを選択します。

b. 「追加」ボタンをクリックして、フィルタリング条件にプラットフォームタイ
プを追加します。

c. このプラットフォームの管理オブジェクトを含めるかどうか決定します。
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このプラットフォームのオブジェクトを含める場合は、「含む」ボタンをク
リックします。

このプラットフォームのオブジェクトを除外する場合は、「除外する」ボタン
をクリックします。

プラットタイプフィルタを削除するには、右側のリストでプラットフォームタイプ
を選択してから「削除」ボタンをクリックします。

4. オペレーティング環境に従って管理オブジェクトをフィルタリングするには、「オ
ペレーティングシステム」を選択します。

a. 左側の「オペレーティングシステム」リストで、フィルタリングするオペレー
ティング環境を選択します。

b. 「追加」ボタンをクリックして、フィルタリング条件にオペレーティング環境
を追加します。

c. このオペレーティング環境の管理オブジェクトを含めるかどうかを決定しま
す。

このオペレーティング環境のオブジェクトを含める場合は、「含む」ボタンを
クリックします。

このオペレーティング環境のオブジェクトを除外する場合は、「除外する」ボ
タンをクリックします。

オペレーティング環境フィルタを削除するには、右側のリストでオペレーティング
環境を選択してから「削除」ボタンをクリックします。

5. Sun Management Centerのモジュールに従って管理オブジェクトをフィルタリン
グするには、「モジュール」を選択します。

a. 左側の「モジュール」リストで、フィルタリングの基準となるモジュールを選
択します。

b. 「追加」ボタンをクリックして、フィルタリング条件にモジュールを追加しま
す。

c. このモジュールの管理オブジェクトを含めるかどうか決定します。

このモジュールの管理オブジェクトを含める場合は、「含む」ボタンをク
リックします。

このモジュールの管理オブジェクトを除外する場合は、「除外する」ボタンを
クリックします。

モジュールフィルタを削除するには、右側のリストでモジュールを選択してか
ら「削除」ボタンをクリックします。

6. 「了解」ボタンをクリックします。

設定したフィルタが適応されて、「新しい検出要求」ウィンドウが閉じます。検出
プロセスが起動します。
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� 検出オブジェクト要求をスケジュールする
1. 「新しい検出要求」ウィンドウの「スケジュール」タブをクリックします。

2. 「新しい検出要求」を選択して、スケジュールを定義します。

3. 要求を当日以外の日に実行するには、「開始日」フィールドに実行日を入力しま
す。

「開始日」フィールドの情報を手動で編集するか、カレンダの日付をクリックしま
す。

4. 「開始時間」ポップアップメニューから時間と分を選択します。

時間は 24時間表示です。例えば、16:30は午後 4時 30分と同じです。

5. 「繰り返し間隔」の隣のポップアップメニューで、要求の実行頻度を指定します。

「繰り返し間隔」を指定すると、ユーザ定義のスケジュールに従ってデータベース
が自動的に更新されます。例えば、ネットワーク環境を頻繁に変更する場合、デー
タベースを最新の状態に保つために検出要求を毎週実行することができます。

6. 「新しい検出要求」ウィンドウを終了するには、「了解」ボタンをクリックしま
す。

検出要求は、ユーザ定義のスケジュールに従って待ち行列に入れられます。

� 検出オブジェクト要求を変更する
事前に定期的な検出要求を作成している場合は、この検出要求のパラメータを「検出
要求の編集」ウィンドウで変更することができます。

1. メインコンソールウィンドウの「ツール」メニューから「オブジェクト検出」を指
定します。

「オブジェクト検出」ウィンドウが表示されます。

2. 変更したい検出要求名を選択します。

3. 「変更」ボタンをクリックします。

「検出要求の編集」ウィンドウが表示されます。ウィンドウの最上部のバーに要求
IDが表示され、「要求名」フィールドに要求名が表示されます。

4. 必要に応じて「検出」、「設定の変更」、「フィルタ」、「スケジュール」の各タ
ブを選択して設定を変更します。

設定は、検出要求の定義時に作成または変更した設定と同じです。詳細について
は、以下を参照してください。

� 77ページの「検出オブジェクト要求を定義して起動する」
� 81ページの「検出オブジェクト要求の設定を変更する」
� 82ページの「検出プロセスをハードウェア、ソフトウェア、オブジェクト名で
限定する」
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� 84ページの「検出オブジェクト要求をスケジュールする」

5. 「検出要求の編集」ウィンドウを終了して変更に同意するには、「了解」ボタンを
クリックします。

ダイアログボックスが現れて、変更した検出要求の実行方法をいくつか表示しま
す。

� 検出要求を起動してすぐに実行する場合は、「はい」ボタンをクリックしま
す。

� 検出要求をスケジュールしてすぐに実行しない場合は、「いいえ」ボタンをク
リックします。

� 検出要求の実行を全て取り消す場合は、「取消し」ボタンをクリックします。

� 検出オブジェクト要求を起動、中止、削除する
事前に検出要求を作成している場合は、「オブジェクト検出」ウィンドウでその要求
を起動、中止、削除することができます。

1. メインコンソールウィンドウの「ツール」メニューから「オブジェクト検出」を指
定します。

「オブジェクト検出」ウィンドウが表示されます。

2. 起動、中止、または削除したい検出要求の名前を選択します。

3. 「開始」、「停止」、「削除」のいずれかのボタンをクリックします。

� 検出オブジェクトログを表示する
1. 「オブジェクト検出」ウィンドウで、表示したい検出要求のログを選択します。

2. 「ログ」ボタンをクリックします。

読み取り専用ウィンドウにログファイルが表示されます。

ヒント –ログファイルが長すぎてウィンドウに全て表示できない場合は、サイドス
クロールバーを利用してファイルの残りの部分を表示します。

3. 要求が実行中の場合は、「再表示」ボタンをクリックしてログファイルの表示を更
新します。

4. 「閉じる」ボタンをクリックして、ログファイルを終了します。

第 4章 •検出マネージャを使用したオブジェクトのトポロジデータベースへの追加 85



86 Sun Management Center 3.5ユーザーガイド • 2003年 7月



第 5章

Sun Management Centerでのオブ
ジェクト管理

注 –この章では、Javaコンソールの概要について説明します。ただし、システムの管
理手順と監視手順については、一部を除きこの章以外で説明しています。

この章の内容は次のとおりです。

� 87ページの「メインコンソールウィンドウの概要」
� 88ページの「メニューバーを使用する」
� 89ページの「ポップアップメニューを使用する」
� 90ページの「ツールチップを表示する」
� 90ページの「管理オブジェクトを検索する」
� 90ページの「別の管理ドメインを表示する」
� 91ページの「管理ドメイン表示」
� 93ページの「階層表示をナビゲートする」
� 94ページの「トポロジ表示をナビゲートする」
� 95ページの「トポロジレイアウトを変更する」
� 95ページの「トポロジ表示にバックグラウンドイメージを追加する」
� 96ページの「トポロジ表示からバックグラウンドイメージを削除する」
� 96ページの「トポロジ表示でオブジェクトを接続する」
� 97ページの「管理オブジェクト間の接続を削除する」
� 97ページの「管理ドメイン状態サマリー」

メインコンソールウィンドウの概要
メインコンソールウィンドウは、Sun Management Centerの基本ユーザインタフェー
スです。以下にその機能を示します。

� 管理オブジェクトのビジュアル表示 (ホスト、ネットワークなど)
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� 管理オブジェクトに付属する属性やプロパティの操作 (アラームしきい値条件の作
成など)

この章では、次の図に示された機能について説明します。

図 5–1メインコンソールウィンドウ

� メニューバーを使用する
コンソールウィンドウの最上部にあるメニューバーから、Sun Management Centerの
一般的な機能とツールにアクセスすることができます。メニュー名または機能がグ
レー表示されている場合には、そのオプションを使用できません。最初に適切な管理
オブジェクトが選択されていない可能性があります。

1. メニューにアクセスするには、メニューラベルをクリックします。

メニュー内容が表示されます。
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ヒント –メニューを一度表示すれば、スクロールまたはキーボード上の左右の矢印
キーを使用してメニュー間を移動することができます。

2. メニューオプションを選択するには、メニューオプションラベルをクリックしま
す。

� ポップアップメニューを使用する
ポップアップメニューは、階層表示とトポロジ表示に表示される全てのオブジェクト
で使用可能です。メニュー内容は、選択されたオブジェクトの機能に応じて変わりま
す。

1. オブジェクト上で、マウスボタン 3 (通常は右ボタン)をクリックします。

ポップアップメニューが表示されます。

2. メニュー項目を指定するには、マウスボタン 1 (通常は左ボタン)をクリックしま
す。

以下に、ほぼ実際に表示される順番で、ポップアップメニューの一般的な項目につ
いて説明します。メニューによっては表示されない項目もあります。

「カット」 選択されたオブジェクトをカットします。カットさ
れたオブジェクトは、別の場所にペーストされるま
で点線で囲まれます。取り消す場合はオブジェクト
をクリックします。

「コピー」 選択されたオブジェクトをコピーします。

「オブジェクト名の変更」 「オブジェクト名の変更」ウィンドウを表示しま
す。

「オブジェクトの変更」 「オブジェクトの変更」ウィンドウを表示します。

「属性エディタ」 属性エディタを表示します。詳細については、
第 10章を参照してください。

「モジュールの読み込み」 「モジュールの読み込み」ダイアログボックスを表
示します。詳細については、164ページの「モ
ジュールを読み込む」を参照してください。

「詳細」 「詳細」ウィンドウを表示します。詳細について
は、第 6章を参照してください。

「アラーム処理」 アラーム発生時の処理を定義する「アラーム処理」
ウィンドウを表示します。詳細については、
第 12章を参照してください。
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� ツールチップを表示する
メインコンソールウィンドウ上でマウスカーソルを動かすと、一時的にツールチップ
が表示されます。ツールチップは、選択されたオブジェクトやデータプロパティテー
ブルのプロパティと値のカラムの説明です。データプロパティテーブルについては、
第 8章を参照してください。プロパティテーブルは、監視されたプロパティに関する
情報を提供します。これらのテーブルについては、付録 Cで説明します。

� ツールチップを表示するには、マウスカーソルをオブジェクト上に置きます。

しばらくすると、ツールチップでそのオブジェクトの簡単な説明が表示されます。

� 管理オブジェクトを検索する
1. メインコンソールウィンドウから、「オブジェクトの検索」アイコンをクリックす
るか「ジャンプ」メニューで「オブジェクトの検索」をクリックします。

「オブジェクトの検索」ウィンドウが表示されます。

2. 特定のオブジェクト名を検索するには、「オブジェクトラベル」フィールドで検索
する管理オブジェクト名を入力します。

名前は一部だけ入力することも可能です。

3. フィルタリング条件に従って管理オブジェクトを検索するには、「フィルタ名」の
隣のボタンをクリックします。次に、「フィルタ名」メニューからフィルタを選択
します。

「ジョブの管理」ウィンドウのフィルタリング機構を使用してフィルタを定義しま
す。「ジョブの管理」ウィンドウにアクセスするには、メインコンソールウィンド
ウの「ツール」メニューから「ジョブの管理」を選択します。詳細については、213
999ページの「フィルタの使用」を参照してください。

4. 「オブジェクトの検索」ボタンをクリックします。

「検索結果」領域に一致した名前が一覧表示されます。

5. 管理オブジェクトに関する情報を表示するには、「検索結果」リストから名前を指
定して、「行き先」ボタンをクリックします。

メインコンソールウィンドウのトポロジ表示が、選択されたオブジェクトの情報に
切り替わります。

� 別の管理ドメインを表示する
1. メインコンソールウィンドウで、「Sun Management Centerドメイン」ボタンを
クリックします。

現在の管理ドメインが一覧表示されます。
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2. 表示したい管理ドメインを選択します。

メインコンソールウィンドウに、選択された管理ドメインが表示されます。「Sun
Management Centerドメイン」ボタンが指定した管理ドメイン名に切り替わりま
す。

管理ドメインの定義と使用についての詳細は、第 2章を参照してください。

管理ドメイン表示
管理ドメインを作成してオブジェクトと生成すると、これらを階層 (ツリー)表示とト
ポロジ (リージョナル)表示に表示することができます。

管理ドメイン表示は、監視タスクや管理タスクをサポートするオブジェクトの集合を
構築します。ホストセットは、ビルディングやサブネットなどのグループオブジェク
トごとにグループ化できます。管理ドメイン内のオブジェクトは、全てを表示するこ
とも、一部だけ (特定の機能をサポートするサーバなど)を表示することも可能です。

管理ドメイン表示は、1つの管理ドメインに含まれる複数のオブジェクトを表示しま
す。オブジェクトは、管理ドメインと、管理ドメインに含まれるすべてのグループお
よびホストです。

次の図に、管理ドメインの例を示します。この例では、Payroll Servers 1が、Payroll
オフィスの全てのホストマシンで構成される管理ドメインとなります。ホストマシン
は、2カ所のサイト (キャンパスAとキャンパス B)にあります。キャンパス Bは、1
つのビル (ビル B)に 2つのホストマシン (Payroll 1と Payroll 2)を所有しています。
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図 5–2管理ドメイン例

ビルディングではなくサブネットごとにマシンをグループ化するなど、同じようなタ
イプの管理ドメインを作成することができます。その場合、監視活動を最大限サポー
トできる管理ドメインと下位グループを階層構造で作成する必要があります。

管理ドメインについての詳細は、第 2章を参照してください。

メインコンソールウィンドウは、管理ドメインとメンバーを左右 2つで表示します。
左側は階層表示で、右側はトポロジ表示です。

� 階層 (ツリー)表示

階層表示は、管理ドメインとそのメンバーの相互関係を示します。階層表示の一部
のオブジェクトには、他のオブジェクト (オブジェクトグループや単一オブジェク
トなど)が含まれます。

図 5–2のビル Bは、Headquarters管理ドメインに含まれる単一オブジェクトです
が、ネットワーク 194.150.151.52、サブネット mpk12-238-n、および
GROUPA、machineAホストと machineBホストを含むオブジェクトグループでも
あります。

詳細については、93ページの「階層表示」を参照してください。

� トポロジ表示

トポロジ表示は、階層ツリーで選択されたオブジェクトのメンバーを示します。

詳細については、94ページの「トポロジ表示」を参照してください。
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階層表示
階層表示には 2種類のウィンドウがあります。

� メインコンソールウィンドウのドメイン表示 (図 5–1)
� 「詳細」ウィンドウのブラウザ表示 (図 6–8)

管理ドメインの階層表示は、管理ドメインとそのメンバーを表示します。

ブラウザ階層表示は、ホストとそのモジュールを表示します。この表示は、ブラウザ
の「詳細」ウィンドウ (第 7章を参照)の一部です。

管理ドメイン階層表示とブラウザ階層表示は同様の動作をします。また、両ウィンド
ウともに階層表示はウィンドウの左側に表示されます。

� 階層表示をナビゲートする
1. ホストの詳細を表示するには、メインコンソールウィンドウのホストアイコンをダ
ブルクリックします。

� 選択されたオブジェクトがホストの場合は、「詳細」ウィンドウが表示されま
す。

� 選択されたオブジェクトに他の管理オブジェクトが含まれる場合は、トポロジ
表示にそのオブジェクトのメンバーが表示されます。

2. 管理オブジェクトの内容を表示するには、オブジェクトアイコンの左隣の展開アイ
コン をクリックします。

アイコンの色が濃くなり、下位オブジェクトが階層表示されます。

展開アイコンを持つオブジェクトには追加情報が含まれています。下位オブジェク
トを表示することで、そのオブジェクトの詳細がわかります。

3. 管理オブジェクトの詳細情報を表示するには、オブジェクトアイコンをダブルク
リックします。

� 管理オブジェクトがコンテナアイコン (ドメイン、グループオブジェクトなど)
で展開されない場合、そのアイコンの色が濃くなります。階層表示とトポロジ
表示は開いて、オブジェクトの内容を表示します。

� 管理オブジェクトがコンテナアイコンで展開される場合は、下位オブジェクト
を削除するよう、階層表示とトポロジ表示はオブジェクトの内容を圧縮しま
す。

� 管理オブジェクトが最下位レベルのアイコン (ホストなど)の場合は、「詳細」
ウィンドウがそのオブジェクトに関する追加情報を表示します。詳細について
は、第 6章を参照してください。

4. オブジェクトのポップアップメニューにアクセスするには、オブジェクトアイコン
上でマウスボタン 3を押します。
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ポップアップメニューについての詳細は、89ページの「ポップアップメニューを
使用する」を参照してください。

トポロジ表示
トポロジ表示は、階層表示で選択されたオブジェクトのメンバーを表示します。トポ
ロジ表示は、次のような方法でカスタマイズできます。

� オブジェクトの表示方法の変更 (95ページの「トポロジレイアウトを変更する」
を参照)。例えば、オブジェクトをグリッド、ネットワーク、リングなどで表示す
ることができます。

� オブジェクト同士の接続 (96ページの「トポロジ表示でオブジェクトを接続す
る」を参照)

� バックグラウンドピクチャーまたはマップの追加 (95ページの「トポロジ表示に
バックグラウンドイメージを追加する」を参照)。

トポロジ表示には、次の 2種類のウィンドウがあります。

� メインコンソールウィンドウのドメイン表示 (図 5–1)
� 「詳細」ウィンドウのブラウザ表示 (図 6–8)

管理ドメイン表示とブラウザ表示は、同様に動作します。

� トポロジ表示をナビゲートする
1. ホストの詳細を表示するには、ホストアイコンをクリックまたはダブルクリックし
ます。

� 選択されたオブジェクトがホストの場合は、「詳細」ウィンドウが表示されま
す。

� 選択されたオブジェクトに他の管理オブジェクトが含まれる場合は、トポロジ
表示が展開して選択されたオブジェクトのメンバーを表示します。

2. オブジェクトのポップアップメニューにアクセスするには、オブジェクトアイコン
上でマウスボタン 3を押します。

ポップアップメニューについての詳細は、89ページの「ポップアップメニューを
使用する」を参照してください。

3. オブジェクトを選択するには、オブジェクトアイコンをクリックします。
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� トポロジレイアウトを変更する
トポロジ表示では、いくつかのレイアウトタイプからオブジェクトを表示するレイア
ウトを選択することができます。例えば、オブジェクトをリストで表示することも、
リングネットワークで表示することも可能です。

1. トポロジレイアウトを変更するには、メインコンソールウィンドウの「表示」メ
ニューから「トポロジのレイアウト」を指定します。

選択リストが表示されます。

2. 使用したいレイアウトをクリックします。

以下のレイアウトタイプから選択できます。

� ネットワーク (デフォルト) –次のどちらかの方法で配列されたオブジェクトを
表示します。

� オブジェクトを、検出またはデータベースに追加した順番で、ウィンドウ全
体に配列する。

� コンソールユーザが指定した方法で配列する。

� グリッド –オブジェクトを、検出またはデータベースに追加した順番で、一定
間隔のグリッドに配列します。

� リスト –オブジェクトを、検出またはデータベースに追加した順番で、縦方向
のリストに表示します。

� バス –ネットワークバスの表示をミラー化する一連のラインによって互いに接
続されたオブジェクトを表示します。

� スター –オブジェクトをスター型に表示して、親オブジェクトがスターネット
ワークであることを示します。

� スポークリング –オブジェクトをリング型に表示して、親オブジェクトがリン
グネットワークであることを示します。

トポロジレイアウトは、ユーザがレイアウトタイプを選択してから数秒以内に切り
替わります。

� トポロジ表示にバックグラウンドイメージを追加する
バックグラウンドイメージを指定して、物理コンポーネントが存在する場所付近に管
理オブジェクトを配置することができます。この方法は、管理オブジェクトが複数の
州や国に設置されている場合に有効です。一旦バックグラウンドを設定してその場所
にオブジェクトを配置すると、問題が発生しても、管理オブジェクトの場所を把握し
ていることにより迅速に対応することができます。

1. 現在のトポロジ表示にバックグラウンドを指定するには、メインコンソールウィン
ドウの「表示」メニューから「トポロジバックグラウンドの設定」を選択します。

「トポロジバックグラウンドの設定」ウィンドウが表示されます。
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2. 使用したい地理的ロケーションをクリックします。

ヒント –ウィンドウの右側にあるスクロールバーを利用すると、リストを上方向や
下方向に移動できます。

3. 表示するバックグラウンドイメージのインスタンス数を決定します。

� バックグラウンドイメージのインスタンスが 1つだけの場合は、「このイメー
ジをバックグラウンドにしますか？」が選択されていないことを確認してくだ
さい。

� バックグラウンドイメージのインスタンスが複数の場合は、「このイメージを
バックグラウンドにしますか？」が選択されていることを確認してください。

4. 変更を実行して「トポロジバックグラウンドの設定」ウィンドウを閉じるには、
「設定」をクリックします。

� トポロジ表示からバックグラウンドイメージを削除する
1. 現在のトポロジ表示からバックグラウンドを削除するには、メインコンソール
ウィンドウの「表示」メニューから「トポロジバックグラウンドの設定」を指定し
ます。

「トポロジバックグラウンドの設定」ウィンドウが表示されます。

2. 「設定解除」ボタンをクリックします。

「トポロジバックグラウンドの設定」ウィンドウが閉じます。トポロジ表示が、
バックグラウンドイメージなしで再び作成されます。

� トポロジ表示でオブジェクトを接続する
ネットワークのトポロジ表示をより現実的にするために、オブジェクト間のネット
ワーク接続表示を作成することができます。

1. トポロジ表示で、接続する最初の管理オブジェクトのアイコンをクリックします。

選択したオブジェクトの近くに選択ボックスが表示されます。

2. Shiftキーを押しながら、次に接続する管理オブジェクのアイコンをクリックしま
す。

選択したオブジェクトの近くに選択ボックスが表示されます。この時点では、両方
のオブジェクトに選択ボックスがあります。

3. 接続を作成するために、メインコンソールウィンドウの「編集」メニューから「接
続の作成」を指定します。
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「接続の作成」ウィンドウが表示されます。

4. 「接続の作成」ウィンドウで、使用するネットワーク接続のタイプをクリックしま
す。

選択可能なタイプは以下のとおりです。

� 一般 –ネットワーク接続のタイプが不明、または他のカテゴリに当てはまらな
い場合。

� RS–232 – RS-232接続

� T1 – T1接続

� T3 – T3接続

5. 接続用のラベルを入力します。

例えば、Print Client-Print Serverと入力します。

6. (省略可能)補足情報を入力します。

7. 接続を作成して「接続の作成」ウィンドウを閉じるには、「了解」をクリックしま
す。

トポロジ表示にオブジェクトを接続するラインが表示されます。

� 管理オブジェクト間の接続を削除する
1. トポロジ表示の接続を示すラインをクリックします。

注意 –接続ラインだけをクリックするよう注意してください。オブジェクトも選択
すると、そのオブジェクトも不注意に削除してしまう可能性があります。

2. メインコンソールウィンドウの「編集」メニューから「オブジェクト/接続の削
除」を指定します。

トポロジ表示が更新されます。

管理ドメイン状態サマリー
管理ドメイン状態サマリーは、選択された管理ドメインに、未確認のオープンアラー
ムを持つ管理オブジェクトの数を重大度別に表示します。図 5–3に例を示します。
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注 –重大度の異なる複数のアラームを持つホストの場合、そのホストは最も高い重大
度で表示されます。

管理ドメイン状態サマリーについての詳細は、180ページの「メインコンソール
ウィンドウからアラームを表示する」を参照してください。

図 5–3ドメイン状態サマリー
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第 6章

管理オブジェクトの詳細表示

Sun Management Centerの「詳細」ウィンドウは、選択されたオブジェクトの詳細を
表示します。この章の内容は、次のとおりです。

� 99ページの「「詳細」ウィンドウの概要」
� 113ページの「「詳細」ウィンドウを起動する」
� 101ページの「「情報」タブ」
� 102ページの「「モジュールブラウザ」タブ」
� 102ページの「「アラーム」タブ」
� 102ページの「「モジュールマネージャ」タブ」
� 102ページの「「ログ表示」タブ」
� 115ページの「システムログファイルのメッセージを表示する」
� 115ページの「ログ要求をフィルタリングする」
� 116ページの「ログメッセージを監視する」
� 117ページの「ログメッセージを検索する」
� 117ページの「Sun Management Centerのログファイルメッセージを表示する」
� 118ページの「ログメッセージを再表示する」
� 118ページの「その他のログファイルメッセージを表示する」
� 103ページの「「アプリケーション」タブ」
� 106ページの「「ハードウェア」タブ」

「詳細」ウィンドウの概要
詳細表示は「ドメイン」表示のサブセットです。詳細表示階層の最上位オブジェクト
は、ホストマシンまたはモジュールオブジェクトです。モジュールオブジェクトにつ
いての詳細は、「64ページの「モジュールオブジェクトを作成する」」を参照してく
ださい。管理ドメイン表示と異なり、詳細表示ではモジュールと各種監視プロパ
ティ、さらにモジュールに含まれる統計などを表示することができます。

「詳細」ウィンドウに表示されるタブのうち、一般的なタブを表 6–1に示します。
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タブをクリックすると、指定された情報が表示されます。

「詳細」ウィンドウに表示されるタブは、選択したオブジェクトのタイプによって異
なります。例えば、「ハードウェア」タブは、システム上で構成リーダモジュールが
サポートされている場合にしか表示されません。ご使用のハードウェアオブジェクト
固有の詳細については、プラットフォームの補足を参照してください。

表 6–1「詳細」ウィンドウの一般的なタブ

Tab 説明

情報 オブジェクトの作成時に収集された管理オブジェクトの一般情報 (名前、
IPアドレス、ポーリングタイプなど)を提供する。情報は、管理オブ
ジェクトが SNMPか ICMP経由で監視されている、または管理オブ
ジェクトが非監視状態のときのデフォルト表示。

モジュールブラウ
ザ

ハードウェア、オペレーティングシステム、ローカルアプリケーション、
遠隔システムなどの階層表示とコンテンツ表示をナビゲートする。モ
ジュールブラウザは、管理オブジェクトが Sun Management Centerエー
ジェント経由で監視されているときのデフォルト表示。

モジュールブラウザについては、第 7章を参照。

アラーム 現在のホストまたはノードに対するアラーム状態メッセージとアラーム制
御を表示する。アラームを肯定応答または削除することが可能。

アラームについては、第 12章を参照。

モジュールマネー
ジャ

使用可能なモジュールを表示して、読み込み済みモジュール、スケジュー
ル済みモジュール、使用可能なモジュールなどを特定。さらに、マルチイ
ンスタンスのモジュールを表示する。モジュールの読み込み、有効化、無
効化、読み込み解除が可能。

ログ表示 ホストのログファイル情報 (エラーメッセージなど)を表示する。システム
や Sun Management Centerなどのログメッセージの検索、監視、検証が
可能。

アプリケーション Advanced System Monitoringコンポーネントをインストールすると、ア
プリケーションが一覧表示される。これらのアプリケーションには、ホス
ト上で実行中のプロセス、その他のインストール済みアプリケーション、
ハードウェア情報など含まれる。プロセス情報は、Solaris Process Details
モジュールが読み込まれている場合にのみ表示される。ハードウェア情報
は、Hardware Diagnostics Suiteソフトウェアが使用可能な場合にのみ表
示される。Hardware Diagnostic Suiteの詳細は、オンラインヘルプを参
照。

ハードウェア 選択したハードウェアプラットフォームに対するホストのハードウェア構
成情報を表示する。構成情報には、ホストの物理表示と論理表示が含まれ
る場合がある。このタブは、ハードウェアプラットフォームが構成リーダ
モジュールでサポートされている場合にのみ表示される。
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「情報」タブ
「情報」タブは、現在の管理オブジェクトのプロパティテーブルを表示します。プロ
パティテーブルは、SNMPまたは ICMP経由で監視されるオブジェクトの「詳細」
ウィンドウからアクセス可能な唯一の情報です。以下に、一般的なプロパティを示し
ます。

表 6–2「詳細」ウィンドウの「情報」タブで表示される一般プロパティ

プロパティ 説明

エンティティの説
明

ノード作成時に選択したラベル

エンティティの詳
細説明

ノード作成時に入力した任意の説明

ホスト名 マシン名1

IPアドレス IPアドレス2

ネットマスク ホストに関連するネットマスク

オペレーティング
システム

オペレーティングシステムのタイプとバージョン

エン
ティティファミリ

ハードウェアのアーキテクチャ

エンティティのト
ラップ受信先

ホストのトラップ情報を受信する Sun Management Centerサーバのホス
ト IPアドレス

エンティティのイ
ベント受信先

ホストのイベント情報を受信する Sun Management Centerサーバのホス
ト IPアドレス

エンティティの
ポーリングタイプ

エージェントまたは SNMP

ターゲットのホス
ト名

ターゲットのホスト名

ターゲットの IP
アドレス

ターゲットの IPアドレス

エージェントバー
ジョン

エージェントソフトウェアのバージョン番号 (ポーリングタイプが SNMP
の場合は 0.0)

タイムゾーン 管理オブジェクトが常駐する時間帯
1 プロパティテーブルのホスト名は、ホストデバイス上のホスト名を変更しても変わりません。情報を更新する場合
は、ホストオブジェクトを変更するか、既存オブジェクトを削除して新規名でオブジェクトを再作成します。
「71ページの「オブジェクトを変更する」」を参照してください。

2 Sun Management Centerのエンティティをトポロジに追加する場合、トポロジエージェントは、エンティティに対
して、トラップハンドラとイベントマネージャ用に設定された IPアドレスとポートを照会します。ただし、設定ミ
スの訂正やサーバコンテキストの変更のためにエンティティを再設定すると、トポロジに格納された情報が不正確
になります。ここで表示されるトラップハンドラとイベントマネージャの情報は、エンティティの予想設定と比較
されます。一致しない場合は、エンティティをトポロジから削除して再入力します。
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「モジュールブラウザ」タブ
「モジュールブラウザ」タブは、Sun Management Centerエージェント経由で監視さ
れる管理オブジェクトの階層表示とコンテンツ表示を表示します。オブジェクトに
は、ハードウェア、オペレーティングシステム、ローカルアプリケーション、遠隔シ
ステムなどがあります。

「モジュールブラウザ」タブの使用方法については、第 7章を参照してください。

「アラーム」タブ
「アラーム」タブは、ホストに対するアラームを表示します。Sun Management
Centerのアラームマネージャの使用方法については、第 12章を参照してください。

「モジュールマネージャ」タブ
「モジュールマネージャ」タブは、読み込み済みのモジュールを表示します。さら
に、ご使用のシステムで使用可能だが、現在読み込まれていないか読み込む予定に
なっているモジュールを表示します。実行できるタスクは以下のとおりです。

� モジュールの読み込み解除
� モジュールの読み込み
� モジュールパラメータの編集
� モジュールの有効化
� モジュールの無効化
� モジュール規則の表示
� モジュールの読み込みのスケジュール設定

「モジュールマネージャ」タブの使用方法については、第 11章を参照してくださ
い。

「ログ表示」タブ
「ログ表示」タブは、各種メッセージを表示します。

� /var/admディレクトリに格納されているシステムログメッセージ
� Sun Management Centerのエラーメッセージ
� その他のメッセージ

デフォルトでは、/var/admのシステムログメッセージだけが表示されます。システ
ムログメッセージのファイル名は messagesから始まります。

「ログファイルタイプの選択」メニューの「Sun Management Centerログ」オプ
ションを選択すると、ログファイルの選択肢が表示されます。図 6–11は表示例です。
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図 6–1に示すように、「ログ表示」ウィンドウには 2つのスクロール可能な領域
(「フィルタ対象メッセージ」と「監視対象メッセージ」)があります。

� 「フィルタ対象メッセージ」領域には、「フィルタオプションを設定します」ボタ
ンで選択したメッセージが表示されます。さらに、メッセージ検索機能を使用し
て特定のメッセージを検索することができます。

� 「監視対象メッセージ」領域には、「ログファイル監視オプションを設定しま
す」ボタンで選択したメッセージが表示されます。新規メッセージは強調表示され
ます。

図 6–1ログ表示画面

注 –フィルタ条件と一致するメッセージがないと、「ログ表示」ウィンドウの下に次
のメッセージが表示されます。

このログファイルには、一致するメッセージはありません。

「アプリケーション」タブ
「アプリケーション」タブでは、選択したホストまたはノード上で実行中のプロセス
に関する詳細を表示、選択することができます。また、カスタムアプリケーションま
たはサン以外のアプリケーションがインストール済みの場合も、該当アプリケー
ションで実行中のプロセスの詳細を表示することができます。表示は常時更新されま
す。
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プロセス表示
図 6–2の View Processesアプリケーションでは、選択したホストまたはノード上で実
行中のプロセスに関する詳細を表示、選択することができます。

プロセス表示を使用するためには、Solarisプロセス詳細モジュールを読み込む必要が
あります。手順については、「164ページの「モジュールを読み込む」」を参照して
ください。「アプリケーション」タブをクリックしたときに Solarisプロセス詳細モ
ジュールが読み込まれていない場合は、次の手順を実行してください。

1. 「詳細」ウィンドウを閉じます。
2. Solarisプロセス詳細モジュールを読み込みます。
3. 「詳細」ウィンドウを再び開きます。

図 6–2プロセス表示

以下に、プロセス表示で表示可能なプロパティを示します。

表 6–3プロセス表示プロパティ

プロパティ 説明

プロセス ID プロセス識別子
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表 6–3プロセス表示プロパティ (続き)
プロパティ 説明

親プロセス ID 親プロセスのプロセス ID

ユーザ ID 実行ユーザの ID番号

ユーザ 実行ユーザのログイン名

実行ユーザ 実効ユーザ ID

グループ ID ユーザのグループ ID

実行グループ ユーザの実行グループ ID

セッション ID セッションリーダーのプロセス ID

プロセスグループ プロセスグループリーダーのプロセス ID

TTY プロセスを制御する端末。制御する端末がないと疑問符 (?)が表示される

開始時間 プロセスの起動時間 (時、分、秒)。プロセスの起動時間が 24時間以上前
になると月日を表示する。

時間 プロセスの累積実行時間

状態 プロセスの状態

待ちチャネル プロセスが休眠中のイベントアドレス。空白だとプロセスは実行中。

クラス プロセスのスケジューリングクラス

アドレス プロセスのメモリーアドレス

サイズ スワップ可能なプロセスのイメージに対するメインメモリーのページサイ
ズ

優先順位 プロセスの優先度

Nice プロセスのシステムスケジューリングプロパティの 10進数値

CPU時間率 (%) 最近 CPUを使用した時間と同じ期間内に使用可能な時間の比率をパーセ
ントで表示

メモリ利用率 (%) プロセスの常駐セットサイズとマシン上の物理メモリーの比率をパーセン
トで表示

コマンド コマンド名

コマンド行 完全なコマンド名と引数を最大 80文字で表示

「プロセス統計」ウィンドウ

「プロセス出力」ウィンドウは、「プロセス表示」ウィンドウで強調表示されている
全てのプロセスについて、pmap、 pstack、pfiles、plddのいずれかの統計を表示
します。

pmap 各プロセスのアドレス空間マップを表示する。
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pstack 各軽量プロセス (lwp)のスタックトレースを表示する。

pfiles 各プロセスの全オープンファイルについて、fstat情報と fcntl情報
を表示する。

pldd プロセスの動的ライブラリを表示する。

「プロセスの概要」フィールド

「プロセスの概要」フィールドは、アクティブか否かに関係なく、全プロセスの統計
を一覧表示します。

カスタムアプリケーションとサン以外のアプリケーション

注 –カスタムアプリケーションを開発する場合、Sun Management Centerの開発者環
境とマニュアルが必要です。詳細は、購入先にお問い合わせください。

ご使用のシステムにカスタムアプリケーションまたはサン以外のアプリケーションを
インストールすると、「アプリケーション詳細」ウィンドウ左側の「アプリケー
ション -プロセス表示」の下にこれらのアプリケーションが一覧表示されます。ホス
トまたはノードのプロセス詳細を表示したくない場合は、該当するアプリケーション
を選択します。

選択したアプリケーションのプロパティが「アプリケーション詳細」ウィンドウの右
側に表示されます。ただし、アプリケーションによって表示されるプロパティも異な
ります。

「ハードウェア」タブ

注 –「ハードウェア」タブは、ご使用のシステムでサポートされていないと表示され
ません。

「ハードウェア詳細」ウィンドウ (図 6–3を参照)は、3種類のシステム情報を提供し
ます。

� ハードウェアの概要
� 物理表示
� 論理表示
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注 –ご使用のハードウェアオブジェクに関する「ハードウェア」タブの追加情報は、
プラットフォームの補足を参照してください。

図 6–3「ハードウェア詳細」ウィンドウ

「表示」メニューは、使用可能なハードウェア情報へのアクセスを提供します。

ハードウェアの概要
Sun Management Centerソフトウェアは、選択されたホストのハードウェアリソース
を一覧表示します。以下は、ハードウェアの概要に表示される典型的な値です。

総ディスク数 ホストに接続されているディスクの合計数

総メモリ容量 ホストに接続されているメモリーの合計容量

総プロセッサ数 ホストに接続されているプロセッサの合計数

総テープデバイス数 ホストに接続されているテープデバイスの合計数

上記は、実際の表示と異なる場合があります。また、詳細表示に表示されるオブ
ジェクトのタイプに応じてリソースも変化します。

注 –「総ディスク数」フィールドは、内部ディスクの数のみを表示します。格納装置
の一部であるディスク数は含まれません。
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物理表示
物理表示のシステムオプションを選択すると、選択したホストと実物そっくりの画像
が表示されます。ただし、一部のシステムでは画像を表示することはできません。

注 –この機能は、ホストがSun Management Centerエージェントによって監視されて
いる場合にのみ使用可能です。

マウスポインタを表示中のシステム画像上で移動すると、いくつかのコンポーネント
が強調表示されます。コンポーネントの詳細は、表示ウィンドウの右領域に表示され
ます。コンポーネントのパス名は、ウィンドウ下の「コンポーネント」フィールドに
表示されます。

コンポーネントにアラームがあると、コンポーネントの周囲にアラーム重大度を示す
色の線が表示されます。これにより、ユーザは、コンポーネントの障害を一目で識別
することができます。

図 6–4ハードウェア構成の物理表示とコンポーネントの詳細 (プロパティ表示/値表示)
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「現表示を回転」メニュー

一部のシステムでは、「現表示を回転」プルダウンメニューを通じて、正面表示、背
面表示、側面表示などの切り替えを行うことができます。ただし、一部のシステムで
は画像を表示することはできません。

システムによっては、コンポーネント (CPUボード、I/Oボードなど)の画像も表示
することができます。システムの画像上でマウスポインタを移動すると、個々のコン
ポーネント上でポインタが矢印からハンドアイコンに変わります。

強調表示されたコンポーネントをクリックして詳細画像を表示します。コンポーネン
トの詳細を確認したら、「上へ」をクリックして親システムの画像に戻ります。

Sun StorEdgeデバイス接続時の物理表示

選択したコンポーネントに Sun StorEdge™ A5000、A5100、A5200、T3システムが接
続されている場合、「表示」プルダウンメニューは、該当システムの下に接続された
デバイスを一覧表示します。Sun StorEdge A5000シリーズのデバイスは、sena(0)
や sena(1)などと表示されます。

これらのストレージデバイスは全て「表示」メニューから選択することができます。

「履歴」メニュー

「履歴」プルダウンメニューを使用すると、以前に選択した表示を再表示できます。

「詳細を再表示」ボタン

「詳細を再表示」ボタンをクリックすると、選択した物理コンポーネントの「詳細」
ウィンドウ右側の「プロパティ/値」情報が更新されます。この手順を実行しない限
り、この情報は物理表示を最初に開いた時点から変わりません。

「動的再構成」ボタン

「動的再構成」ボタンは、E4500など特定のプラットフォームの物理表示と、論理表
示に表示されます。詳細は、ハードウェアの補足を参照してください。

論理表示
論理表示は、Sun Management Centerエージェントで管理されるホストの構成を表示
します (次の図を参照)。ただし、pingホストでは表示できません。
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図 6–5ハードウェア構成の論理表示

「検索」ボタン

「検索」ボタンをクリックして「検索」ウィンドウを表示します。次に、「検索」
ウィンドウを使用して、表示ウィンドウの左側の論理表示トポロジでコンポーネント
を検索します。検索されたコンポーネントは強調表示されます。コンポーネント名が
画面右下の「コンポーネント」フィールドに表示されます。

検索機能では大文字と小文字を区別します。システムがコンポーネントを検出しない
と、「詳細」ウィンドウの下に次のようなエラーメッセージが表示されます。

ノードが見つかりません。

検索機能は、最初に発見したインスタンスで停止します。例えば、boardという文字
を入力すると、検索機能は常にboard(0)で停止します。次を検索する場合は、
「次」ボタンをクリックします。特定のインスタンス名を検索する場合は、完全に名
前を入力してください。例えば、board(2)と入力します。
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すべてを開く

「すべてを開く/デフォルトに戻す」ボタンをクリックすると、ウィンドウのトポロ
ジ領域 (左側)の全てのコンポーネントアイコンを開いたり再度閉じたりできます。次
の図に閉じている状態の表示を示します。

図 6–6閉じている状態のコンポーネントトポロジを表示した論理表示

「すべてを開く」ボタンを押して、開いた状態のトポロジ表示を示します (次の図を
参照)。
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図 6–7開いた状態のコンポーネントトポロジを表示した論理表示

ボタンラベルが「デフォルトに戻す」に切り替わります。「デフォルトに戻す」を押
すと、トポロジ領域の全てのコンポーネントアイコンが再度閉じます。

詳細を再表示と動的再構成

論理表示の詳細を再表示機能と動的再構成機能は、物理表示で説明した機能と同じで
す。詳細は、109ページの「「詳細を再表示」ボタン」および 109ページの「「動的
再構成」ボタン」を参照してください。

「詳細」ウィンドウのナビゲート
多くの詳細レベルが表示可能なタブでは、「詳細」ウィンドウのアイコンをダブルク
リックして、下位レベルの情報を表示することができます。各カテゴリは多くのサブ
カテゴリを持つことが可能です。
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テーブルセルの情報が長すぎて完全に表示できない場合は、マウスポインタをセルに
数秒間置いたままにすると、ポップアップウィンドウに全テキストが表示されます。

階層を開いたり閉じたりする場合は、展開アイコンを使用します。アイコンの「ハン
ドル」が右を指すと階層は閉じ、アイコンの「ハンドル」が下を指すと階層は開きま
す。

� 「詳細」ウィンドウを起動する
1. 次のいずれかの方法で「詳細」ウィンドウを起動します。

� 階層表示またはトポロジ表示の「オブジェクト」アイコンをダブルクリックす
る。

� 「オブジェクト」アイコン上でマウスボタン 3を押して、ポップアップメ
ニューから「詳細」を指定する。

ヒント –管理ドメインではなく、必ずオブジェクトを選択してください。「詳細」
ウィンドウは管理ドメインには対応していません。

「詳細」ウィンドウが表示されます (次の図を参照)。
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図 6–8選択されたオブジェクトの「詳細」ウィンドウ

2. タブをクリックして、該当するカテゴリの詳細を表示します。

ログファイルの表示
ログファイルは、全体または一部だけを表示することができます。また、ログファイ
ルに追加されたメッセージを監視することも可能です。
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� システムログファイルのメッセージを表示する
1. 「詳細」ウィンドウの「ログ表示」タブをクリックします。

2. 「ログファイルタイプの選択」メニューから「システムログ」を選択します。

システムログメッセージが表示されます。

画面を更新して新規メッセージを表示する場合は、「選別されたメッセージを再読
み込みします。」をクリックします。

� ログ要求をフィルタリングする
フィルタを適用して、指定した日付範囲やテキストパターンと一致したメッセージの
みを表示することができます。また、レポートする最大検索数を指定して、検索の規
模を限定することができます。

1. 「詳細」ウィンドウの「ログ表示」タブを選択して、「フィルタオプションを設定
します」ボタンをクリックします。

「メッセージのフィルタオプション」ダイアログボックスが表示されます。

図 6–9「メッセージのフィルタオプション」ダイアログボックス

2. 表示する最初のログメッセージの日付を選択します。

3. 表示する最初のログメッセージの時間を選択します。

4. 表示する最後のログメッセージの日付を選択します。
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5. 表示する最後のログメッセージの時間を選択します。

6. 一致させるテキストパターンを「検索するテキストパターン」フィールドに入力し
ます。

対象となるメッセージタイプに固有のテキストパターンを使用してください。

7. 「順方向」または「逆方向」でログファイルのメッセージの検索方向を指定しま
す。

ログファイルの終わりから検索する場合は「逆方向」を選択し、最初から検索する
場合は「順方向」を選択します。

8. (省略可能)一致したログメッセージの最大検索数を「最大報告件数」フィールドに
入力します。

ゼロ (0)を入力すると、一致したメッセージが最大 100メッセージまで表示されま
す。

9. ログメッセージをフィルタリングし再読み込みした後にこのウィンドウを閉じるに
は、「了解」ボタンを押します。

� ログメッセージを監視する
監視機能は、新たに発生したログメッセージを表示します。新規メッセージは強調表
示されます。

1. 「ログ表示」画面の「ログファイル監視オプションを設定します」ボタンをク
リックします。

「監視フィルタオプション」ダイアログボックスが表示されます。

図 6–10「監視フィルタオプション」ダイアログボックス

2. 「ログファイル監視を有効にする」を選択して、ログファイルの監視を使用可能に
します。

3. 現在監視しているログメッセージだけを表示するには、「古い監視対象メッセージ
を消去する」を選択します。
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4. 一致させるテキストパターンを「検索するテキストパターン」フィールドに入力し
ます。

テキストパターンには UNIXの正規表現を使用することができます。正規表現に
ついては、regex (1F)のマニュアルページを参照してください。

対象となるメッセージタイプに固有のテキストパターンを使用してください。

5. ログメッセージの監視を適応してこのウィンドウを閉じるには、「了解」ボタンを
クリックします。

� ログメッセージを検索する
メッセージセットが読み込まれて「フィルタ対象メッセージ」領域に表示されると、
そのメッセージセット内の特定の文字列を検索することができます。

1. 「詳細」ウィンドウの「ログ表示」タブをクリックします。

2. 検索したい文字列を「検索」フィールドに入力します。

注 –アスタリスク (*)を使用するワイルドカード検索は、ログ表示検索機能ではサ
ポートされません。アスタリスクを含むメッセージを検索する場合は、アスタリス
クの前にバックスラッシュ (\)を入力します (例: \*)。

3. Returnキーを押して、指定した文字列のログメッセージを検索します。

最初に一致したメッセージが強調表示されます。

4. 下向き矢印または上向き矢印をクリックして、さらに一致するメッセージを検索し
ます。

� Sun Management Centerのログファイルメッセージを表
示する
1. 「詳細」ウィンドウの「ログ表示」タブを選択し、「ログファイルタイプの選択」
メニューから「Sun Management Centerログ」を指定します。

ログファイルのリストがサブメニューとして表示されます (次の図を参照)。
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図 6–11 Sun Management Centerのログファイルメニュー

2. 表示したい Sun Management Centerのログファイルを選択します。

選択したログファイルのメッセージが表示されます。

3. 情報にフィルタを適応するには、「フィルタオプションを設定します」ボタンをク
リックします。次に、フィルタパラメータを「メッセージのフィルタオプション」
ダイアログボックスに入力します。

指定条件でフィルタリングした情報が表示されます。

� ログメッセージを再表示する
� 現在フィルタリングされたログメッセージセットを再表示し再読み込みするには、
「選別されたメッセージを再読み込みします」ボタンをクリックします。

� その他のログファイルメッセージを表示する
1. 「詳細」ウィンドウの「ログ表示」タブを選択し、「ログファイルタイプの選択」
メニューから「その他のログ」を指定します。

注 –「その他のログ」オプションは、ログ表示用ACLが読み込まれている場合に
のみ有効です。
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2. ログ情報をフィルタリングするには、「フィルタオプションを設定します」ボタン
をクリックします。次に、フィルタパラメータを「メッセージのフィルタオプ
ション」ダイアログボックスに入力します。

指定条件でフィルタリングした情報が表示されます。

アプリケーション情報とプロセス情報の表示
このソフトウェアでは、アプリケーション情報と特定のプロセス情報 (メモリー容
量、現在の CPU使用状況など)を表示することができます。

注 –プロセス情報を表示するためには、Solarisプロセス詳細モジュールを読み込んで
おく必要があります。手順については、164ページの「モジュールを読み込む」を参
照してください。

� 特定アプリケーションの情報を表示する
1. 「詳細」ウィンドウの「アプリケーション」タブをクリックします。

「アプリケーション」パネルに使用可能なアプリケーションが一覧表示されます。
Solarisプロセス詳細モジュールを読み込むと、デフォルト設定は次のようになり
ます。

� ウィンドウの左側のプロセス表示アプリケーションが選択される。
� ウィンドウの右側にプロセス情報が表示される。

2. 他のアプリケーションの情報を表示するには、ウィンドウ左側のリストからアプリ
ケーション名をクリックします。

例えば、Hardware Diagnostic Suiteの情報などを表示できます。ウィンドウの右
側が選択したアプリケーションの情報に更新されます。

� プロセステーブルに追加プロパティを表示する
デフォルトでは、「プロセス表示」テーブルは以下の情報を表示します。

� プロセス識別子 (プロセス ID)
� プロセスの実行ユーザ
� プロセスの CPU使用量
� プロセスのメモリー使用量
� プロセスのコマンド行

以下の手順で、テーブルに新規情報を追加します。

1. 「詳細」ウィンドウの「アプリケーション」タブをクリックします。
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Solarisプロセス詳細モジュールが読み込まれていれば、「プロセス表示」テーブ
ルが現れます。

2. プロセステーブル上部の「列の表示」ボタンをクリックして、使用可能なプロセス
プロパティのリストを表示します。

テーブル列の隣にチェックマークが表示されます。

3. テーブルにプロパティの情報を追加するために、プロパティを選択します。

既存の列の右側に新規の列が追加され、そこに選択したプロパティが表示されま
す。

4. さらにプロパティを追加する場合は、上記の手順を繰り返します。

ヒント –全てのプロセスプロパティを表示するには、「列の表示」リストの下
の「すべて」ボタンを選択します。

� プロセステーブルの列をソートする
プロセス (行)は、プロパティ (列見出し)で昇順または降順にソートすることができま
す。例えば、CPU時間率 (%)列を、最小値または最大値から順にソートすることがで
きます。

1. 列を昇順でソートするには、テーブル列見出しのプロパティをクリックします。

このプロパティのプロセス (行)が昇順で更新されます。

2. 列を降順でソートするには、Shiftキーを押しながらテーブル列見出しのプロパ
ティをクリックします。

このプロパティのプロセス (行)が降順で更新されます。

� プロセステーブルの列を再配列する
列の順序は再配置することができます。

1. 列を選択するには、列見出しの上でマウスボタン 1を押します。

2. 列を移動するには、列見出しを移動したい位置へドラッグして、マウスボタンを離
します。
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ハードウェア情報の表示

注 –「詳細」ウィンドウを開いたまま構成リーダモジュールや動的再構成モジュール
を読み込みまたは読み込み解除する場合は、「詳細」ウィンドウを一旦閉じてから再
び開いて結果を表示する必要があります。

� ハードウェア構成を表示する
1. 「詳細」ウィンドウの「ハードウェア」タブをクリックします。

「ハードウェア」パネルにハードウェア情報が表示されます。

2. 対象となる構成を選択します。

ウィンドウが更新されて、選択した構成が表示されます。

� システムを再構成する
1. 選択したシステムの「詳細」ウィンドウを開きます。

2. 「詳細」ウィンドウの「モジュールマネージャ」タブを選択して、動的再構成
(dr)モジュールが読み込まれているかを確認します。

必要に応じて、このモジュールを読み込みます。モジュールの読み込み方法につい
ては、164ページの「モジュールを読み込む」を参照してください。

3. 「詳細」ウィンドウの「ハードウェア」タブを選択します。

4. 「表示」メニューの物理表示または論理表示のカテゴリで、「システム」を指定し
ます。

表示が切り替わり、最上部に「再構成」ボタンが表示されます。

5. 「再構成」ボタンをクリックします。

� 動的再構成モジュールが読み込まれていないと、ポップアップウィンドウにエ
ラーメッセージが表示されます。

� 動的再構成モジュールが読み込まれていると、「動的再構成」ポップアップ
ウィンドウが表示されます。

6. ボードスロットまたはメモリーバンクを選択します。

「動的再構成」ボタンは、選択したボードやメモリーで許可されない操作には選択
できません。

7. 選択したメモリーまたはボードに適用する機能ボタンをクリックします。
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表 6–4動的再構成機能

機能 処理

構成 選択したボードまたはメモリーをシステム構成に追加する。ボードが
接続状態になっていない場合は、ボードの電源を入れる。

構成解除 選択したボードまたはメモリーをシステム構成から削除する。ボード
の電源は維持される。

接続 ボードの電源を入れる。ボードの基本テストは実行されるが、ボード
はシステム構成に自動追加されない。

注 –この機能には構成機能が含まれます。

切断 ボードの電源を切断する。ボードを削除できる状態になると黄色い
Service LEDが点灯し、電源と Cycling LEDsがオフになる。

メモリをテスト 選択されたメモリーをテストする。

注 –メモリーテストには時間がかかります。大容量 DIMMsでは、1時
間以上かかる場合があります。
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第 7章

管理オブジェクト情報の表示

この章の内容は次のとおりです。

� 123ページの「「モジュールブラウザ」タブの概要」
� 128ページの「アラームフィルタを全テーブルに適応する」
� 129ページの「ホストまたはモジュールのセキュリティを設定する」

「モジュールブラウザ」タブの概要
ホスト管理オブジェクトの「詳細」ウィンドウを開くと、「モジュールブラウザ」タ
ブが選択された状態になっています。「モジュールブラウザ」タブは、ホストの階層
表示とコンテンツ表示を表示して、ホストハードウェア、オペレーティングシステ
ム、ローカルアプリケーション、遠隔システムなどの追加情報を提供します。

ヒント –ノードのアラーム状態情報を確認する場合は、画面右側のオブジェクト上に
マウスポインタを数秒間置いたままにします。ツールチップにオブジェクトのアラー
ム状態情報が表示されます。同時にデータプロパティテーブルセルのツールチップも
表示されます。これは、テーブルセルの情報が長すぎて完全に表示できない場合に便
利です。

階層表示は、開くアイコンを使用して開いたり閉じたりすることができます。階層
は、「ハンドル」が右を指すと閉じ、「ハンドル」が下を指すと開きます。

Sun Management Centerソフトウェアはモジュールを使用してホストを監視します。
モジュールは、健全性インジケータおよびシステム、アプリケーション、ネットワー
クデバイスのリソースに関するデータを監視するソフトウェアコンポーネントです。
「モジュールブラウザ」タブが提供する情報は、対象ホストに読み込まれたモジュー
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ルによって異なります。Sun Management Centerのモジュールは、「モジュールブラ
ウザ」タブの表示に表示される 4つのカテゴリのいずれかに属しています。モジュー
ルについての詳細は、付録 Cを参照してください。

注 –ご使用のシステム構成によっては、この章で説明する一部のモジュールにアクセ
スできない場合があります。

図 7–1は、ホスト表示の例です。ホスト表示は、左側の階層 (ツリー)表示と右側のコ
ンテンツ表示から構成されます。ホスト階層表示は、ホストとモジュールの関係を表
示します。この例では、オペレーティングシステムモジュールとしてMIB-IIシステム
(簡易)モジュールとカーネルリーダ (簡易)モジュールが読み込まれています。

「ブラウザ詳細」ウィンドウでは、アラームしきい値の設定と、監視データプロパ
ティの表示やグラフ作成などが行えます。

図 7–1「ブラウザ詳細」ウィンドウ
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ハードウェアの監視
システムに読み込まれたモジュールによって、ホストハードウェア環境に関する以下
の情報を監視することができます。

� 構成リーダモジュール

ホスト構成 (電源状態、キースイッチ、ファン、遠隔コンソール、システム全般な
ど)を監視します。構成リーダモジュールはハードウェアプラットフォームごとに
異なります。構成リーダモジュールによってサポートされるシステムの場合、シス
テムのインストール時にこのモジュールも自動的に読み込まれます。ご使用のハー
ドウェアプラットフォームに対する構成リーダモジュールの詳細は、プラット
フォームの補足および付録 Cを参照してください。

� Sun StorEdge A5x00システム
� Sun StorEdge T3システム

固有のハードウェア機能については、ご使用システムのプラットフォームの補足を参
照してください。

オペレーティングシステムの監視
システムに読み込まれたモジュールによって、ホストのオペレーティング環境に関す
る以下の情報を監視することができます。

� ディレクトリサイズの監視
� ファイルの監視
� カーネルリーダ (簡易)
� カーネルリーダ
� MIB-II計測
� NFSファイルシステム
� NFS統計情報
� MIB-IIシステム (簡易)
� Solarisプロセス詳細

ローカルアプリケーションの監視
システムに読み込まれたモジュールによって、ローカルアプリケーションに関する以
下の情報を監視することができます。

� エージェント統計情報
� データログレジストリ
� 動的再構成
� ファイルスキャン
� 健全性の監視
� 印刷スプーラ
� プロセスの監視
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遠隔システムの監視
システムに読み込まれたモジュールにによって、ホストが認識する遠隔システムにつ
いて以下の情報を監視します。

� MIB-IIプロキシモニタリングモジュール
� HP JetDirectモジュール (JetDirectカードを搭載した HPプリンタを監視)

ブラウザアイコン
「ブラウザ詳細」ウィンドウのパネル上部には、追加機能にアクセスするためのアイ
コンが１列に配置されています。

「モジュール」アイコン
「モジュール」アイコンをクリックすると、モジュール関連機能が一覧表示されま
す。

� モジュールの読み込みはモジュールをホストに追加します。このオプションは、ホ
ストを指定しないと選択不可になります。詳細については、164ページの「モ
ジュールを読み込む」を参照してください。

� モジュールの編集はモジュールパラメータを変更します。このオプションは、モ
ジュールを指定しないと選択不可になります。詳細については、172ページの「モ
ジュールパラメータを変更する」を参照してください。

� モジュールの有効化はモジュールを使用可能にします。このオプションは、モ
ジュールを指定しないと選択不可になります。詳細については、168ページの「モ
ジュールを有効化する」を参照してください。

� モジュールの無効化はモジュールを使用不可にします。このオプションは、モ
ジュールを指定しないと選択不可になります。詳細については、169ページの「モ
ジュールを無効化する」を参照してください。

� モジュールの読み込み解除は、モジュールをホストから読み込み解除します。こ
のオプションは、モジュールを指定しないと選択不可になります。詳細について
は、169ページの「モジュールを読み込み解除する」を参照してください。

「オプション」アイコン
「オプション」アイコンをクリックすると、以下の機能が一覧表示されます。

� コピーはモジュールをコピーします。メインコンソールの階層表示またはトポロジ
表示のモジュールをコピーして、ペーストすることができます。コピー機能を使用
すると、「詳細」ウィンドウを開かずにモジュールプロパティを監視することがで
きます。詳細については、64ページの「モジュールオブジェクトを作成する」を
参照してください。
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� データ表示クリップボードにコピーは、データプロパティをクリップボードにコ
ピーして、データ表示ウィンドウにペーストします。

� データ表示の作成は、自動設定されたデータ表示ウィンドウを開きます。

� グラフクリップボードにコピーは、同一ユニットの異なるデータプロパティを既存
グラフに追加します。この機能へは、グラフウィンドウの「グラフクリップボード
から追加」メニューからアクセスします。詳細は、143ページの「2つ以上のデー
タプロパティのグラフを作成する」を参照してください。

� アラームフィルタの有効化は、「詳細ウィンドウの「アラーム」」タブのアラーム
にグローバルフィルタを適用します。詳細は、第 12章を参照してください。

� 新規行は、データプロパティテーブルに行を追加します。詳細は、137ページ
の「データプロパティテーブルに行を追加する」を参照してください。

� 行の編集は、データプロパティテーブル行の情報を編集します。

� 行を無効化は、データプロパティテーブルの行を使用不可にします。

� 行の削除は、データプロパティテーブルの行を削除します。

「属性」アイコン
「属性」アイコンをクリックすると、指定したオブジェクトの属性エディタが表示さ
れます。属性エディタでは、オブジェクトとその動作を制御する規則の追加情報を表
示して編集することができます。属性エディタについての詳細は、第 10章を参照し
てください。

「プロパティ値の設定」アイコン
「プロパティ値の設定」アイコンをクリックすると、プロパティ値をマルチインスタ
ンスのタスクに追加することができます。

「グラフプロパティ」アイコン
「グラフプロパティ」アイコンをクリックすると、指定した監視データプロパティの
グラフを作成することができます。詳細については、第 9章を参照してください。

「探索」アイコン
「探索」アイコンをクリックすると、監視データプロパティ上でコマンドを実行する
ことができます。

「今すぐ再表示」アイコン
「今すぐ再表示」アイコンをクリックすると、表示中のデータプロパティテーブル情
報を更新することができます。
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注 –ただし、指定オブジェクトに対してコマンドが不適切だと、このアイコンは選択
不可になります。

アラームフィルタ
アラーム状態を利用してテーブルをフィルタリングすることができます。例えば、重
大 (赤)の行だけを表示することが可能です。フィルタ設定は、現在のセッション
で「モジュールブラウザ」タブが選択されている場合にのみ適用可能です。
セッション全体での有効性はありません。

アラームフィルタのデフォルト設定は、全てのオプションが選択された状態で、「ア
ラームフィルタの有効化」がオンになっています。

� アラームフィルタを全テーブルに適応する
1. 「詳細」ウィンドウの「モジュールブラウザ」タブをクリックします。

2. 「オプション」メニューから「アラームフィルタの有効化」を指定します。

チェックボックスが選択されていると、全テーブルにフィルタが適応されます。
チェックボックスが空白だと、アラームフィルタが定義されたテーブルにのみ
フィルタが適用されます。

ホストセキュリティ
Sun Management Centerソフトウェアは、「詳細」ウィンドウを通じて 2つのレベル
(ホストとモジュール)でセキュリティを設定できます。セキュリティ（アクセス
権）をホストレベルのみで設定すると、適切なセキュリティ権を持つ全てのユーザ
が、モジュールの読み込み、アラームしきい値の設定、アラームの肯定応答などを実
行できます。

一方、セキュリティ（アクセス権）をアプリケーションレベルでも設定すると、適切
なモジュールアクセス権を持つユーザしかモジュールの操作を行うことはできませ
ん。モジュールセキュリティは、ホストセキュリティのサブセットとして使用できま
す。

例えば、ユーザA、B、Cに対して、モジュールのロードとアラームしきい値の作成
が可能なホストレベルでのセキュリティ（アクセス権）を設定します。このセキュリ
ティ（アクセス権）に従って、ユーザAは、状態モニターモジュールをロードして独
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自のアラームしきい値を作成します。しかし、状態モニターモジュールレベルでのセ
キュリティ（アクセス権）が設定されていないため、ユーザ Bとユーザ CはユーザA
の処理を変更することができます。結果的にユーザAは、このモジュールにアラーム
しきい値を設定することしかできません。

注 –セキュリティを両レベルで設定する場合は、モジュールレベルのセキュリ
ティ（アクセス権）がホストレベルのセキュリティ（アクセス権）に優先します。

セキュリティについての詳細は、第 18章を参照してください。

� ホストまたはモジュールのセキュリティを設定す
る
1. 次のいずれかの方法で、ホストまたはモジュールの属性エディタを開きます。

� ホスト上またはモジュール上でマウスボタン 3を押して、ポップアップメ
ニューから「属性エディタ」を指定します。

� 「属性」ボタンをクリックします。

2. 「セキュリティ」タブをクリックします。

3. ユーザ名と管理者グループ名を該当するフィールドに入力します。

セキュリティフィールドについて詳細は、第 18章を参照してください。

4. セキュリティ設定に同意してウィンドウを閉じるには、「了解」ボタンをクリック
します。
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第 8章

データプロパティの監視

Sun Management Center製品は、管理オブジェクトの特定のデータプロパティを監視
します。データプロパティは表形式またはグラフ形式で表示することができます。こ
の章では、テーブルを使用してデータプロパティを監視する方法について説明しま
す。この章では、次の情報について説明します。

� 131ページの「データプロパティの概念」
� 134ページの「データプロパティを表示する」
� 135ページの「データを再表示する」
� 135ページの「行を選択する」
� 135ページの「連続した複数行を選択する」
� 136ページの「複数行の範囲を選択する」
� 136ページの「ディレクトリサイズを監視する」
� 137ページの「データプロパティテーブルに行を追加する」
� 138ページの「監視するプリンタを追加する」
� 139ページの「プロパティを探索する」

グラフを使用してデータプロパティを表示する方法については、第 9章を参照してく
ださい。

データプロパティの概念
「詳細」ウィンドウを使用して、特定のデータプロパティの現在値 (ホスト上での使
用メモリー量など)を表示します。ユーザは、階層 (ツリー)ビューをナビゲートして
該当するデータプロパティを検索することができます。ホスト階層の最下位オブ
ジェクトは監視されたプロパティです。デフォルトでは、監視されたデータプロパ
ティの情報は表形式で表示されます。グラフ形式による情報の表示については、
第 9章を参照してください。
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データが表示されれば、ビューの内容を更新することができます。また、データプロ
パティは最大 5個まで同時にグラフ表示できます。これらの操作については、次の節
で説明します

標準的なテーブル機能
Sun Management Centerのプロパティテーブルは、標準形式を使用して情報を表示し
ます。標準形式には、以下の要素が含まれます。

� プロパティテーブルラベル
� 列見出し
� 行と列で構成された個別のテーブルセル

編集可能セルと編集不可セル
Sun Management Centerのテーブルには、編集可能なセルと編集不可なセルの 2種類
のセルがあります。

� 編集可能セル内の情報は変更できます。このタイプのセルは、背景が白でテキスト
は黒です。

セル内の情報を編集して無効な値を入力すると、エラーウィンドウが表示されま
す。この場合、「了解」をクリックしてエラーウィンドウを閉じてから、適切な値
をセル内に再入力してください。

� 編集不可セル内の情報は、表示専用です。このタイプのセルは、背景が色付きで
(デフォルトはライトグレー)テキストは黒です。

セルエディタ
編集可能セルには、次のいずれかのセルエディタが用意されています。

� テキストセルエディタ

テキストセルエディタは、セルが文字列タイプの場合に起動します。セルが選択さ
れると、テキスト文字列の端でテキストカーソルがアクティブになります。テキス
トがない場合は、カーソルがセルの左側にきます。セル内の情報を保存する場合は
Returnキーを押します。

� チェックボックスセルエディタ

チェックボックスには 2つの選択肢しかありません。

� オン
� オフ

� コンボボックスセルエディタ

コンボボックスセルエディタは、ドロップダウンメニューで関連オプションを一覧
表示します。コンボボックスには現在選択されているオプションが表示されます。
リスト上でカーソルを移動していくと、各オプションが強調表示されます。リスト
からオプションを選択すると、コンボボックスの表示がそのオプションに切り替わ
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ります。

行操作を可能にするモジュール
このソフトウェアでは、特定のモジュールを使用して、データプロパティテーブルの
行を追加、削除、有効化、無効化することができます。これらのモジュールが最初か
ら読み込まれている場合、ディレクトリサイズモニタリングモジュールとプリントス
プーラモジュールを除いて、データプロパティテーブルは空の状態です。ファイルモ
ニタリング、ファイル走査、ディレクトリサイズモニタリングの各モジュールについ
ては、行を追加してデータプロパティを監視する必要があります。以下の表に、行を
追加できるモジュールを示します。

表 8–1 Sun Management Center行を追加できるモジュール

モジュール名 説明

ディレクトリサイ
ズモニタリング

監視用に別のディレクトリを定義します。

ファイルモニタリ
ング

監視するファイルを定義します。

ファイル走査 監視ファイル内で一致すべきパターンを定義します。

プリントスプーラ スプーラの監視用に別のプリンタを定義します。

プロセスモニタリ
ング

エージェントオブジェクト上で実行中の全プロセスから一致すべきパター
ンを定義します。

上記のモジュールについての詳細は、付録 Cを参照してください。

行コンテキストメニュー
行コンテキストメニューは、さまざまな行関連機能 (特定テーブルでの行追加など)へ
のアクセスを提供します。行コンテキストメニューを起動するには、該当する行でマ
ウスボタン 3を押します。

テーブルのソート
テーブル内の情報は、列でソートすることができます。列見出しに上向きまたは下向
きの三角が付いていれば、その列を基準としてテーブル表示の並び順を変更すること
ができます。列内のデータによって、次のいずれかのキーを使用します。

� アルファベット文字列
� 数字
� 日付

ソート方向を昇順または降順に切り替えるには、ソートされた列見出しをダブルク
リックします。
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大規模データプロパティテーブルの使用
大規模なデータプロパティテーブルでは、一度に 1ページ分の行しか見ることができ
ません。テーブルの全ページをナビゲートするには、テーブルの上に表示されるアイ
コンを使用します。

これらのアイコンには次のような機能があります。

� 最初のページに戻る
� 前ページに戻る
� 次ページに進む
� 最終ページに進む

また、これらのアイコンの右隣に表示されるプルダウンメニューにより特定のページ
に移動できます。

プロパティの検索
選択されたモジュールプロパティ上で、事前定義されたUNIXコマンド (ファイルリス
ト、 vmstatコマンドなど) を使用できます。「探索」ボタンは指定されたプロパ
ティにのみ使用可能で、それ以外は選択不可の状態になっています。

注 –探索コマンドのなかには、区別しにくいものがあります。例えば、カーネルリー
ダモジュールの「ファイルシステム利用状況」プロパティの場合、「最近のファイル
をすべて検索」コマンドを使用すると、過去24時間以内に作成または変更された
ファイルだけしか検索できません。一方、「ファイルをすべて検索」コマンドを使用
すると、作成または変更した日時に関係なく全てのファイルを検索できます。
「ファイルシステム利用状況」プロパティについての詳細は、357ページの「ファイ
ルシステム使用状況テーブル」を参照してください。

データプロパティテーブルの使用
この節では、データプロパティテーブルの表示と操作方法について説明します。

� データプロパティを表示する

注 –次の例はカーネルリーダモジュールを使用しています。
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1. ブラウザの「詳細」ウィンドウで、階層 (ツリー)表示の「オペレーティングシス
テム」アイコンをダブルクリックします。

オペレーティングシステムモジュールが、階層表示とトポロジ表示の両方に表示さ
れます。

2. トポロジ表示の「カーネルリーダ」アイコンをダブルクリックするか、階層表示
の「カーネルリーダ」アイコンの隣にある展開アイコンをクリックします。

カーネルリーダの統計情報が表示されます。

3. 階層表示またはトポロジ表示の「システム負荷統計情報」アイコンをダブルク
リックします。

プロパティテーブルに監視プロパティが表示されます。

� データを再表示する
� 一旦表示されたデータを再表示するには、次のいずれかの方法を使用します。

� データプロパティテーブル行でマウスボタン 3を押して、ポップアップメ
ニューから「再表示」を指定します。

現在のテーブルが最新の情報に更新されます。

注 – Sun Management Centerソフトウェアでは、監視データを更新して再表示す
る時間間隔を指定することもできます。詳細については、156ページの「再表示間
隔を設定する」を参照してください。

� 行を選択する
� 選択する行の最初のセルでマウスボタン 1をクリックします。

行を選択すると、アンカーセルにフォーカス枠が表示されます。

行のセルの色は、編集可能セルか編集不可セルかで決まります。1ページに表示で
きるテーブルの行数は最大 20行です。

� 連続した複数行を選択する
1. 対象となる最初の行をクリックして行全体を強調表示します。

2. 次のいずれかの方法で追加する行を選択します。

� 選択する最後の行までドラックしてマウスボタンを離す。

� 選択する最後の行までカーソルを移動して、Shiftキーを押しながら再度ク
リックする。
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最初と最後のアンカーポイント間の行が全て選択されます。

� 複数行の範囲を選択する
1. 135ページの「連続した複数行を選択する」の手順に従って、単数行または連続す
る行グループの最初の範囲を選択します。

2. 行にカーソルを置き、Controlキーを押します。

選択された行に新規の行が追加されます。

3. 選択された行の範囲を拡大する場合は、Shiftキーを押します。

手順 2で選択した行から範囲を拡大します。

手順例
以下に、一般的なデータプロパティタスクの手順を示します。

� ディレクトリサイズを監視する
次の手順例では、ディレクトリサイズモニタリングモジュールを使用して、ディレク
トリとサブディレクトリのサイズおよびサイズ変更率を監視します。このモジュール
が読み込まれていない場合は、164ページの「モジュールを読み込む」を参照してく
ださい。

1. ブラウザの「詳細」ウィンドウで、階層 (ツリー)表示の「オペレーティングシス
テム」アイコンをダブルクリックします。

オペレーティングシステムモジュールが、階層表示とトポロジ表示の両方に表示さ
れます。

2. トポロジ表示の「ディレクトリサイズモニタリング」アイコンをダブルクリックす
るか、階層表示の「ディレクトリサイズモニタリング」アイコンの隣にある展開ア
イコンをクリックします。

「ディレクトリサイズモニタリング状態」フォルダが表示されます。

3. 階層表示またはトポロジ表示の「ディレクトリサイズモニタリング状態」フォルダ
をダブルクリックします。

ディレクトリモニタリングプロパティテーブルが表示されます。

4. 次のいずれかの方法で、テーブルに行を追加します。

� テーブル行または列見出しでマウスボタン 3を押して、ポップアップメニュー
から「新規行」を指定します。
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� テーブルを選択して、「オプション」アイコンメニューから「新規行」を指定
します。

「行の追加」ウィンドウが表示されます。

5. 該当する情報をテキストフィールドに入力します。

a. 「インスタンス」フィールドには、ディレクトリサイズモニタリングモジュー
ルの一意のインスタンス名を入力します。

b. 「ディレクトリ名」フィールドには、監視するディレクトリの絶対パスを入力
します。

6. テーブルに行を追加して「行の追加」ウィンドウを閉じるには、「了解」ボタンを
クリックします。

追加した行がトポロジ表示に表示されます。

� データプロパティテーブルに行を追加する

注 –以下の手順を使用して、ディレクトリサイズモニタリング、ファイルモニタリン
グ、ファイル走査、プロセスモニタリングの各モジュールに行を追加することができ
ます。

次の手順例では、ファイルモニタリングモジュールを使用してファイルのサイズ、変
更データ、成長率を監視します。このモジュールが読み込まれていない場合は、164
999ページの「モジュールを読み込む」を参照してください。

1. ブラウザの「詳細」ウィンドウで、階層 (ツリー)表示の「オペレーティングシス
テム」アイコンをダブルクリックします。

オペレーティングシステムモジュールが、階層表示とトポロジ表示の両方に表示さ
れます。

2. トポロジ表示の「ファイルモニタリング」アイコンをダブルクリックするか、階層
表示の「ファイルモニタリング」アイコンの隣にある展開アイコンをクリックしま
す。

「ファイルモニタリング状態」フォルダが表示されます。

3. 階層表示またはトポロジ表示の「ファイルモニタリング状態」フォルダをダブルク
リックします。

空のプロパティテーブルが表示されます。

4. 次のいずれかの方法で、テーブルに行を追加します。

� テーブル行または列見出しでマウスボタン 3を押して、ポップアップメニュー
から「新規行」を指定します。
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� テーブルを選択して、「オプション」アイコンメニューから「新規行」を指定
します。

「行の追加」ウィンドウが表示されます。

5. 該当する情報をテキストフィールドに入力します。

注 –この例は、ファイルモニタリングモジュール用フィールドの場合です。フィー
ルドは変更するモジュールによって異なります。

� 「名前」には、ファイルモニタリングモジュールの一意のインスタンス名を入
力します。

英数字とアンダーバー (_)から成る単一のワードで表します。

� 「説明」には、このインスタンスに対するテキストの説明を入力します。

� 「ファイル名」には、監視するファイルの絶対パスを入力します。

6. テーブルに行を追加して「行の追加」ウィンドウを閉じるには、「了解」ボタンを
クリックします。

追加した行がトポロジ表示に表示されます。

� 監視するプリンタを追加する
次の手順例では、プリントスプーラモジュールを使用して、ネットワーク上でのプリ
ンタデーモン、印刷待ち行列、その他のプリンタデバイスの状態を監視します。この
モジュールが読み込まれていない場合は、164ページの「モジュールを読み込む」を
参照してください。

1. 「モジュールブラウザ」タブが選択された状態の「詳細」ウィンドウで、階層 (ツ
リー)表示の「ローカルアプリケーション」アイコンをダブルクリックします。

階層表示とトポロジ表示にローカルアプリケーションモジュールが表示されます。

2. 階層表示またはトポロジ表示の「プリントスプーラ」アイコンをダブルクリックし
ます。

3つのプロパティテーブル (「Lpsched状態」、「プリンタデバイステーブル」、
「プリンタ待ち行列テーブル」)が表示されます。
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図 8–1プリントスプーラプロパティテーブル

3. 次のいずれかの方法で、プリンタデバイス行をテーブルに追加します。

� プリンタデバイステーブル行でマウスボタン 3を押して、ポップアップメ
ニューから「新規行」コマンドを指定します。

� 「プリンタデバイス」テーブルをクリックして、「詳細」ウィンドウ最上部
の「オプション」ポップアップメニューから「新規行」を指定します。

「行の追加」ウィンドウが表示されます。

4. 該当するフィールドにプリンタの名前と詳細を入力します。

5. テーブルにプリンタを追加して「行の追加」ウィンドウを閉じるには、「了解」ボ
タンをクリックします。

追加した行がトポロジ表示に表示されます。

� プロパティを探索する
この手順例では、ディレクトリサイズモニタリングモジュールでプロパティを探索す
る方法を説明します。このモジュールが読み込まれていない場合は、164ページ
の「モジュールを読み込む」を参照してください。
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1. ブラウザの「詳細」ウィンドウで、階層 (ツリー)表示の「オペレーティングシス
テム」アイコンをダブルクリックします。

オペレーティングシステムモジュールが、階層表示とトポロジ表示の両方に表示さ
れます。

2. トポロジ表示の「ディレクトリサイズモニタリング」アイコンをダブルクリックす
るか、階層表示の「ディレクトリサイズモニタリング」アイコンの隣にある展開ア
イコンをクリックします。

「ディレクトリモニタリング状態」フォルダが表示されます。

3. 階層表示またはトポロジ表示の「ディレクトリモニタリング状態」フォルダをダブ
ルクリックします。

監視データプロパティがプロパティテーブルに表示されます。

4. 次のいずれかの方法で、ファイルを一覧表示または再帰的に表示します。

� ディレクトリモニタリングのテーブル行でマウスボタン 3を押して、ポップ
アップメニューから「ファイル一覧」コマンドまたは「ファイルの再帰的一
覧」コマンドを指定します。

� 「探索」アイコンをクリックし、「探索検索」ダイアログボックスから該当す
るコマンドを指定して、「了解」ボタンをクリックします。

ウィンドウが開いてファイルが表示されます。
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第 9章

データプロパティのグラフ表示

Sun Management Center製品は、管理オブジェクトの特定のデータプロパティを監視
します。データプロパティは表形式またはグラフ形式で表示することができます。こ
の章では、Sun Management Centerが提供するグラフ形式を使用したデータプロパ
ティの監視機能について説明します。この章の内容は次のとおりです。

� 142ページの「グラフの概要」
� 142ページの「監視データプロパティのグラフを作成する」
� 143ページの「2つ以上のデータプロパティのグラフを作成する」
� 144ページの「グラフパラメータを保存する」
� 144ページの「既存グラフを表示する」
� 145ページの「グラフテンプレートを適用する」
� 146ページの「グラフタイプを変更する」
� 146ページの「説明文とラベルを追加または変更する」
� 147ページの「X軸と Y軸の値を変更する」
� 148ページの「グラフの枠またはデータ領域を変更する」
� 148ページの「データ表示を変更する」
� 149ページの「グラフの一部領域を拡大する」
� 149ページの「グラフを変換する」

Performance Reporting Management (PRM)製品は、複数のホストとプロパティ用に
グラフ定義を保存する機能、グラフをイメージとして保存する機能、履歴データを基
準にグラフを作成する機能などの最新機能を提供します。詳細については、『Sun
Management Center 3.5 Performance Reporting Managerユーザーガイド』を参照してく
ださい。

データプロパティを表形式で表示する方法については、第 8章を参照してください。
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グラフの概要
「詳細」ウィンドウを使用して、特定のデータプロパティの現在値 (指定ホスト上で
の使用メモリー量など)を表示することができます。該当する管理オブジェクトは、
階層 (ツリー)表示をナビゲートして表示できます。ホスト階層の最下位オブジェクト
は監視されたプロパティです。

デフォルトでは、監視されたデータプロパティの情報は表形式で表示されます。ただ
し、インスタンスによっては、この情報をグラフ形式で表示した方が有益な場合があ
ります。例えば、時間関数としてメモリ使用を示すグラフを作成すると、メモリーの
最高使用時が一目で分かるようになります。

グラフの使用
Sun Management Centerソフトウェアでは、ほとんどの監視データプロパティをグラ
フ表示できます。

� 監視データプロパティのグラフを作成する
� 「詳細」ウィンドウから、次のいずれかの方法で「グラフ」ウィンドウを表示しま
す。

� データプロパティを含むテーブルセルでマウスボタン 3を押して、ポップ
アップメニューから「グラフを開く」を指定します。

� 希望するデータプロパティを選択し、「詳細」ウィンドウの最上部にある「グ
ラフプロパティ」ボタンをクリックします。

「グラフ」ウィンドウが開きます。プロパティの値は、時間関数として示されま
す。グラフは動的に作成されるため、「グラフ」ウィンドウを最小化しても継続し
て作成されます。ただし、ウィンドウを閉じるとグラフの作成は停止します。

次の図に、一般的な「グラフ」ウィンドウを示します。
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図 9–1直前 5分間のシステム負荷統計平均を表すグラフ

� 2つ以上のデータプロパティのグラフを作成する
1. データプロパティテーブルのセルをクリックします。

例えば、オペレーティングシステムからカーネルリーダ (簡易)、さらにシステム負
荷統計情報へと階層を追跡する場合は、直前 1分間の負荷平均のテーブルセルを選
択します。

2. 次のいずれかの方法でセルをグラフにコピーします。

� テーブルセルでマウスボタン 3をクリックして、ポップアップメニューか
ら「グラフクリップボードにコピー」コマンドを指定します。

� 「詳細」ウィンドウで、「オプション」アイコンメニューから「グラフク
リップボードにコピー」を指定します。

注 –「グラフクリップボードにコピー」コマンドは、データ項目の単位が同じ場合
にのみ使用できます。「グラフクリップボードにコピー」でもクリップボードに
データを配置できますが、次の手順が完了するまでデータはグラフ上にコピーされ
ません。

3. 追加のプロパティを作成する、「グラフ」ウィンドウに進みます。

4. 「グラフプロパティ」メニューから「グラフクリップボードから追加」を指定し
ます。

2番目のデータプロパティが追加されます (図 9–2 )。
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注 – 1つのグラフに同時に最高 5つのデータプロパティのグラフを作成できます。

図 9–2直前 1分間と 5分間の負荷平均

� 既存グラフを表示する
1. 「グラフ」ウィンドウの「グラフプロパティ」メニューから「保存されたグラフを
開く」を指定します。

「グラフを開く」ダイアログボックスが表示されます。

2. リストから保存されたグラフを選択します。

3. 選択したグラフを表示するには、「了解」ボタンをクリックします。

注 –グラフ要求を保存すると、グラフパラメータは保存されますがデータは保存さ
れません。そのため、グラフを開くと最新データでグラフが作成されます。

� グラフパラメータを保存する
「グラフ要求を保存」機能は、グラフ化されたホスト名とデータプロパティを保存し
ます。一旦保存したグラフは、「グラフ」ウィンドウの内部からすぐに呼び出せるだ
けでなく、メインコンソールウィンドウの「ツール」メニューからもアクセスできま
す。新規にグラフを開くと、最新データのグラフが作成を開始します。
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1. グラフのプロパティを保存するには、「グラフ」ウィンドウの「グラフプロパ
ティ」メニューから「グラフ要求を保存」を指定します。

2. グラフの名前を「グラフ名の入力」フィールドに入力します。

3. 「保存」ボタンをクリックします。

� グラフテンプレートを定義する
グラフテンプレートを使用して、グラフの外観を定義することができます。グラフテ
ンプレートを作成する場合は、1つのグラフの画像を定義してからそのグラフのテン
プレートを保存します。このときグラフテンプレートとして保存されるのは、データ
プロパティ、ホスト情報、テンプレートのみで、現在のグラフの状態は保存されませ
ん。同じ外観にするために新規グラフに定義済みテンプレートを適用する場合は、145
999ページの「グラフテンプレートを適用する」を参照してください。

1. グラフのプロパティを保存します (144ページの「グラフパラメータを保存する」
を参照)。

2. グラフに適用したカスタム機能を保存するには、「グラフ」ウィンドウの「グラフ
プロパティ」メニューから「テンプレートの保存」を指定します。

「テンプレートの保存」機能を使用すると、グラフに追加した全てのカスタム機能
(軸ラベル、ヘッダ、フッタ、説明文など)を保存できます。

3. テンプレートの名前を「テンプレートの入力」フィールドに入力します。

4. 「保存」ボタンをクリックします。

� グラフテンプレートを適用する
グラフテンプレートを使用して、グラフの外観を定義することができます。定義した
グラフテンプレートは (145ページの「グラフテンプレートを定義する」を参照)、複
数のグラフに適用可能です。

1. 「グラフ」ウィンドウの「グラフプロパティ」メニューから「テンプレートの適
用」を指定します。

「テンプレートの適用」ダイアログボックスが表示されます。このダイアログ
ボックスで、保存されたカスタム機能を現在のグラフに適用することができます。

2. リストから保存されたテンプレートを選択します。

3. テンプレートを現在のグラフに適用するために、「了解」ボタンをクリックしま
す。
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� グラフタイプを変更する
デフォルトでは線グラフが表示されますが、棒グラフや面グラフを選択することもで
きます。

1. 「グラフ」ウィンドウで「編集」メニューから「グラフの種類」を選択します。

2. 表示するグラフタイプを選択します。

� 棒グラフの場合は「棒」を選択します。
� 面グラフの場合は「面」を選択します。
� 線グラフの場合は「折れ線」を選択します。

3. 「了解」ボタンをクリックします。

「グラフ」ウィンドウは、選択されたグラフタイプでデータを表示します。

� 説明文とラベルを追加または変更する
1. 「グラフ」ウィンドウの「編集」メニューから「メインタイトル」を選択して、変
更するラベルを指定します。

次のオプションのいずれかを指定します。

� ヘッダを追加または変更する場合は「ヘッダ」を指定します。

� フッタを追加または変更する場合は「フッタ」を指定します。

� データ説明文を追加または変更する場合は「説明文」を指定します。

� X軸 (グラフの横軸)のラベルを追加または変更する場合は「X軸タイトル」を
指定します。

� Y軸 (グラフの縦軸)のラベルを追加または変更する場合は「Y軸タイトル」を
指定します。

各オプションのダイアログボックスで、同様のパラメータを設定することができま
す。

2. タイトルテキストを変更するには、「文字」フィールドに情報を入力するか、情報
を変更します。

3. タイトルのスタイルを変更するには、「書式」領域で使用したいスタイルを選択し
ます。

デフォルトではほとんどのテキストがプレインスタイルですが、ボールドやイタ
リックも選択できます。

4. フォントファミリーを指定してタイトルに適用するには、「名前」領域でフォント
ファミリーの内容を選択します。

デフォルトではほとんどのタイトルが Serifフォントですが、SansSerifや
Monospacedも選択できます。
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5. タイトルのサイズを指定するには、「サイズ」領域のスクローリングリストでサイ
ズを選択します。

デフォルトサイズはタイトルの種類によって異なります。中心となるサイズは
10–14ポイントですが、6ポイントから 26ポイントの間で指定することができま
す。

6. タイトルの向きを変更するには、「方向」領域から該当するボックスを選択しま
す。

デフォルトはタイトルの種類によって異なります。例えば、ほとんどの X軸のタ
イトルは水平方向です。選択可能な方向は以下のとおりです。

� 横向き –左から右方向
� 上下逆 –右から左方向で反転
� 縦向き –左向き、下から上方向
� 縦に反転 –右向き、上から下方向

7. タイトルの周囲に枠を作成するには、「枠の種類」メニューからスタイルを指定し
ます。

� X軸と Y軸の値を変更する

注意 –グラフの軸を編集する場合は、正確な値を指定するよう注意してください。グ
ラフ作成ができない最小や最大の値を指定すると、通常ダイアログボックスに問題を
示すエラーメッセージが表示されます。ただし、グラフ作成可能な値で結果的に作成
された点が画面で確認できない場合は、エラーメッセージは表示されません。

1. X軸に使用する値を変更するには、「グラフ」ウィンドウの「編集」メニューか
ら「軸」を指定します。

「軸の編集」ウィンドウが表示されます。

2. X軸値の自動入力を使用不可にするには、「自動目盛り」の選択を解除します。

ウィンドウフィールドの「自動」の表示が数字に切り替わります。

3. 該当する値を「表示時間 (分)」、「目盛り間隔」、「グリッド間隔」の各フィール
ドに入力します。

4. Y軸に使用する値を変更するには、「軸の編集」ウィンドウから「Y軸」タブをク
リックします。

5. Y軸値の自動入力を使用不可にするには、「自動目盛り」の隣のチェックボックを
クリックします。

ウィンドウフィールドの「自動」の表示が数字に切り替わります。

6. 該当する値を「範囲最小」、「最大」、「大目盛り」、「小目盛り」、「グリッド
間隔」の各フィールドに入力します。
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7. 変更を適用して「軸の編集」ウィンドウを閉じるには、「了解」ボタンをクリック
します。

� グラフの枠またはデータ領域を変更する
1. 「枠」ウィンドウにアクセスするには、「グラフ」ウィンドウの「編集」メニュー
から「枠」を指定します。

2つの領域を持つ「枠」ウィンドウが表示されます。

� 「グラフ領域」はグラフ全体の枠に適用します。
� 「作園領域」はデータ部分の枠に適用します。

2. グラフ全体の枠を変更するには、「グラフ領域」領域の「枠の種類」リストから
枠のタイプを選択します。

数種類の枠が用意されています。

3. データ部分の枠を変更するには、「作園領域」領域の「枠の種類」から枠の種類を
選択します。

数種類の枠が用意されています。

4. 枠の変更を適用して「枠」ウィンドウを閉じるには、「了解」ボタンをクリックし
ます。

� データ表示を変更する
「グラフ」ウィンドウの「表示」メニューは、さまざまなグラフコンポーネントを表
示または非表示にしたり、データの表示形式を変更したりする際に使用します。コン
ポーネントは、以下の手順以外の順番でも表示または非表示にできます。

1. ライブデータ (現在のデータ)の表示を使用可能または使用不可にするには、「グ
ラフ」ウィンドウの「表示」メニューで「ライブデータ」を選択または選択解除し
ます。

� ライブデータを使用可能にすると、グラフは継続的に最新データを更新しま
す。

� ライブデータを使用不可にすると、グラフは静的になり、ライブデータが再び
使用可能になるまで新規データを更新しません。

2. ヘッダを表示または非表示にするには、「グラフ」ウィンドウの「表示」メニュー
から「ヘッダを表示」を選択または選択解除します。

3. フッタを表示または非表示にするには、「グラフ」ウィンドウの「表示」メニュー
から「フッタを表示」を選択または選択解除します。

4. X軸と Y軸のタイトルを表示または非表示にするには、「グラフ」ウィンドウ
の「表示」メニューから「軸タイトルを表示」を選択または選択解除します。
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5. X軸と Y軸のラベルを表示または非表示にするには、「グラフ」ウィンドウ
の「表示」メニューから「軸を表示」を選択または選択解除します。

6. グリッドラインを表示または非表示にするには、「グラフ」ウィンドウの「表示」
メニューから「グリッドを表示」を選択または選択解除します。

7. データ説明文を表示または非表示にするには、「グラフ」ウィンドウの「表示」メ
ニューから「説明文を表示」を選択または選択解除します。

8. グラフを回転させる場合は、次の手順で行います。

a. 「グラフ」ウィンドウの「表示」メニューから「グラフの回転」を指定しま
す。

b. 二次メニューから該当する回転値を選択します。

9. データ表示の順番を変更する場合は、次の手順で行います。

a. 「グラフ」ウィンドウの「表示」メニューから「反転」を指定します。

b. 二次メニューから「X軸」または「Y軸」を選択します。

X軸を反転させると、Y軸がグラフの反対側に移動して、時間の配列が逆になりま
す。つまり、グラフの左側には一番古いデータではなく最新のデータが表示されま
す。

Y軸を反転させると、X軸がグラフの最上部に移動して、データの配列が逆になり
ます。つまり、グラフの底辺部ではなく最上部により小さな値が表示されます。

10.回転値と反転値をリセットするには、「グラフ」ウィンドウの「表示」メニューか
ら「表示リセット」を指定します。

� グラフの一部領域を拡大する
1. グラフの特定領域を拡大するには、「グラフ」ウィンドウの「ツール」メニューか
ら「ズーム」を指定します。

2. Shiftキーを押したままマウスボタン 1を押して、拡大する領域の輪郭をドラッグ
します。

3. マウスボタンを離して、拡大した領域を表示します

4. グラフを元の状態に戻すには、「グラフ」ウィンドウの「ツール」メニューか
ら「復元」を指定します。

� グラフを変換する
通常グラフは現在の情報を表示しますが、グラフ上の情報を変換して、例えば過去に
遡って情報を表示することも可能です。
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1. グラフの特定領域を変換するには、「グラフ」ウィンドウの「ツール」メニューか
ら「変換」を指定します。

2. Controlキーを押したままマウスボタン 1を押して、変換する領域の輪郭をド
ラッグします。

3. マウスボタンを離して変換を実行します。

4. グラフを元の状態に戻すには、「グラフ」ウィンドウの「ツール」メニューか
ら「復元」を指定します。
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第 10章

データプロパティ属性の監視

この章の内容は次のとおりです。

� 151ページの「属性エディタの概要」
� 152ページの「属性エディタの「情報」タブ」
� 152ページの「属性エディタの「アラーム」タブ」
� 153ページの「属性エディタの「処理」タブ」
� 154ページの「属性エディタの「再表示」タブ」
� 155ページの「属性エディタの「履歴」タブ」
� 155ページの「特定データプロパティの属性エディタを開く」
� 156ページの「データプロパティ列の属性エディタを開く」
� 156ページの「再表示間隔を設定する」
� 157ページの「履歴間隔を設定する」

属性エディタの概要
モジュールデータプロパティは、Sun Management Centerモジュールの追加情報を提
供します。属性エディタは、以下のプロパティ監視条件をカスタマイズします。

� 定義済みアラームのしきい値を設定する。
� アラーム状況発生に対する処理を指定する。
� 画面上のデータ更新間隔を変更する。
� 履歴データポイントのログファイルの作成スケジュールを定義する。

属性エディタのウィンドウ上部には、パネルの切り替え可能な 1つまたは複数のタブ
が表示されます。これらのタブは、指定したオブジェクトによって異なります。使用
可能なタブと説明は、次の節を参照してください。

� 情報 – 152ページの「属性エディタの「情報」タブ」
� アラーム – 152ページの「属性エディタの「アラーム」タブ」
� 処理 – 153ページの「属性エディタの「処理」タブ」
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� 再表示 – 154ページの「属性エディタの「再表示」タブ」
� 履歴 – 155ページの「属性エディタの「履歴」タブ」

属性エディタの「情報」タブ
「情報」パネルは、選択したオブジェクトの追加情報を表示します。オブジェクトに
よって固有情報も異なります。

属性エディタの「アラーム」タブ
「アラーム」タブは、単純アラームに関連するデータプロパティに対してのみアラー
ムしきい値を設定します。単純アラームは rCompare規則を使用します。詳細は、付
録 Dを参照してください。単純アラームについては、表 10–1を参照してください。

単純アラームは、監視データプロパティがしきい値より大きいか小さいか、あるいは
しきい値と一致するかしないかが基準となります。一方、複合アラームは一連の条件
が真になると発生します。Sun Management Centerにおけるアラームの定義、肯定応
答、使用についての詳細は、第 12章を参照してください。

注 –アラームしきい値を設定するためには、適切なセキュリティ（アクセス権）が必
要です。詳細は、第 18章を参照してください。

以下の表は、監視プロパティの一般的な単純アラーム制限を示したものです。アラー
ム制限は、「パラメータの説明」フィールドに表示されます。また、1つまたは複数
のアラーム制限に対してしきい値を設定することが可能です。

表 10–1 Sun Management Centerソフトウェアの一般的な単純アラーム制限

アラーム制限 説明

危険しきい値 (>) 値がこのフィールドの制限を超えると、重大 (赤色)ア
ラームが発生する。

警告しきい値 (>) 値がこのフィールドの制限を超えると、警告 (黄色)ア
ラームが発生する。

注意しきい値 (>) 値がこのフィールドの制限を越えると、注意 (青色)ア
ラームが発生する。

危険しきい値 (<) 値がこのフィールドの制限を下回ると、重大 (赤色)ア
ラームが発生する。

警告しきい値 (<) 値がこのフィールドの制限を下回ると、警告 (黄色)ア
ラームが発生する。
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表 10–1 Sun Management Centerソフトウェアの一般的な単純アラーム制限 (続き)
アラーム制限 説明

注意しきい値 (<) 値がこのフィールドの制限を下回ると、注意 (青色)ア
ラームが発生する。

「アラーム」ウィンドウ 指定期間だけアラームが発生する。例えば
day_of_week=friと入力した場合、金曜日にアラー
ム条件が存在する場合にのみ発生し、火曜日にアラー
ム条件が存在しても発生しない。

属性エディタの「処理」タブ
「処理」タブは、現在のデータプロパティに対するアラーム処理が定義可能な場合に
のみ表示されます。「処理」パネルを使用して、アラーム発生時の処理を事前に定義
することができます。

注 –定義可能な処理には、電子メールの送信や /var/opt/SUNWsymon/binディレ
クトリに格納されたスクリプトの実行などがあります。これらのスクリプトは、root
アクセス権で実行します。

例えば、直前 5分間の負荷平均のデータプロパティに危険アラームが発生したら必ず
システム管理者に電子メールを送信する、という処理を定義することができます。

以下のインスタンスに対して固有の処理を定義することができます (図 10–1を参照)。

� 特定のアラーム重大度 (危険、警告、注意、不確定)が発生した場合
� アラームが閉じた場合
� アラーム状態に何らかの変更が生じた場合

注 –「処理」ボタンの右側のチェックボックスで、アラーム処理を自動実行するか手
動実行するか指定できます。デフォルトでは、全処理が自動実行で設定されます。
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図 10–1監視プロパティの属性エディタ処理パネル

「処理」ボタンをクリックすると、「処理の選択」ウィンドウが表示されます。この
ウィンドウでは、記録されたアラーム処理を作成または変更することができます。次
のいずれかの処理を実行できます。

� 電子メールの送信
� スクリプトの実行
� アラームの消去

アラーム処理の定義方法については、190ページの「アラーム処理を登録する」を参
照してください。

属性エディタの「再表示」タブ
「再表示」パネルでは、指定したオブジェクトの再表示間隔を設定できます。再表示
間隔は、Sun Management Centerエージェントが監視プロパティを抽出する間隔で
す。

注 –ただし、再表示間隔は一部のデータプロパティでしか変更できません。

再表示間隔の設定方法については、156ページの「再表示間隔を設定する」を参照し
てください。
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属性エディタの「履歴」タブ
「履歴」パネルでは、監視プロパティの古いデータを保存することができます。例え
ば、「サンプリング間隔」フィールドの定義に従って、データポイントの履歴を 120
秒ごとに記録することができます。記録した情報は、次のいずれか一方の場所に格納
できます。

� ディスクファイル

ディスクファイルには 2種類 (循環、テキスト)あり、ともに
/var/opt/SUNWsymon/logディレクトリに置かれます。

� メモリーキャッシュ

情報をメモリーキャッシュに格納する場合、「最大サイズ」(サンプル)フィールド
に保存するデータポイント数を指定する必要があります。

注 –選択した監視プロパティのグラフを開いて、履歴データをグラフ表示することが
できます。メモリーキャッシュを指定した場合、グラフは履歴データで表示されま
す。

属性エディタの使用
属性エディタには、さまざまなアクティビティのサポート機能が用意されています。
ただし、一部のアクティビティは属性エディタ以外の機能も使用します。ここでは、
単純な属性エディタ専用機能の実行方法 (履歴ログ間隔や再表示間隔の定義など)につ
いて説明します。アラーム関連機能についての詳細は、第 12章を参照してくださ
い。

� 特定データプロパティの属性エディタを開く
属性エディタは特定のデータプロパティ値ごとに開くことができます。また、一部の
データプロパティについては、値列の属性エディタにアクセスすることも可能です。
詳細は、156ページの「データプロパティ列の属性エディタを開く」を参照してくだ
さい。

1. トポロジ表示または階層表示をナビゲートして、データプロパティテーブルにアク
セスします。

2. テーブルの値領域にカーソルを置いて、次のいずれかの方法を実行します。

� マウスボタン 3を押して、ポップアップメニューから「属性エディタ」を指定
します。
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� 「属性」アイコンをクリックします。

「属性エディタ」ウィンドウに選択したデータプロパティの固有情報が表示されま
す。このとき表示されるタブは、選択したデータプロパティによって異なります。

特定のデータプロパティのアラームしきい値を定義する方法については、185ペー
ジの「アラームの管理と制御」と 193ページの「アラームの管理例」を参照して
ください。

� データプロパティ列の属性エディタを開く
特定のデータプロパティ値の代わりにデータプロパティ列を指定して、その列のすべ
ての値の属性を定義することができます。例えば、CPU使用状況テーブルで「%
CPUユーザ時間率」列の属性エディタを開くと、すべての CPUのアラームしきい値
と処理を定義することができます。一方、特定の % CPUユーザ時間率値 (CPU 1に適
用される値など)の属性エディタを開いた場合、定義したアラームしきい値や処理は
その CPUだけにしか適用できません。

1. トポロジ表示または階層表示をナビゲートして、データプロパティテーブルにアク
セスします。

2. 対象となる列の列見出しをクリックします。

3. 次のいずれかの方法で、属性エディタにアクセスします。

� マウスボタン 3を押して、ポップアップメニューから「属性エディタ」を指定
します。

� 「属性」アイコンをクリックします。

「属性エディタ」ウィンドウに、選択したデータ列の情報が表示されます。特定の
データ列のアラームしきい値を定義する方法については、185ページの「アラーム
の管理と制御」と193ページの「アラームの管理例」を参照してください。

� 再表示間隔を設定する
再表示間隔は、エージェントがデータを獲得する頻度を秒で示します。以下は、シス
テム負荷統計情報モジュールのプロパティに対する再表示間隔の設定例です。

1. 「詳細」ウィンドウの「モジュールブラウザ」タブをクリックします。

2. 階層 (ツリー)表示の「オペレーティングシステム」アイコンの隣にある開くアイ
コンをクリックします。

オペレーティングシステムモジュールが表示されます。

3. 「カーネルリーダ」アイコンの隣の開くアイコンをクリックします。

カーネルリーダのプロパティが表示されます。

4. 「システム負荷統計情報」アイコンをダブルクリックします。
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「システム負荷統計情報」のプロパティテーブルが表示されます。

5. 「直前 5分間の負荷平均」のテーブルセルを選択します。

6. 「属性」ボタンをクリックします。

「属性エディタ」ウィンドウが表示されます。

7. 「再表示」タブボタンをクリックします。

「再表示」パネルが表示されます。

8. 「再表示間隔」フィールドに値を秒で入力します。

例えば、300秒は 5分のことです。

9. 再表示間隔を適用して「属性エディタ」ウィンドウを閉じるには、「了解」ボタン
をクリックします。

「システム負荷統計情報のデータ」が 5分ごとに取得されます。

注 –より大きな再表示間隔を指定すると、エージェントが消費する CPUサイクル
が減少します。

� 履歴間隔を設定する
1. 履歴情報を設定するデータプロパティの属性エディタを開きます。

例えば、以下の手順で「直前 5分間の負荷平均」の属性エディタにアクセスしま
す。

a. 「詳細」ウィンドウの「モジュールブラウザ」タブをクリックします。

b. 階層 (ツリー)表示の「オペレーティングシステム」アイコンの隣にある開くア
イコンをクリックします。

c. 「カーネルリーダ」アイコンの隣の開くアイコンをクリックします。

d. 「システム負荷統計情報」アイコンをダブルクリックします。

e. 「直前 5分間の負荷平均」のテーブルセルを選択します。

f. 「属性」ボタンをクリックします。

2. 「履歴」タブをクリックします。

履歴パネルが表示されます。

3. 「サンプリング間隔」フィールドに値を秒で入力します。

例えば、2分ごとに履歴データポイントを収集する場合は、「サンプリング間隔」
フィールドに 120を入力します。
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4. 「ディスクファイルに履歴を保存」または「メモリキャッシュに履歴を保存」を指
定します。

5. 履歴をディスクファイルとして保存する場合:

a. ファイルタイプを、循環またはテキストで指定します。

� 循環ファイルは、ライン長が 1000で予め定義されています。ファイルに書
き込まれるデータ容量がこの長さを超えると、ファイルは書き込みを最初か
ら上書きします。

� フラットテキストのライン長は、定義されていません。情報は、ユーザがプ
ロセスを停止するかディスク容量が超過するまで、フラットファイルの最後
に付加されます。データを格納する目的で履歴ファイルを保持する場合は、
この機能を使用してください。

b. テキストファイルの場合は、「テキストファイル名」フィールドにファイル名
を入力します。

テキストファイルのファイル名を指定しない場合、データは自動的に
/var/opt/SUNWsymon/log/agent_default.historyファイルに保存さ
れます。

また、ファイル名に特殊文字 (/や #など)を含めることはできません。

6. 履歴をメモリーキャッシュに保存する場合は、履歴データポイント数を「最大サイ
ズ」(サンプル)フィールドに入力します。

例えば、このフィールドに 1000を入力すると、最新の 1000データポイントだけ
がメモリーキャッシュに格納され、これより古いデータポイントは消去されます。
保存したデータポイントは、グラフ表示が可能です。詳細は、142ページの「監視
データプロパティのグラフを作成する」を参照してください。

7. 履歴ファイルの変更を適用して「履歴」パネルを閉じるには、「了解」ボタンをク
リックします。
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第 11章

モジュールの管理

この章の内容は次のとおりです。

� 159ページの「Sun Management Centerのモジュールの概念」
� 164ページの「モジュール状態を表示する」
� 164ページの「モジュールを読み込む」
� 166ページの「モジュールをデフォルト設定に戻す」
� 167ページの「モジュールのスケジュールを設定する」
� 168ページの「スケジュールされたモジュールを読み込む」
� 168ページの「モジュールを有効化する」
� 169ページの「モジュールを無効化する」
� 169ページの「モジュールを読み込み解除する」
� 170ページの「モジュールのセキュリティ（アクセス権）を設定する」
� 170ページの「モジュール規則を表示する」
� 172ページの「モジュールパラメータを変更する」
� 172ページの「モジュールのグループ監視」

Sun Management Centerのモジュール
の概念
Sun Management Centerのモジュールは、特定の監視リソースからデータを収集する
役割を果たします。これらのモジュールは、Sun Management Centerエージェントに
対して、読み込み、有効化、無効化、読み込み解除を動的に行うことができます。

� モジュールを読み込むと、「モジュール」アイコンが「ブラウザ詳細」ウィンドウ
に表示されます。さらにモジュール管理オブジェクトとそのデータプロパティを定
義すると、このモジュールのデータ収集が開始され、「詳細」ウィンドウに管理オ
ブジェクトのデータプロパティが表示されます。データ表示は定期的に更新されま
す。
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� 使用不可だったモジュールを使用可能にすると、データ収集が再起動します。「詳
細」ウィンドウに表示される管理オブジェクトのデータは、定期的に更新されま
す。

� モジュールを使用不可にすると、再び使用可能にするまで管理オブジェクトのデー
タ収集は一時的に停止され、データも更新されません。この場合、たとえ手動で
データ更新を行なったとしてもアラームイベントを引き起こすことはなく、モ
ジュールが再び使用可能になるまでアラームは生成されません。

� モジュールを読み込み解除すると、管理オブジェクトのデータ収集は停止します。
管理オブジェクトのデータプロパティが未定義となり、「モジュール」アイコン
が「ブラウザ詳細」から削除されます。

注 –単一ホスト上に 2回以上読み込み可能なモジュール (ファイル走査モジュールな
ど)は、マルチインスタンスモジュールと呼ばれます。モジュールがマルチインスタ
ンスモジュールの場合、「詳細」ウィンドウに特別なアイコンが表示されます。

デフォルトモジュール
ソフトウェアのインストール時に、以下の一部または全てのモジュールを読み込むこ
とができます。

� エージェント統計情報
� カーネルリーダ (簡易)
� MIB-IIシステム (簡易)
� 構成リーダ (サポートされるハードウェアプラットフォームのみ)
� ファイル走査 [システムログ]

モジュールリスト
表 11–1は、読み込みと使用が可能な汎用モジュールのリストです。ただし、システム
に表示されるモジュールリストは、ご使用のプラットフォームタイプおよびインス
トールしたアドオン製品によって異なります。プラットフォーム固有のモジュール
(構成リーダや動的再構成モジュールなど)については、お手持ちの補足を参照してく
ださい。その他の Sun Management Centerモジュールについては、付録 Cを参照し
てください。
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表 11–1 Sun Management Centerモジュール

モジュール
モジュールバー
ジョン番号 説明

エージェント統計
情報

2.0 エージェント経由でオブジェクト、プロセス、プロセ
スの実行を監視することにより、ホスト上にインス
トールされたエージェントの健全性に関する情報を提
供します。

エージェントの更
新

1.0 エージェントの更新プロセスを通じて、エージェント
システムのソフトウェアを更新します。

構成リーダ 1.0 ホストのハードウェア構成を提供します。このモ
ジュールは、ハードウェアプラットフォームがサポー
トされ、ワークグループまたはデスクトップのアドオ
ン製品がインストールされている場合にのみ使用可能
です。物理表示および論理表示の使用には、このモ
ジュールが必須です。

データロギングレ
ジストリ

2.0 エージェントデータログ (ログ宛先、モジュール名、
ログ間隔、バッファ長など)に関する情報を提供しま
す。このモジュールは、複数コピーして読み込めま
す。

ディレクトリサイ
ズモニタリング

2.0 Sun Management Centerエージェントをインストール
したホスト上のディレクトリとサブディレクトリのサ
イズを、分割して監視することができます。このモ
ジュールは複数コピーして読み込めます。また、プロ
パティテーブルに行を追加して、監視対象のディレク
トリを追加することもできます。

動的再構成 2.0 動的再構成 (DR)が可能な監視ホスト上で、動的再構
成の操作を行うことができます。

ファイルモニタリ
ング

2.0 選択したファイルをホスト上で監視します。監視パラ
メータには、ファイルサイズやタイムスタンプなどが
含まれます。このモジュールは、複数コピーして読み
込めます。また、データプロパティテーブルに行を追
加する必要があります。詳細については、137ページ
の「データプロパティテーブルに行を追加する」を参
照してください。

ファイル走査 2.0 ホスト上のファイルを指定したパターンでスキャンし
ます。このモジュールは、複数コピーして読み込めま
す。また、データプロパティテーブルに行を追加する
必要があります。詳細については、137ページ
の「データプロパティテーブルに行を追加する」を参
照してください。

HP JetDirect 2.0 JetDirectカードが搭載された HPプリンタの状態を監
視します。このモジュールは、複数コピーして読み込
めます。
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表 11–1 Sun Management Centerモジュール (続き)

モジュール
モジュールバー
ジョン番号 説明

状態モニター 2.0 各種リソース (CPU、ディスク、NFS、SNMPなど)の
使用状況を監視します。

カーネルリーダ 2.0 カーネル統計情報 (CPUの詳細、システムコール、
フォルト、ストリーム、ディスク情報、ページ情報な
ど)を提供します。

カーネルリーダ
(簡易)

1.0 カーネル統計情報 (読み込み統計、スワップ統計、ス
トリーム統計など)と、ソフトウェア規則の情報を提
供します。

ログ表示用ACL 1.0 各種ログファイル (システムログ、Sun Management
Centerログなど)の表示と監視をサポートします。

MIB-II計測 1.0 監視ホストのシステム、インタフェース、IP、ICMP
(Internet Control Message Protocol)、TCP
(Transmission Control Protocol)、UDP (User
Datagram Protocol) MIB-II (管理情報ベース)のグルー
プ情報を提供します。

MIB-IIプロキシモ
ニタリング

2.0 Sun Management Center以外のMIB-II SNMPエー
ジェントを実行するホストのプロキシ管理を提供しま
す。このモジュールは、複数コピーして読み込めま
す。

MIB-IIシステム
(簡易)

1.0 監視ホストの標準的なMIB-II (管理情報ベース)グルー
プの情報 (システムグループ、インタフェースグルー
プ、IP転送、IP経路テーブルなど)を提供します。こ
のモジュールは、MIB-II計測モジュールの縮小版で
す。

注 – MIB-IIモジュールはエージェントを特定します。
このモジュールを読み込まないと、エージェントは
pingホストまたは SNMPホストとしてしか作成され
ません。

NFSファイルシス
テム

2.0 監視ホスト上の NFSファイルシステムに関する情報を
提供するために、ファイルシステムのマウント後また
はマウント解除後の占有ディスク容量、使用容量、空
き容量、さらにファイルシステムの残存容量の合計を
監視します。

NFS統計情報 2.0 サーバが受信した NFSコール数と RPC (遠隔手続き呼
び出し)数、および監視ホスト上のトランザクション
数を監視します。このモジュールは、複数コピーして
読み込めます。

プリントスプーラ 3.0 プリンタデーモン、プリンタの待ち行列、監視ホスト
上にインストールされたプリンタデバイスなどの状態
を監視します。
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表 11–1 Sun Management Centerモジュール (続き)

モジュール
モジュールバー
ジョン番号 説明

プロセスモニタリ
ング

2.0 ホスト上の 1つまたは複数のホストを監視し、マッチ
ングパターンによって監視プロセスを特定します。こ
のモジュールは、複数コピーして読み込めます。ま
た、データプロパティテーブルに行を追加する必要が
あります。詳細については、137ページの「データプ
ロパティテーブルに行を追加する」を参照してくださ
い。

Solarisプロセス
詳細

2.0 Sun Management Centerエージェントをインストール
したホスト上で動作する Solarisプロセスの詳細を表示
します。「Process Details」ウィンドウの使用には、
このモジュールが必須です。

Storage A5x00 1.0 A5000、5100、5200の各ストレージデバイスの状態を
監視し、アラームを管理します。

Sun StorEdge T3 1.0 T3ストレージデバイスの状態を監視し、アラームを管
理します。

モジュールについての詳細は、付録 Cを参照してください。

注 –構成リーダモジュールと動的再構成モジュールは、特定のハードウェアプラット
フォームのみでサポートされます。詳細は、プラットフォームの補足を参照してくだ
さい。

ご使用のシステムハードウェアによっては、他のモジュールもサポートされる場合が
あります。詳細については、Sun Management Center Webサイト
http://www.sun.com/sunmanagementcenter/を参照してください。

モジュールの操作
この節では、モジュールを読み込み、読み込み解除、有効化、無効化する手順につい
て説明します。また、モジュール関連のタスクにつても説明します。
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� モジュール状態を表示する
読み込み済みモジュールまたは読み込み予定のモジュールを、指定したエージェント
上またはサーバシステム上で検索することができます。さらに、現在読み込まれてい
るモジュールが使用不可の場合、指定したシステム上で使用可能なモジュールを検索
することができます。次の手順に従って、システム上のモジュール状態を表示しま
す。

1. サーバまたはエージェントの管理オブジェクトを選択します。

2. 選択したオブジェクトの「詳細」ウィンドウを開きます。

3. 「詳細」ウィンドウの「モジュールマネージャ」タブをクリックします。

モジュール状態表示が表示されます。この表示は 2つの主要領域から構成されま
す。

� 「モジュールの読み込み状態」領域は、読み込み済みモジュールや読み込み予
定のモジュールのリストを表示します。各モジュールには、以下の情報が表示
されます。

� モジュール名 (該当する場合、固有のインスタンス識別子)
� モジュールが読み込まれているかどうか
� モジュールが読み込まれる予定かどうか
� モジュールが使用可能かどうか

� 「使用可能なモジュール」領域は、対象ホストに読み込み可能なモジュールの
リストを表示します。このリストには、「モジュールの読み込み状態」領域に
表示されたモジュールも含まれます。ただし、ホスト上のモジュールのインス
タンスが 2つ以上の場合に限られます。各モジュールには、以下の情報が表示
されます。

� モジュール名

� モジュールが 2回以上読み込み可能 (マルチインスタンスモジュールとも呼
ばれる)かどうか

モジュールの変更方法については、以下の節を参照してください。

� 164ページの「モジュールを読み込む」
� 168ページの「スケジュールされたモジュールを読み込む」
� 168ページの「モジュールを有効化する」
� 169ページの「モジュールを無効化する」
� 169ページの「モジュールを読み込み解除する」
� 170ページの「モジュール規則を表示する」
� 172ページの「モジュールパラメータを変更する」

� モジュールを読み込む
1. モジュールを読み込むホストマシンを選択するには、ホストマシンアイコンをク
リックします。
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注 –ホストを選択せずにモジュールを読み込もうとしても、「ツール」メニュー
の「モジュールの読み込み」オプションにはアクセスできません。

2. 次のいずれかの方法で、「モジュールの読み込み」ダイアログボックスを開きま
す。

� 選択したホストアイコン上でマウスボタン 3を押して、階層表示またはトポロ
ジ表示のポップアップメニューから「モジュールの読み込み」を選択します。

� メインコンソールウィンドウの「ツール」メニューから「モジュールの読み込
み」を指定します。

� 「詳細」ウィンドウを開き、「モジュール」メニュー (「モジュールブラウ
ザ」ウィンドウ最上部の一番左のアイコン)から「モジュールの読み込み」を
指定します。

� 「詳細」ウィンドウを開いて「モジュールマネージャ」タブをクリックしま
す。「使用可能なモジュール」リストから読み込むモジュールを選択して、
「読み込み」ボタンをクリックします。

注 –この場合は、「モジュールローダ」ウィンドウが表示されます。手順 5に
進みます。

「モジュールの読み込み」ダイアログボックスが表示されます。

「モジュールの読み込み」ダイアログボックスには、Sun Management Centerモ
ジュールのリストが表示されます。モジュール名の隣の数字は、ホスト上に読み込
まれたモジュールの既存モジュール数を表します。

注 –一部のモジュールは、単一ホスト上に複数のインスタンスを読み込むことがで
きます。

3. 読み込みたいモジュール名を選択します。

4. 「了解」ボタンをクリックします。

「モジュールローダ」ウィンドウが表示されます。「モジュールローダ」ウィンド
ウの内容は、選択したモジュールによって異なります。

ヒント –「モジュールの読み込み」ダイアログボックスのモジュール名をダブルク
リックして読み込むことも可能です。
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5. モジュールに 2つ以上のインスタンスがある場合は、「インスタンス」フィールド
にインスタンス名を入力します。

インスタンス名は、特定のモジュールやモジュール内の行を識別するために、Sun
Management Centerのエージェント内で使用されます。同一モジュールの複数イ
ンスタンスを読み込む場合は、インスタンスごとに固有の名前を指定する必要があ
ります。

インスタンス名は単一ワード (英数文字列)で表します。また、アンダーバー (_)以
外の特殊記号は使用できません。

必要なフィールドに情報を入力しないと、エラーメッセージが表示されてモジュー
ルが読み込まれません。

6. (省略可能)「説明」フィールドで、情報を入力または変更します。

一部のモジュールでは、「説明」フィールドはユーザが編集可能な唯一のフィール
ドです。

7. モジュールを今すぐ読み込むか、スケジュールした時間に読み込むかを決定しま
す。

� 「パラメータの読み込み」に同意してモジュールを今すぐ読み込む場合は、
「了解」ボタンをクリックします。

� モジュールの読み込みと有効化の時間を設定する場合は、「スケジュール」タ
ブをクリックして 167ページの「モジュールのスケジュールを設定する」の手
順に従います。

� モジュールをデフォルト設定に戻す
変更したモジュールの情報は、後からデフォルト (初期)設定に戻すことができます。
例えば、システムログのファイル走査モジュールから数行削除した場合、モジュール
を再読み込みして削除したデフォルト行を回復することができます。また、モジュー
ルのアラームしきい値やアラーム処理も、変更前のデフォルト値に戻すことができま
す。

1. 読み込むモジュールを選択します。

2. モジュールに 2つ以上のインスタンスがある場合は、「モジュールローダ」ウィン
ドウに必要な情報を全て入力します。

「モジュールローダ」ウィンドウに入力する情報は、元のモジュールと完全に一致
するものでなければなりません。例えば、システムログのファイル走査モジュー
ルの場合、インスタンス名 syslog、ファイル名 /var/adm/messages、および
説明 System Messages を入力する必要があります。

3. 「モジュールローダ」ウィンドウの「デフォルト設定」ボタンをクリックします。

選択したモジュールが再びデフォルト設定されます。
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� モジュールのスケジュールを設定する
モジュールは、アクティブになる時間をスケジュール設定することができます。例え
ば、モジュールを毎日 8:00 AMから 5:00 PMの間で実行するように設定すると、これ
以外の時間は、たとえアラーム条件が存在してもモジュールはアクティブになりませ
ん。

1. 「モジュールローダ」ウィンドウの「スケジュール」タブをクリックします。

2. 読み込みスケジュールを設定するには、「モジュールの読み込みスケジュール」
フィールドの隣の「スケジューラ」を選択します。

a. 当日以外の日にモジュールを起動するには、「開始日」を選択します。

「開始日」フィールドの情報を手動で編集することも、カレンダの日付をク
リックすることも可能です。

b. 「開始時間」の時間と分を指定します。

時間は 24時間表示です。例えば、16:00は午後 4時のことです。

c. 「終了時間」の時間と分を指定します。

d. (省略可能)モジュールを 2回以上読み込む場合は、「繰り返し間隔」メニュー
から読み込みの頻度を指定します。

例えば、毎週読み込む場合は「週間」を選択します。

e. (省略可能)モジュールが指定した間隔で無期限に読み込まれないように、「繰
り返し制限」フィールドに数字を入力します。

例えば、1ヶ月間毎週読み込む場合は、「繰り返し制限」フィールドに 4を入
力します。

注 –次のいずれかの場合、モジュールは無期限に読み込まれます。

� 「繰り返し間隔」で「1回」を選択して「終了時間」を指定しない場合。

� 「繰り返し間隔」で「1回」以外を選択して「繰り返し制限」フィールドに
値を入力しない場合。

f. 「了解」をクリックしてスケジュールを設定するか、「取消し」をクリックし
てスケジュールウィンドウを終了します。

3. モジュールの有効化をスケジュール設定するには、「モジュールの使用可能スケ
ジュール」フィールドの隣の「スケジューラ」を選択します。

スケジューラの操作方法は、この製品の他のスケジューラと同じです。詳細は、前
の手順を参照してください。

4. モジュールを指定通りに読み込んで使用可能にするには、「了解」をクリックしま
す。
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必要なパラメータを読み込んでいない場合は、エラーメッセージが表示されます。

� スケジュールされたモジュールを読み込む
1. 「詳細」ウィンドウの「モジュールマネージャ」タブをクリックします。

2. 「モジュールの読み込み状態」リストから、現在スケジュールされている読み込み
前のモジュールを選択します。

ヒント –「読み込み状態」列で「いいえ」を、「スケジュール済み」列で「はい」
を検索します。

3. 「今すぐ読み込み」ボタンをクリックします。

「今すぐ読み込み」確認ダイアログボックスが表示されます。

4. モジュールをスケジュール時間で読み込むかを決定します。

� モジュールを現時点とスケジュール時間で読み込む場合は、「スケジュールの
保持」をクリックして、次に「了解」ボタンをクリックします。

モジュールが読み込まれます。読み込まれた列が「はい」に変わります。「ス
ケジュール済み」列は「はい」のままで、モジュールはスケジュール時間に再
び読み込まれます。

� モジュールを現時点で読み込み、スケジュールされた時間で読み込まない場合
は、「スケジュールの消去」をクリックして、次に「了解」ボタンをクリック
します。

モジュールが読み込まれます。「読み込み状態」列が「はい」に変わり、「ス
ケジュール済み」列が「いいえ」に変わります。

� モジュールを有効化する
1. モジュールを読み込んだホストの「詳細」ウィンドウを開きます。

2. 次のいずれかの方法で、現在読み込み済みで使用不可のモジュールを有効化しま
す。

� 「モジュールマネージャ」タブをクリックして「モジュールの読み込み状態」
リストからモジュールを選択し、「使用可能」ボタンをクリックします。

� 有効化したいモジュール上でマウスボタン 3を押して、ポップアップメニュー
から「モジュールの有効化」を指定します。

モジュールが有効化されると、ウィンドウの下に次のメッセージが表示されます。

モジュールの有効化に成功しました。
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� モジュールを無効化する
1. モジュールを読み込んだホストの「詳細」ウィンドウを開きます。

2. 次のいずれかの方法で、現在読み込み済みで使用可能なモジュールを無効化しま
す。

� 「モジュールマネージャ」タブをクリックして「モジュールの読み込み状態」
リストからモジュールを選択し、「使用不可」ボタンをクリックします。

� 無効化したいモジュール上でマウスボタン 3を押して、ポップアップメニュー
から「モジュールの無効化」を指定します。

モジュールが無効化されると、「モジュール」アイコンに小さな X印が付いて、
ウィンドウの下に次のメッセージが表示されます。

モジュールの無効化に成功しました。

無効化したモジュールが Solarisプロセス詳細モジュールの場合、「詳細」ウィン
ドウの下に次のメッセージが表示されます。

Solaris プロセス詳細モジュールが使用不可です。プロセスデータは最新ではありません。

注意 –無効化されたモジュールのデータは更新されないため、たとえ手動で更新し
たとしても、モジュールを再び有効化するまでこのデータからアラームが生成され
ることはありません。

� モジュールを読み込み解除する
1. モジュールを読み込んだホストの「詳細」ウィンドウを開きます。

2. 次のいずれかの方法で、現在読み込まれているモジュールを読み込み解除します。

� 「モジュールマネージャ」タブをクリックし、「モジュールの読み込み状態」
リストから読み込み解除したいモジュールを選択して、「読み込み解除」ボタ
ンをクリックします。

� 読み込み解除したいモジュール上でマウスボタン 3を押し、ポップアップメ
ニューか「モジュールの読み込み解除」を指定します。

「モジュール読み込み解除」の確認ダイアログボックスが表示されます。

3. モジュールを削除するには、「モジュール読み込み解除の確認」ウィンドウの「読
み込み解除」ボタンをクリックします。

モジュールが読み込み解除されます。
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� モジュールのセキュリティ（アクセス権）を設定
する
一部のモジュールは、個別にセキュリティ（アクセス権）を設定することができま
す。モジュールに対するセキュリティ（アクセス権）は、親オブジェクトまたは親ホ
ストのセキュリティ（アクセス権）に優先します。例えば、モジュールの管理者特権
を持っているがホストに対して通常の権限しかないユーザの場合、モジュールの管理
者特権は保持されます。セキュリティ（アクセス権）についての詳細は、第 18章を
参照してください。

1. モジュールを読み込んだホストの「詳細」ウィンドウを開き、「モジュールブラウ
ザ」タブを選択します。

2. 次のいずれかの方法で、セキュリティを設定するモジュールの「属性エディタ」に
アクセスします。

� ブラウザの左側でモジュールを選択します。次に「属性エディタ」アイコン
(ウィンドウ上部の一番右側のアイコン)をクリックします。

� ウィンドウの右側でデータプロパティを選択してマウスボタン 3を押し、
ポップアップメニューから「属性エディタ」を指定します。

3. 「セキュリティ」タブをクリックします。

注 –選択したモジュールにセキュリティを設定できない場合、「セキュリティ」タ
ブは選択不可になります。

4. ユーザ名と管理者グループ名を該当するフィールドに入力します。

5. セキュリティの変更に同意してウィンドウを閉じるには、「了解」ボタンをク
リックします。

� モジュール規則を表示する
1. 「詳細」ウィンドウの「モジュールマネージャ」タブをクリックします。

2. 「モジュールの読み込み状態」リストから対象となるモジュールを選択して、「規
則」をクリックします。

「モジュールのしきい値の概要」画面が表示され、コロン (:)の後に選択したモ
ジュール名が表示されます。次の図は、カーネルリーダ (簡易)モジュールの表示
例です。
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図 11–1「モジュールのしきい値の概要」画面

モジュール規則ウィンドウには、以下の情報が表示されます。

属性名 データプロパティの識別

規則名 規則の名前。規則がシンプルの場合はしきい値が表示され、
複合の場合は「-」が表示されます。「-」をクリックする
と、ウィンドウ下の「しきい値」リストに値が表示されま
す。

危険 最も重大なアラーム状態

警告 中間のアラーム状態

注意 重大度の最も低いアラーム状態

規則の説明 選択された属性の規則説明を表示

しきい値 選択された属性のしきい値を表示

パラメータの説明 「しきい値」フィールドに表示されるパラメータの説明

3. 情報を表示した後、「閉じる」をクリックしてモジュール状態画面に戻ります。
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� モジュールパラメータを変更する
1. モジュールを読み込んだホストの「詳細」ウィンドウを開きます。

2. 次のいずれかの方法で、モジュールの情報 (説明など)を変更します。

� 「モジュールマネージャ」タブをクリックし、変更したいモジュールを選択し
て「編集」ボタンをクリックします。

� 変更したいモジュール上でマウスボタン 3を押し、ポップアップメニューか
ら「モジュールの編集」を指定します。

「モジュールの編集」が表示されます。

3. モジュール情報を変更するには、「編集可能」フィールドに新規の情報を入力しま
す。

一部のモジュールは、この画面で変更可能な情報がモジュール説明に限られます。

ヒント –「編集可能」フィールドの背景は白で、読み取り専用 (編集不可)フィール
ドの背景はグレーです。

4. 設定の変更に同意して「モジュールの編集」ウィンドウを閉じるには、「了解」ボ
タンをクリックします。

モジュールのグループ監視
複数ホスト上で単一タイプのモジュールを監視する場合、ホストごとにモジュールオ
ブジェクトを作成して、これらのオブジェクトを同一のグループまたは管理ドメイン
に配置することができます。モジュールオブジェクトの作成方法については、64ペー
ジの「モジュールオブジェクトを作成する」を参照してください。
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第 12章

アラームの管理

アラームは、異常イベント(メモリー使用量が一定のパーセンテージを超えるなど)が
引き金となって出される通知です。アラームマネージャソフトウェアは、ハード
ウェアとソフトウェアを監視して、定義された条件が発生するとアラームを出しま
す。

この章の内容は次のとおりです。

� 174ページの「アラームの概念」
� 178ページの「アラームテーブル」
� 180ページの「メインコンソールウィンドウからアラームを表示する」
� 181ページの「特定の管理オブジェクトのアラームにアクセスする」
� 181ページの「「詳細」ウィンドウからアラームにアクセスする」
� 183ページの「ドメイン状態のアラームをソートする」
� 183ページの「アラームテーブルをソートする」
� 184ページの「アラームテーブルを更新する」
� 184ページの「アラームテーブルをフィルタリングする」
� 185ページの「アラームアクティビティのログを表示する」
� 185ページの「新規アラームに肯定応答する」
� 186ページの「アラームを削除する」
� 187ページの「アラームノートを追加する」
� 187ページの「推奨修正を表示して追加する」
� 191ページの「処理を選択する」
� 188ページの「ホストまたはエージェントの停止をユーザに通知する」
� 190ページの「アラーム処理を登録する」
� 190ページの「登録したアラーム処理を実行する」
� 191ページの「保留アラーム処理を変更する」
� 192ページの「アラームの処理スクリプトを定義する」
� 193ページの「例:アラームを定義して応答する」
� 195ページの「例:電子メールを送信する」
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注 –「詳細」ウィンドウの「アラーム」ページのメッセージは、英語以外の言語には
翻訳されていません。ただし、ダイアログボックスのメッセージと推奨処置は各国語
化されています。

アラームの概念
アラームマネージャソフトウェアは、管理ドメインのオブジェクトアラーム情報を、
メインコンソールウィンドウと「アラーム詳細」ウィンドウに表示します。

注 – Sun Management Centerエージェントは、アラーム情報を単一サーバに送信する
よう設定されます。

Sun Management Center 3.5のアラームマネージャでは、次のタスクが実行できま
す。

� アラームをデータベースからページで表示する。
� アラーム発生後に、現在登録されている処理を手動で実行する。
� インストール済み処理リストから現在登録されている処理を設定、変更する。
� アラームをソートする。
� 出荷時に設定された規則の推奨処置を読み込む。
� 規則のユーザ推奨処置を作成する。
� アラームインスタンスに対するユーザノートの実行記録を保持する。
� アラームの発生時に肯定応答する。
� 閉状態のアラームをデータベースから削除する。

アラームの定義
アラームは、異常イベントが引き金となって出される通知です。Sun Management
Centerには 2種類のアラームがあります。

� ソフトウェアモジュールに含まれる定義済みのアラーム条件 (CPU使用状況が一定
のパーセンテージを超えると通知を出すなど)。これらのアラームは、事前に設定
した範囲以外の条件や Sun Management Centerの規則に従って出されます。デ
フォルトのアラーム条件と規則はモジュールに含まれています。一部の定義済みア
ラームは、アラームの基準となるしきい値を変更することができます。また、ア
ラーム発生時の対応処理を変更したり、推奨処置に情報を追加したりすることも可
能です。Sun Management Center規則のリストは、付録 Dを参照してください。

� ユーザ定義のアラーム条件。ユーザは、必要に応じて、アラームを引き起こす要
因、対応処理、推奨処置などを定義することができます。
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アラームインジケータ
アラームマネージャソフトウェアは、いくつかの方法で未確認の開状態のアラーム条
件に対する警告を出します。

� メインコンソールの「ドメイン状態の概要」で色アイコンを表示する。
� 階層 (ツリー)表示で色アイコンを表示する。
� トポロジ (コンテンツ)表示で色アイコンを表示する。
� プロパティテーブル (コンテンツ表示)の該当する行または列を色表示する。

アラームアイコンは、タイプと色によってアラームの重大度を表します。例えば、赤
色アラームアイコンは、重大な状況が発生し直ちに対応処置が必要であることを示し
ます。また、青色アラームアイコンは、サービスに影響する障害が近い将来発生する
可能性のあることを表します。

ユーザは、「アラーム詳細」ウィンドウを使用して、オブジェクトアラームの肯定応
答、削除、管理などを行うことができます。詳細については、185ページの「アラー
ムの管理と制御」を参照してください。

図 12–1では、「スワップ統計情報」プロパティテーブルの「使用サイズ」行が肯定
応答された開状態の危険アラームの表示になっています。行の赤色は重大アラームを
表します。アラーム情報は階層 (ツリー)表示に反映されて、個別のモジュールからホ
ストに送信されます。以下のオブジェクトにも赤のアラームアイコンが表示されま
す。

� 「スワップ統計情報」プロパティテーブル
� カーネルリーダモジュール
� オペレーティングシステム
� ホスト

さらに、メインコンソールウィンドウの関連ホスト、グループ (該当する場合)、管理
ドメインに赤のアラームアイコンが表示されます。唯一の例外として、重大度の高い
未確認の開状態アラームが存在すると黒で表示されます。
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図 12–1「詳細」ウィンドウのスワップ統計アラーム

注 –未確認アラームは、肯定応答されたアラームに優先します。階層に 2種類以上の
アラームがある場合、より重大度の高い未確認アラームの色が階層に反映されます。
例えば、CPU使用状況が黄色の未確認アラームで、ディスク統計が赤色の未確認ア
ラームの場合、赤色のアラームアイコンが反映されます。ただし、CPU使用状況が黄
色の未確認アラームで、ディスク統計が赤色の肯定応答アラームの場合は、黄色のア
ラームアイコンが反映されます。

アラームの重大度
以下のアラーム重大度がサポートされます。

停止アラーム 停止アラーム は、サービスに影響する状況が発生し、
直ちに対応処理を取る必要があることを示します。例え
ば、管理オブジェクトで定義された必須リソースのサービ
スが提供されなくなった場合で、特にモジュールの故障な
どが該当します。

危険アラーム 危険アラーム は、サービスに影響する状況が発生
し、緊急に対応処理を取る必要があることを示します。例
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えば、オブジェクトに重大な機能低下が起こり、完全に機
能を回復する必要がある場合などが該当します。

警告アラーム 警告アラームは は、サービスに影響しない状況が発生
し、障害の重大化を防ぐための処理が必要であることを示
します。

注意アラーム 注意アラーム は、サービスに影響する障害が近い将
来起こる可能性のあることを、重大な兆候が出る前に示し
ます。この場合、必要に応じて詳しい診断を行い、重大な
サービス障害を引き起こす前に問題を解決しなければなり
ません。

オフ/使用不可アラーム 使用不可アラーム は、管理オブジェクトのリソース
(モジュールなど)が使用不可であることを示します。

不確定状態
黒い星型アイコンを持つオブジェクトは中間の状態です。アラームと混同しないよう
にしてください。メインコンソールウィンドウの黒い星型 (「スプラット」)アイコン
は、対象オブジェクトのデータ収集で障害が発生したことを意味します。ただし、こ
の障害は規則違反の結果として生じたものではないため、この障害に関連したアラー
ムは生成されません。

注 –データプロパティテーブルの行がピンク色で表示される場合も、そのオブジェク
トが不確定状態であることを示しています。

ドメインの状態の概要
メインコンソールウィンドウの「ドメイン状態の概要」領域は、管理オブジェクトの
状態の概要を表示します。アイコンの色はアラーム重大度を表します。

ヒント –状態概要のアイコンを確認する場合は、アイコン上にカーソルを置きます。

「ドメイン状態の概要」のアラームは、重大度の最も高い開状態の未確認アラームを
表し、アイコンの隣の数字はこのアラームを持つ管理オブジェクト数を示します。例
えば、アラームアイコン (中央)の隣に 1が表示されると、重大度が最も高い警告
アラームの管理オブジェクトが1つあることを示しています。

「ドメイン状態の概要」は、特定の重大度の少なくとも 1つの未確認の開状態アラー
ムを持つ管理ドメインに属する管理オブジェクト数を表示します。
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注 –ホスト内に何種類かのアラームが存在する場合は、重大度の最も高い未確認の開
状態アラームを示すアイコンが「ドメイン状態の概要」に表示されます。

あるホストの重大度が最も高いアラームが危険 で、別のホストの最高重大度ア
ラームが警告 の場合、両方のアラームアイコンに 1が表示されます。

アラームテーブル
アラームテーブルには、選択した管理オブジェクトの全アラームデータの統計概要が
記載されます。

注 –対象オブジェクトがプラットフォームの場合は、プラットフォームの補足を参照
してください。

ユーザは、アラームテーブルのフィルタリングやソートを通じて、必要なアラームを
優先順に表示することができます。詳細については、184ページの「アラームテーブ
ルをフィルタリングする」と 183ページの「アラームテーブルをソートする」を参照
してください。

アラーム表示ページ
1ページに表示可能な最大アラーム数は 20です。テーブルの最上部に、現在のページ
数とデータベース内の対象オブジェクトの合計アラーム数が表示されます。

新たにアラームが発生して現在のページに影響がある場合でも、表示中のアラーム
テーブルは変化しません。その代わりに、「再表示」ボタンが 2状態アイコンを表示
します。このアイコンは、新規アラームが発生してテーブルを更新する必要があるこ
とを示します。

アラームを削除すると、直ちにテーブルが更新されます。削除したアラームは再表示
できません。他のユーザがアラームを削除すると、アラームテーブルの行が空白にな
ることがあります。この場合、再表示要求プログラムがページを再計算してテーブル
を更新し、削除されたアラームの行を消去します。1回の要求で表示されるアラーム
ページは１ページだけです。複数のページを表示する場合は、アラームテーブル上
部のページナビゲーションボタンを使用します。
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アラームテーブルページのナビゲーション
「アラーム詳細」ウィンドウのナビゲーションボタンを使用して、アラームページ全
体を移動することができます。テーブルの最初または最後のページが表示されると、
メッセージが出てユーザに知らせます。各ページは、スクロールバーでスクロールす
ることができます。

アラームカテゴリ
アラームテーブルは、さまざまなカテゴリのアラーム情報を表示します。アラーム
テーブルに常時表示される情報は次のとおりです。

アラームレベル アラームの重大度。黒は最も高い重大度、グレーは最も低い重大
度です。列の緑色のチェックマークは、アラームが肯定応答され
たことを示します。

開始時間 アラームが発生した日時

状態 アラームの状態。開状態は「鳴っている」ベルを表したアイコ
ン、閉状態は「鳴っていない」ベルを表したアイコンで示されま
す。

処理 アラーム条件に対応してユーザまたはプログラムが取る処理。

メッセージ アラームを説明する簡易メッセージ

アラーム行を選択するとページの下に次の情報が表示されます。ただし、この情報は
クローズまたは肯定応答されたアラームが対象となります。

アラーム終了時刻 アラーム条件が回復した日時

アラーム確認時刻 アラームが肯定応答された日時と、アラームに肯定応答した
ユーザ ID

アラーム行を選択すると、アラームに関連した全ての追加情報が表示されます。追加
情報に含まれるデータは次のとおりです。

� アラーム終了時間
� 肯定応答の日時
� アラームに肯定応答したユーザ ID

アラーム状態
アラームテーブルの「状態」列に表示されるベルアイコンは、個々のアラームの状態
を示します。各アラームには 2つの状態 (開状態と閉状態)があります。
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開状態のアラームは、アラームの原因である条件がまだ存在している状態です。閉状
態のアラームは、その条件がすでに存在しない状態です。開状態のアラームのアイコ
ンは「鳴っている」ベルで表され、閉状態のアラームのアイコンは「鳴っていない」
ベルで表されます。

アラームの処理の状態
アラームテーブルの「処理」列は、各アラームの状態を 3つの処理条件のいずれか 1
つで示します。

� アラーム処理未登録 –アラームに対する処理が未登録。

� 保留中のアラーム処理 –手動処理。「実行アラームでの処理の実行」ボタンをク
リックして処理を実行。

� 実行されたアラーム処理 –自動処理。アラームマネージャソフトウェアがすでに処
理を実行。

アラーム情報の表示
アラームマネージャソフトウェアは、管理ドメインのオブジェクトアラーム情報を、
メインコンソールウィンドウと「アラーム詳細」ウィンドウに表示します。

� メインコンソールウィンドウからアラームを表示
する
アラーム条件が発生すると、コンソールウィンドウに色付きのアラームインジケータ
が表示されます。アラームインジケータについての詳細は、176ページの「アラーム
の重大度」を参照してください。

以下の手順に従って、アラームの詳細を表示します。

1. 現在のアラームの概要を表示するために、メインコンソールウィンドウの「ドメイ
ン状態の概要」ボタンをいずれか 1つクリックします。

「ドメイン状態の詳細」ウィンドウにオブジェクトのリストが表示されます。これ
らのオブジェクトは、ボタンのアイコンと最も高い重大度が一致する、少なくとも
1つの開状態の未確認アラームを持っています。アイコンについては、176ページ
の「アラームの重大度」を参照してください。

「ドメイン状態の詳細」ウィンドウで、以下のタスクを実行します。
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� 表示アラームのソート順を変更します (183ページの「ドメイン状態のアラーム
をソートする」を参照)。

� 特定のアラームの詳細にアクセスします (手順 2を参照)。

� 「今すぐ再表示」ボタンをクリックして、「ドメイン状態の詳細」ウィンドウ
を更新します。

2. 次のいずれかの方法で、特定のアラームの詳細を表示します。

� 「ドメイン状態」アラームテーブルの対象となる行をダブルクリックする。
� 対象となる行をクリックしてから「詳細」ボタンをクリックする。

指定した管理オブジェクトの「詳細」ウィンドウが表示されます。「アラーム」タ
ブが選択された状態で、アラーム情報が表示されます。このウィンドウでは、以下
のタスクを実行できます。

� アラームの肯定応答 (185ページの「新規アラームに肯定応答する」を参照)
� アラームに対する推奨処置の表示と変更 (187ページの「推奨修正を表示して追
加する」を参照)

� アラームに関するユーザノートの表示 (187ページの「アラームノートを追加す
る」を参照)

� 定義済みアラーム処理の変更 (191ページの「保留アラーム処理を変更する」を
参照)

� アラームの削除 (186ページの「アラームを削除する」を参照)

� 特定の管理オブジェクトのアラームにアクセスす
る
メインコンソールウィンドウの「管理オブジェクト」アイコンの隣に「アラーム」ア
イコンが表示されると、該当オブジェクトのアラームを表示することができます。

1. 「管理オブジェクト」アイコンをダブルクリックします。

該当する管理オブジェクトの「詳細」ウィンドウが「モジュールブラウザ」タブが
選択された状態で表示されます。

2. 「アラーム」タブをクリックします。

「詳細」ウィンドウが切り替わり、現在の管理オブジェクトの開状態アラームがす
べて表示されます。

� 「詳細」ウィンドウからアラームにアクセスする
1. メインコンソールウィンドウのホスト上でマウスボタン 3を押して、ポップアップ
メニューから「詳細」を指定します。

「詳細」ウィンドウが表示されます。
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2. 「アラーム」タブをクリックします。

「アラーム詳細」ウィンドウが表示されます。

注 –ボールドの見出しは、アラームテーブルのソート基準となる例です。下向きま
たは上向きの矢印は、列のソート順を示します。例えば、図 12–2のアラームテー
ブルは、開始日時を基準に、降順 (最新から最古のアラーム)にソートされます。
これは、デフォルトのソート順です。

図 12–2「アラーム詳細」ウィンドウ

ソート順の変更方法については、183ページの「アラームテーブルをソートする」
を参照してください。
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� ドメイン状態のアラームをソートする
デフォルトでは、「ドメイン状態の詳細」ウィンドウのアラームは最新順にソートさ
れます。

1. 「ドメイン状態の詳細」ウィンドウの「ソート」ボタンをクリックします。

「ソートオプション」ウィンドウが表示されます。

2. アラームをアルファベット順でソートするか、受信した時間順でソートするかを決
定します。

� 状態メッセージをアルファベット順でソートする場合は、「状態メッセージ」
(アルファベット順)をクリックします。

� 受信した時間順 (最新順)でソートする場合は、「時間」(最新順)をクリックし
ます。

3. 「了解」ボタンをクリックします。

「ドメイン状態の詳細」ウィンドウが指定した順序で更新します。

� アラームテーブルをソートする
� アラームテーブルの任意の列見出しをダブルクリックします。

� 現在アラームテーブルが昇順でソートされていると、指定した列を基準にテー
ブルが降順で直ちに再表示されます。

� 現在アラームテーブルが降順でソートされていると、指定した列を基準にテー
ブルが昇順で直ちに再表示されます。

テーブルに多くのアラームが含まれ場合は、ソート順の変更に数秒かかる可能性が
あります。

列見出しの右側には、ソート順を示す下向きまたは上向きの矢印があります。下向
き矢印は降順で、上向き矢印は昇順です。矢印インジケータと選択した列見出しは
ボールド体で表示され、現在のソート順を示します。以下は、各列見出しのデ
フォルトのソート順です。

アラームレベル 最も高い重大度 (停止)のアラームから最も低い重大度 (オフま
たは使用不可)のアラームの順

開始時間 最新のアラームから古いアラームの順

処理 アラームのソート順は次のとおりです。

a. 実行されて終了した処理を持つアラーム
b. 保留処理を持つアラーム
c. 処理がないアラーム

状態 開状態のアラームから閉状態のアラームの順

メッセージ アルファベット順
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� アラームテーブルを更新する
新規アラームがデータベースに入力されても、表示中のアラームテーブルは変わりま
せん。これは、新規アラームが現在のページに影響する場合も同じです。その代わり
に、「再表示」ボタンが「アラーム詳細」ウィンドウの最上部に 2状態アイコンを表
示します。このアイコンは新規アラームの発生を示すもので、ユーザはできるだけ早
く表示を更新する必要があります。アラームテーブルは、既存アラームを削除すると
自動的に更新されます。

� アラームテーブルを開くには、「再表示」ボタンをクリックします。

アラームテーブルが、新規のアラームを反映して更新されます。プログラムがペー
ジ分割を再計算して新規アラームを追加します。さらに、更新日時が「状態更新時
間」フィールドに表示されます。

� アラームテーブルをフィルタリングする
1. 「アラーム」タブが選択された「詳細」ウィンドウで、「オプション」メニューか
ら「アラームの表示」を指定します。

「指定されたアラームの表示」ダイアログボックスが表示されます。

図 12–3「指定されたアラームの表示」ダイアログ

2. 項目の隣のボックスをクリックして、アラームテーブルに含める項目を選択しま
す。

選択した各ボックスにチェックマークが表示されます。このダイアログボックス
で、テーブルに表示するアラームの重大度、状態、肯定応答状況などが選択できま
す。
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3. 選択に同意します。

� 選択に同意して「指定されたアラームの表示」ダイアログボックスを閉じるに
は、「了解」ボタンをクリックします。

� 選択に同意して「指定されたアラームの表示」ダイアログボックスをそのまま
表示するには、「適用」ボタンをクリックします。

アラームテーブルがフィルタリングされ、選択項目を反映して再表示されます。

� アラームアクティビティのログを表示する
Sun Management Centerソフトウェアは、ログファイルのアラームアクティビティを
表示することができます。ログを表示するために、次の手順を実行します。

1. Sun Management Centerサーバの「詳細」ウィンドウで、「ログ表示」タブをク
リックします。

2. 「ログファイルタイプの選択」メニュー (ページ最上部の左端のアイコン)から、
「 Sun Management Centerログ」を選択します。

3. 「Sun Management Centerログ」リストから、eventHistory.logを選択しま
す。

ウィンドウに eventHistory.logファイルの内容が表示されます。

アラームの管理と制御
アラームテーブルに表示されたアラームは、管理したり制御したりすることが可能で
す。

� 新規アラームに肯定応答する
アラーム発生時に肯定応答すると、新規アラームをより簡単に追跡することができま
す。未確認アラームは、いくつかの場所に表示されたままになります。

� ドメインの状態の概要
� 階層 (ツリー)表示
� コンテンツ表示
� トポロジ表示
� プロパティテーブルの関連する行または列 (コンテンツ表示)

1. 「アラーム詳細」ウィンドウで、該当するアラーム行を選択します。
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選択した行が強調表示されます。

ヒント –複数の行を選択する場合は、Shiftキーを使用するかカーソルをドラッグし
ます。複数の連続しない行を選択する場合は Controlキーを使用します。

2. チェックマークの形をした「アラームの確認」ボタンをクリックします。

肯定応答したユーザ ID、日付、時間が登録されます。「アラームレベル」列
の「アラーム」アイコンの隣に緑色のチェックマークが表示されます。さらに、
「追加アラーム情報」の「アラーム確認時刻」領域に情報が表示されます。

� アラームを削除する
閉状態のアラームは、アラームデータベースの空き領域を確保して最新の状態に保つ
ために、削除する必要があります。

開状態のアラームも削除可能ですが、削除後に「アラーム」ウィンドウのアラーム情
報が階層表示およびトポロジ表示のアラーム情報と異なる場合があります。これは、
アラームテーブルの表示からアラームを削除しても、アラーム条件が存在し続けるた
めです。従って、開状態のアラームの削除は親なしアラームに対してのみ実行してく
ださい。この操作が必要になる例として、モジュールを読み込み解除する場合が挙げ
られます。親モジュールを読み込み解除する前にクローズしなかったアラームが表示
に残っている場合、これらの親なしアラームを手動で削除する必要があります。

注意 –開状態のアラームの削除は、あくまでも最後の手段として実行してください。

1. 全てのクローズアラームを削除するには、「オプション」メニューの「閉状態の全
アラームの削除」を指定します。

2. 特定のアラームを削除する場合:

a. 「アラーム」タブが選択された状態の「詳細」ウィンドウで、アラームテーブ
ルの該当する行をクリックします。

ヒント –複数の行を選択する場合は、Shiftキーを使用するかカーソルをド
ラッグします。複数の連続しない行を選択する場合は Controlキーを使用しま
す。

b. 「オプション」メニューから「アラームの削除」を指定します。
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確認画面が表示されます。

� アラームノートを追加する
アラームの履歴は、拡張可能なノートリストへノートを追加することによって追跡が
可能です。

1. 「アラーム」タブが選択された状態の「詳細」ウィンドウで、「オプション」メ
ニューから「記録の編集」を指定します。

「アラーム記録の編集」ウィンドウが開いて、既存のノートがすべて表示されま
す。

2. 「追加」ボタンをクリックします。

「追加」ウィンドウが表示されます。

3. 「追加」ウィンドウのテキストフィールドにノートを入力します。

4. 「了解」ボタンをクリックして変更を実行し、「追加」ウィンドウを閉じます。

「アラーム記録の編集」ウィンドウには次の情報が表示されます。

� ノートを追加した日時。
� ノートを追加したログイン ID。
� ノートのテキスト。

� 推奨修正を表示して追加する
アラームテーブルから特定のアラームを選択すると、デフォルトの推奨修正が表示さ
れます。また、ユーザ独自の推奨修正を付加することが可能です。

1. 「アラーム」タブが選択された状態の「詳細」ウィンドウで、アラームテーブルか
らアラームを指定します。

2. 「オプション」メニューから「推奨修正の編集」を選択します。

「推奨修正の編集」ウィンドウが表示されます。このアラームに対して推奨修正が
存在する場合は、「オペレーター」フィールドにユーザ IDなしで記載されます。

3. 推奨修正を表示するには、「追加」ウィンドウで推奨修正を選択してから「アラー
ムの表示」ボタンをクリックします。

読み取り専用ウィンドウに推奨修正のテキストが表示されます。このウィンドウを
閉じるには、「取消し」ボタンをクリックします。

4. 独自の推奨修正を追加するには、「推奨修正の編集」ウィンドウの「追加」ボタン
をクリックします。

「追加」ウィンドウが表示されます。
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5. 「追加」ウィンドウのテキストフィールドに推奨修正を入力します。

推奨修正のテキスト長は、最大 4000バイトです。

6. 「了解」ボタンをクリックして変更を実行し、「追加」ウィンドウを閉じます。

� ホストまたはエージェントの停止をユーザに通知
する
Sun Management Centerソフトウェアのデフォルト設定では、ホストやエージェント
からの応答の有無を検査するだけで、対応処理は定義されていません。

1. 検査対象となる管理オブジェクトを選択します。

ヒント –全ての子オブジェクトを検査対象とする場合は、親の管理オブジェクトを
選択します。例えば、特定のサブネット内の全オブジェクトを対象とする場合は、
そのサブネットを選択します。

2. マウスボタン 3を押して、ポップアップメニューから「アラーム処理」を選択しま
す。

「アラーム処理」ウィンドウが表示されます。

3. 応答なしホストに対する処理を定義するには、「ホストの応答なし」の隣の「処
理」ボタンをクリックします。

「処理の選択」ウィンドウが表示されます。処理を選択または定義する方法につい
ては、191ページの「処理を選択する」を参照してください。

ヒント –「処理」ボタンはウィンドウの右側にあります。ウィンドウが小さく表示
された場合は、右方向にスクロールするか、ウィンドウを拡大してボタンにアクセ
スしてください。

4. 応答なしエージェントに対する処理を定義するには、「エージェントの応答なし」
の隣の「処理」ボタンをクリックしてください。

「処理の選択」ウィンドウが表示されます。処理を選択または定義する方法につい
ては、191ページの「処理を選択する」を参照してください。

5. (省略可能)現在の管理オブジェクトが定義済みアラーム処理を持つオブジェクトの
子供の場合は、グループ処理に含めるかどうかを指定します。

デフォルトでは、応答なしホストや応答なしエージェントの処理はすべての子オブ
ジェクトに適用されます。ただし、特定の子オブジェクトをグループ処理から除外
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することも可能です。その場合は、該当するチェックボックスをクリックして継承
処理を使用不可にします。

注 –「アラーム処理」ウィンドウの「グループ処理を含む」領域は、適用可能な子
管理オブジェクトに対してのみ表示されます。

6. (省略可能)アラーム処理を一定期間 (営業時間内など)だけ適用するには、「スケ
ジューラ」ボタンをクリックします。

a. アラーム処理を当日以外の日に開始するには、「開始日」フィールドに日付を
入力します。

「開始日」フィールドの情報を手動で編集することも、カレンダの日付をク
リックすることも可能です。

b. 「開始時間」の隣のポップアップメニューから時間と分を選択します。

時間は 24時間表示です。例えば、16:00は午後 4時のことです。

c. 「終了時間」の隣のポップアップメニューから時間と分を選択します。

d. アラーム処理を 2回以上実行するには、「繰り返し間隔」ポップアップメ
ニューで実行頻度を指定します。

例えばアラーム処理を平日だけ実行する場合は、「月～金」を選択します。

e. (省略可能)アラーム処理の実行回数を制限するには、「繰り返し制限」フィー
ルドに数字を入力します。

例えばアラーム処理を 1ヶ月間実行する場合、「週」と表示された隣の「繰り
返し制限」フィールドに 4を入力します。「繰り返し制限」フィールドの隣に
表示される文字は「繰り返し間隔」の指定によって変わります。

注 –以下の両方を指定すると、アラーム処理は無期限に適応されます。

� 「繰り返し間隔」で「1回」以外を選択する。
� 「繰り返し制限」フィールドに値を入力しない。

f. 「了解」をクリックしてスケジュールを設定するか、「取消し」をクリックし
て「スケジューラ」ウィンドウを終了します。

7. アラーム処理の定義を終了して「アラーム処理」ウィンドウを閉じるには、「了
解」ボタンをクリックします。
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� アラーム処理を登録する
アラームを定義した後は、アラーム発生時に取るべき処理を Sun Management Center
に指示します。例えば、該当するシステム管理者に電子メールを送信するなどの設定
が可能です。

1. 「属性エディタ」の「処理」タブをクリックします。

2. 登録する処理の隣の「処理」ボタンをクリックします。

「処理の選択」ダイアログボックスが表示されます。

3. 登録するアラーム処理のタイプを選択します。

� 電子メールを送信する場合は、以下の手順を実行します。

a. 「電子メール」ボタンを選択します。次に、メッセージを送信するユーザ名
またはエイリアスを入力します。

ヒント –複数のユーザ名に送信する場合は、ユーザ名を空白で区切ります。

b. メッセージテキストを入力します。

� 電子メール送信以外の処理を設定する場合は、以下の手順を実行します。

a. 実行処理のスクリプトを定義します。詳細については、192ページの「ア
ラームの処理スクリプトを定義する」を参照してください。

b. 「その他」ボタンを選択します。
c. 使用可能なスクリプトのリストから、実行するスクリプトを指定します。
d. 「引数」フィールドに必要なパラメータを全て入力します。

� アラームを消去するには、「クリア」を選択します。

4. 処理を定義通りに設定して「処理の選択」ウィンドウを閉じるには、「了解」ボタ
ンをクリックします。

5. 「了解」ボタンをクリックして入力事項に同意し、「アラーム処理」ダイアログ
ボックスを閉じます。

「処理」ダイアログボックスの該当する「処理」フィールドに、設定した処理が表
示されます。

� 登録したアラーム処理を実行する
一部のアラーム処理は、手動で起動することができます。

� アラームテーブルから保留処理のアラームを 1つまたは複数選択し、「実行」をク
リックします。
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選択したアラームに対して現在登録されているアラーム処理が起動します。アラー
ムテーブルの処理状態が、保留から実行に変わります。詳細については、191ペー
ジの「保留アラーム処理を変更する」を参照してください。

注 –アラームテーブルの処理状態が更新されるまで数秒かかります。

� 保留アラーム処理を変更する
未登録処理のアラームの場合、アラームテーブルの「処理」列に「アラーム処理未登
録」アイコンが表示されます。手動処理のアラームの場合、ユーザが処理を起動する
まで「アラーム処理保留中」アイコンが表示され、起動後は「アラーム処理実行済
み」アイコンに変わります。自動処理のアラームの場合、「アラーム処理実行済み」
アイコンが常に表示されます。

1. 「アラーム」タブが選択された状態の「詳細」ウィンドウで、アラームテーブルか
ら保留処理のアラームを選択します。

2. 「アラームを変更するための各種オプション」メニューから「処理の変更」を指定
します。

「処理の選択」ダイアログボックスが表示されます。保留かつ手動処理のアラーム
のみ変更可能です。

3. 変更したい処理を選択して、必要な変更を行います (191ページの「処理を選択す
る」を参照)。

� 処理を選択する
アラーム条件に対する処置として、電子メールの送信、その他の処理の実行、アラー
ムの消去などを指定することができます。

1. 電子メールを送付する場合は、以下の手順を実行します。

a. 「電子メール」ボタンを選択します。

b. 「To」フィールドに、電子メールを送信するユーザ名またはエイリアスを入力
します。

ヒント –複数のユーザ名に送信する場合は、ユーザ名を空白で区切ります。

c. 「メッセージ」フィールドにメッセージテキストを入力します。
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2. 電子メール送信以外の処理を設定する場合は、以下の手順を実行します。

a. 「その他」ボタンを選択します。

b. 使用可能なスクリプトのリストから実行するスクリプトを選択します。

実行スクリプトの作成方法については、192ページの「アラームの処理スクリ
プトを定義する」を参照してください。

c. 「引数」フィールドに必要なパラメータを全て入力します。

3. アラームの処理を消去するには、「クリア」ボタンを選択します。

4. 処理を定義通りに設定して「処理の選択」ウィンドウを閉じるには、「了解」ボタ
ンをクリックします。

� アラームの処理スクリプトを定義する
以下の手順では、アラーム条件の発生時にユーザに通知するアラーム処理をカスタマ
イズする方法について説明します。

1. 次のいずれかの引数を使用して、アラームの処理スクリプトをカスタマイズしま
す。

%statusfmt アラーム重大度 (警告、危険など)

%statusstringfmt アラームの全文字列 (重大度を含む)。例えば、Critical:
Machine A Kernel Reader Number of User Sessions> 10

2. コマンド行レベルで、スーパーユーザになります。

# su -

3. ホーム Sun Management Centerディレクトリのスクリプトをインストールしま
す。

デフォルトは、/var/opt/SUNWsymon/bin/ディレクトリです。例えば、

# cp custom-alarm-script /var/opt/SUNWsymon/bin/

4. 「詳細」ウィンドウの「モジュールブラウザ」タブをクリックします。

5. アラームしきい値を設定します。

詳細については、193ページの「例:アラームを定義して応答する」を参照してく
ださい。

6. スクリプトを適応するプロパティの属性エディタを開きます。

7. 「処理」タブをクリックします。

処理行が表示されます。

192 Sun Management Center 3.5ユーザーガイド • 2003年 7月



8. 「処理」パネルの「重大時処理」フィールドに、custom-alarm-script
%statusstringfmtを入力します。

9. 「重大時処理」行の「自動」チェックボックスが選択されているのを確認します。

デフォルトでは、スクリプトは自動的に実行されます。

10.処理スクリプトを適用して「属性エディタ」ウィンドウを閉じるには、「了解」ボ
タンをクリックします。

アラームの管理例
アラームの定義と管理には多くの方法があります。ここでは、実際の環境で実行する
方法を分かりやすく説明するために、いくつかの例を紹介します。

� 例:アラームを定義して応答する
この例では、指定したシステムのメモリー使用量が 50%を超えた場合に、シンプル重
大アラームを作成して肯定応答する方法について説明します。

1. アラームを定義する管理オブジェクトの「詳細」ウィンドウにアクセスします。

2. 「詳細」ウィンドウの「モジュールブラウザ」タブをクリックします。

3. 階層 (ツリー)表示の「オペレーティングシステム」アイコンの隣にある開くアイ
コンをクリックします。

オペレーティングシステムモジュールが表示されます。

4. 「カーネルリーダ」アイコンの隣の開くアイコンをクリックします。

カーネルリーダのプロパティが表示されます。

5. 「メモリ使用統計情報」アイコンをダブルクリックします。

コンテンツ表示に「メモリ使用統計情報」のプロパティテーブルが表示されます。

6. 「%メモリ使用率」のテーブルセルを選択します。

ヒント –テーブルセルを選択しても「属性」ボタンが選択不可の場合は、間違って
ラベルセルを選択していないかどうか確認します。

7. 「属性」ボタンをクリックします。
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「属性エディタ」ウィンドウが表示されます。

8. 「アラーム」タブをクリックします。

危険、注意、警告の各アラームのしきい値を定義する「アラーム」パネルが表示さ
れます。

9. 「重大しきい値 (>)」フィールドに 50を入力します。

指定した管理オブジェクトのメモリー使用量が 50%を超えると、重大アラームが
生成されます。

注 –この例では、便宜上アラームの生成を早くするために低いしきい値を使用して
います。一般的には、次の条件に従って各重大度のアラームを生成します。

� 使用量が 50%を超過すると警告アラーム
� 使用量が 65%を超過すると注意アラーム
� 使用量が 80%を超過すると危険アラーム

10.「了解」ボタンをクリックして変更を適用し、「属性エディタ」ウィンドウを閉じ
ます。

ほとんど直後に、テーブルの「%メモリ使用率」データフィールドが赤に変わり
ます。さらに、オペレーティングシステム、カーネルリーダ、メモリ使用統計情報
の各フォルダとアイコンに赤いアラームアイコンが表示されます。赤いアイコンが
表示されない場合は、ご使用のシステムに黒い未確認開状態のアラームがあるかど
うか確認してください。

11.「詳細」ウィンドウの「アラーム」タブをクリックします。

作成したアラームがアラームテーブルに表示されます。詳細は、第 12章を参照し
てください。

12.「アラームの確認」ボタンをクリックして、このアラームに肯定応答してくださ
い。

ヒント –「アラームの確認」ボタンはチェックマークの形をしています。

13.新規のアラームしきい値を作成して、これらの操作に慣れてください。

アラームを作成した後は、他の Sun Management Centerユーザがアラームしきい
値を変更できないように、セキュリティ（アクセス権）を設定することができま
す。セキュリティについての詳細は、第 18章を参照してください。

注 –アラーム情報に全てのアラームしきい値を含める必要はありません。例えば、
重大アラームのしきい値だけを作成することが可能です。
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上記の例では、値がアラーム制限を超過した場合にアラームを登録する状況を示し
ます。その他の一般的なアラーム制限については、表 10–1を参照してください。

� 例:電子メールを送信する
この例では、平均負荷がしきい値を超えると電子メールを送信するという設定を行い
ます。

1. 「詳細」ウィンドウの「モジュールブラウザ」タブをクリックします。

2. 階層 (ツリー)表示の「オペレーティングシステム」アイコンの隣にある開くアイ
コンをクリックします。

オペレーティングシステムモジュールが表示されます。

3. 「カーネルリーダ」アイコンの隣の開くアイコンをクリックします。

カーネルリーダのプロパティが表示されます。

4. 「システム負荷統計情報」アイコンをダブルクリックします。

コンテンツ表示にシステム負荷統計情報のプロパティテーブルが表示されます。

5. 「直前 5分間の負荷平均s」のテーブルセルを選択します。

6. 「属性」ボタンをクリックします。

「属性エディタ」ウィンドウが表示されます。

7. 「処理」タブをクリックします。

「処理の選択」画面が表示されます。

8. 「電子メール」ラジオボタンをクリックして、「Toとメッセージ」フィールドを
起動します。

9. 「To」フィールドにユーザ名、「メッセージ」フィールドにメッセージをそれぞ
れ入力します。

10.「了解」をクリックして変更を実行し、ウィンドウを閉じます。

平均負荷の警告アラームが出るたびに、次の電子メールが指定ユーザ名に送信され
ます。

Date: Wed, 30 Jun 2000 15:25:39 -0800
From: root@MachineB (0000-Admin(0000))
Subject: Sun Management Center - Alert Alarm Action
Mime-Version: 1.0

Sun Management Center alarm action notification ... {Alert:
machineB Kernel Reader Load Average Over The Last 5 Minutes> 0.01Jobs}
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第 13章

グループ関連ジョブの管理

ジョブの管理は、ユーザ定義のオブジェクトグループに適用されるタスク要求や一連
の属性設定を定義するための機能です。この章の内容は次のとおりです。

� 197ページの「ジョブ管理の概念」
� 199ページの「ジョブを定義する」
� 200ページの「ジョブ状態を表示する」
� 213ページの「フィルタの使用」
� 202ページの「タスクを定義する」
� 203ページの「モジュールタスクを作成する」
� 206ページの「データプロパティタスクを作成する」
� 208ページの「モジュールテーブルタスクを作成する」
� 209ページの「構成タスクを作成する」
� 210ページの「構成タスク用のファイルセットを更新する」
� 211ページの「エージェントの更新タスクを作成する」
� 201ページの「ジョブをスケジュールする」
� 212ページの「タスクを変更する」
� 215ページの「フィルタを変更する」
� 202ページの「ジョブ要求を一時停止する」
� 202ページの「ジョブ要求を削除する」
� 212ページの「タスクを削除する」
� 215ページの「フィルタを削除する」

ジョブ管理の概念
ジョブは、タスク (アクティビティ)と、そのタスクを適用するオブジェクトの定義に
必要な一連のフィルタリング条件から構成されます。ジョブを定義すると実行を依頼
することができます。また、ジョブを特定の時間または間隔で実行するようスケ
ジュール設定することもできます。例えば、複数のモジュールに適応する複数のデー
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タプロパティ属性を設定するためのジョブを定義したり、単一ドメイン内の複数のホ
ストに対して 1つの属性を設定するためのジョブを定義したりできます。以下では、
ジョブを定義、スケジュール、管理する方法について説明します。

ジョブの管理ウィンドウ
「ジョブの管理」ウィンドウを使用して、ジョブの定義とスケジュール設定ができま
す。「ジョブの管理」ウィンドウは、定義済みジョブについて次のような情報を表示
します。

� ジョブ名
� タスクがサーバデータベースに追加された日時
� ジョブを適用するドメイン
� ジョブを適用するフィルタ名
� ユーザ要求によるジョブ実行か、定期スケジュールによるジョブ実行かを表示
� ジョブの現在の状態

「ジョブの管理」ウィンドウには、ジョブを定義したり変更したりする機能も用意さ
れています。詳細については、以下を参照してください。

� 199ページの「ジョブを定義する」
� 213ページの「フィルタの使用」
� 202ページの「タスクを定義する」
� 203ページの「モジュールタスクを作成する」
� 206ページの「データプロパティタスクを作成する」
� 208ページの「モジュールテーブルタスクを作成する」
� 211ページの「エージェントの更新タスクを作成する」
� 201ページの「ジョブをスケジュールする」
� 212ページの「タスクを変更する」

ジョブの作成と管理
ジョブは、タスク (アクティビティ)と、そのタスクを適用するオブジェクトの定義に
必要な一連のフィルタリング条件から構成されます。この節では、ジョブを定義、ス
ケジュール、一時停止、削除する方法について説明します。
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� ジョブを定義する

注 –以下は、ジョブ要求を作成する際の主な手順です。個々の詳しい手順について
は、参照資料で説明しています。

1. メインコンソールウィンドウの「ツール」メニューから「ジョブの管理」を指定し
ます。

2. ジョブの一意の名前を「ジョブ名」フィールドに入力します。

名前はジョブを説明するべきでしょう。例えば、ディレクトリモニタリングモ
ジュールに読み込むジョブの名前は、「ディレクトリモニタリングの読み込み」に
なります。

3. ジョブを適用する一連の管理オブジェクトを指定します。

� このジョブを現在のドメイン内の全オブジェクトに適応する場合は、「ドメイ
ン内のすべてのオブジェクト」を選択します。

� 手動でオブジェクトを選択する場合は、「メインウィンドウで選択したオブ
ジェクト」を選択します。

注 –オブジェクトは、ジョブを定義する前に選択できますが、この時点で、メ
インコンソールウィンドウのトポロジ領域で選択できます。いずれの場合も、
ジョブを依頼する前にトポロジオブジェクトを選択しておく必要があります。

� このジョブ用に以前選択したオブジェクトを使用する場合は、「メインウィン
ドウで以前選択したオブジェクト」を選択します。

注 –ただし、この機能は変更されたジョブのみに適用可能で、新規のジョブで
は選択不可となります。

4. 管理オブジェクトをさらに限定するには、フィルタを指定します。

� 「新しいフィルタ」ボタンをクリックして、タスクの適用を、指定された条件
(特定の OSバージョンやプラットフォームの使用など)を満たすオブジェクト
に限定します。

「新しいフィルタ」ウィンドウが表示されたら、フィルタを定義します。詳細
については、213ページの「フィルタの使用」を参照してください。

� 「フィルタ」メニューから定義済みフィルタを指定します。

5. 定義済みフィルタによって選択されたオブジェクトを確認する場合は、「オブ
ジェクトのプレビュー」をクリックします。
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6. 実行するジョブの処理を指定します

� 「新しいタスク」をクリックしてタスクを定義します。

「新しいタスク」ウィンドウが表示されたら、タスクを定義します。詳細につ
いては、202ページの「タスクを定義する」を参照してください。

� 「タスク」メニューから定義済みタスクを指定します。

7. ジョブをすぐに実行するか、スケジュールするかを決定します。

� ジョブを定義後すぐに実行する場合は、「直ちにジョブを実行」の隣のラジオ
ボタンをクリックします。

� ジョブの実行をスケジュールする場合は、「ジョブのスケジュール」の隣のラ
ジオボタンをクリックし、次に「スケジュールの設定」をクリックしてスケ
ジューリング機能にアクセスします

ジョブのスケジュールについての詳細は、201ページの「ジョブをスケジュー
ルする」を参照してください。

8. ジョブの定義を終了するには、「ジョブの追加」をクリックします。

ヒント –ジョブに関する全フィールドを消去する場合は、「フォームをリセット」
をクリックします。

� ジョブ状態を表示する
「ジョブの管理」ウィンドウの「ジョブ」領域は、現在のジョブ状態の概要を表示し
ます。

1. より詳しいジョブ状態を表示するには、「ジョブの管理」ウィンドウの「ジョブ」
領域からジョブを選択します。

2. 「ログの表示」ボタンをクリックします。

選択されたジョブの詳細を表示するウィンドウが開きます。

ヒント –「ログの表示」ウィンドウがほとんど空の場合は、そのジョブが終了して
いない可能性があります。この場合、まず「ログの表示」ウィンドウを終了し、
「ジョブの管理」ウィンドウから “実行中”の表示が消えるのを待って、再び「ロ
グの表示」ウィンドウを開きます。

「ログの表示」ウィンドウは、選択されたジョブについて以下の情報を提供しま
す。

� タスクの名前、タイプ、説明
� ジョブが実行されたドメイン
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� ジョブが実行された日時
� 全体的なジョブの状態
� ジョブの実行にかかった時間
� ジョブを要求したユーザ名
� ジョブが適用された管理オブジェクトのリスト
� ジョブの各管理オブジェクトにおけるジョブのアクティビティと状態の情報

3. 特定の管理オブジェクトに対するジョブ状態の詳細を表示するには、「ログの表
示」ウィンドウの「ドメインオブジェクトの状態」領域でオブジェクトを指定しま
す。

ウィンドウの「ドメインオブジェクトの状態の詳細」領域に、指定オブジェクトに
関連したジョブ状態の情報が表示されます。

� ジョブをスケジュールする
「スケジューラ」ウィンドウは、モジュールの読み込みと有効化、グループ関連
ジョブ、アラームの監視、検出要求などのスケジュールを定義する際に使用します。

1. ジョブの開始を当日ではなく特定の日に設定するには、日付を「開始日」フィー
ルドに入力します。

カレンダから選択する場合は、日付をクリックします。月を変更する場合は、カレ
ンダの最上部にある左右の矢印を使用してください。

2. 時間と分を「開始時間」メニューから選択します。

時間は 24時間表示です。例えば、16:00は午後 4時のことです。

3. (省略可能)処理を実行する間隔を「繰り返し間隔」メニューから指定します。

タスクは、1回限りではなく定期的に実行するように設定できます。例えば、タス
クを毎週実行する場合は「週間」を選択します。

注 –「繰り返し間隔」値は、スケジュールするアクティビティによって異なりま
す。

4. (省略可能)該当する時間基準を「繰り返し間隔」メニューから選択し、「繰り返し
間隔」フィールドに数字を入力します。

処理は一定の間隔で実行することができます。例えば、次の 2ヶ月間タスクを実行
する場合は、「繰り返し間隔」メニューから「月」を選択し、「繰り返し間隔」
フィールドに 2を入力します。

注 –一部の時間間隔 (週間など)では、「繰り返し間隔」フィールドが選択不可と
なっているため、値を入力することはできません。
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5. 「了解」をクリックしてスケジュールを設定します。

� ジョブ要求を一時停止する
ジョブは、一旦中止した後に再び実行することができます。例えば、主要システムの
保守作業を行なう場合、一部のアラームプロセスを一時的に使用不可にすることがで
きます。

1. 「ジョブの管理」ウィンドウのジョブリストから、一時停止したいタスク要求を選
択します。

2. 「ジョブの中断」ボタンをクリックします。

� ジョブが実行中の場合は、「状態」列の値が「サスペンド済み」に変わりま
す。

� ジョブが実行中でない場合（例えば、現在の「状態」が「待ち行列入り」)、変
化はありません。

3. 一時停止されたジョブを再開するには、ジョブを選択して「ジョブの再開」ボタン
をクリックします。

� ジョブ要求を削除する
1. 「ジョブの管理」ウィンドウのジョブリストから、削除したいジョブを選択しま
す。

2. 「ジョブの削除」ボタンをクリックします。

「警告」確認ウィンドウが表示され、ジョブを永久に削除することを確認します。

3. ジョブを永久に削除する場合は、「削除」ボタンをクリックします。

タスクの作成と変更
タスクは、ユーザがジョブに指定した実際の処理です。この節では、タスクを作成、
変更、削除する方法について説明します。

� タスクを定義する
1. メインコンソールウィンドウの「ツール」メニューから「ジョブの管理」を指定し
ます。

「ジョブの管理」ウィンドウが表示されます。
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2. 「新しいタスク」をクリックします。

「新しいタスク」ウィンドウが表示されます。

3. タスクの名前を「タスク名」フィールドに入力します。

タスク名は、タスクの内容を説明するべきでしょう。例えば、ディレクトリモニタ
リングモジュールを読み込むタスクを定義する場合、タスク名はディレクトリモニ
タリングの読み込みとなります。

4. 作成するタスクタイプを「タスクタイプ」メニューから選択します。

選択したタスクタイプによって、「新しいタスク」ウィンドウの残りの情報が決定
されます。

5. 選択したタスクタイプに応じて、手順を実行します。

以下に、選択可能なタスクタイプを示します。

� モジュールタスク –モジュールの読み込み、有効化、無効化、読み込み解除、
セキュリティ設定の変更などを行ないます。詳細は、203ページの「モジュー
ルタスクを作成する」を参照してください。

� データプロパティタスク –アラームのしきい値と処理の設定、データの再表示
間隔の設定、履歴ログへのデータの書き込みなどを行ないます。詳細は、206
999ページの「データプロパティタスクを作成する」を参照してください。

� モジュールテーブルタスク –モジュールテーブル情報の追加、削除、変更など
を行ないます。詳細は、208ページの「モジュールテーブルタスクを作成す
る」を参照してください。

� 構成タスク –一連のモジュール設定フィールドとスクリプトを、ソースホスト
から他のホストへコピーします。詳細は、209ページの「構成タスクを作成す
る」を参照してください。

� エージェントの更新タスク –更新イメージファイルを使用してエージェントを
更新します。詳細は、211ページの「エージェントの更新タスクを作成する」
を参照してください。

6. (省略可能)タスクの内容を入力します。

7. タスクの定義を確認する場合は、「タスクの追加」をクリックします。

「新しいタスク」ウィンドウを表示したまま、追加のタスクを定義します。

タスクを再定義する場合は、「フォームをリセット」をクリックします。

8. タスクの定義が終了したら、「閉じる」をクリックして「新しいタスク」ウィンド
ウを閉じます。

� モジュールタスクを作成する
モジュールタスクは、モジュール群の処理をスケジュール設定します。以下は処理の
内容です。

� 読み込み
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� 読み込み解除
� 有効化
� 無効化
� セキュリティ設定の変更

注 –単一のモジュールタスクには、複数モジュールのモジュール処理を含めることが
できます。

1. 「新しいタスク」ウィンドウの「タスク名」フィールドにタスクの名前を入力しま
す。

タスク名は、タスクの内容を説明するべきでしょう。例えば、ダィレクトリモニタ
リングモジュールを読み込むタスクを定義する場合、タスク名はディレクトリモ
ニタリングの読み込みとなります。

2. 「タスクタイプ」メニューから「モジュール」を指定します。

3. 「モジュール」メニューからモジュール名を指定します。

選択したモジュールがマルチインスタンスモジュールの場合、モジュールインスタ
ンス名を入力するウィンドウが表示されます。

インスタンス名は、特定のモジュールやモジュール内の行を識別するために、Sun
Management Centerのエージェント内で使用されます。同一モジュールの複数イ
ンスタンスを読み込む場合は、インスタンスごとに固有の名前を指定する必要があ
ります。

インスタンス名は単一ワード (英数文字列)で表します。また、アンダーバー (_)以
外の特殊記号は使用できません。

4. このモジュールに対して実行する処理を「モジュール処理」メニューから指定しま
す。

指定したモジュールの現在の状態に応じて、次のいずれかの処理を選択します。

� なし –選択したモジュールのセキュリティ設定を変更します。
� モジュールの読み込み –モジュールを読み込みます。
� モジュールの有効化 –モジュールを使用可能にします。
� モジュールの無効化 –モジュールを使用不可にします。
� モジュールの読み込み解除 –モジュールを読み込み解除します。

モジュールタスクテーブルの右隣にあるボタンで、処理をアクティブ (ボールド)
にするか非アクティブ (グレー)にするかを決定します。またモジュールの読み込
みを選択すると、「パラメータの読み込み」ウィンドウが自動的に表示されます。

� パラメータの読み込み –選択された処理が「モジュールの読み込み」のときア
クティブになります。

� スケジュールの設定 –選択された処理が「モジュールの読み込み」または「モ
ジュールの有効化」のときアクティブになります。

� セキュリティの設定 –選択された処理が「モジュールの読み込み」または「な
し」のときアクティブになります。
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� エントリの削除 –常にアクティブになります。

5. モジュールに対して読み込みパラメータを定義するには、「パラメータの読み込
み」ボタンをクリックします。

「モジュールローダ」ウィンドウが表示されます。選択されたモジュールに該当す
る情報が表示されます。詳細については、第 11章を参照してください。

注 –このボタンは、選択された処理が「モジュールの読み込み」のときにのみアク
ティブになります。

6. 要求されたモジュール処理の実行時間を設定するには、「スケジュールの設定」ボ
タンをクリックします。

「スケジュールの設定」ウィンドウが表示されたら、モジュールの読み込みと有効
化のスケジュールを定義します。詳細については、201ページの「ジョブをスケ
ジュールする」を参照してください。

注 –「ジョブの管理」ウィンドウでは、タスク全体の実行スケジュールを設定する
こともできます。「スケジュールの設定」ウィンドウは、モジュールタスクのスケ
ジュール設定とジョブのスケジュール設定で若干異なります。例えば、モジュール
タスクでは終了時間の指定が必須で、使用する「繰り返し間隔」値も多少異なりま
す。

このボタンは、選択された処理が「モジュールの読み込み」または「モジュールの
有効化」のときアクティブになります。

7. 指定されたモジュールのセキュリティパラメータを定義するには、「セキュリ
ティの設定」ボタンをクリックします。

「属性エディタ」ウィンドウに指定モジュールの現在のセキュリティ情報が表示さ
れます。「属性エディタ」についての詳細は、第 10章を参照してください。セ
キュリティについての詳細は、第 18章を参照してください。

注 –このボタンは、選択した処理が「モジュールの読み込み」または「なし」のと
きアクティブになります。

8. (省略可能)モジュールタスクには複数モジュールの処理が含まれるため、上述した
5つの手順を繰り返して、対象タスクの全モジュールと関連処理を定義します。

ヒント –モジュールリストからモジュールと関連処理を削除する場合は、モジュー
ルを選択して「エントリの削除」をクリックします。

第 13章 •グループ関連ジョブの管理 205



9. (省略可能)タスクの内容を入力します。

10.タスクの定義を確認する場合は、「タスクの追加」をクリックします。

「新しいタスク」ウィンドウを表示したまま、追加のタスクを定義します。

別のタスクを定義するために既存タスクのデータを消去する場合は、「フォームを
リセット」をクリックします。

11.タスクの定義が終了したら、「閉じる」をクリックして「新しいタスク」ウィンド
ウを閉じます。

� データプロパティタスクを作成する
データプロパティタスクは、オブジェクトグループ全体にわたり、特定のデータプロ
パティに対する一連のしきい値 (アラームしきい値、アラーム処理など)を設定しま
す。

1. 「新しいタスク」ウィンドウの「タスク名」フィールドにタスクの名前を入力し
ます。

タスク名は、タスクの内容を説明するべきでしょう。例えば、タスクを定義してい
くつかのアラームしきい値を設定する場合、タスク名はメモリ使用率アラームし
きい値設定となります。

2. 「タスクタイプ」メニューから「データプロパティ」を指定します。

3. 「プロパティの選択」をクリックします。

「プロパティの選択」ウィンドウが表示されます。

4. リストからデータプロパティを選択します。

注 –データプロパティは、最初に階層リストで表示されます。従って、個々のデー
タプロパティを選択するためには、階層リストを下位レベルまで展開する必要があ
ります

「プロパティの選択」ウィンドウの内容は、選択するプロパティによって異なりま
す。以下では、データプロパティを適用する条件別にその手順を説明します。

a. モジュールに 2つ以上のインスタンスがある場合は、「モジュールインスタン
ス」フィールドにインスタンス名を入力します。

インスタンス名は、特定のモジュールまたはモジュール内の行を識別するため
に、Sun Management Centerのエージェント内で使用されます。
インスタンス名は単一ワード (英数文字列)で表します。また、アンダーバー
(_)以外の特殊記号は使用できません。

b. データプロパティが同タイプの 2つ以上のオブジェクトに適用できる場合は、
選択したプロパティの全インデックス値に対してタスクを適用するか、あるい
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は選択したプロパティの特定のインデックス値に対してのみタスクを適用する
かを決定します。

c. 特定プロパティのインデックスに対してタスクを適用するには、「プロパ
ティのインデックス」フィールドに一意の値を入力します。

選択ボタンの下のラベルとフィールドは、データプロパティごとに異なりま
す。インスタンスによって、1つのフィールドに 1つのインデックスを入力す
るものと、複数フィールドにさまざまなインデックス値を入力するものがあり
ます。

例えば、CPU数データプロパティを指定して、複数の CPUが存在する環境を
持つ場合、特定の CPU番号にだけタスクを適用することができます。ただし
特定のインデックスを指定しないと、プロパティは全ての CPUについて更新
します。

一方、TCP Connectionプロパティを指定すると、データ入力用のフィールドが
4つ表示されます。このタスクを使用可能にするためには、4つのフィールド全
てに値を入力する必要があります。

5. データプロパティに対する情報を全て入力し終わったら、「適用」をクリックしま
す。

必要なデータプロパティを全て確認するまで、プロパティの追加を続けます。

6. 「プロパティの選択」ウィンドウを閉じるには、「閉じる」をクリックします。

データプロパティが指定したプロパティテーブルに追加されます。「プロパティの
選択」ウィンドウが閉じて、「新しいタスク」ウィンドウに戻ります。

7. 特定のデータプロパティに追加する属性を定義するには、「新しいタスク」ウィン
ドウのテーブルでデータプロパティエントリを選択し、次に「属性の設定」をク
リックします。

「属性エディタ」が表示されます。ここでは、アラーム、アラーム処理、再表示間
隔、履歴ログの動作などを定義できます。詳細は、第 10章および第 12章を参照
してください。

8. 選択したプロパティテーブルからデータプロパティを削除するには、テーブルで
データプロパティエントリを選択し、次に「エントリの削除」をクリックします。

確認ウィンドウが表示され、削除を実行するかしない選択できます。

9. (省略可能)タスクの内容を入力します。

10.タスクの定義を確認する場合は、「タスクの追加」をクリックします。

「新しいタスク」ウィンドウを表示したまま、追加のタスクを定義します。

別のタスクを定義するために既存タスクのデータを消去する場合は、「フォームを
リセット」をクリックします。

11.タスクの定義が終了したら、「閉じる」をクリックして「新しいタスク」ウィンド
ウを閉じます。
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� モジュールテーブルタスクを作成する
Sun Management Centerの一部のモジュールは、エンティティに対するデータパラ
メータを認識すると、そのエンティティしか監視することができません。例えば、
ファイルモニタリングモジュールを正しく機能させるには、いくつかの項目を指定す
る必要があります。

� 監視するファイル名
� ファイルの説明
� 「ファイルモニタリング」テーブルに情報を表示するためのテーブル行インデック
ス

モジュールテーブルタスクは、テーブル行としての項目をモジュールテーブル群に追
加します。

1. 「新しいタスク」ウィンドウの「タスク名」フィールドにタスクの名前を入力しま
す。

タスク名は、タスクの内容を説明するべきでしょう。例えば、タスクを定義して特
定のファイルを監視する場合、タスク名は .cshrc ファイル監視の追加となりま
す。

2. 「タスクタイプ」メニューから「モジュールテーブル」を指定します。

3. 「モジュールテーブル」メニューからタスクを適用するモジュールを選択します。

選択したモジュールがマルチインスタンスモジュールの場合、モジュールインスタ
ンス名を入力するウィンドウが表示されます。

4. 行を追加、変更、または削除します。

� テーブルに行を追加するには、「テーブルの処理」メニューから「行の追加」
を指定します。、必要に応じて「行の追加」ウィンドウに値を入力します。

例えば、名前 (CheckLogなど)、説明 (ログファイルなど)、ファイル名
(/var/opt/SUNWsymon/cfg/sfix.logなど)の値を入力します。

� 行を変更するには、「テーブルの処理」メニューから「列の編集」を指定しま
す。

必要に応じて、「列の編集」ウィンドウの値 (監視されているファイル名など)
を変更します。

注 –ここで入力したインデックス値は、既存のテーブル行のインデックス値と
一致しなければなりません。一致しない場合、行の変更は行なわれません。

� 行を削除するには、「テーブルの処理」メニューから「列の削除」を指定しま
す。

「列の削除」ウィンドウで、現在テーブルに存在する行と完全に一致する行の
名前、内容、ファイル名などの情報を入力します。

208 Sun Management Center 3.5ユーザーガイド • 2003年 7月



5. (省略可能)タスクの内容を入力します。

6. タスクの定義を確認する場合は、「タスクの追加」をクリックします。

「新しいタスク」ウィンドウを表示したまま、追加のタスクを定義します。

別のタスクを定義するために既存タスクのデータを消去する場合は、「フォームを
リセット」をクリックします。

7. タスクの定義が終了したら、「閉じる」をクリックして「新しいタスク」ウィンド
ウを閉じます。

� 構成タスクを作成する
構成タスクは、スクリプトファイルとモジュール構成ファイルを、１つのホストから
他のホスト (またはホストグループ)にコピーします。

注 –これらのファイルをコピーするには、Module Configuration Propagation (MCP)
ユーザとして承認を受ける必要があります。デフォルトでは、サーバ esadmのグ
ループメンバーは全てMCPユーザです。特定ユーザだけがMCPを介してスクリプ
トをコピーできるようにするには、ユーザを es-mcp-usersファイルに追加する必
要があります。エージェントシステム上で次のコマンドを実行してください。

# installed-root-directory/sbin/es-config -m

1. 「新しいタスク」ウィンドウの「タスク名」フィールドにタスクの名前を入力しま
す。

タスク名は、タスクの内容を説明するべきでしょう。例えば、タスクを定義して単
一ホストから複数ホストにスクリプトをコピーする場合、タスク名はスクリプト
のコピーとなります。

2. 「タスクタイプ」メニューから「構成」を指定します。

「新しいタスク」ウィンドウの表示が構成タスクの情報に切り替わります。

3. コピー元となるソースホストを「送信元ホスト名」フィールドに入力します。

ソースホストは、現在のサーバコンテキスト内のエージェントでなければなりませ
ん。サーバが認識している名前または IPアドレスで、ソースホストを特定するこ
とができます。

4. コピーするファイルを定義するには、「ファイルセットの編集」をクリックしてく
ださい。

「ファイルセットの編集」ウィンドウが表示されます。

a. コピーするモジュールの構成ファイルを追加するには、「使用可能なモジュー
ル」リストからモジュール名を選択して、「追加」をクリックします。
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選択したモジュール名が「使用可能なモジュール」リストから「選択されたモ
ジュール」リストへ移動します。

b. コピーするスクリプトを追加するには、「使用可能なスクリプト」リストから
スクリプト名を選択して、「追加」をクリックします。

選択したスクリプト名が「使用可能なスクリプト」リストから「選択されたス
クリプト」リストへ移動します。

c. 一連のファイルに必要なモジュールとスクリプトを全て追加したら、「了解」
をクリックします。

5. コピーするソース構成を指定するには、「オプションの設定」をクリックします。

「オプションの設定」ウィンドウには、関連項目ごとにペアとなった一連のラジオ
ボタンが用意されています。ユーザは、一組のラジオボタンからどちらか一方のオ
プションを選択します。例えばモジュールセキュリティ設定は、ソースホストか宛
先ホストのどちらか一方から使用できますが、両方からは使用できません。

デフォルトで選択できるオプションは次のとおりです。

� 全ての宛先ホストに配置する
� 全ての宛先ホストに読み込む
� モジュールパラメータを宛先ホストに対して使用する
� モジュールスケジュールをソースホストに対して使用する
� モジュールセキュリティ設定をソースホストに対して使用する

6. オプションを設定し終わったら、「了解」をクリックして「オプションの設定」
ウィンドウを閉じます。

7. (省略可能)タスクの内容を入力します。

8. タスクの定義を確認する場合は、「タスクの追加」をクリックします。

「新しいタスク」ウィンドウを表示したまま、追加のタスクを定義します。

別のタスクを定義するために既存タスクのデータを消去する場合は、「フォームを
リセット」をクリックします。

9. タスクの定義が終了したら、「閉じる」をクリックして「新しいタスク」ウィンド
ウを閉じます。

� 構成タスク用のファイルセットを更新する
構成タスク用に定義されたファイルセットのデータは、サーバに格納されます。しか
し、指定されたソースホスト上でファイルセットを構成するさまざまなファイルは、
時間の経過とともに変化する可能性があります。

1. 「ジョブの管理」ウィンドウから「新しいタスク」をクリックします。

2. データを更新したいソースホストの構成タスクを選択します。

3. 「ファイルセットの内容を同期」ボタンをクリックします。
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注 –このボタンは、ファイルセットが定義されるまで選択できません。

サーバ上のファイルセットは、ソースホスト上のファイルセットと再同期されま
す。

注 –ファイルセットの再同期によって、変更された内容が伝播されることはありま
せん。変更したファイルセットを宛先ホストに送信する場合は、タスクを再実行す
る必要があります。

� エージェントの更新タスクを作成する
エージェントの更新タスクは、エージェントシステムに対するソフトウェア更新の定
義とスケジュールを行います。

1. 更新イメージファイルを作成します。

es-imagetoolまたは es-gui-imagetoolユーティリティを使用します (『Sun
Management Center 3.5インストールと構成ガイド』を参照)。

2. 「新しいタスク」ウィンドウの「タスク名」フィールドにタスクの名前を入力しま
す。

タスク名は、タスクの内容を説明するべきでしょう。例えば、タスクを定義して全
てのエージェント上にソフトウェアの最新バージョンをインストールする場合、タ
スク名は最新のソフトへエージェント更新となります。

3. 「タスクタイプ」メニューから「エージェントの更新」を指定します。

4. 「イメージファイル」メニューからイメージファイルを指定します。

注 –定義された Updateイメージがないと、このメニューは選択不可になります。
手順 1を参照してください。

イメージファイルを指定すると、その内容が「新しいタスク」ウィンドウの「イ
メージの内容」領域に表示されます。

5. (省略可能)タスクの内容を入力します。

6. タスクの定義を確認する場合は、「タスクの追加」をクリックします。

「新しいタスク」ウィンドウを表示したまま、追加のタスクを定義します。

別のタスクを定義するために既存タスクのデータを消去する場合は、「フォームを
リセット」をクリックします。
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7. タスクの定義が終了したら、「閉じる」をクリックして「新しいタスク」ウィンド
ウを閉じます。

� タスクを変更する
1. 「ジョブの管理」ウィンドウで「新しいタスク」を指定します。

2. 「新しいタスク」ウィンドウで、変更したいタスク名を「タスク」リストから選択
します。

3. 必要な変更を行います。

タスクタイプについては、次の各節を参照してください。

� 203ページの「モジュールタスクを作成する」
� 206ページの「データプロパティタスクを作成する」
� 208ページの「モジュールテーブルタスクを作成する」
� 209ページの「構成タスクを作成する」
� 211ページの「エージェントの更新タスクを作成する」

4. 変更を保存するには、「タスクの更新」をクリックします。

5. 「新しいタスク」ウィンドウを閉じるには、「閉じる」をクリックします。

6. 変更したタスクを適用する場合は、「ジョブの管理」ウィンドウの「ジョブの更
新」をクリックします。

� タスクを削除する
1. 「ジョブの管理」ウィンドウで「新しいタスク」をクリックします。

2. 「新しいタスク」ウィンドウで、削除したいタスクを「タスク」リストから選択し
ます。

3. 「タスクの削除」ボタンをクリックします。

「削除」確認ウィンドウが表示され、タスクを永久に削除することが確認されま
す。

4. タスクを永久に削除する場合は、「削除」をクリックします。

5. 「閉じる」をクリックして「新しいタスク」ウィンドウを終了します。
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フィルタの使用
フィルタを使用すると、オブジェクトを明示的に選択するのではなく、定義した条件
に従って選択できます。

� フィルタを定義する
1. 「ジョブの管理」ウィンドウの「新しいフィルタ」ボタンをクリックします。

「新しいフィルタ」ウィンドウが表示されます。

2. 「フィルタ名」フィールドに名前を入力します。

この名前はフィルタを説明するべきでしょう (Solaris 8など)。

以下では、さまざまなフィルタリング条件を定義する方法について説明します。こ
れらの条件は、いくつか組み合わせて使用することができます。例えば、プラット
フォームのフィルタとオペレーティングシステムのフィルタを定義すると、両方の
条件と一致したオブジェクトを選択できます。

3. オブジェクトのラベルを基準に選択するには、「オブジェクトラベルのフィルタ」
を指定して一致させるテキスト列を入力します。

次のいずれかのキーワードを使用して一致レベルを制御します。

� 含む –指定されたテキスト列を含むラベルの全オブジェクトと一致 (*text*)。
含むはデフォルト動作です。

� 開始 –指定されたテキスト列から始まるラベルの全オブジェクトと一致
(text*)。

� 終了文字列 –指定されたテキスト列で終わるラベルの全オブジェクトと一致 (
*text)。

ヒント –完全一致させるには、テキスト列を入力して「完全一致」をクリックしま
す。

4. ハードウェアプラットフォームを基準にオブジェクトを選択するには、「プラット
フォームタイプのフィルタ」を指定します。

a. リストの左側からプラットフォームタイプを指定します。

例えば、全ての Sun Ultra™ 5と Sun Ultra 10コンピュータを含める場合は、
Sun Ultra-5と10をクリックします。

b. このタイプをフィルタリング条件に追加するには、「追加」ボタンをクリック
します。
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c. プラットフォームタイプを基準にオブジェクトを除外するには、「除外する」
をクリックします。

d. プラットフォームフィルタを削除するには、リストの右側からプラットフォー
ムタイプを選択して「削除」ボタンをクリックします。

5. オペレーティング環境を基準にオブジェクトを選択するには、「オペレーティング
システムのフィルタ」を指定します。

a. リストの左側からオペレーティング環境を指定します。

例えば、Solaris 2.6で稼動する全システムを含める場合は、SunOS 5.6を指定し
ます。

b. このオペレーティング環境をフィルタリング条件に追加するには、「追加」ボ
タンをクリックします。

c. オペレーティング環境を基準にオブジェクトを除外するには、「除外する」を
指定します。

d. オペレーティング環境フィルタを削除するには、リストの右側からオペレー
ティング環境を指定して「削除」ボタンをクリックします。

6. システム上に読み込まれたモジュールを基準にオブジェクトを選択するには、「読
み込まれるモジュールのフィルタ」を指定します。

a. リストの左側からモジュールを指定します。

例えば、カーネルリーダが読み込まれた全システムを含める場合は、「カーネ
ルリーダ (簡易)」を指定します。

b. このモジュールをフィルタリング条件に追加するには、「追加」ボタンをク
リックします。

c. 読み込まれたモジュールを基準にオブジェクトを除外するには、「除外する」
を指定します。

d. モジュールフィルタを削除するには、リストの右側からモジュールを指定し
て「削除」をクリックします。

7. IPアドレスを基準にオブジェクトを選択するには、「IPアドレスのフィルタ」の
隣のボックスをクリックします。

a. 選択するオブジェクト範囲の最初の IPアドレスを入力します。

例えば、IPアドレスが 186.255.255.240と 186.255.255.254の間のオブジェクト
だけを選択する場合は、186.255.255.240と入力します。

b. 選択するオブジェクト範囲の最後の IPアドレスを入力します。

例えば、IPアドレスが 186.255.255.240と 186.255.255.254の間のオブジェクト
だけを選択する場合は、186.255.255.254と入力します。

8. (省略可能)フィルタの内容を入力します。
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9. フィルタの定義を確認するには、「フィルタの追加」をクリックします。

追加のフィルタを定義するために、「新しいフィルタ」ウィンドウは表示されたま
まです。

別のフィルタを定義するために既存フィルタを消去する場合は、「フォームをリ
セット」をクリックします。

10.フィルタの定義が終了したら、「閉じる」をクリックして「新しいフィルタ」
ウィンドウを閉じます。

� フィルタを変更する
1. 「ジョブの管理」ウィンドウで、「新しいフィルタ」ボタンをクリックします。

2. 「新しいフィルタ」ウィンドウで、変更したいフィルタを「現在のフィルタ」リ
ストから選択します。

3. 必要な変更を行います。

フィルタについての詳細は、213ページの「フィルタの使用」を参照してくださ
い。

4. 変更を保存するには、「フィルタの更新」をクリックします。

5. 「新しいフィルタ」ウィンドウを閉じるには、「閉じる」をクリックします。

6. 変更したフィルタを適用するには、「ジョブの管理」ウィンドウの「ジョブの更
新」をクリックします。

� フィルタを削除する
1. 「ジョブの管理」ウィンドウで、「新しいフィルタ」をクリックします。

2. 「新しいフィルタ」ウィンドウで、削除したいタスクを「現在のフィルタ」リスト
から選択します。

「フィルタの削除」をクリックします

「削除」確認ウィンドウが表示され、フィルタを永久に削除することが確認されま
す。

3. フィルタを永久に削除する場合は、「削除」をクリックします。
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第 14章

データ表示

この章では、次の内容について説明します。

� 218ページの「データ表示の内容」
� 218ページの「データ表示の作成」
� 221ページの「データ表示の使用」
� 218ページの「データ表示ウィンドウのナビゲート」
� 222ページの「データ表示のタイプ」

データ表示の概要
データ表示はカスタマイズされたデータプロパティテーブルです。以下に、データ表
示を作成可能なデータタイプを示します。

� 単一ドメイン内の複数ホストからの単一タイプのデータ
� 単一ホストからの複数のタイプのデータ
� 単一ドメイン内の複数ホストからの複数タイプのデータ

例えば、最初のケースでは、ホストグループの CPU使用状況を監視するデータ表示
が挙げられます。2番目のケースでは、単一ホストのディスク容量と CPU使用状況を
監視するデータ表示が挙げられます。

注 –データ表示では、Sun Management Centerドメイン内の異なるホストの情報を統
合することが可能です。ただし、異なるドメインのデータを組み合わせたデータ表示
は作成できません。
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データ表示の内容
データ表示の作成に必要なデータは、各種ソースからコピーされます。

� テーブル
� モジュール
� ホスト

データ表示を行うと、複数のデータ表示を 1つのテーブルに表示して各種データを簡
単に比較できるため、関連性のない情報の集合を効果的に監視することができます。
データ表示は、一旦作成すると自動的に更新されます。また、編集不可セルを除くモ
ジュールテーブルの全機能を備えています。さらにアラーム状態も正確に伝播され、
重大アラームの要因となったセルは赤く表示されます。

作成されたデータ表示はデータベースに格納され、ユーザが明示的に削除するまで存
続します。また、データベースに格納されることから、データ表示の共有も可能で
す。全ての承認ユーザは、Sun Management Centerの特定のサーバ上で構築された
データ表示を、同じサーバ上に表示することができます。

データ表示ウィンドウのナビゲート
データ表示ウィンドウのメインメニューの項目は、次のとおりです。

� 「ファイル」は、現在のデータ表示を名前で保存したり、現在のデータ表示を閉じ
たりします。

� 「編集」は、データ表示をクリップボードからペーストしたり、選択された行を削
除したりします。

� 「ツール」は、選択されたセルの属性エディタに直接アクセスします。

� 「ヘルプ」は、オンラインヘルプを表示します。

データ表示の作成
「詳細」ウィンドウとコンソールウィンドウには、データ表示を作成するオプション
が 2つ用意されています。

� データ表示の作成
� データ表示クリップボードにコピー
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� コンテキストポップアップメニューからデータ表
示を作成する
1. 希望するホストの「詳細」ウィンドウを開きます。

「詳細」ウィンドウに「モジュールブラウザ」表示が表示されます。

2. 階層表示された項目の隣の展開アイコンをクリックして、希望するデータプロパ
ティを表示します。

3. データプロパティテーブルの行またはセルでマウスボタン 3を押します。次に、
ポップアップメニューから「データ表示の作成」を指定します。

4. 必要に応じて、「セル」または「行」を選択します。

自動的にデータを生成するデータ表示が表示されます。

� オプションメニューからデータ表示を作成する
1. 希望するホストの「詳細」ウィンドウを開きます。

「詳細」ウィンドウに「モジュールブラウザ」表示が表示されます。

2. 階層表示された項目の隣の展開アイコンをクリックして、希望するデータプロパ
ティを表示します。

3. データプロパティテーブルで、行またはセルを選択します。

4. 「オプション」アイコンメニューから「データ表示の作成」を指定します。

ヒント –「オプション」アイコンメニューは、階層表示上部の左から数えて 2番目
のアイコンです。このアイコンは、チェックマーク付きのリスト形式で示されま
す。

5. 必要に応じて、「セル」または「行」を選択します。

自動的にデータを生成するデータ表示が表示されます。

� 「詳細」ウィンドウからデータ表示のクリップ
ボードをコピーする
1. データプロパティテーブルの行またはデータセルでマウスボタン 3を押します。次
に、ポップアップメニューから「データ表示クリップボードにコピー」を指定しま
す。

2. 必要に応じて、「セル」または「行」を選択します。
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3. コピー情報を既存のデータ表示に追加する場合は、次の手順を実行します。

a. 既存のデータ表示を開きます (221ページの「既存のデータ表示を開く」を参
照)。

b. 「編集」メニューから「クリップボードからペースト」を指定します。

4. コピー情報を新規のデータ表示に追加する場合は、次の手順を実行します。

a. 「詳細」ウィンドウで「データ表示」アイコンをクリックします。

ヒント –「データ表示」アイコンは、データプロパティテーブル上部の右から
数えて 3番目のアイコンです。

空の「データ表示」ウィンドウが表示されます。

b. 「編集」メニューから「クリップボードからペースト」を指定します。

� コンソールウィンドウからデータ表示クリップ
ボードをコピーする
1. データプロパティテーブルの行またはデータセルを選択します。

2. マウスボタン 3を押して、ポップアップメニューから「データ表示クリップボード
にコピー」を指定します。

3. 必要に応じて、「セル」または「行」を選択します。

4. コピー情報を既存のデータ表示に追加する場合は、次の手順を実行します。

a. 既存のデータ表示を開きます (221ページの「既存のデータ表示を開く」を参
照)。

b. 「編集」メニューから「クリップボードからペースト」を指定します。

5. コピー情報を新規のデータ表示に追加する場合は、次の手順を実行します。

a. コンソールウィンドウの「ツール」メニューから「データ表示マネージャ」を
指定します。

「データ表示マネージャ」ウィンドウが表示されます。

b. 「作成」ボタンをクリックします。

空の「データ表示」ウィンドウが表示されます。

c. 「編集」メニューから「クリップボードからペースト」を指定します。
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データ表示の使用
この節では、データ表示をオープン、保存、削除する方法について説明します。

� 空のデータ表示ウィンドウを開く
1. コンソールウィンドウの「ツール」メニューから「データ表示マネージャ」を指定
します。

「データ表示マネージャ」ウィンドウが表示されます。

2. 「作成」ボタンをクリックします。

空の「データ表示」ウィンドウが表示されます。

� 既存のデータ表示を開く
1. 「データ表示マネージャ」ウィンドウで、開きたいデータ表示の名前を選択しま
す。

2. 「開く」ボタンをクリックします。

� データ表示を削除する
1. 「データ表示マネージャ」ウィンドウで、削除したいデータ表示の名前を選択しま
す。

2. 「削除」ボタンをクリックします。

注 –「削除」確認ウィンドウが表示され、データ表示を永久に削除することが確認
されます。

� データ表示を保存する
1. 「データ表示」ウィンドウの「ファイル」メニューから「保存」を指定します。

「データ表示の保存」ウィンドウが表示されます。必要に応じて、「説明」フィー
ルドに内容を入力します。

2. 「データ表示の保存」ボタンをクリックします。
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注 –指定したデータ表示名がすでに存在する場合は、「警告」ウィンドウが表示さ
れます。

データ表示のタイプ
データ表示には 2つのタイプがあります。

� スカラー型
� ベクトル型

スカラー型データ表示
スカラー型データ表示は、スカラーデータ項目 (スカラー型テーブルまたはベクトル
型テーブルの単一セル)と、次の 3つの列から構成されます。

� ホスト名

� データプロパティ名

� 値

注 –データプロパティ名の列には、データ項目のプロパティ名が次の形式で表示さ
れます。ホスト名/データプロパティ/値

� スカラー型データ表示を作成する
次の例では、CPU使用状況テーブルを使用します。

1. 「詳細」ウィンドウで、「CPU使用状況」テーブルへナビゲートします。

2. テーブルのデータセルを選択します。

3. 次のいずれかの方法で、データセルをデータ表示のクリップボードにコピーしま
す。

� 「オプション」メニューから、「データ表示クリップボードにコピー」の「セ
ル」または「データ表示の作成」の「セル」を指定します。

� 「詳細」ウィンドウのテーブル上でマウスボタン 3を押し、ポップアップメ
ニューから「データ表示クリップボードにコピー」の「セル」を選択します。

「データ表示クリップボードにコピー」オプションと「データ表示の作成」オプ
ションについての詳細は、218ページの「データ表示の作成」を参照してくださ
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い。

ベクトル型データ表示
ベクトル型データ表示は、1行以上のベクトル型モジュールテーブル行から構成され
ます。ユーザは、1行だけ選択することも、連続しない複数行を同時に選択すること
もできます。以下に、複数行の選択例を示します。

� 1番目の行
� 3番目の行
� 4番目の行
� 6番目の行

ただし、行を部分的に選択することはできません

注意 –ベクトル方テーブルやスカラー型テーブルから同じデータ表示ウィンドウに行
をペーストすることはできません。

� ベクトル型データ表示を作成する
次の例では、CPU使用状況テーブルを使用します。

1. 「ブラウザ詳細」ウィンドウで、CPU使用状況テーブルへナビゲートします。

2. テーブルの行を選択します。

ヒント –テーブル内の連続した複数行を選択する場合は Shiftキー、連続していな
い行を複数選択する場合は、Controlキーを使用します。

3. データ行をデータ表示クリップボードにコピーするには、次の手順を実行します。

� 「オプション」メニューから、「データ表示クリップボードにコピー」
の「行」または「データ表示の作成」の「行」を指定します。

� 「詳細」ウィンドウのテーブル上でマウスボタン 3を押して、「データ表示ク
リップボードにコピー」の「行」を選択します。

「データ表示クリップボードにコピー」オプションと「データ表示の作成」オプ
ションについての詳細は、218ページの「データ表示の作成」を参照してくださ
い。
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注意 –互換性のあるデータタイプのみペースト可能です。互換性のないデータタイ
プをペーストしようとすると、エラーダイアログボックスが表示されます。
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第 15章

Webコンソールを使用したオブジェク
トの管理

Sun Management CenterのWebコンソールは、Sun Management Centerの Javaコン
ソールが提供するホスト管理機能と同じ機能を多数備えています。Webコンソールで
は、アラームとモジュールの監視や管理をし、さらに管理オブジェクトのトポロジを
ナビゲートできます。この章の内容は次のとおりです。

� 225ページの「Webコンソールの特長と機能」
� 226ページの「メインWebコンソールページの概要」
� 228ページの「Sun Management CenterのWebコンソールを起動する」
� 229ページの「ホストの詳細を表示する」
� 231ページの「モジュールを読み込む」
� 231ページの「特定のログファイルを表示する」
� 232ページの「ホストの詳細を閲覧する」
� 234ページの「Webコンソールの属性エディタ」

Webコンソールの特長と機能
Sun Management CenterのWebコンソールは、Webベースの Sun Management
Centerプラットフォーム用管理インタフェースです。Webコンソールのホスト管理シ
ステムはセキュリティ保護された HTTPSプロトコルを使用するため、ファイア
ウォールを越えてどこからでも簡単に Sun Management Centerの管理情報にアクセ
スして、監視と管理を行うことができます。また、Netscape Navigator™や Internet
Explorerなどの一般的なWebブラウザを使用することができます。

Webコンソールは Sun Management Centerのオプションコンポーネントです。管理
オブジェクトの取り出しや操作は Sun Management Centerサーバに依存します。Web
サーバの設定方法については、『Sun Management Center 3.5インストールと構成ガイ
ド』を参照してください。

以下の表は、Webコンソールが提供する機能と Javaコンソールの関連情報です。
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表 15–1 Webコンソールの機能

機能 Webコンソール情報 Javaコンソールの関連情報

データベースのオブジェクトを表示す
る。

226ページの「メイン
Webコンソールページの
概要」

第 5章

特定の管理オブジェクトの詳細を表示
する。

232ページの「ホストの
詳細を閲覧する」

第 6章

特定の管理オブジェクトの追加情報を
表示する。

232ページの「Webコン
ソールの「情報」タブ」

101ページの「「情報」
タブ」

管理オブジェクトのモジュールの情報
を表示する。

232ページの「Webコン
ソールの「ブラウザ」タ
ブ」

102ページの「「モ
ジュールブラウザ」タ
ブ」と第 7章

システムログを表示する。 233ページの「Webコン
ソールの「ログ」タブ」

102ページの「「ログ表
示」タブ」

アラーム条件を定義して応答する。 第 16章 第 12章

データプロパティの属性を表示して変
更する。

第 17章 第 10章

モジュールを読み込み、読み込み解
除、有効化、無効化する。

233ページの「Webコン
ソール「モジュール」タ
ブ」

第 11章

メインWebコンソールページの概要
メインWebコンソールページは、Javaコンソールウィンドウと同様の機能を提供し
ます。ページの左側には現在の管理ドメインの階層 (ツリー)表示が表示され、右側に
はツリー表示で選択した項目の詳細が表示されます。

メインコンソールページでは、以下のタスクを実行できます。

� 「ドメイン」ポップアップメニューから、監視や管理の対象となる管理ドメインを
選択する。

� 「状態の概要」領域に現在のアラームの概要を表示する。

� 階層を開いて、現在のドメインの追加情報を表示する。詳細は、229ページの「ト
ポロジ階層を表示して展開する」を参照。

� 現在選択されている管理オブジェクトの詳細にアクセスする。詳細については、229
999ページの「ホストの詳細を表示する」を参照してください。

� 「自動再表示」ポップアップメニューから、メインページの内容を自動更新するオ
プションを設定する。
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� 「再表示」ボタンをクリックして、メインコンソールページの内容を手動で更新す
る。

� 「ログアウト」ボタンをクリックして、Webコンソールを終了する。

� 「ヘルプ」ボタンをクリックして、Webコンソールのオンライン情報を表示す
る。

� 特定の管理オブジェクトのアラームを定義してアクセスする。詳細は、第 16章を
参照。

� 特定のデータプロパティの属性を表示して、編集する。詳細は、第 17章を参照。

デフォルトでは、「デフォルトドメイン」のオブジェクトの階層ツリーが表示されま
す。各ツリーノードはトポロジの管理オブジェクトを表現しており、関連アイコン
(トポロジタイプアイコン、アラームアイコン、グループオブジェクトの開くアイコン
など)と一緒に表示されます。ノードの隣の三角は、管理オブジェクトに子オブ
ジェクトが含まれることを示します。子オブジェクトを表示する場合は、この三角を
クリックします。

ドメインにアラームが適用されると、ドメインアイコンの隣にアラーム状態を示す状
態アイコンが表示されます。ドメイン名の上に表示されるタイムスタンプは、現在の
ページがサーバから読み込まれた日時を示します。

階層表示からホストオブジェクトを選択すると、そのオブジェクトの情報がページの
右側に表示されます。ページの右側は、選択したホストの一般情報 (マシンの状態、
タイムスタンプなど)を表示します。ホストオブジェクトの追加情報を表示する場合
は、「詳細へ」リンクをクリックします。「ホスト詳細」ページは、オブジェクトや
モジュールの監視情報と管理機能を表示します。詳細については、232ページの「ホ
ストの詳細を閲覧する」を参照してください。

次の表は、メインコンソールおよび「ホスト詳細」ページのボタンとその機能の一覧
です。

表 15–2メインコンソールウィンドウと「ホスト詳細」ウィンドウのボタン

ボタン 機能

自動再表示 自動再表示機能を使用可能または使用不可にします。「自動再表示」メ
ニューの選択肢は次のとおりです。
� 無効化
� 1分
� 2分
� 3分
� 5分
� 10分

表示は、選択された項目に従って更新されます。これらのオプションは、
構成ファイルを使用してサーバ上で構成することができます。

再表示 ページ表示を直ちに再表示します。
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表 15–2メインコンソールウィンドウと「ホスト詳細」ウィンドウのボタン (続き)
ボタン 機能

メインページ メインコンソールページを再表示します。

ログアウト Sun Management Centerアプリケーションを閉じます。ログアウト後は、
「ログイン」ページが再び表示されます。

ヘルプ このパネルのオンラインヘルプを別のブラウザウィンドウに表示します。

状態の概要
状態の概要は、選択した管理ドメインの未確認の開状態アラームを持つ管理オブ
ジェクト数を、重大度別に表示します。

重大度の異なる複数のアラームを持つホストの場合、そのホストは最も高い重大度で
表示されます。

状態の概要についての詳細は、180ページの「メインコンソールウィンドウからア
ラームを表示する」を参照してください。

Webコンソールの使用
この節では、メインコンソールのタスクについて説明します。アラームとデータプロ
パティの操作方法については、第 16章および第 17章を参照してください。

� Sun Management CenterのWebコンソールを起動
する
1. ご使用のWebブラウザを起動します。

注 –ご使用のWebブラウザから Sun Management Centerを実行する場合、スー
パーユーザである必要はありません。

2. Sun Management CenterのWebサーバhttp:// server-name:8080にアクセスし
ます。

Sun Management CenterのサーバとWebサーバは同一ホスト上にあります。デ
フォルトでは、サーバはポート 8080で動作します。ただし、セキュリティを確保
すると、セキュリティ保護されたポート 8443に変わります。
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「Sun Management Centerログイン」ページが表示されます。

3. 有効な UNIXアカウントのユーザ IDとパスワードを入力して、「ログイン」ボタ
ンをクリックします。

UNIXアカウントは、Sun Management Centerサーバ上の
/var/opt/SUNWsymon/cfg/esusersファイルに一覧表示されます。

ログインに成功すると、メインコンソールページに「デフォルトドメイン」が表示
されます。

注 – Webコンソールのポップアップウィンドウは、12–ピクセルフォントで表示す
るように設計されています。ただし、Webコンソールはご使用のWebブラウザで
動作するため、フォントサイズを変更することが可能です。指定したフォントが大
きすぎてポップアップウィンドウに内容を正しく表示できない場合は、ウィンドウ
を拡大してください。

ヒント –ページと全フレームを再読み込みするには、Webブラウザの「再表示」ボ
タンをクリックします。

� トポロジ階層を表示して展開する
Webコンソールのトポロジ表示は、メインコンソールページの左側に表示されます。

1. 必要に応じて、「ドメイン」メニューからドメインを選択します。

Webコンソールページを最初に開くと、デフォルトドメインが表示されます。

2. 管理オブジェクトの情報を展開するには、そのオブジェクトの隣にある右向きの三
角をクリックします。

トポロジ表示が開いて全ての子オブジェクトが表示され、三角が逆さまになりま
す。

トポロジが完全に開くと、詳細情報を表示できる管理オブジェクトが一覧表示され
ます。詳細については、229ページの「ホストの詳細を表示する」を参照してくだ
さい。

3. 管理オブジェクトの情報を閉じるには、そのオブジェクトの隣にある逆三角をク
リックします。

トポロジ表示が閉じて、三角が右向きに変わります。

� ホストの詳細を表示する
1. 必要に応じて、「ドメイン」メニューからドメインを選択します。

Webコンソールページを最初に開くと、デフォルトドメインが表示されます。
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2. 必要に応じて、階層を開いて該当オブジェクトを表示します。

ヒント –三角をクリックして、オブジェクトの子ノードを表示します。

3. 詳細を表示したいホスト名をクリックします。

ページの右側に、選択した管理オブジェクトの一般情報とシステム状態が表示され
ます。

4. 「詳細へ」リンクをクリックします。

デフォルトでは、メインコンソールウィンドウが「ホスト詳細」ページに切り替
わります。

ヒント –多くのWebブラウザでは、現在のページを切り替える代わりに新規
ウィンドウを開きます。例えば、Netscape Navigatorの場合は、リンク上でマウ
スボタン 3を押してポップアップメニューから「新しいウィンドウでリンクを開
く」を指定します。

Sun Management Centerエージェントをインストールした管理オブジェクトの場
合、デフォルトの「詳細」表示はモジュールの「ブラウザ」表示になります。ま
た、ページの最上部に「情報」、「ブラウザ」 (表示中は選択不可)、「アラー
ム」、「モジュール」、「ログ」の各リンクが表示されます。その他の管理オブ
ジェクトの場合、デフォルトの「詳細」表示は「情報」表示になります。これらの
タブの基本機能は、Javaコンソールの「詳細」ウィンドウと同じです。詳細は、
第 6章を参照してください。

� ホストの追加プロパティを表示する
� 「ホスト詳細」ページの最上部の「情報」リンクをクリックします。

「情報」ページは、オブジェクトの一般情報 (IPアドレス、オペレーティングシス
テムなど)を表示します。「情報」ページが提供する情報は、Javaコンソール
の「詳細情報」ウィンドウと同じです。詳細は、101ページの「「情報」タブ」を
参照してください。

� ホストのアラームを表示する
� 「ホスト詳細」ページの最上部の「アラーム」リンクをクリックします。

「ホスト詳細：アラーム」ページは Javaコンソールと同様の機能性を備えていま
す。詳細は、第 12章を参照してください。「アラーム」ページでは次のタスクを
実行できます。詳細は、第 16章を参照してください。

230 Sun Management Center 3.5ユーザーガイド • 2003年 7月



� 選択したホストの現在のアラームを表示する。
� 現在のホストの開状態のアラームに肯定応答する。
� アラームに対する処理を定義、実行する。
� 特定アラームや全ての閉状態のアラームを削除する。
� アラームにノードや推奨処置を追加する。
� アラームの追加情報を表示する。

� モジュールを読み込む
1. 「ホスト詳細」ページの「モジュール」リンクをクリックします。

「モジュール」ページが表示されます。このページでは、以下のタスクを実行でき
ます。

� 新規のモジュールを読み込む。
� 読み込み済みで使用不可のモジュールを使用可能にする。
� 現在使用可能なモジュールを使用不可にする。
� モジュールを読み込み解除する。

2. モジュールを読み込むには、「読み込み可能なモジュール」テーブルの「処理」カ
ラムで該当する「読み込み」リンクをクリックします。

「モジュールローダ」ダイアログボックスが表示されます。

3. 「了解」をクリックして選択したモジュールを読み込みます。

� 特定のログファイルを表示する
Sun Management Center製品は各種のログファイルを保持します。

1. 「ホスト詳細」ページの「ログ」をクリックします。

「ログ」ページが表示されます。デフォルトでは、「システムログ」が表示されま
す。

2. 他のログファイルを表示する場合は、「ログファイルタイプ」ポップアップメ
ニューから表示するログファイルを指定します。

「ログ」ページが選択したログファイルに更新します。

3. 選択したログファイルの表示情報を限定するには、「フィルタオプションを設定し
ます」をクリックします。

「フィルタオプションを設定します」ダイアログボックスが表示されます。以下の
条件で情報を限定します。

� 特定の日時
� 特定のテキスト
� ログファイルの表示順
� 表示するエントリ数
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ホストの詳細を閲覧する
Sun Management Centerエージェントをインストールした管理オブジェクトについ
て、以下の節で説明する情報を表示することができます。

� 232ページの「Webコンソールの「情報」タブ」
� 232ページの「Webコンソールの「ブラウザ」タブ」
� 232ページの「Webコンソールの「アラーム」タブ」
� 233ページの「Webコンソール「モジュール」タブ」
� 233ページの「Webコンソールの「ログ」タブ」

エージェントをインストールしていない管理オブジェクトでは、「情報」タブしか選
択できません。

Webコンソールの「情報」タブ
「情報」ページは、オブジェクトの一般情報 (IPアドレス、オペレーティングシステ
ムなど)を表示します。Javaコンソールの「詳細情報」ウィンドウもこのページと同
じ情報を提供します。詳細は、101ページの「「情報」タブ」を参照してください。

Webコンソールの「ブラウザ」タブ
「ブラウザ」タブは、現在の管理オブジェクトに読み込まれているモジュールの情報
を表示します。「モジュールブラウザ」ウィンドウも同様の情報を表示します。詳細
は、第 7章を参照してください。

このページには、「自動再表示」、「再表示」、「メインページ」、「ログアウ
ト」、「ヘルプ」などのボタンが用意されています。詳細は、表 15–2を参照してく
ださい。

Webコンソールの「アラーム」タブ
Webコンソールのアラームマネージャは、第 12章で説明したアラームマネージャと
同様です。

「ホスト詳細：アラーム」ページでは、以下のタスクを実行できます。

� 選択したホストの現在のアラームを表示する。
� 現在のホストの開状態のアラームに肯定応答する。
� アラームに対する処理を定義、実行する。
� 特定アラームや全ての閉状態のアラームを削除する。
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� アラームにノードや推奨処置を追加する。
� アラームの追加情報を表示する。

タスクの操作方法については、第 16章を参照してください。

Webコンソール「モジュール」タブ
「モジュール」ページは、使用可能な全てのモジュールとその状態を表示します。表
示可能なモジュールの状態値は、次のとおりです。

� 読み込み済み
� 読み込み解除済み
� 使用可能 (読み込み済みの場合)
� 使用不可 (読み込み済みの場合)

注 –モジュール処理を操作できるのは承認されたユーザだけです。モジュールの読み
込み、読み込み解除、有効化、無効化には適切なセキュリティ（アクセス権）が必要
です。詳細については、第 18章を参照してください。

「ホスト詳細：モジュール」ページは、「モジュールマネージャ」ウィンドウ
(163ページの「モジュールの操作」を参照)と同様で、場合によって情報を編集する
ことも可能です。

また「自動再表示」、「再表示」、「メインページ」、「ログアウト」、「ヘルプ」
などのボタンが用意されています。詳細は、表 15–2を参照してください。

Webコンソールの「ログ」タブ
「ログ」ページはシステムログ情報を表示します。「ログ」ページの機能は次のとお
りです。

� 「ログファイルタイプ」メニューで表示対象のログを指定する。

� 「テキスト」領域に選択したログファイルの内容を表示する。

� 「フィルタ処理されたメッセージ」ボタンで、「テキスト」領域のメッセージを条
件 (開始日時、終了日時など)でフィルタリングする。

「ログ」ページは Javaコンソールの「ログ表示」ウィンドウと同様です。詳細は、
114ページの「ログファイルの表示」を参照してください。
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Webコンソールの属性エディタ
モジュールのデータプロパティは、モジュールの追加情報を提供します。属性エ
ディタでは、データプロパティの追加情報を表示して、以下の監視アクティビティを
カスタマイズすることができます。

� 単純アラームのアラームしきい値を設定する。
� アラーム状況発生に対する処理を指定する。
� ページ上のデータ更新の間隔を変更する。
� 履歴データポイントのログファイルの作成スケジュールを定義する。

属性エディタには、「情報」、「アラーム」、「処理」、「再表示」、「履歴」の一
部または全てのタブが用意されています。Webコンソールで属性エディタを操作する
方法については、第 17章を参照してください。

注 – Javaコンソールの属性エディタの高度な機能の一部は、Webコンソールの属性エ
ディタでは提供されません。
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第 16章

Webコンソールを使用したアラームの
管理

Webコンソールでは、アラームのソートなど一部の機能を除いて、Javaコンソール
とほぼ同様にアラームを管理することができます。Javaコンソールについては、
第 12章を参照してください。一部の最新機能 (アラームのソートなど)は、Webコン
ソールでは利用できません。この章では、両コンソールの機能上の違いと、Webコン
ソールによるアラームの管理方法について説明します。

この章の内容は次のとおりです。

� 235ページの「Webコンソールのアラームの概念」
� 237ページの「アラームの概要を表示する」
� 238ページの「選択したホストのアラームを表示する」
� 238ページの「ホストのアラームのサブセットを表示する」
� 239ページの「アラームの終了または肯定応答を確認する」
� 239ページの「アラーム条件を作成する」
� 240ページの「開状態のアラームに肯定応答する」
� 240ページの「アラームにノートを追加する」
� 241ページの「アラームの推奨処理を表示または提供する」
� 241ページの「アラームを削除する」

Webコンソールのアラームの概念
この節では、Webコンソールの「状態の概要」パネル、アラームカテゴリ、アラーム
テーブルのナビゲートについて説明します。
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「状態の概要」パネル
「状態の概要」パネルは、特定の重大度の未確認開状態アラームを最低 1つ持ってい
る、管理ドメインの管理オブジェクト数を表示します。このパネルは、「ドメイン状
態の概要」(第 12章を参照)と同様です。ただし、Webコンソールのアイコンはボタ
ンではないため、これらのアイコンをクリックしても「ドメイン状態」ページを表示
することはできません。

図 16–1メインWebコンソールの「状態の概要」パネル

Webコンソールのアラームカテゴリ
「ホスト詳細：アラーム」ページは、カテゴリ別に詳細なアラーム情報を一覧表示し
ます。最初の列を除くカテゴリと情報は、179ページの「アラームカテゴリ」で説明
したカテゴリと同じです。

「ホスト詳細：アラーム」ページの最初の列は、アラーム行を選択する際に使用しま
す。複数のアラーム行を選択する場合は、Controlキーを押したままこの列をク
リックします。選択した列にはチェックマークが付きます。
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一部のアラーム情報はアラームテーブルに常時表示されます。アラーム行を選択する
と、アラームテーブルに常時表示されるアラーム情報以外の追加情報が、ページ下に
表示されます。ただし、この情報はクローズまたは肯定応答されたアラームが対象と
なります。

アラームテーブルのナビゲート
「ホスト詳細：アラーム」ページのほとんどのアラーム処理は、「アラーム詳細」
ページ (第 12章を参照)の処理と同様に機能します。ただし、列見出しをダブルク
リックしてアラームテーブルをソートすることはできません。また、アラームの削除
時には確認要求が表示されます。

ホストまたはエージェント停止時のユーザへの通
知
Sun Management Centerソフトウェアでは、ホストまたはエージェントの停止を電子
メールでユーザに通知するよう設定することができます。ただし、この通知を定義す
るためには、Webコンソールではなく Javaコンソールが必要となります。詳細につ
いては、188ページの「ホストまたはエージェントの停止をユーザに通知する」を参
照してください。

Webコンソールでアラーム情報を表示す
る
アラーム情報は、「ホスト詳細：アラーム」ページのアラームテーブルに表示されま
す。詳細については、第 12章を参照してください。

� アラームの概要を表示する
他のドメインのアラーム概要を確認する場合は、「ドメイン」メニューからドメイン
を指定します。

� メインコンソールページを開きます。

「状態の概要」領域は、現在のドメインに存在する未確認の開状態のアラーム数
を、重大度別に示します。
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注 –異なる重大度のアラームが複数存在するホストの場合は、現在の最も高い重大
度で表されます。

状態の概要についての詳細は、180ページの「メインコンソールウィンドウからア
ラームを表示する」を参照してください。

� 選択したホストのアラームを表示する
1. メインコンソールページの「ホスト」アイコンをクリックします。

メインコンソールページの右側に、ホストの説明と状態が表示されます。

2. 「詳細へ」リンクをクリックします。

「ホスト詳細：ブラウザ」ページが表示されます。

3. 「アラーム」リンクをクリックします。

「ホスト詳細：アラーム」ページが表示されます。このページでは、以下のタスク
を実行できます。

� 選択したホストの現在の全アラームまたはアラームのサブセットを表示する
(238ページの「ホストのアラームのサブセットを表示する」を参照)。

� 現在のホストの開状態アラームに肯定応答する (240ページの「開状態のアラー
ムに肯定応答する」を参照)。

� 特定のアラームまたは全ての閉状態のアラームを削除する (241ページの「ア
ラームを削除する」を参照)。

� ノートや推奨処置をアラームに追加する (240ページの「アラームにノートを追
加する」と 241ページの「アラームの推奨処理を表示または提供する」を参
照)。

� アラームの追加情報を表示する (239ページの「アラームの終了または肯定応答
を確認する」を参照)。

� ホストのアラームのサブセットを表示する
1. 「ホスト詳細：アラーム」ページの「オプション」メニューから「実行」ボタンを
クリックします。

「指定されたアラームの表示」ダイアログボックスが表示されます。デフォルトで
は、全ての開状態のアラームが選択されます。

2. 選択または選択解除する項目の隣のボックスをクリックします。

選択したボックスごとにチェックマークが表示されます。

3. 「了解」をクリックして変更に同意し、ダイアログボックスを閉じます。

アラームテーブルがフィルタリングされ、選択項目を反映して再表示されます。
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� アラームの終了または肯定応答を確認する
1. 「ホスト詳細：アラーム」ページで、表示したいアラームの最初の列をクリックし
ます。

最初の列にチェックマークが表示されます。

注 – 1度に 1つのアラームの追加情報しか表示できません。

2. 「オプション」メニューから「追加アラーム情報」を指定して「実行」ボタンをク
リックします。

ページ下の「追加アラーム情報」領域が、該当する情報に更新します。

� アラームが肯定応答されている場合は、「アラーム確認時刻」フィールドに肯
定応答したユーザ名と日時が表示されます。

� アラームが終了している場合は、「アラーム終了時刻」フィールドに終了日時
が表示されます。

アラームの作成と応答
この節では、Webコンソールで単純アラームを操作する方法について説明します。ア
ラーム条件がより複雑な場合は、Javaコンソールの機能 (第 12章を参照)を使用して
ください。

� アラーム条件を作成する
以下は、単純アラームを作成する場合の手順例です。この例では、過去 5分間にシス
テム負荷が指定値を超過したときのアラーム条件を作成します。

1. 「ホスト詳細：ブラウザ」ページからデータプロパティテーブルを選択します。

この例では、カーネルリーダ (簡易)モジュールの「システム負荷統計情報」テー
ブルを選択します。

2. データプロパティテーブルから対象となるデータプロパティを指定します。

この例では、「直前 5分間の負荷平均」プロパティの値を選択します。
選択したデータプロパティの属性エディタが表示されます。

3. 「属性エディタ」ウィンドウ「アラーム」タブをクリックします。

「アラーム」ページが表示されます。

4. 「重大しきい値 (>)」フィールドに、該当する値を入力します。
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この例では .050を入力します。この値は、アラームの生成プロセスを説明するた
めに、一般的に使用する値より低い設定になっています。

5. 「了解」をクリックして変更に同意し、「アラーム」タブのページを閉じます。

しばらくすると、「システム負荷統計情報」データプロパティテーブルの「直前 5
分間の負荷平均」データフィールドが赤に変わります。さらに、以下のフォルダと
アイコンに赤色のアラームアイコンが表示されます。ただし、未確認で開状態の黒
色 (停止)アラームがある場合は除きます。

� オペレーティングシステム
� カーネルリーダ
� システム負荷統計情報

「リセット」をクリックして、属性エディタをデフォルトパラメータにリセットし
ます。

6. 「ホスト詳細：アラーム」タブをクリックします。

アラームテーブルが、作成したアラームを反映して更新します。

7. このアラームに肯定応答します。

8. 新たなアラームしきい値を作成して、その操作に慣れます。

アラームを作成した後は、他の Sun Management Centerユーザがアラームしきい
値を変更できないように、セキュリティ（アクセス権）を設定することができま
す。セキュリティについての詳細は、第 18章を参照してください。

ヒント –アラーム情報に全てのアラームしきい値を含める必要はありません。例え
ば、重大アラームのしきい値だけを作成するという設定が可能です。

� 開状態のアラームに肯定応答する
1. 管理オブジェクトの「ホスト詳細：アラーム」ページを開きます。

2. 肯定応答するアラームを選択します。

3. 「アラームの確認」ボタンをクリックします。

� アラームにノートを追加する
アラームノートには、特定アラームのノートの展開リストが含まれます。アラームに
ノートを追加することで、アラームの作成時から終了時までの履歴が追跡できます。

1. 管理オブジェクトの「ホスト詳細：アラーム」ページを開きます。

2. ノートを追加したいアラームを選択します。
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3. 「オプション」メニューから「メモの追加」を指定して、「実行」ボタンをク
リックします。

「メモの追加」ウィンドウが表示されます。

4. ノートにテキストを入力します。

5. 「了解」をクリックして、「メモの追加」ウィンドウを閉じます。

入力したノートが表示されます。

� アラームの推奨処理を表示または提供する
推奨処理機能は、アラーム条件に対する推奨処理を提供します。

1. 管理オブジェクトの「ホスト詳細：アラーム」ページを開きます。

2. 適切なアラームを選択します。

3. 「オプション」メニューから「推奨処理」を指定して、「実行」ボタンをクリック
します。

「推奨処理」ウィンドウが表示されます。「推奨処理」領域にソフトウェアのデ
フォルト情報が表示され、「ユーザ推奨の処理」領域に既存のユーザ設定情報が表
示されます。

4. 「ユーザ推奨の処理」領域に、アラーム条件に対応する推奨処理を入力します。

5. 「了解」をクリックして「推奨処理」ウィンドウを閉じます。

� アラームを削除する
空き領域を確保してデータベースを最新の状態にするために、閉状態のアラームを削
除する必要があります。閉状態のアラームとは、アラーム条件がすでに存在しないア
ラームのことです。

1. 管理オブジェクトの「ホスト詳細：アラーム」ページを開きます。

2. 削除したいアラームを選択します。

3. 「オプション」メニューから「アラームの削除」を指定して、「実行」ボタンをク
リックします。

ヒント –全ての閉状態のアラームを削除する場合は、「オプション」メニューか
ら「閉状態の全アラームの削除」を指定して、「実行」ボタンをクリックします。
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第 17章

Webコンソールを使用したデータプロ
パティの属性の管理

この章の内容は、次のとおりです。

� 243ページの「モジュールのデータプロパティの概要」
� 247ページの「特定のデータプロパティの属性にアクセスする」
� 249ページの「アラーム条件を定義する」
� 250ページの「アラームの対処法を定義する」
� 251ページの「アラーム処理のスクリプトを定義して使用する」
� 252ページの「アラーム処理を変更する」
� 247ページの「データ表示の更新頻度を指定する」
� 248ページの「履歴データの収集頻度を変更する」

モジュールのデータプロパティの概要
モジュールのデータプロパティは、モジュールの追加情報を提供します。Javaコン
ソールの属性エディタ (第 10章を参照)と同じ機能を備えたWebコンソールの属性エ
ディタを使用して、モジュールデータプロパティの監視条件をカスタマイズすること
ができます。属性エディタでは、以下のタスクを実行できます。

� 定義済みアラームのしきい値を設定する。
� アラーム状況発生に対する処理を指定する。
� 画面上のデータ更新間隔を変更する。
� 履歴データポイントのログファイルの作成スケジュールを定義する。

Webコンソールの「属性エディタ」ページの最上部にある 1つまたは複数のタブで、
パネルを切り替えることができます。これらのタブは、指定したオブジェクトに
よって異なります。表示される可能性のあるタブについては、以下の節で説明しま
す。

� 244ページの「Webコンソールの属性エディタの「情報」タブ」
� 244ページの「Webコンソールの属性エディタの「アラーム」タブ」
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� 245ページの「Webコンソールの属性エディタの「処理」タブ」
� 246ページの「Webコンソールの属性エディタの「再表示」タブ」
� 246ページの「Webコンソールの属性エディタの「履歴」タブ」

注 –各属性エディタは、インスタンスを適用するオブジェクトによって、1つまたは
複数のタブを表示します。

Webコンソールの属性エディタの「情報」タブ
属性エディタの「情報」ページは、選択したオブジェクトの追加情報を提供します。

� 選択したモジュールの名前、バージョン、説明
� モジュールが常駐するホストの名前
� 上記以外の情報 (データプロパティ情報を格納するフォルダ、変数など)

Webコンソールの属性エディタの「アラーム」タ
ブ
「アラーム」タブでは、単純アラームに関連するデータプロパティのアラームしきい
値を設定することができます。これらの単純アラームは、rCompare規則 (付録 Dを
参照)を使用します。属性エディタの「アラーム」ページは、単純アラームのアラー
ムしきい値のみ設定可能です。

注 –アラームしきい値を設定するためには、適切なセキュリティ（アクセス権）が必
要です。詳細については、第 18章を参照してください。

アラーム管理ソフトウェアでは、以下のような柔軟なアラーム設定が可能です。

� 特定の重大度のアラームを引き起こすしきい値を定義する。
� アラームを鳴らす時間帯 (平日など)を定義する。

単純アラームは、監視データプロパティがしきい値より大きいか小さいか、あるいは
しきい値と一致するかしないかが基準となります。一方、複合アラームは一連の条件
が真になると発生します。アラーム規則についての詳細は、付録 Dを参照してくださ
い。

以下の表は、監視プロパティの一般的な単純アラーム制限を示したものです。アラー
ム制限は、「パラメータの説明」フィールドに表示されます。ユーザは、選択した
データプロパティに対して、これらのアラーム制限のうち 1つまたは複数のしきい値
を設定することができます。
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表 17–1 Sun Management Centerソフトウェアの一般的な単純アラーム制限

アラーム制限 説明

危険しきい値 (>) 値がこのフィールドに入力された制限を超えると、危
険 (赤色)アラームが発生する。

警告しきい値 (>) 値がこのフィールドに入力された制限を越えると、警
告 (黄色)アラームが発生する。

注意しきい値 (>) 値がこのフィールドに入力された制限を越えると、注
意 (青色)アラームが発生する。

危険しきい値 (<) 値がこのフィールドに入力された制限を下回ると、危
険 (赤色)アラームが発生する。

警告しきい値 (<) 値がこのフィールドに入力された制限を下回ると、警
告 (黄色)アラームが発生する。

注意しきい値 (<) 値がこのフィールドに入力された制限を下回ると、注
意 (青色)アラームが発生する。

「アラーム」ウィンドウ 指定された時間帯でアラームが発生する。例えば
day_of_week=friの値を指定すると、アラームは金
曜日にアラーム条件が存在する場合にのみ発生し、火
曜日にアラーム条件が存在しても発生しない。

Webコンソールの属性エディタの「処理」タブ
属性エディタの「処理」ページでは、アラーム発生に対応した定義済みの処理を設定
することができます。

注 –アクセス可能な処理には、/var/opt/SUNWsymon/binディレクトリに格納され
たスクリプトが含まれます。これらのスクリプトは、rootアクセス権で実行しま
す。

例えば危険時処理のフィールドにスクリプト名を入力すると、このスクリプトは、
「直前 5分間の負荷平均」のデータプロパティに対して危険アラームが生成されるた
びに、システム管理者に電子メールを送信します。

処理は、アラーム条件ごとに個別に設定することができます。また、いずれかのア
ラーム条件に何らかの変化が生じた場合の対処法として、単一の処理を定義すること
も可能です。処理を定義する場合は、「処理」ページの「処理」ボタンを使用しま
す。

第 17章 • Webコンソールを使用したデータプロパティの属性の管理 245



注 –「処理」ボタンの右側のチェックボックスで、特定のアラーム処理を自動実行す
るか手動実行するかを指定できます。デフォルトでは、全ての処理が手動実行に設定
されます。手動処理は変更可能です。

登録済みのアラーム処理を変更する場合は、「アラーム処理変更」ダイアログボック
スを使用します。ダイアログボックスの 2つのボタン (電子メール、汎用)のいずれか
一方を、アラーム処理として指定します。

電子メール 電子メールとして送信するアドレス、題名、メッセージを指定しま
す。

汎用 管理ノード上にインストールされた汎用シェルスクリプトを選択しま
す。

Webコンソールの属性エディタの「再表示」タブ
属性エディタの「再表示」ページを使用して、オブジェクトの再表示間隔を設定しま
す。再表示間隔は、Sun Management Centerエージェントが監視プロパティを抽出す
る時間間隔です。詳細については、247ページの「データ表示の更新頻度を指定す
る」を参照してください。

Webコンソールの属性エディタの「履歴」タブ
属性エディタの「履歴」ページを使用して、監視プロパティの過去のデータを保存し
ます。例えば、履歴データポイントを 120秒ごとに記録するよう抽出間隔を指定しま
す。さらに、この情報の保管場所をディスクファイルまたはメモリーキャッシュで指
定します。

ディスクファイルには 2種類 (循環、テキスト)あります。循環ファイルの最大ライン
長は 1000行です。これらのファイルは、「テキストファイル名」フィールドで指定
されたファイルの /var/opt/SUNWsymon/logディレクトリに配置されます。

循環ディスクファイルは、history.logの名前で自動保存されます。テキスト
ファイルのファイル名を指定しないと、データは agent_default.historyの名前
で自動保存されます。

メモリーキャッシュを選択する場合は、「最大サイズ (サンプル)」フィールドに保存
するデータポイント数を指定する必要があります。例えば、このフィールドに 1000
を設定すると、最新の 1000個のデータポイントがメモリーキャッシュに格納され、
これ以上古いデータポイントは破棄されます。これらのデータポイントはグラフ化で
きます。詳細は、第 9章を参照してください。
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注 –履歴データをグラフで表示する場合は、特定の監視プロパティのグラフを開きま
す。メモリーキャッシュを選択していると、これまでのデータがグラフに表示されま
す。

Webコンソールの属性エディタの使用
この節では、Webコンソールの属性エディタで特定の属性を表示、再表示間隔を変
更、履歴情報を変更する手順について説明します。

� 特定のデータプロパティの属性にアクセスする
1. 階層からデータプロパティテーブルにナビゲートします。

例えば、以下の手順に従ってホストのメモリー情報を表示します。

a. メインコンソールページの管理オブジェクトを選択します。

b. 「詳細へ」リンクをクリックします。

「ホスト詳細」ページが表示されます。

c. 「ホスト詳細」ページで、「オペレーティングシステム」の左にある開くアイ
コンをクリックします。

d. 「カーネルリーダ (簡易)」の左にある開くアイコンをクリックします。

e. 「メモリ使用統計情報」をクリックします。

「メモリ使用統計情報」のデータプロパティテーブルが表示されます。

2. 表示または変更したい属性のデータプロパティテーブルで値を選択します。

別のウィンドウに属性エディタが表示されます。

� データ表示の更新頻度を指定する
次の例は、システム負荷統計情報モジュールの再表示間隔の設定方法を示したもので
す。

1. 「ホスト詳細：ブラウザ」ページのデータプロパティ (例:システム負荷統計情報)
を選択します。
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2. 「直前 5分間の負荷平均」の「値」列を選択します。

属性エディタの「情報」ページが表示されます。

3. 「再表示」タブをクリックします。

「再表示」ページが表示されます。

4. 「再表示間隔」フィールドに値を秒で入力します。

例えば 300を入力すると、ページは 5分ごとに更新します。

5. 再表示間隔を変更して属性エディタを終了するには、「了解」ボタンをクリックし
ます。

「システム負荷統計情報」のプロパティテーブルが表示されている場合、テーブル
の値は 5分ごとに更新されます。

ヒント –再表示間隔により大きな値を設定すると、エージェントの消費する CPU
サイクルが減少します。

� 履歴データの収集頻度を変更する
「履歴のサンプリング間隔」ページは、履歴データの収集頻度を制御します。

1. 「ホスト詳細：ブラウザ」ページのデータプロパティ (例:システム負荷統計情報)
を選択します。

2. 特定のプロパティ (例:直前 5分間の負荷平均)の「値」列を選択します。

属性エディタの「情報」ページが表示されます。

3. 「履歴」タブをクリックします。

「履歴」ページが表示されます。

4. 「サンプリング間隔」フィールドに値を秒で入力します。

例えば、履歴データポイントを 2分ごとに収集する場合は、「サンプリング間隔」
フィールドに 120を入力します。

5. 「了解」ボタンをクリックして履歴間隔を設定し、「履歴」ページを終了します。
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Webコンソールの属性エディタによるア
ラームの操作
この節では、Webコンソールの属性エディタを使用したアラームの作成手順と応答手
順について説明します。

� アラーム条件を定義する
以下は、単純アラームを作成する場合の手順例です。この例では、カーネルリーダモ
ジュールのアラームしきい値を作成します。

1. 「ホスト詳細：ブラウザ」ページからデータプロパティ (例:システム負荷統計情
報)を選択します。

2. 「アラーム」タブをクリックします。

「アラーム」ページが表示されます。

3. 「重大しきい値 (>)」フィールドに、現在値より小さい値を入力します。

この値に基づいて危険アラームが作成されます。

4. 「了解」をクリックして変更に同意し、「アラーム」ページを閉じます。

しばらくすると、「システム負荷統計情報」のデータプロパティテーブルの「直前
1分間の負荷平均」データフィールドが赤に変わります。さらに、以下のフォルダ
とアイコンに赤色アイコンが表示されます。ただし、システムに最高重大度の未確
認オープンアラーム (黒色)が存在する場合は除きます。

� オペレーティングシステム
� カーネルリーダ
� システム負荷統計情報

5. 「ホスト詳細：アラーム」タブをクリックします。

アラームテーブルが再表示して、作成したアラームが反映されます。詳細について
は、第 16章を参照してください。

6. チェックマークの形をした「肯定応答」ボタンをクリックして、このアラームに肯
定応答します。

7. 新たなアラームしきい値を作成して、その操作に慣れます。

アラームを作成した後は、他の Sun Management Centerユーザがアラームしきい
値を変更できないように、セキュリティ（アクセス権）を設定することができま
す。セキュリティについての詳細は、第 18章を参照してください。
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注 –アラーム情報に全てのアラームしきい値を含める必要はありません。例えば、
重大アラームのしきい値だけを作成するという設定が可能です。

� アラームの対処法を定義する
以下の手順では、アラームの発生に対応した処理の定義方法について説明します。

1. 「ホスト詳細：ブラウザ」ページからデータプロパティ (例:システム負荷統計情
報)を選択します。

2. 「値」列で該当する項目 (例:「直前 5分間の負荷平均」に関連する値)を選択しま
す。

属性エディタの「情報」ページが表示されます。

3. 「処理」タブをクリックします。

「処理」ページが表示されます。

4. 処理を定義したいアラームレベルの「処理」ボタンをクリックします。

表示されたウィンドウで、処理のタイプを指定して、該当する情報を入力します。

� 電子メールでユーザに通知する場合は、「電子メール」ラジオボタンをク
リックします。電子メールの複数アドレスをカンマ区切りで指定して、
メッセージを入力します。

� スクリプトを実行するために、「その他」ラジオボタンをクリックします。使
用可能なスクリプトのリストからスクリプトを指定し、必要に応じて適切な引
数を入力します。詳細は、251ページの「アラーム処理のスクリプトを定義し
て使用する」を参照してください。

� アラームを消去するには、「クリア」ラジオボタンをクリックします。

5. 「了解」をクリックして変更に同意し、このページを閉じます。

電子メールの送信を選択すると、特定のアラームが発生するたびに指定したユーザ
の元へメッセージが送信されます。メッセージは次のように表示されます。

Date: Wed, 30 Jun 1999 15:25:39 -0800
From: root@MachineB (0000-Admin(0000))
Subject: Sun Management Center - Alert Alarm Action
Mime-Version: 1.0

Sun Management Center alarm action notification ...

{Alert: machineB Kernel Reader Load Average Over The Last 5 Minutes> 0.01Jobs}
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� アラーム処理のスクリプトを定義して使用する
以下の手順では、アラーム処理をカスタマイズして、アラーム条件の発生時にユーザ
へ自動通知する方法について説明します。

1. 次の引数を使用して、スクリプトを作成します。

%statusfmt アラーム重大度 (警告、危険など)

%statusstringfmt アラームの全文字列 (重大度を含む)。(例:危険: Machine
A Kernel Reader Number of User Sessions> 10)

2. コマンド行レベルで、スーパーユーザになります。

# su -

3. ホーム Sun Management Centerディレクトリのスクリプトをインストールしま
す。

デフォルトは、/var/opt/SUNWsymon/bin/ディレクトリです。例えば、

# cp custom-alarm-script /var/opt/SUNWsymon/bin/

4. 「ホスト詳細：ブラウザ」タブをクリックします。

5. アラームしきい値を設定します。

詳細については、249ページの「アラーム条件を定義する」を参照してください。

6. 「システム負荷統計情報」アイコンをクリックします。

「ホスト詳細：ブラウザ」ページのコンテンツ表示に、「システム負荷統計情報」
のプロパティテーブルが表示されます。

7. 「直前 5分間の負荷平均」の「値」列を選択します。

属性エディタの「情報」ページが表示されます。

8. 属性エディタの「処理」タブをクリックします。

「処理」ページが表示されます。

9. 「重大時処理」フィールドの「処理」ボタンをクリックします。

「アラーム処理の変更」ダイアログボックスが表示されます。

10.「その他」ボタンをクリックします。

11.「使用可能なスクリプト」メニューから、スクリプトを選択します。

12.「引数」フィールドに以下の文字列を入力します。

%statusstringfmt

13.「了解」をクリックして変更に同意し、このページを閉じます。
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「処理」ページの「重大時処理」フィールドに、スクリプトファイル名が表示され
ます。

� アラーム処理を変更する
1. 変更したいアラーム処理の「処理」ボタンをクリックします。

「アラーム処理の変更」ダイアログボックスが表示されます。

2. 変更したい処理タイプ (電子メール、その他)を選択します。

3. 選択した処理のフィールドで変更を行います。

4. 「了解」をクリックして変更に同意し、このページを閉じます。

「処理」ページの該当する「処理」フィールドに、変更が表示されます。
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第 18章

Sun Management Centerのセキュリ
ティ

この章では、セキュリティ機能、ユーザとグループ、およびその特権について説明し
ます。この章の内容は次のとおりです。

� 253ページの「Sun Management Centerのセキュリティの概念」
� 254ページの「アクセス制御カテゴリ」
� 257ページの「デフォルト権限」
� 259ページの「アクセス制御の定義と制限」
� 261ページの「Sun Management Centerのユーザを追加する」
� 261ページの「モジュールへのアクセスを制御する」
� 263ページの「ユーザ定義のグループをACLに追加する」
� 263ページの「ユーザに esadm、esops、esdomadmの特権を付与する」
� 263ページの「Sun Management Centerのユーザを削除する」
� 264ページの「デフォルトのエージェント特権を無効にする」

Sun Management Centerのセキュリ
ティの概念
Sun Management Centerソフトウェアのセキュリティは、Java ™セキュリティクラ
スと SNMPv2 usec (SNMPバージョン 2、ユーザベースのセキュリティモデル)のセ
キュリティ標準に基づいています。

以下は、ソフトウェアが提供するセキュリティレイヤです。

� 有効な Sun Management Centerユーザのみが操作可能。

� セキュリティ（アクセス権やアクセス制御 (ACL)カテゴリの設定が可能。管理ド
メイン、グループ、ホスト、モジュールの各レベルでの制御を提供するセキュリ
ティ機能。

� ユーザの認証と管理プロパティごとのアクセス制御。
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アクセス制御カテゴリ
以下は、ソフトウェアが提供するACLカテゴリです。

� UNIXのスーパーユーザ (root)などの管理者
� システムを実行、監視するオペレーター
� 読み取り専用のアクセス権を持つゲストなどの一般

ACLカテゴリを理解するためには、まず Sun Management Centerソフトウェアの
ユーザとグループについて理解する必要があります。以下の節では、ユーザとグルー
プについて説明します。

Sun Management Centerのユーザ
Sun Management Centerユーザは、サーバホスト上で有効な UNIXユーザです。その
ため、システム管理者は、有効ユーザを /var/opt/SUNWsymon/cfg/esusers
ファイルに追加しなければなりません。このファイルにユーザ名がないと、そのユー
ザは Sun Management Centerソフトウェアにログインできません。

一般ユーザ

管理者は、Sun Management Centerソフトウェアにログインする必要のある全ての
ユーザの IDをユーザリストに追加する必要があります。このファイルの全ユーザ
は、デフォルトで一般的なアクセス権を持っています。ただし、追加の特権を付与さ
れたユーザは除きます。詳細は、263ページの「ユーザに esadm、esops、
esdomadmの特権を付与する」を参照してください。

esusersファイルに含まれるユーザは、全て一般ユーザです。Sun Management
Centerの一般ユーザは、デフォルトで以下の機能を実行できます。

� ソフトウェアへのログイン
� 作成した管理ドメイン、ホスト、モジュールの表示
� イベントの表示
� 手動再表示の開始
� 任意コマンドの実行
� データのグラフ化

Sun Management Centerのスーパーユーザ

Sun Management Centerのスーパーユーザは、以下の節で説明する全てのグループに
自動的に所属し、管理者特権 (255ページの「Sun Management Centerの管理者
(esadm)」を参照)を持っています。

Sun Management Centerのグループ
以下のグループは、Sun Management Centerサーバの設定中に、サーバホスト上にデ
フォルトで作成されます。

254 Sun Management Center 3.5ユーザーガイド • 2003年 7月



� esops
� esadm
� esdomadm

また、仮想グループに属する Sun Management Centerの全ユーザを ANYGROUPと呼
びます。

上述したグループは、Sun Management Centerのサーバレイヤが動作するマシン上で
定義する必要がありますが、他のマシンで定義する必要はありません。以下の節で
は、これらのグループの詳細について説明します。

注 –上述したグループは、/etc/groupファイルに定義されます。

Sun Management Centerのオペレーター (esops)

グループ esopsに所属する Sun Management Centerソフトウェアのユーザは、通常
オペレーターユーザとして管理システムの実行、監視、ある値度のパラメータの設定
などを行います。esopsの実行可能な操作には、一般ユーザに許可される操作の一部
が含まれます。

� モジュールの無効化と有効化
� アラーム制限の設定
� 規則パラメータの設定
� アラーム処理の実行
� 任意コマンドの実行
� 再表示間隔の設定
� イベントの肯定応答、削除、対処
� 履歴ログの有効化と無効化
� 履歴ログパラメータの設定

Sun Management Centerの管理者 (esadm)

グループ esadmに所属するユーザは管理者操作を実行できます。管理者操作は、オ
ペレーターユーザが実行可能な操作のスーパーセット (上位集合)です (255ページ
の「Sun Management Centerのオペレーター (esops)」を参照)。さらに、管理者
ユーザ (esadm)は、オペレーターユーザ (esops)が実行可能な全操作のほかに以下の
操作を実行できます。

� モジュールの読み込みと読み込み解除
� ACLユーザとグループの設定
� 管理ドメイン、ホスト、モジュールの表示

Sun Management Centerのドメイン管理者 (esdomadm)

esdomadmに所属するユーザは、以下のドメイン管理者操作を実行できます。

� 管理ドメインの作成
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� 管理ドメイン内でのグループの作成
� グループまたは管理ドメインへのオブジェクトの追加
� 管理ドメイン、ホスト、モジュールの表示

注 –上述した特権を除けば、esdomadmに所属するユーザは、別の設定がない限り一
般ユーザと変わりません。

管理者、オペレーター、および一般機能
以下の表に、ユーザがデフォルトで実行できる各種機能を示します。各機能ごとに実
行可能なユーザが X印で示されています。

この表は、全てのモジュールに適応されます。ただし、各モジュールが自ら制御する
固有の制限を持つ場合もあります。

表 18–1ドメイン管理者、管理者、オペレーター、および一般機能

機能 ドメイン管理者 管理者 オペレーター 一般

モジュールの読み込み x

モジュールの読み込み解除 x

管理ドメインの作成 x

管理ドメイン内でのグループ
の作成

x

グループまたは管理ドメイン
へのオブジェクトの追加

x

管理ドメイン、ホスト、モ
ジュールの表示

x x x x

ACLユーザまたはグループの
設定

x

モジュールの無効化と有効化 x x

モジュールの使用可能スケ
ジュールの設定

x

アラーム制限の設定 x x

規則パラメータの設定 x x

アラーム処理の実行 x x

任意コマンドの実行 x x

再表示間隔の設定 x x
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表 18–1ドメイン管理者、管理者、オペレーター、および一般機能 (続き)
機能 ドメイン管理者 管理者 オペレーター 一般

手動再表示の開始 x x x x

履歴ログの有効化と無効化 x x

履歴ログパラメータの設定 x x

イベントの肯定応答、削除、
対処

x x

イベントの表示 x x x

Sun Management Centerソフトウェアの上記カテゴリは、包括関係を維持します。つ
まり、esadm特権を持つユーザは、esops特権を持つユーザと全く同じ操作を実行
することができます。管理者は、esopsユーザが esadmユーザより多くの操作を実
行できるように、デフォルト権限を変更することが可能です。包括関係とは、
esops、esadm、esdomadmの各権限が同等であることを意味します。

デフォルト権限を無効にする方法については、264ページの「デフォルトのエー
ジェント特権を無効にする」を参照してください。

デフォルト権限
管理ドメインは、トポロジマネージャで操作します。この節では、トポロジマネー
ジャおよびその他のエージェントとモジュールのデフォルト権限について説明しま
す。

トポロジマネージャのデフォルト権限
以下の表に、管理ドメインを維持するトポロジマネージャのデフォルト権限を示しま
す。

表 18–2トポロジマネージャのデフォルト権限

トポロジマネージャ デフォルト権限

管理者ユーザのリスト

オペレーターユーザのリスト

一般ユーザのリスト

管理者 SNMPコミュニティーのリス
ト
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表 18–2トポロジマネージャのデフォルト権限 (続き)
トポロジマネージャ デフォルト権限

オペレーター SNMPコミュニティー
のリスト

一般 SNMPコミュニティーのリスト public

管理者グループのリスト esdomadm

オペレーターグループのリスト esops

一般グループのリスト ANYGROUP

その他の Sun Management Centerのコンポーネントとモ
ジュールのデフォルト権限
以下の表に、トポロジマネージャ以外のコンポーネントとモジュールのデフォルト権
限を示します。

表 18–3 Sun Management Centerのコンポーネントとモジュールのデフォルト権限

コンポーネントとモジュール デフォルト権限

管理者ユーザのリスト

オペレーターユーザのリスト

一般ユーザのリスト

管理者グループのリスト esadm

オペレーターグループのリスト esops

一般グループのリスト ANYGROUP

管理者 SNMPコミュニティーのリスト

オペレーター SNMPコミュニティーのリスト

一般 SNMPコミュニティーのリスト public

ANYGROUPは真の UNIXグループではありませんが、Sun Management Centerソフト
ウェアにログイン可能な全てのユーザが、オブジェクトへの一般的なアクセス権を付
与されることを意味する、特別なキーワードです。
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アクセス制御の定義と制限
esadmグループは、ユーザとグループに対してACL機能を指定することができま
す。対象となるコンポーネントは次のとおりです。

� 管理ドメイン
� 管理ドメイン内のグループ
� ホスト
� モジュール

管理者、オペレーター、および一般的なアクセス
ACL仕様は以下のいずれか 1つまたは複数のパラメータで確立、定義されます。

� 管理者ユーザと管理者グループ –管理者操作を実行可能なユーザとグループのリス
ト。デフォルトでは、必要に応じて esadmまたは esdomadmになります。

� オペレーターユーザとオペレーターグループ –オペレーター操作を実行可能なユー
ザとグループのリスト。デフォルトでは、esopsになります。

� 一般ユーザと一般グループ –一般操作を実行可能なユーザとグループのリスト。デ
フォルトでは、ANYGROUPと呼ばれる仮想グループになります。

� 管理者 (SNMP)のコミュニティー – SNMPを使用する管理者操作を実行可能な
SNMPコミュニティーのリスト。

� オペレーター (SNMP)のコミュニティー – SNMPを使用するオペレーター操作を
実行可能な SNMPコミュニティーのリスト。

� 一般 (SNMP)のコミュニティー – SNMPを使用する一般操作を実行可能な SNMP
コミュニティー。

Sun Management Centerの遠隔サーバアクセス
ユーザは、Sun Management Centerの遠隔サーバ上で実行中のセッションから、デー
タにアクセスして情報を表示することができます。この場合、ユーザには一般ユーザ
の読み取り専用のアクセス権が付与されます。異なるサーバ上で起動する Sun
Management Centerセッションの動作は、各セッションのサーバコンテキストで定義
されます。詳細は、260ページの「Sun Management Centerのサーバコンテキストと
セキュリティ」を参照してください。

ユーザとして異なるサーバコンテキストにアクセスして、さまざまな設定を行うこと
ができます。

� 各サーバコンテキストがそれぞれユーザと管理者を所有し、互いにアクセス可能な
状態を維持する。
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� 広域ネットワーク (WAN)のコンテキストとして、要素間を物理的に分離する。
� 多くのホストを一組の主要コンポーネントで操作することにより、性能を向上させ
る。

異なるサーバコンテキストにリンクして、他のサーバコンテキストのオブジェクトの
最上位状態を表示することができます。

Sun Management Centerのサーバコンテキストとセ
キュリティ
サーバコンテキストは、特定のサーバレイヤに接続された Sun Management Center
エージェントの集合です。サーバコンテキスト内のエージェントとホストは、以下の
主要コンポーネントを共有します。

� Sun Management Centerサーバ
� トポロジマネージャ
� イベントマネージャ
� トラップハンドラ
� 構成マネージャ

全ての Sun Management Centerのコンポーネントとエージェントは、インストール
時に、それぞれのトラップハンドラとイベントマネージャの位置を識別するよう設定
されます。Sun Management Centerソフトウェアは、IPアドレスとポートアドレスに
よってトラップハンドラとイベントマネージャを特定します。ユーザは、自分のサー
バコンテキスト内にいるかどうかを判断するために、アクセスするサーバの IPアドレ
スとポートアドレスを知っておく必要があります。サーバコンテキストは、それぞれ
個別のポート番号を持っています。

遠隔サーバコンテキストは、遠隔エージェントと関連するサーバレイヤの集合です。

エージェントはサーバレイヤから得たセキュリティ情報によって、エージェントに送
られた管理要求の認証が可能となり、管理要求の一部として要求された操作に対して
アクセス制御を行えます。

サーバ間の制限
一部のセキュリティ制限は、ユーザがサーバコンテキスト間で通信する場合に適用さ
れます。

現在の Sun Management Center環境では、他のサーバからの情報アクセスに多少の
制限があります。

� 遠隔サーバコンテキストからアクセスする場合、一般ユーザのアクセス権が付与さ
れます。従って、データへのアクセスは可能ですが、別のサーバ内でオブジェクト
を変更したり使用することはできません。ユーザの操作は、遠隔サーバのオブ
ジェクトの表示のみに限定されます。

� 一般ユーザとして他のコンテキストのデータを表示できますが、制御処理 (アラー
ムしきい値などの設定)は実行できません。
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� 編集機能は、遠隔サーバでは異なる動作をします。例えば、コンテキスト間のコ
ピー&ペーストは可能ですが、カット＆ペーストはできません。

注 –コンソールでは、実際に異なるサーバコンテキストにアクセスしているかどうか
はっきりしない場合があります。この場合は、「詳細」ウィンドウの「情報」タブで
サーバの IPポート番号またはアドレスを確認してください。

アクセス制御の使用
以下の節では、主要なアクセス機能の実行方法について説明します。

� 261ページの「Sun Management Centerのユーザを追加する」
� 261ページの「モジュールへのアクセスを制御する」
� 263ページの「ユーザ定義のグループをACLに追加する」
� 263ページの「ユーザに esadm、esops、esdomadmの特権を付与する」
� 263ページの「Sun Management Centerのユーザを削除する」
� 264ページの「デフォルトのエージェント特権を無効にする」

� Sun Management Centerのユーザを追加する
1. Sun Management Centerサーバホスト上でスーパーユーザになります。

% su -

2. /var/opt/SUNWsymon/cfg/esusersファイルを編集します。

3. 新規の行にユーザ名を追加します。

ユーザ名が有効な UNIXユーザであるかどうか確認してください。

4. ファイルを保存して、エディタを終了します。

ユーザリストに追加されたユーザは、デフォルト特権を有します。詳細は、
257ページの「デフォルト権限」と 264ページの「デフォルトのエージェント特権
を無効にする」を参照してください。

� モジュールへのアクセスを制御する
1. 次のいずれかの方法で属性エディタにアクセスします。

� 選択したオブジェクト上でマウスボタン 3を押して、ポップアップメニューか
ら「属性エディタ」を指定します。
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� メインコンソールウィドウの「ツール」メニューから属性エディタを指定しま
す。

「属性エディタ」が表示されます。ウィンドウ下のボタンは、「取消し」と「ヘル
プ」を除いて選択不可の状態です。ウィンドウのフィールドを変更すると、全ての
ボタンが選択可能になります。

2. 「属性エディタ」ウィンドウの「セキュリティ」タブを選択します。

3. 必要に応じて値を変更します。

以下に、各フィールドのデータの説明と値の例を示します。

管理者ユーザ ユーザのリスト。jimは、管理者操作が可能な
ユーザです。

オペレーターユーザ オペレーターのリスト。johnなどは、オペ
レーター操作が可能なユーザです。複数のエン
トリの場合は、1つまたは複数の空白で区切り
ます。

一般ユーザ 一般ユーザのリスト。nickと richieは、一
般操作が可能なユーザです。

管理者グループ 管理者グループに属する全ユーザは、管理者操
作を実行できます。デフォルトでは、必要に応
じて esadmまたは esdomadmになります。

オペレーターグループ esopsに属する全ユーザは、オペレーター操
作を実行できます。

一般ユーザグループ ANYGROUPは、一般操作を実行できる仮想グ
ループです。Sun Management Centerの全
ユーザは、仮想グループに属します。

管理者のコミュニティー このフィールドは空で、SNMPを使用する管理
者操作を実行できる SNMPコミュニティーが
ないことを意味します。

オペレーターのコミュニティー このフィールドは空で、SNMPを使用するオペ
レーター操作を実行できる SNMPコミュニ
ティーがないことを意味します。

一般ユーザのコミュニティー デフォルトでは、publicは、SNMPを使用す
る一般操作を実行できる SNMPコミュニ
ティーです。

上述したとおり、「ユーザ」の下に「オペレーター」を複数エントリする場合など
は、空白またはカンマで区切ります。

セキュリティ（アクセス権）についての詳細は、254ページの「アクセス制御カテ
ゴリ」を参照してください。
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� ユーザ定義のグループをACLに追加する
1. Sun Management Centerサーバホスト上でスーパーユーザになります。

2. groupaddコマンドを使用してグループを作成します。

# /usr/sbin/groupadd groupname

3. 作成したグループにユーザを追加します。

a. /etc/groupファイルで、グループにユーザを追加します。

b. ファイルを保存して、エディタを終了します。

4. 新規グループを ACLに追加します。

詳細は、261ページの「モジュールへのアクセスを制御する」を参照してくださ
い。

� ユーザに esadm、esops、esdomadmの特権を付
与する
1. Sun Management Centerサーバホスト上でスーパーユーザになります。

2. 必要に応じて、/var/opt/SUNWsymon/cfg/esusersファイルにユーザ名を追
加します。

3. /etc/groupファイルで、以下のいずれかの行にユーザを追加します。esadm、
esops、または esdomadm

4. ファイルを保存して、エディタを終了します。

� Sun Management Centerのユーザを削除する
1. Sun Management Centerサーバホスト上でスーパーユーザになります。

2. /var/opt/SUNWsymon/cfg/esusersファイルで、削除したいユーザ名の行を
削除します。

3. ファイルを保存して、エディタを終了します。

4. Sun Management Centerのグループからユーザ名を削除します。
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注 – Sun Management Centerのユーザリストから削除されたユーザは、以後 Sun
Management Centerサーバにログインすることはできません。ユーザを削除する
場合は、必ず全てのACLから削除してください。

� デフォルトのエージェント特権を無効にする
Sun Management Centerソフトウェアでは、管理者だけが、属性エディタを使用して
デフォルト特権を無効にし、特定オブジェクトのACLリストを変更することができ
ます。

1. 特権を変更する必要のある管理オブジェクトの属性エディタアクセスします。

2. セキュリティ情報を表示して変更するには、「属性エディタ」ウィンドウの「セ
キュリティ」タブをクリックします。

3. 必要に応じて情報を変更します。

4. セキュリティの変更を適用して「属性エディタ」ウィンドウを閉じる場合は、「了
解」をクリックします。

「属性エディタ」ウィンドウを開いたままセキュリティの変更を適用する場合は、
「適用」をクリックします。
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第 19章

トポロジ情報のインポートとエクス
ポート

トポロジのインポートユーティリティとエクスポートユーティリティにより、トポロ
ジデータベースを、XMLマークアップ形式のASCIIファイルからインポートおよび
エクスポートできます。インポートユーティリティは、ファイルからデータを読み取
り、トポロジデータベースとトポロジのエージェントオブジェクトのデータを更新し
ます。エクスポートユーティリティは、これと逆の操作を行います。

この章の内容は、次のとおりです。

� 265ページの「トポロジのインポートとエクスポートの概念」
� 266ページの「トポロジのインポートとエクスポートアーキテクチャ」
� 267ページの「トポロジ情報のエクスポート」
� 268ページの「トポロジ情報のインポート」
� 270ページの「インポートとエクスポートのコマンド行インタフェース」
� 275ページの「インポートファイルとエクスポートファイルの内容」

トポロジのインポートとエクスポートの
概念
トポロジのインポートユーティリティとエクスポートユーティリティは、次のタスク
を実行する際に使用されます。

� トポロジデータをバックアップとして定期的にダンプする。

� 異なるトポロジサーバ間でデータを転送する。

� トポロジデータが損傷した場合、バックアップからデータを復元する。

� データを他のファイル形式に変換して、サードパーティ管理プラットフォームの管
理システムに読み込む。
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これらの機能へは、Sun Management Centerのコンソールメインウィンドウまたは
CLIからアクセスできます。ただし、アクセスするためには完全なトポロジデータ
と、インポートまたはエクスポートするドメインを指定しなければなりません。以下
に、このツールがサポートするデータ操作 (上書き、最後に追加など)を示します。

� インポートユーティリティとエクスポートユーティリティは、ドメインレベルの操
作をサポートします。エクスポートするドメインを 1つだけ指定することも、トポ
ロジ階層全体を指定することも可能です。

� インポートユーティリティを使用して、バックアップデータを復元できます。

� オブジェクトの任意のドメインを 1つのドメインにインポートできます。

� エクスポートユーティリティを使用して、既存データをバックアップできます。

� インクリメンタルモードでデータをエクスポートできます。

� 現在のトポロジ階層にデータがあれば、メインコンソールウィンドウからトポロジ
情報をエクスポートできます。

トポロジのインポートとエクスポート
アーキテクチャ
トポロジのインポートユーティリティとエクスポートユーティリティは、クライアン
トAPIを介して Sun Management Centerのサーバと通信します。インポートとエク
スポートASCIIファイルはコンソールシステム上に常駐し、クライアントAPI経由で
情報をサーバに送信します。サーバは、トポロジデータベースと対話するトポロジ
エージェントにその情報を送信します。次の図は、これらのユーティリティをサポー
トするソフトウェア構造を示したものです。
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図 19–1トポロジのインポートとエクスポート用ソフトウェア構成

エクスポートには、2つのモード (追加と上書き)が用意されています。上書きモード
では、既存ファイルの内容がダンプされたデータに置き換わります。追加モードで
は、ダンプされたデータがファイル末尾に追加されます。

インポートには、ダンプファイル内のドメイン情報を処理する 2つのモードが用意さ
れています。最初のモードは、ドメイン情報を無視して、全てのオブジェクトを指定
ドメインまたはホームドメインで作成します。もう一方のモードは、全てのオブ
ジェクトと一緒にドメイン情報をインポートします。この場合、新規のドメインが作
成され、全ての非ドメインオブジェクトが対応するドメインで作成されます。

トポロジ情報のエクスポート
トポロジのエクスポートユーティリティは、メインコンソールウィンドウまたは CLI
から開始できます (270ページの「インポートとエクスポートのコマンド行インタ
フェース」を参照してください)。

� メインコンソールウィンドウからトポロジデータ
をエクスポートする
1. メインコンソールウィンドウの「ツール」メニューから「トポロジのエクスポー
ト」を指定します。
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「トポロジのエクスポート」ダイアログボックスが表示されます。

2. 「エクスポートするドメイン名」リストからドメインを選択します。

トポロジエージェントによって管理される全ドメインを表示したリストから、エク
スポートするドメインを１つ選択します。複数のドメインをエクスポートする場
合は、最後に追加するモードでエクスポート操作を繰り返します。

3. エクスポートするファイル名を入力するか、「参照」ボタンを使用して既存ファイ
ルを選択します。

ファイルをエクスポートするには、ファイルの書き込みまたはファイル作成のアク
セス権が必要です。このアクセス権がない場合は、エラーメッセージが表示されて
操作が終了します。

4. データを既存ファイルの最後に追加するか上書きするかを決定します。

最後に追加するモードはファイルの末尾にデータを付加し、上書きモードはファイ
ルを上書きします。最後に追加するモードをエクスポートに使用する場合、ファイ
ルに対してより制限的なチェックが行なわれます。既存ファイルは、有効なイン
ポートとエクスポートのデータファイルでなければなりません。有効なデータ
ファイルとは、適正なインポートおよびエクスポートファイルの文書型宣言
(DTD)を備えた、完全な XML形式のファイルを指します。

5. 「有効日数」メニューから、データの有効日数を指定します。

選択可能な値は次のとおりです。

� 7日
� 15日
� 30日
� 90日
デフォルトでは、トポロジのエクスポートデータの有効日数は無制限です

6. (省略可能)エクスポート関数についてのコメントを入力します。

7. 「了解」をクリックしてデータを指定ファイルにエクスポートし、「トポロジのエ
クスポート」ウィンドウを閉じます。

トポロジ情報のインポート
トポロジのインポートユーティリティは、メインコンソールウィンドウまたは CLIか
ら開始できます (270ページの「インポートとエクスポートのコマンド行インタフェー
ス」を参照してください)。
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� ファイルからトポロジデータをインポートする
1. メインコンソールの「ツール」メニューから「トポロジのインポート」を選択しま
す。

「トポロジのインポート」ウィンドウが表示されます。

2. インポートするトポロジデータを含むファイルのフルパス名を入力します。

ヒント –「参照」ボタンを使用してファイルを検索することもできます。

3. トポロジ全てをインポートするか、グループとエンティティだけをインポートする
かを決定します。

� ドメイン情報を維持 –グループとドメイン情報をインポートします。グループ
とエンティティは、ファイル内のドメインで作成されます。

� ドメイン情報を無視 –ドメイン情報を無視して、グループとエンティティだけ
をユーザが指定したドメインにインポートします。

4. 「ドメイン名」リストから、データのインポート先となるドメインを選択します。

デフォルトでは、全てのデータがホームドメインにインポートされます。

注 –上記でドメイン情報を無視オプションを選択した場合は、データのインポート
先をトポロジ階層で指定できます。

5. 「了解」をクリックしてデータをインポートし、「トポロジのインポート」ウィン
ドウを閉じます。

インポートユーティリティはトポロジデータベースを更新します。そのため、警告
ダイアログボックスで確認してからデータをインポートします。

警告ダイアログボックスには、入力ファイルの作成日時と作成者が表示されるの
で、正しいデータファイルが使用されていることを確認できます。

さらに、次のようなチェックが行なわれます。

� エクスポートされたデータファイルには、ファイルの有効期限に関する情報が
含まれています。期限切れファイルをインポートしようとすると、エラー
メッセージが表示されて作業が停止します。

� インポートユーティリティは、ファイルが存在し、読み取り可能であることを
確認します。確認に失敗すると、エラーメッセージが表示され作業が停止しま
す。

� インポートユーティリティは、インポートファイルが正しいファイル形式かど
うかを解析します。不正の場合にはエラーメッセーが表示されます。
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� 現在のトポロジ階層にエンティティが存在すると、エンティティを置き換える
かどうか確認を求める警告ダイアログボックスが表示されます。次のオプ
ションから 1つ選択します。

置き換え 重複データを新規データに置き換えます。

すべて置き換え 重複データを全て置き換えます。データが再び重複し
てもダイアログボックスは表示されず、そのまま既存
値が置き換えられます。

ドメイン情報を無視 重複データを更新しません。

全て置き換え データが重複してもダイアログボックスは表示されま
せん。重複データは全て無視されてそのまま残りま
す。

インポートの取消し インポート操作を中止します。

インポートとエクスポートのコマンド行
インタフェース
インポートユーティリティとエクスポートユーティリティは、コマンド行インタ
フェース (CLI )から以下のコマンドで起動できます。

# /opt/SUNWsymon/sbin/es-cli
> login
ホスト: servername
ログイン: username
パスワード: password
ログインに成功しました
> export parameter
> import parameter

コマンドパラメータについての情報は、271ページの「インポートコマンドパラメー
タ」と 273ページの「エクスポートコマンドパラメータ」を参照してください。

トポロジのインポートユーティリティ
importコマンドは、特定ドメインにエクスポートされたトポロジデータを、ファイ
ルから取り出します。

270 Sun Management Center 3.5ユーザーガイド • 2003年 7月



インポートコマンドパラメータ
importコマンドは、次のパラメータを使用します。

domain domainパラメータの値は、インポートされるトポロジのドメイン名と
なります。ドメイン名の指定がない場合は、全てのドメインがイン
ポートされます。

domainmode domainmodeパラメータの値は、インポートされたトポロジから新規ド
メインを作成するかどうかを決定します。この値が followの場合
は、グループとドメイントポロジが現在のトポロジにインポートさ
れ、新規のドメインが作成されます。また、この値が ignoreの場合
は、グループとエンティティが指定ドメインにインポートされます。

filename filenameパラメータの値は、トポロジ情報を取り出すファイルの名前
です。

nodemode nodemodeパラメータの値は、インポートされたトポロジが既存トポロ
ジを上書きするかどうかを決定します。この nodemodeパラメータ値
が replaceの場合、重複データはインポート値に置き換えられます。
また、nodemodeパラメータ値が ignoreの場合、重複データは更新さ
れません。

コマンド行の明示的な割り当ては、パラメータファイルの同一の割り当てに優先され
ます。例えば、mode=ignoreがコマンド行に割り当てられ、mode=followがパラ
メータファイルに割り当てられた場合、mode=ignoreが使用されます。

例 19–1トポロジデータをファイルからインポートする

次の例では、すでにエクスポートされたトポロジを /home/examples/snapshot
ファイルからインポートします。必要に応じて新規ドメインが作成され、重複データ
がインポートされたトポロジに置き換わります。

> import filename=/home/examples/snapshot domainmode=follow \

nodemode=replace

確認メッセージ
インポートユーティリティは、操作の実行前またはデータが重複すると、次のような
プロンプトを出します。

� 確認を求める警告メッセージ –インポート操作を確認するために、次のメッセージ
が表示されます。

<ユーザ名> によって <mm/dd/yyyy> にエクスポートされたファイルです。
インポートによってトポロジデータベースが変更されます。続行してもよろしいですか?

「はい」の場合は yを、「いいえ」の場合は nを入力します。

� データ重複 –重複したデータの扱いを決定するために、次のメッセージが表示され
ます。
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オブジェクト <オブジェクト名> はすでに存在します。書き換えてよろしいですか?

このメッセージには次の値を選択できます。

r 重複データを新規データに置き換える

a 全ての重複データを新規データに置き換える

i 重複データを更新しない

g 全ての重複データを無視してそのまま残す

s インポート操作を中止する

インポートコマンドの出力メッセージ
この節では、インポートコマンドの結果として表示されるメッセージについて説明し
ます。

import: Done.
原因:成功しました。

説明:エクスポートに成功しました。

インポート: ファイル (ファイル名) が存在しません。
原因:ファイルが存在しません。

説明:指定されたファイルが存在しません。コマンド行が、インポートデータソー
スを提供するデータファイルと、パラメータリストを提供するパラメータファイル
の両方に使用されている可能性があります。

インポート: アクセス権がありません。
原因:アクセス権がありません。

説明:ファイルを開いて読み込むことができません。

インポート: 不正なファイル形式です。
原因:フォーマットが不正です。

説明:ソースファイルが、データのエクスポートに有効なデータベースファイルで
はありません。

インポート: 追加しようとしているファイルは期限切れです。
原因:データが期限切れです。

説明:期限切れのデータを使用しています。

import: Authentication failed.
原因:認証に失敗しました。
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説明:現在のユーザには、トポロジ階層でオブジェクトを作成する権限がありませ
ん。

import: Wrong parameter file.
原因:パラメータファイルエラー

説明:パラメータファイルは、name =値rのペアで構成されなければなりません。
ファイル形式が不正の場合、エラーメッセージが表示されて操作が停止されます。

import: illegal parameter - < para>.

Use -h option to get usage.
原因:パラメータが不正です。

説明: インポート操作に不正なパラメータが指定されました。import -h で、使用
可能なオプションとパラメータを確認してください。

トポロジのエクスポートユーティリティ
exportコマンドは、単一ドメインまたは全ドメインのトポロジデータをファイルに
保存します。

エクスポートコマンドパラメータ
exportコマンドでは、次のパラメータを使用します。

comment commentパラメータの値は、ファイルに含まれる注釈です。

domain domainパラメータの値は、エクスポートされるトポロジのドメイン名で
す。ドメインの指定がない場合は、全てのドメインがエクスポートされま
す。

filename filenameパラメータの値は、トポロジ情報のエクスポート先のファイル名
です。

mode modeパラメータの値は、トポロジ情報をファイルに組み込む方法を決定
します。この値が追加の場合、データはファイル内容の後に追加されま
す。上書きの場合は、ファイルの既存情報が新規データに置き換わりま
す。

validity validityパラメータの値は、データが有効な日数です。選択可能な日数
は、次のとおりです。

� Unlimited
� 7
� 15
� 30
� 90
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例 19–2デフォルトドメイントポロジをファイルへエクスポートする

以下は、デフォルトドメインが snapshotファイルに保存される例です。snapshot
のオリジナル情報は、新規データによって上書きされます。新規データは無期限に有
効と仮定され、システムテストグループ用のデータであることがコメントで指定され
ます。

> export filename=/home/examples/snapshot \
domain="Default Domain" mode=overwrite validity=Unlimited \

comment="System Test Group"

エクスポートコメント
エクスポートコマンドを起動すると、コメントの入力を求めるプロンプト (>)が表示
されます。Returnキーを押して改行します。Returnキーを 2回押してコメントを終
了します。

例 19–3 CLIのエクスポートコメント

> export -p domain=ALL mode=append <return>
Please enter comments for the export:
> Comment text line 1 <Return>
> Comment text line 2 <Return>
> <Return>
<
State = OK
message = Done.

>

エクスポートコマンドの出力メッセージ
エクスポートコマンドの結果として、次のようなメッセージが表示されます。

export: Done.
原因:成功しました。

説明:エクスポートに成功しました。

export: Cannot open file .
原因:ファイルが存在しません。

説明:パラメータファイルが存在しません。

filename: ファイルの作成/書き込みエラーです。
原因:ファイルエラー

説明:ファイルを作成できないか、開いて書き込むことができません。
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エクスポート: サポートされていないファイル形式です。
原因:フォーマットが不正です。

説明:エクスポートデータを不正なファイルの後に追加しようとしてエラーが発生
しました。

エクスポート: そのようなドメインはありません。
原因:オブジェクトエラー

説明:エクスポートするドメインが存在しません。

export: Wrong parameter file.
原因:パラメータファイルエラー

説明:パラメータファイルは、name =値のペアで構成されなければなりせん。
ファイル形式が不正の場合、エラーメッセージが表示されて操作が停止されます。

export: The current user is different from the last one.
原因:ユーザ競合

説明:他のユーザが作成したデータファイルに対して、データを上書きまたは最後
に追加しようとするとエラーが発生します。自分以外のユーザが作成したエクス
ポートデータを変更したり上書きしたりすることはできません。

export: Data is out-of-date.
原因:データが古すぎます。

説明:期限切れのエクスポートファイルを使用しています。このメッセージは、追
加モードでデータをエクスポートする場合にのみ表示されます。

export: illegal parameter - < para>.

Please use -h option to get usage.
原因:パラメータが不正です。

説明:エクスポート操作に不正なパラメータが指定されました。

インポートファイルとエクスポート
ファイルの内容
以下は、インポートユーティリティとエクスポートユーティリティが処理するトポロ
ジデータです。
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エンティティ情報 全てのドメイン、グループ、ホストに関するレコード情報で
す。

装飾情報 ドメインとグループに関する装飾情報です。この情報には、
バックグラウンド内容の代わりに、レイアウトとバックグラウ
ンドインデックスしか含まれません。例えばバックグラウンド
情報には、GIFファイルではなく、GIFファイル名だけが含ま
れます。

関連情報 トポロジ階層と、エンティティのバックグラウンドおよびレイ
アウトに関する情報です。

ファイル形式の説明
Import/Exportファイルは、インポートデータやエクスポートデータを説明する
ファイルで、どのテキストエディタを使用しても編集できます。このファイルには、
トポロジ階層のエンティティが全て含まれます。最後に追加するエクスポートモード
では、より多くのオブジェクト情報をファイルの最後に追加できるため、ファイル形
式も簡単に拡張と解析ができるようになっています。エクスポートされたデータは
XML形式で保存されます。

ファイル形式の設計
このファイルは 4つの部分に分かれています。

� マジック情報
� DTD (Document Type Declaration)
� ヘッダ情報
� データブロック

マジック情報
マジック情報は、ファイルが XML形式であることを識別します。通常この情報は次
のように表示されます。

<? XML version = 1.0 ?>

DTD (文書型宣言)
DTD情報はドキュメントの構造を定義します。以下は、エクスポートファイルの
DTDの記述例です。
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例 19–4インポートファイルとエクスポートファイルのDTD

<!ELEMENT ENTITY (ENTITY* ADORNMENT*)>
/* Entity element describes a entity. If it is a group, it may

contain groups and adornment. */
<!ATTLIST ENTITY /* Entity attributes */

desc CDATA
full_desc CDATA
hostname CDATA
ip CDATA
netmask CDATA
architecture CDATA
family CDATA
polling_type CDATA
url CDATA
x_coord CDATA
y_coord CDATA
topology_type CDATA
event_dest CDATA
trap_dest CDATA
target_host CDATA
target_ip CDATA
read_info CDATA
write_info CDATA>

<!ELEMENT ADORNMENT>
<!ATTLIST ADORNMENT

x_coord CDATA
y_coord CDATA
type CDATA
configuration CDATA>

]>

ヘッダ情報
ヘッダ情報は、一般的な情報を記録するために使用されます。

� ユーザ
� データ
� バージョン
� プラットフォーム
� 製品

データブロック
データブロックには、トポロジの階層アーキテクチャとエンティティが含まれます。
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トポロジとエクスポートファイルの例
次の図は、「My New」ドメインのトポロジを示したものです。

図 19–2 My Newトポロジの例

例 19–5「My New」ドメインのエクスポートファイル

以下は、「My New」ドメインのトポロジエクスポートファイル例です。

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<DOCUMENT>
<HEAD>
<USER>jkang</USER>
<DATE>1/7/1999</DATE>
<VALIDITY>7 days</VALIDITY>
<PRODUCT>Sun Management Center</PRODUCT>
<VERSION>3.0</VERSION>
<COMMENTS>This is an example.</COMMENTS>

</HEAD>
<DOMAIN name="my new">

<ENTITY arch="SunOS 5.8" config="" desc="wizard" entityId="e-1"
family="sun4u-Sun-Ultra-30" fulldesc="wizard" hostname="wizard"
ipAddr="xxx.xxx.xxx.xx" isPoll="false" isSoftGroupLink="false"
netMask="255.255.255.255" pollType="ahost" readInfo="" targetHost=""
targetIp="" targetUrl="snmp://xxx.xxx.xxx.xx:1100/sym//base/mibman/modules"
type="" writeInfo="" xCoord="23" yCoord="39"

/>
<ENTITY arch="SunOS 5.8" config="" desc="atom" entityId="e-2"
family="sun4u-Sun-Ultra-30" fulldesc="" hostname="u30-1"
ipAddr="xxx.xxx.xxx.xx" isPoll="false" isSoftGroupLink="false"
netMask="255.255.255.255" pollType="ahost" readInfo=""
targetHost="" targetIp=""
targetUrl="snmp://xxx.xxx.xxx.xx:161/sym//base/mibman/modules"
type="" writeInfo="" xCoord="75" yCoord="39"

/>
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例 19–5「My New」ドメインのエクスポートファイル (続き)

<ENTITY arch="" config="" desc="campus" entityId="e-3" family="campus-view"
fulldesc="" hostname="" ipAddr="" isPoll="true" isSoftGroupLink="false"
netMask="" pollType="aview" readInfo="espublic" targetHost="" targetIp=""
targetUrl="snmp://xxx.xxx.xxx.xx:164/mod/topology+view-101"
type="" writeInfo="" xCoord="27" yCoord="111">
<ENTITY arch="" config="" desc="building" entityId="e-1"
family="building-view" fulldesc="" hostname="" ipAddr=""
isPoll="true" isSoftGroupLink="false" netMask="" pollType="aview"
readInfo="espublic" targetHost="" targetIp=""
targetUrl="snmp://xxx.xxx.xxx.xx:164/mod/topology+view-102"
type="" writeInfo="" xCoord="" yCoord="">
<ENTITY arch="SunOS 5.8" config="" desc="Wizard" entityId="e-1"
family="sun4u-Sun-Ultra-30" fulldesc="" hostname="wizard"
ipAddr="xxx.xxx.xxx.xx" isPoll="false" isSoftGroupLink="false"
netMask="255.255.255.255" pollType="ahost" readInfo=""
targetHost="" targetIp=""
targetUrl="snmp://xxx.xxx.xxx.xx:1100/sym//base/mibman/modules"
type="" writeInfo="" xCoord="" yCoord=""

/>
<ENTITY arch="SunOS 5.8" config="" desc="aaa" entityId="e-2"
family="sun4u-Sun-Ultra-30" fulldesc="" hostname="wizard"
ipAddr="xxx.xxx.xxx.xx" isPoll="false" isSoftGroupLink="false"
netMask="255.255.255.255" pollType="ahost" readInfo=""
targetHost="" targetIp=""
targetUrl="snmp://xxx.xxx.xxx.xx:1100/sym//base/mibman/modules"
type="" writeInfo="" xCoord="" yCoord=""

/>
<ENTITY arch="SunOS 5.8" config="" desc="atom" entityId="e-3"
family="sun4u-Sun-Ultra-30" fulldesc="" hostname="u30-1"
ipAddr="xxx.xxx.xxx.xxx" isPoll="false" isSoftGroupLink="false"
netMask="255.255.255.255" pollType="ahost" readInfo=""
targetHost="" targetIp=""
targetUrl="snmp://xxx.xxx.xxx.xxx:161/sym//base/mibman/modules"
type="" writeInfo="" xCoord="" yCoord=""

/>
</ENTITY>

</ENTITY>
<ENTITY arch="" config="" desc="xxx.xxx.x.x0" entityId="e-4"

family="network-view" fulldesc="xxx.xxx.x.x" hostname="xxx.xxx.x.x"
ipAddr="xxx.xxx.x.x isPoll="true" isSoftGroupLink="false"
netMask="255.255.255.0" pollType="aview"
readInfo="espublic" targetHost="xxx.xxx.x.x" targetIp="xxx.xxx.x.x"
targetUrl="snmp://xxx.xxx.xxx.xx:164/mod/topology+view-103" type=""
writeInfo="" xCoord="38" yCoord="181">
<ENTITY arch="" config="" desc="xxx.xxx.xxx.0" entityId="e-1"

family="subnetwork-view" fulldesc="xxx.xxx.xxx.0"
hostname="xxx.xxx.xxx.0" ipAddr="xxx.xxx.xxx.0"
isPoll="true" isSoftGroupLink="false" netMask="255.255.255.0"
pollType="aview" readInfo="espublic" targetHost="xxx.xxx.xxx.0"
targetIp="xxx.xxx.xxx.0"
targetUrl="snmp://xxx.xxx.xxx.xx:164/mod/topology+view-104"
type="" writeInfo="" xCoord="" yCoord="">
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例 19–5「My New」ドメインのエクスポートファイル (続き)

<ENTITY arch="SunOS 5.8" config="" desc="wizard" entityId="e-1"
family="sun4u-Sun-Ultra-30"
fulldesc="SUNW,Ultra-30" hostname="wizard" ipAddr="xxx.xxx.xxx.xx"
isPoll="false" isSoftGroupLink="false" netMask="255.255.255.0"
pollType="ahost" readInfo="public" targetHost="" targetIp=""
targetUrl="snmp://xxx.xxx.xxx.xx:1100/sym//base/mibman/modules"
type="" writeInfo=""
xCoord="" yCoord=""
/>

</ENTITY>
</ENTITY>
<ENTITY arch="" config="" desc="myworkstation" entityId="e-5"
family="nonagent-sun4u-Sun-Ultra30" fulldesc="" hostname="wizard"
ipAddr="xxx.xxx.xxx.xx" isPoll="false" isSoftGroupLink="false"
netMask="" pollType="snmp" readInfo="public" targetHost=""
targetIp="" targetUrl="snmp://wizard:1100/oid//1.3.6.1.2.1.1.7.0"
type="" writeInfo="private" xCoord="52" yCoord="253"

/>
<ENTITY arch="SunOS 5.8" config="" desc="System Group" entityId="e-6"
family="base-agent" fulldesc="MIB tree branch" hostname="wizard"
ipAddr="xxx.xxx.xxx.xx" isPoll="false" isSoftGroupLink="false"
netMask="255.255.255.255" pollType="amod" readInfo=""
targetHost="wizard" targetIp="xxx.xxx.xxx.xx"
targetUrl="snmp://xxx.xxx.xxx.xx:1100/mod/mib2-simple/system"
type="" writeInfo="" xCoord="52" yCoord="329"

/>
<ADORNMENT Config="bus" Id="adorn-7" Type="layout" XCoord="0" YCoord="0" />
</DOMAIN>

</DOCUMENT>

280 Sun Management Center 3.5ユーザーガイド • 2003年 7月



第 20章

コマンド行インタフェースの使用

Sun Management Centerのコマンド行インタフェース (CLI)は、Javaコンソールや
Webコンソールのグラフィカルインタフェースに代わってシステムの監視と管理を行
なう、文字方式の軽量コンソールです。

この章の内容は次のとおりです。

� 281ページの「Sun Management Center CLIの概要」
� 284ページの「CLIパラメータ」
� 289ページの「CLIコマンド」
� 299ページの「CLI出力」
� 301ページの「CLI手順」

Sun Management Center CLIの概要
Sun Management Centerのコマンド行インタフェース (CLI)は、システムの監視と管
理を行う文字方式のコンソールアプリケーションとして、有効な機能を提供します。

� 低オーバーヘッド – CLIは JavaコンソールやWebコンソールのほとんどの機能を
提供しますが、ビットマップグラフィックを必要としません。そのため、低帯域接
続のシンプルなデータ端末上で稼動することができます。ただし、GUIを必要と
する機能 (物理表示、グラフ作成など)は提供されません。

� バッチモードプロセス – CLIは基本的なスクリプト機能をサポートしており、
バッチモードでファイルからコマンド入力することができます。

� 設定可能な出力形式 – CLIの出力形式を設定することができます。プレーンテキス
ト出力は、他のテキストベースのツールと互換性があります。拡張コマンドの場合
は、HTMLで出力形式を指定します。

� ヘルプ– CLIコマンドのオンラインヘルプへは CLI内からアクセスできます。

CLIで実行可能なタスクは、次のとおりです。
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� トポロジオブジェクト (ドメイン、グループ、エンティティなど)を作成して、こ
れらのオブジェクトのトポロジ情報を取り出します。

� 管理オブジェクトのプロパティや属性を取り出して操作します。

� Sun Management Centerエージェントのモジュールを読み込み、読み込み解除、
有効化、無効化します。

� Sun Management Centerエージェント上で、アラーム処理の設定と実行、アラー
ム情報の取り出し、アラームの肯定応答と削除などを行ないます。

システム要件
CLIへは、以下のシステム構成のユーザ端末セッションからアクセスできます。

� UNIX®ワークステーション Solaris 8または Solaris 9オペレーティングシステム
� Windows 98、Windows 2000、Windows NTをサポートする PC

CLIの対話モード
CLIは、次の 2つの対話モードをサポートします。

� セッションモード –セッションモードは対話型です。いったん Sun Management
Centerサーバにログインすると、明示的にログアウトするまでコマンドの入力や
出力が可能です。

� バッチモード – CLIは、サーバに接続して filename内のコマンドを実行します。
filenameは、CLIコマンドを持つファイル名です。

CLIコマンドとパラメータの概要
この節では、CLIコマンドとパラメータの概要について説明します。

CLIコマンドの概要
CLIコマンドは、基本コマンドと拡張コマンドの 2種類に分けられます。

� 基本コマンドは、他の CLIコマンドの実行環境を変更します。例えば、パラメー
タ値の設定、コマンドエイリアスの定義、コマンド状態の確認、サーバのログイン
あるいはログアウトなどが実行できます。基本コマンドは、常にフォアグラウンド
で実行します。

� 拡張コマンドは、管理オブジェクトのトポロジ、プロパティ、属性の問い合わせ
や変更を行います。以下は、拡張コマンドが提供する機能です。

� トポロジ内の管理オブジェクトを検出する
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� モジュールを使用可能または使用不可にする
� アラームを肯定応答または削除する

拡張コマンドは、デフォルトではバックグラウンドで実行しますが、フォアグラウ
ンドで実行するよう設定できます。

セッションモードは、フォアグラウンドでもバックグラウンドでもコマンドを実行す
ることができます。

� フォアグラウンド –コマンドをフォアグラウンドで実行します。この場合、出力先
の指定がない限り、コマンド出力は直接画面に送信されます。フォアグラウンドで
は、1度に実行できるコマンドは 1つだけです。基本コマンドは、フォアグラウ
ンドでのみ実行可能です。拡張コマンドは、デフォルトではバックグラウンドで実
行しますが、フォアグラウンドで実行するよう設定することも可能です。

� バックグラウンド –コマンドを、バックグラウンドで非同期に実行します。デ
フォルトでは、コマンド出力や診断メッセージは画面に送信されません。出力は
バッファされ、明示的な要求があると表示されます。UNIXシェルとは異なり、
バックグラウンドで 1度に実行できる拡張コマンドは 1つだけです。ただし、
バックグラウンドで拡張コマンドを実行しながら、フォアグラウンドで複数のコマ
ンドを実行することができます。拡張コマンドは、デフォルトではバックグラウン
ドで実行しますが、フォアグラウンドで実行するよう指定することも可能です。基
本コマンドはバックグラウンドでは実行できません。

CLIはエイリアスもサポートしています。そのため、より複雑なコマンドやパラメー
タには省略語や偽名を定義することができます。ユーザ定義のエイリアスは、さまざ
まな CLIセッションで使用できます。

CLIパラメータの概要
CLIパラメータは、それぞれ名前と値がペアになっています。一部のパラメータは
CLI内に最初から組み込まれており、名前と値も予め定義されています。その他のパ
ラメータ (変数)は、ユーザが定義できます。パラメータのなかには有効範囲がグロー
バルなものがあります。このグローバルパラメータは、特定のセッションにおける
CLIコマンドの実行を制御します。これ以外のパラメータは、特定コマンドやコマン
ドグループに固有です。

入力機能と出力機能
CLIは、いくつかの入力機能と出力機能を提供します。

� 入力

� セッションモードでは、コマンドをキーボードから対話式に入力できます。

� バッチモードでは、シェルコマンド行で指定された CLIコマンドファイル内の
コマンドを実行します。

� 出力
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� 基本コマンドは、デフォルトでは出力を画面に表示します。

� 拡張コマンドは、デフォルトでは、ユーザが出力を要求するまでバックグラウ
ンドで出力をバッファします。

� 基本コマンドと拡張コマンドは、ユーザが指定したファイルに出力先を変更す
ることができます。

� コマンドとパラメータは、一旦ログファイルに保存して、後から CLIへの
バッチモード入力として使用することができます。

注 –ログファイルを CLIへのバッチモード入力として使用する場合は、現在の
コマンドやパラメータの前に表示されたタイムスタンプやメッセージを全てロ
グファイルから削除する必要があります。

� 形式

� 出力表示の行数を指定できます。
� 複数列の出力では、表示する列を指定できます。
� プレーンテキストの出力では、一部のコマンドに対して HTMLを指定できま
す。

CLIコマンドヘルプ
CLIでは、CLIコマンドごとにオンラインヘルプが提供されます。ユーザは、GUIを
通さずに CLI内から直接ヘルプにアクセスして、各コマンドの使用方法や関連パラ
メータリストを入手することができます。

CLIパラメータ
ほとんどの CLIパラメータは、名前と値のペアとなっています。ただし、ごく一部の
パラメータは名前のみで値がありません。これらのパラメータはフラグとして知ら
れています。

パラメータの範囲
パラメータ値は、CLIセッションのいくつかの時点で指定できます。

� CLI起動時 – CLIの起動時に、UNIXコマンド行のパラメータを指定できます。起
動時に指定されたパラメータは、セッションに対してグローバルです。グローバル
パラメータの値は、setコマンドが優先するか、unsetコマンドで現在の
セッションから削除されない限り、維持されます。
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� CLIコマンド –セッション中に実行される各 CLIコマンドに対して、パラメータ
を指定することができます。コマンドの一部として指定された値が、そのコマンド
の実行中だけ一時的にグローバルパラメータの値を優先します。

� 入力ファイル –パラメータの定義は、外部のファイルに格納して、CLIセッション
のどの時点でも呼び出せるようにできます。グローバルパラメータと個々のコマン
ドパラメータが、外部ファイルで定義されたパラメータ値を優先します。

パラメータ構文
パラメータは name=値のペアで定義されます。

file=/home/examples/example1

この場合、パラメータ nameは file、パラメータ値は /home/examples/example1
です。ただし、イコール記号 (=)とパラメータ名やパラメータ値の間に空白文字 (ス
ペース、タブ記号など)は入りません。空白文字が含まれていると、その値は二重引
用符 (ASCII文字 0x22)で囲まれます。

moduleDesc="Local File Scanning"

複数のパラメータ値はコンマ区切りで併記できますが、値と値の間に空白文字を入れ
ることはできません。

severity=DIS,DWN,ERR

パラメータリストは、空白文字で区切られた一連のパラメータです。

m=kernel-reader moduleDesc="My Kernel Reader"

使用可能なパラメータ構文と使用不可能なパラメータ構文
の例
次のパラメータ構文はいずれも使用可能です。

ok1="This is just a test"
ok2=hello
ok3=hello,hi,aloha

ok4="hello,hi,aloha"

次のパラメータ構文はいずれも使用できません。

broken1="How are you?","Who are you?"
broken2="Testing",1,2,3
broken3="Hello

broken4=Hello"
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パラメータの入力ファイル形式
パラメータは、ファイルに格納して必要なときに読み込むことができます。パラメー
タファイルは必要な数だけ作成できます。また組み込み式の iパラメータを使用し
て、パラメータ入力ファイルの名前を指定することも可能です。

定義済みのパラメータとフラグ
この節では、CLI内で予め定義されているパラメータについて説明します。

注 –定義済みパラメータには一文字だけの名前 (a、f、 oなど)を持つものがあります
が、これらは間違いではなく正しいパラメータ名です。

-b CLI起動時にこのフラグが UNIXコマンド行に含まれている場合、CLI
はバッチモードで起動します。このフラグはセッションモードでは無視
されます。

-h セッションモードのコマンドパラメータとしてこのフラグが使用される
場合、CLIはそのコマンドのヘルプテキストを表示します。

-l このフラグの名前は小文字の l (ASCII文字 0x6c)で、数字の 1 (ASCII
文字 0x31)ではありません。セッションモードの拡張コマンドパラメー
タとしてこのフラグが使用される場合、CLIは、現在のコマンドを実行
している間も最後の拡張コマンドパラメータを保持します。-lフラグ
を指定すると、現在のコマンドに対するパラメータは全て無視されます
が、基本コマンドへの影響はありません。以下に、-lフラグの使用例
を示します。

> getLoadModules a=myHostName
...
...

> getAlarms -l

getAlarmsコマンドは、以前に実行されたgetLoadModulesコマン
ドのパラメータ値 a (myHostName)を使用して実行します。

a aパラメータの値は、エージェントホスト名とポート番号 (省略可能)で
指定されたエージェントです。ポート番号を指定する場合は、番号とホ
スト名をコロン (:)で区切ります。一般構文は a=agentHost[:agentPort]
です。例えば、ホスト example_host上で稼動しポート 12345を待
機状態にするエージェントを指定する場合は、次の構文を使用します。

a=example_host:12345

aパラメータの値は、複数のエージェントをコンマ区切りで併記するこ
ともできます (例: a=agent[, agent]+)。
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append appendパラメータの値は、コマンド出力が付加されるファイル名です。
ファイルが存在しない場合は、新たに作成されます。appendパラメータ
をグローバルに設定すると、このセッションのコマンド出力は全て指定
ファイルの後ろに追加されます。また、このパラメータを特定コマンド
に設定することも可能です。

append=/home/examples/cli_output

appendパラメータと oパラメータの両方を設定すると、appendが oに優
先します。この場合、コマンド結果のみが特定ファイルに記録され、実
行中のコマンドは記録されません。コマンド情報を記録する場合は、log
パラメータを使用してください。

columns columnsパラメータの値は、printコマンドで表示されるコマンド出力
の 1つまたは複数の列の名前です。列名は大文字と小文字を区別しま
す。また、複数の場合は名前と名前の間をコンマで区切ります。以下
は、複数の列名を記述した例です。

columns="Alarm Id,Node URL,Target Host,Severity"

f fパラメータの値は、コマンド出力形式を定義します。現在使用できる
形式は plainと htmlです。詳細は、300ページの「コマンド出力形
式」参照してください。HTML形式に設定する場合は、次の構文を使用
します。

f=html

height heightパラメータの値は、画面に表示するコマンド出力の行数です。次
の例は、標準的な端末画面とほぼ同じ高さに heightパラメータを設定し
ています。

height=24

i iパラメータの値は、現在のセッションに含まれるパラメータ定義の入
力ファイル名です。入力ファイル内では、各行に 1つのパラメータが定
義されます。例えば、/home/examples/myParamsファイルに以下の
行があると仮定します。

more=off
serverHost=myserver

a=myagent:161

これらのパラメータは、次の行を使用して、現在の CLIセッションに含
めることができます。

i=/home/examples/myParams

log logパラメータの値は、全ての CLIコマンドとコマンドの実行時間を記
録するファイル名です。ただし、ログファイルはコマンド名と実行時間
だけしか記録しません。コマンド出力は、aパラメータまたは oパラ
メータで指定したファイルに記録されます。いったんパラメータを設定
すると、後続のコマンドが全てファイルの後ろに付加されます。ファイ
ルが存在しない場合は、新たに作成されますロギングを開始するとログ
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ファイルは上書きされないため、別のログが必要なときは必ず別の
ファイルを指定してください。ロギングを停止する場合は、unsetで
logパラメータを設定解除してください。次の例は、ログを開始した後
にログを中止します。

> log=/home/examples/sunmc-log
...
...

> unset log

m mパラメータの値は、Sun Management Centerのモジュール名です。
モジュールが複数ある場合は、カンマ区切りで併記することもできま
す。

m=kernel-reader

more moreパラメータの値は、コマンド出力画面のページングを制御しま
す。使用できる値は onと offです。moreを onに設定すると、端末へ
の出力が同一の画面に一括表示されます。画面のサイズは、heightパ
ラメータと widthパラメータで定義します。デフォルト値は、バッチ
モードでは off、セッションモードでは onとなります。

more=on

o oパラメータの値は、コマンド出力の書き込み先ファイル名です。すで
にこのファイルが存在する場合は、上書きされます。ユーザは、 oパラ
メータを特定のコマンドに指定して、そのコマンドの出力を取り込むこ
とができます。また、このパラメータを setコマンドでグローバルに
設定して、出力を全てファイルに書き込むこともできます。

appendパラメータと oパラメータの両方を設定すると、appendが oに
優先し、出力は指定ファイルに付加されます。この場合、コマンド出力
だけがファイルに書き込まれ、実行中のコマンドは記録されません。コ
マンド情報を記録する場合は、logパラメータを使用してください。次
の例では、コマンド出力の書き込み先ファイルを定義します。

o=/home/examples/sunmc-output

serverHost serverHostパラメータの値は、ログイン時に CLIが接続するサーバホス
トを定義します。このグローバルパラメータは、CLIがサーバに接続さ
れると変更することはできません。

serverPort serverPortパラメータの値は、ログイン用のサーバポートです。このグ
ローバルパラメータは、ログインセッションの確立後には設定できませ
ん。このパラメータが設定されない場合は、デフォルトポート 2099が
使用されます。

t tパラメータの値は、トポロジエージェントで管理されるオブジェクト
(ドメイン、表示グループ、エンティティなど)の名前です。オブジェク
ト名は、ドメインから始まる完全修飾名となります (例:
/domain/group/host)。
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CLIコマンド
コマンドのタイプと概念の概要は、282ページの「CLIコマンドとパラメータの概
要」を参照してください。

CLIの基本コマンド
以下では、CLIの基本コマンドについて説明します。

alias aliasコマンドを使用して、頻繁に使用するコマンドや複雑なパラメー
タを持つコマンドのエイリアスを作成することができます。エイリアス
には、既存の CLIコマンドと同じ名前は指定できません。また、エイリ
アスの定義に空白文字が含まれる場合は、二重引用符 ("、ASCII文字
0x22)で囲まれます。次の例では、単純な aliasコマンドの次に複雑な
aliasコマンドが指定されています。

> alias assign=set

> alias alarms="getAlarms severity=dwn"

引数を指定しないで呼び出すと、aliasコマンドは定義されたエイリア
スと値の一覧を印刷します。次の例は、引数を指定しないで aliasコ
マンドを呼び出した場合の結果を示しています。

> alias
assign - set

alarms - getAlarms severity=dwn

clear clearコマンドは、現在のセッションから全てのパラメータを削除しま
す。このコマンドは unsetコマンドと似ていますが、パラメータ名を
引数として指定する必要はありません。

exit exitコマンドは、サーバとの接続を切断して CLIセッションを終了し
ます。

注 – exitコマンドと quitコマンドは同じです。

help helpコマンドは、CLIのコマンドとパラメータの情報を表示します。
ヘルプ情報は、ビットマップを持たない端末画面で表示できます。help
を引数なしに実行すると、使用可能な CLIコマンドとその概略が、基
本コマンドの次に拡張コマンドの順番で、アルファベット順に一覧表示
されます。CLIコマンドを引数として helpを呼び出すと、helpはそ
のコマンド固有の情報を印刷します。以下は、getAlarmsコマンドの
ヘルプ例です。
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> help getAlarms
getAlarms [a=host[,host]+] [alarm_filter_list]
- エージェント (またはエージェントリスト) のアラーム情報をフィルタ条件セットに基づいて取得します。エー
domain=domain、
m=module[+instance]、
managed_object=managed_object、
property=property、
property_instance=property_instance、
qualifier=qualifier、
severity=[DIS,DWN,ERR,OFF,INF,IRR,WRN]、
state=[C,F,O]、
ack=[A,N]

kill killコマンドは、バックグラウンドで起動しているコマンドを全て終
了します。

login loginコマンドは、Sun Management Centerサーバへの接続を確立し
ます。まず serverHostを指定し、必要に応じて serverPortパラメータを
引数として指定します。ホストが指定されていないと、ホストのプロン
プトが表示されます。loginコマンドは、ユーザ名とパスワードのプロ
ンプトも表示します。

logout logoutコマンドは、Sun Management Centerサーバとの接続を切断し
ますが、CLIセッションは終了しません。

more moreコマンドは、画面へのコマンド出力の形式を制御するために設定
したパラメータの情報を表示します。定義済みパラメータの heightと
moreについての詳細は、286ページの「定義済みのパラメータとフラ
グ」を参照してください。

print printコマンドは、最後の拡張コマンドの出力を、指定された出力形式
で指定された出力先に送信します。デフォルトでは、printは、端末画
面にプレーンテキスト形式で送信します。aパラメータまたは oパラ
メータを設定すると、出力はこれらのパラメータで指定されたファイル
に送信されますが、画面には表示されません。

注 – printコマンドは、コマンド履歴に保存されません。

quit quitコマンドは、サーバとの接続を切断して CLIセッションを終了し
ます。

注 – quitコマンドと exitコマンドは同じです。

reset resetコマンドは、コマンド行に指定された全てのパラメータ値を、
CLIセッションの起動時に指定された値に復元します。ただし、
セッション中に定義されたがコマンド行に指定されなかったパラメータ
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は、そのまま変わりません。コマンド行に指定したパラメータの名前を
引数として resetに使用すると、そのパラメータ値は初期値に復元さ
れます。それ以外の場合、パラメータ値は変わりません。

注 – resetコマンドは、コマンド履歴に保存されません。

set setコマンドは、パラメータ値の指定や表示を行います。setコマンド
で指定されたパラメータは、現在のセッションに対してグローバルにな
ります。グローバルコマンドは、このセッションの全コマンドに使用す
ることができます。また引数なしで setを実行すると、現在の
セッション中に定義した全てのパラメータ値が表示されます。パラメー
タを引数として指定して setを実行すると、そのパラメータの値が表示
されます。以下は、このコマンドで可能な 3通りの記述例です。

> set height=10
> set
height=10
> set height

height=10

status statusコマンドは、バックグラウンドで稼動する全コマンドの状態を
表示します。

unalias unaliasコマンドは、引数として指定されたエイリアスを削除しま
す。

unset unsetコマンドは、現在のセッションから指定されたパラメータを削除
します。

注 – unsetコマンドは、コマンド履歴に保存されません。

CLIの拡張コマンド
以下の各節では、CLIで使用可能な各種拡張コマンドについて説明します。

� 292ページの「モジュール拡張コマンド」
� 293ページの「オブジェクト属性拡張コマンド」
� 294ページの「アラーム拡張コマンド」
� 296ページの「トポロジ拡張コマンド」
� 270ページの「インポートとエクスポートのコマンド行インタフェース」 (トポロ
ジのインポートコマンドとエクスポートコマンドの説明)
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モジュール拡張コマンド
管理モジュールには 7つの拡張コマンドがあります。a、m、 f、columnsの各パラメー
タの詳細は、286ページの「定義済みのパラメータとフラグ」を参照してください。

モジュールコマンド

disableModule 1つ以上のエージェントのモジュールを使用不可にします。
disableModuleコマンドが使用するパラメータは、aと m
です。

enableModule 1つ以上のエージェントのモジュールを使用可能にします。
enableModuleコマンドが使用するパラメータ
は、a、f、m、columnsです。

getLoadedModules 1つ以上のエージェントで読み込まれたモジュールを取り込
みます。getLoadedModulesコマンドが使用するパラメー
タは、a、 f、columnsです。

getModule 特定モジュールの情報を取り込みます。getModuleコマン
ドが使用するパラメータは、a、f、 m、columnsです。

getModules 単一エージェントのモジュール群を取り込みます。
getModulesコマンドが使用するパラメータ
は、a、f、columnsです。

loadModule 1つ以上のエージェントの単一モジュールを読み込みます。
loadModuleコマンドが使用するパラメータ
は、a、f、 m、columnsです。

さらに loadModuleコマンドでは、 moduleName (国際的に
認知されたモジュール名)と、 moduleDesc (モジュールのテ
キスト説明)の 2つのパラメータを使用することができま
す。

unloadModule 1つ以上のエージェントの、1つ以上のモジュールを読み込
み解除します。unloadModuleコマンドが使用するパラ
メータは、a、 f、m、columnsです。

モジュールコマンド例

例えば agentHost名が seattleのホストに読み込むモジュールを決定するには、CLI
プロンプトで次のコマンドを入力します。

> getLoadedModules a=seattle

kernel-readerモジュールをポート 1776のホスト seattleに読み込むには、次
のコマンドを入力します。
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> loadModule a=seattle:1776 m=kernel-reader

オブジェクト属性拡張コマンド
CLIには、オブジェクト属性と属性値を管理する 4つの拡張コマンドが用意されてい
ます。

オブジェクト属性コマンドのパラメータ

以下は、オブジェクト属性コマンドが使用するパラメータです。a、m、 f、columnsの
各パラメータの詳細は、286ページの「定義済みのパラメータとフラグ」を参照して
ください。

mgtObj mgtObjパラメータの値は、属性とプロパティが設定または取り出された
管理オブジェクトの名前です。

property propertyパラメータの値は、属性と値が設定または取り出されたプロパ
ティの名前です。

propInst propInstパラメータの値は、属性と値が設定または取り出されたプロパ
ティのインスタンス名です。

rowValues rowValuesパラメータの値は、名前と値のペアをコンマ区切りで併記しま
す。名前は行の列名、値は列の値です。

attributes attributesパラメータの値は、属性と値が設定または取り出されたプロパ
ティに含まれる属性名をコンマ区切りで併記します。このパラメータを
setAttributesコマンドで使用する場合、attributesパラメータの各属
性名は該当する valuesパラメータの値でなければなりません。

values valuesパラメータの値は、attributesパラメータで指定された属性の値を
コンマ区切りで併記します。このパラメータを setAttributesコマン
ドで使用する場合は、各属性ごとに値を指定する必要があります。

オブジェクト属性コマンド

以下は、オブジェクト属性と属性値を設定したり取り出すためのコマンドです。

addRow addRowコマンドは、テーブルに行を追加します。使用可能な
パラメータは、a、 m、mgtObj、property、 propInst、rowValues
などです。

delRow delRowコマンドは、テーブルから行を削除します。使用可能
なパラメータ
は、a、 m、mgtObj、property、 propInst、rowValuesなどです。
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getAttributes getAttributesコマンドは、1つ以上のエージェントから指定
された属性を取り出します。使用可能なパラメータ
は、a、f、m、columns、mgtObj、property、propInst、attributes
などです。

setAttributes setAttributesコマンドは、1つ以上のエージェントの指定さ
れた属性に値を割り当てます。使用可能なパラメータ
は、a、m、mgtObj、property、propInst、attributes、valuesなど
です。

attributesパラメータで指定した属性には、それぞれ該当する
valuesパラメータの値が必要です。

オブジェクト属性コマンド例

次のコマンドは、ポート 1161のホスト haikuに設定された agent-statsモジュー
ルの totalstats管理オブジェクトの sizeプロパティに対応する属性を全て取り出
します。

> getAttributes a=haiku:1161 m=agent-stats mgtObj=totalstats \

property=size

次のコマンドは、属性 alarmlimits.error-gtを、上記で指定された sizeプロパ
ティの値 2に対して設定します。

> setAttributes a=haiku:1161 m=agent-stats mgtObj=totalstats \

property=size attributes=alarmlimits.error-gt values=2

次のコマンドは、rowValuesで指定された行を、mgtObjで指定された管理オブジェク
トから削除します。

> delRow a=haiku:1161 \
m=filemon mgtObj=filemonstats/filemonTable/filemonEntry \

rowValues="name=test,desc=this,filename=/etc/passwd"

アラーム拡張コマンド
CLIには、アラームを管理する拡張コマンドが 5つ用意されています。

アラームコマンドパラメータ

以下は、アラーム拡張コマンドが使用するパラメータです。aパラメータと mパラ
メータの詳細は、286ページの「定義済みのパラメータとフラグ」を参照してくださ
い。
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ack ackパラメータの値は、管理アラームが肯定応答されたかどうか
を示す値をコンマ区切りで併記します。使用可能な値は、A (肯定
応答)と N (無応答)です。

command commandパラメータの値は、実行されるアラーム処理です。

domain domainパラメータの値は、アラーム監視の対象となる Sun
Management Centerのドメイン名です。指定ドメインがない場合
は、デフォルトドメインが使用されます。

managed_object managed_objectパラメータの値は、アラーム監視の対象となる管
理オブジェクト名です。

note noteパラメータの値は、起動されたコマンドのテキスト注釈で
す。

property propertyパラメータの値は、アラーム監視の対象となるプロパ
ティ名です。

property_instance property_instanceパラメータの値は、アラーム監視の対象となる
プロパティのインスタンス名です。

qualifier qualifierパラメータの値は、アラーム監視の対象となる管理プロ
パティに関連した修飾詞名です。

アラームレベル アラームレベルパラメータの値は、監視されたアラームの重大度
をコンマ区切りで併記します。以下に、アラームレベルパラメー
タで使用可能な値を示します。

� ERR —エラー
� WRN —警告
� INF —詳細
� IRR —不合理
� DWN —停止
� DIS —使用不可
� OFF —オフ

state stateパラメータの値は、監視されたアラームの状態値をコンマ区
切りで併記します。使用可能な状態パラメータは、O (開く)と C
(閉じる)です。

アラームコマンド

以下は、アラーム値の確認やアラーム処理の設定を行うためのコマンドです。

ackAlarms ackAlarmsコマンドは、1つ以上のコマンドのアラームに肯
定応答します。使用可能なパラメータ
は、a、ack、columns、domain、f、m、managed_object、note、
property、property_instance、qualifier、severity、stateなどで
す。
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stateパラメータ値の指定がないと、stateはデフォルト値の O
(開く)になります。

delAlarms delAlarmsコマンドは、1つ以上のエージェントのアラーム
を削除します。使用可能なパラメータ
は、 a、ack、columns、domain、f、m、managed_object、
note、property、property_instance、qualifier、 severity、stateな
どです。

stateパラメータ値の指定がないと、stateはデフォルト値の C
(閉じる)になります。

getAlarms getAlarmsコマンドは、1つ以上のエージェントのアラーム
情報を取り出します。使用可能なパラメータ
は、a、ack、 columns、domain、f、m、managed_object、property,
property_instance、qualifier、severity、stateなどです。

パラメータの指定がないと、getAlarmsは全てのアラーム情
報を返します。

runAlarmAction runAlarmActionコマンドは、1つ以上のエージェントで、
手動のアラーム処理または表示されたアラーム処理を実行しま
す。使用可能なパラメータは、aと domainです。

setAlarmAction setAlarmActionコマンドは、単一または複数エージェント
の既存アラームに対して、手動または遅延のアラーム処理を設
定します。使用可能なパラメータは、 a、command、domainで
す。

アラームコマンド例

次のコマンドは、ホスト haikuから、重大度 ERRまたは DWNのアラームを全て取り
出します。

> getAlarms a=haiku severity=ERR,DWN

トポロジ拡張コマンド
CLIには、トポロジを管理する 9つの拡張コマンドが用意されています。

トポロジコマンドパラメータ

以下に、トポロジの拡張コマンドが使用するパラメータを示しま
す。a、columns、 f、tの各パラメータの詳細は、286ページの「定義済みのパラメー
タとフラグ」を参照してください。
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agentPort agentPortパラメータの値は、エージェントポート番号です。agentPort
の指定がないと、デフォルト値の 161になります。agentPortパラメータ
は、urlパラメータの指定がなくデフォルトポートも使用したくないと
きにだけ使用します。

arch archパラメータの値は、トポロジオブジェクトのアーキテクチャです。

domain domainパラメータの値は、setCurrentDomainコマンドに必要な Sun
Management Centerのドメイン名です。

family familyパラメータの値は、トポロジオブジェクトのオブジェクトファミ
リです。

fullDesc fullDescパラメータの値は、作成するエンティティまたはグループのテ
キスト説明です。

isPolled isPolledパラメータの値は、trueまたは falseです。このパラメータ
値が trueの場合、エンティティは、ポーリングタイプ (pollType)に
従って状態情報のポーリングを行います。

pollType pollTypeパラメータの値は、エンティティのポーリングタイプです。以
下に、pollTypeパラメータで使用可能な値を示します。

� ahost –アクティブエージェントがインストールされ、動作してい
るホストを特定します。

� amod –アクティブエージェントを持つモジュールを特定します。
� aprox – SNMPプロキシモジュールを実行中のエージェントを特定
します。

� dummy –監視されていないデバイスを特定します。
� ping – ICMP pingコマンドを使用して監視するホストを特定しま
す。

� snmp — SNMP pingコマンドを使用して監視するホストを特定しま
す。

readInfo readInfoパラメータの値は、ポーリングされた SNMPオブジェクトに対
する SNMPv1読み込みコミュニティの名前です。

targetHost targetHostパラメータ値は、ターゲットホスト名です。

targetIp targetIPパラメータの値は、ターゲットホストの IPアドレスです。

topoCfg topoCfgパラメータの値は、管理エンティティのトポロジ表現に対する
構成情報です。

topoType topoTypeパラメータの値は、管理エンティティのトポロジ表現タイプで
す。

url urlパラメータの値は、ポーリングするエンティティの URLです。url
パラメータの値は、次のような形式で指定できます。

ping://hostname
snmp://hostname:port/oid/#.#.#.#
snmp://hostname:port/[mod,sym]/path
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writeInfo writeInfoパラメータの値は、ポーリングされた SNMPオブジェクトに
対する SNMPv1書き込みコミュニティの名前です。

トポロジコマンド

CLIには、トポロジを管理する 9つの拡張コマンドが用意されています。

createEntity createEntityコマンドは、管理エンティティを生成し
ます。管理エンティティのプロパティを指定するパラメー
タは、次のとおりで
す。agentPort、arch、family、fullDesc、isPolled、pollType、
readInfo、targetHost、targetIP、topoCfg、topoType、url、
columns、f、t。

urlパラメータまたは agentPortパラメータが指定されてい
ると、デフォルトポートの 161は使用されません。

createGroup createGroupコマンドは、トポロジのドメインやグルー
プを作成します。作成するエンティティがグループの場
合、familyパラメータと fullDescパラメータでグループエ
ンティティを指定します。さらに createGroupコマンド
は、 columns、f、tの各パラメータも使用します。

作成するエンティティがドメインの場合、familyパラメー
タと fullDescパラメータは無視されます。

delTopoObjects delTopoObjectsコマンドは、管理トポロジ階層の管理
トポロジオブジェクトを削除します。指定したトポロジオ
ブジェクトの下位オブジェクトも全て削除されます。使用
可能なパラメータは、columns、f、tです。

getAgentPort getAgentPortコマンドは、トポロジドメインの指定ホ
スト上で動作する Sun Management Centerエージェント
のポート番号を返します。エージェントが複数の場合は、
ポート番号のリストを返します。使用可能なパラメータ
は、columns、f、tです。

tの指定があると、デフォルトドメインが使用されます。

getAllTopoObjects getAllTopoObjectsコマンドは、 arch、family、pollType
の各パラメータで指定された条件を満たす管理トポロジ階
層の管理オブジェクトを全て返します。
getAllTopoObjectsコマンドは、columns、f、tなどの
パラメータも使用します。使用可能なパラメータ
は、columns、f、tです。

getCurrentDomain getCurrentDomainコマンドは、現在のドメイン名を返
します。
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getDomains getDomainsコマンドは、全ての管理ドメインを返しま
す。

getTopoObject getTopoObjectコマンドは、tパラメータで指定された
トポロジオブジェクトの下位にあ
り、arch、family、pollTypeの各パラメータで指定された条
件を満たす管理トポロジオブジェクトを全て返します。
getTopoObjectコマンドは、 columnsパラメータと fパ
ラメータも使用します。

setCurrentDomain setCurrentDomainコマンドは、ホームドメインを
domainパラメータで指定された値に設定します。

CLIからトポロジ情報をエクスポートおよびインポートする方法については、
270ページの「インポートとエクスポートのコマンド行インタフェース」を参照して
ください。

トポロジコマンド例

次のコマンドは、menlo_park ドメインのグループ ビル 12 の sun4u ファミリ上に
設定され、SunOS 5.7ソフトウェアを実行する Sun Management Centerのエージェン
トホストを全て返します。

> getTopoObject t=/menlo_park/building12 pollType=ahost \

arch="SunOS 5.7" family=sun4u

次のコマンドは、既存ドメイン headquarters_test の下に ビル 19 という名前の
グループを作成します。

> createGroup t=/headquarters_test/building19 \

fullDesc="test headquarters domain" family=building-location

次のコマンドは、ドメイン test_domainのグループビル 12に myHostという名前
の管理エンティティを作成します。トポロジオブジェクトは、ポート 1161で動作する
エージェントを持つ Sun Ultra-2ホストです。

> createEntity t=/test_domain/building12/myHost \
fullDesc="my test host" family=ultra-2 topoType="" \
topoCfg="" isPolled=false pollType=ahost readInfo="" \

writeInfo="" targetHost=osftserv targetIp="" agentPort=1161

CLI出力
CLIには、次のような出力オプションが用意されています。

� ログコマンドをファイルで実行
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� ログコマンドをファイルに出力
� コマンド出力画面の制御
� 出力形式の指定 (プレーンテキスト、HTML)

注 –コマンドとログファイルは全て英語のみに対応しています。ただし、コマンド説
明とヘルプテキストは、Javaの各国語化ガイドラインに従って英語以外の言語にも対
応します。

コマンド出力形式
基本コマンドの出力形式はプレーンテキストのみです。基本コマンドと拡張コマンド
については、282ページの「CLIコマンドとパラメータの概要」を参照してくださ
い。

拡張コマンドの出力形式は 2種類あります。

� プレーンテキスト
� HTML

出力形式を指定するには、fパラメータに希望する形式値を設定します。現在サポー
トされている値は plainと htmlです。

コマンド出力の論理画面サイズを定義するには、heightパラメータに希望する値を設
定します。出力を同一の画面に一括表示するには、moreパラメータを設定します。こ
れらのパラメータについての説明は、286ページの「定義済みのパラメータとフラ
グ」を参照してください。

例 20–1プレーンテキストでのコマンド出力

次の例は、プレーンテキスト形式で表示された getLoadedModules コマンド出力の
一部です。

== getLoadedModules: Results 1/16 ===============================
Module Name=Dynamic Reconfiguration
Module Key=dr
Description=Dynamic Reconfiguration (Sunfire)
Agent Name=myhost-dev86
Agent Port=161
Version=2.0
== getLoadedModules: Results 2/16 ===============================
Module Name=Config-Reader(sun4u/sun4d)
Module Key=Config-Reader4u
Description=Config Reader (sun4u/sun4d)
Agent Name=myhost-dev86
Agent Port=161
Version=1.0
...
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例 20–1プレーンテキストでのコマンド出力 (続き)

== getLoadedModules: Results 15/16 ==============================
Module Name=DNS Synthetic Transaction [dns]
Module Key=dnsST+dnstest
Description=DNS Synthetic Transaction
Agent Name=myhost-dev86
Agent Port=161
Version=1.0

================================================================

CLIログファイル
CLIコマンドをログファイルに記録するには、logパラメータにコマンドの記録先
ファイルを設定します。ログファイルの形式は次のとおりです。

日時;期間もしくはメッセージ;コマンドとパラメータ

例 20–2 CLIの部分ログファイル

次の例は、前回 getLoadedModulesコマンド出力を取り込んだ一連のコマンドログ
の抜粋です。

Fri Dec 21 14:15:12 PST 2001;0 second;set o=\
/home/examples/output.3c23b455
Fri Dec 21 14:15:23 PST 2001;0 second;set f=plain
Fri Dec 21 14:15:45 PST 2001;0 second;set a=smtg-dev21
Fri Dec 21 14:16:08 PST 2001;== START OF THREAD ==;getLoadedModules
Fri Dec 21 14:16:08 PST 2001;2 seconds;getLoadedModules
Fri Dec 21 14:16:12 PST 2001;9 seconds;print
Fri Dec 21 14:21:28 PST 2001;== START OF THREAD ==;getAgentPort
Fri Dec 21 14:21:28 PST 2001;0 second;getAgentPort
Fri Dec 21 14:21:31 PST 2001;0 second;print

Fri Dec 21 14:22:01 PST 2001;0 second;exit

CLI手順
この節では、一般的な CLIの手順について説明します。
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� Solarisオペレーティング環境で CLIにアクセスす
る
1. 対話型セッションを開始するには、コマンド installed-root-

directory/sbin/es-cliの次に希望するグローバルパラメータを入力します。

2. CLIプロンプト (>)の次に loginを入力します。

3. ホストプロンプトの次に、接続先のホスト名を入力します。

4. ログインプロンプトとパスワードプロンプトの次に、ユーザのログイン名とパス
ワードを入力します。

手順 1から手順 4の入力例を示します。

installed-root-directory/sbin/es-cli parameters
> login
ホスト: myhost
ログイン: mylogin
パスワード: mypasswordログインに成功しました。
>

ヒント – CLIをバッチモードで起動する場合は、予め用意された CLIコマンド
ファイルを入力として使用し、次のコマンドを指定します。installed-root-
directory/sbin/es-cli -b file

� Microsoft Windows環境で CLIにアクセスする
1. Sun Management Centerのコンソールレイヤをインストールして、CLIフォルダ
の es-cliをダブルクリックします。

CLI画面が表示されます。

2. loginコマンドを入力します。

ログインプロセスプロンプトが表示されるので、希望するホスト名とユーザのログ
イン名を入力します。

次の例では、seattleがホストで susanがログイン名です。

> login
ホスト: seattle
ログイン: susan
パスワード:

>

302 Sun Management Center 3.5ユーザーガイド • 2003年 7月



� CLIのオンラインヘルプにアクセスする
1. CLIの全コマンドのヘルプリストにアクセスするには、CLIプロンプトに helpを
入力します。

2. 特定コマンドの詳細な説明を参照するには、helpに続いてコマンド名を入力しま
す。

例えば、getLoadedModulesコマンドの詳細ヘルプにアクセスするには、次のよ
うに入力します。

> help getLoadedModules

� コマンド出力画面サイズを制御する
1. 画面サイズを定義するには、heightパラメータに表示する行数を設定します。

例えば高さ 20行の画面を定義する場合は、次のように入力します。

> set height=20

2. 出力を 1ページに一括表示するには、moreパラメータに onを設定します。

> set more=on

� CLIコマンドをログファイルに記録する
1. logパラメータに、コマンドの記録先ファイル名を設定します。

> set log=/home/examples/log.3c254030

logパラメータの設定後は、後続のオブジェクトが全てファイルの後ろに追加され
ます。ファイルが存在しない場合は、新たに作成されます

このファイルは上書きされないため、複数のレコードを新規に作成する場合は、必
ずファイルも作成してください。

2. 記録を停止するには、logパラメータを解除します。

> unset log

� コマンド出力をファイルに記録する
� コマンド出力をファイルに記録するには、oパラメータに出力ファイル名を設定し
ます。

> set o=/home/examples/output.3c254030
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記録を停止するには、oパラメータを解除します。

> unset o

� CLIセッションを終了する
� CLIセッションを終了するには、exitと入力します。

> exit
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付録 A

その他の Sun Management Centerの
手順

この付録は、他の節で詳しく取り上げられていない各種手順について説明します。こ
の付録の内容は、次のとおりです。

� 305ページの「トポロジマネージャとイベントマネージャの監視」
� 306ページの「監視オブジェクトとしてサーバコンポーネントを作成する」
� 307ページの「トポロジマネージャの仮想サイズデータプロパティの危険しきい値
を高くする」

� 309ページの「イベントマネージャの「自動削除」のデフォルト値を変更する」
� 310ページの「Sun Management Centerログファイルの参照」
� 311ページの「カスタマイズメニュー項目の追加」
� 313ページの「Sun Management Center対応モジュール SNMP MIB」
� 315ページの「エージェント起動時の異常終了の対処」
� 316ページの「メインコンソールウィンドウのハング」
� 318ページの「データベースのバックアップと復元」

トポロジマネージャとイベントマネー
ジャの監視
サーバレイヤには 5つのコンポーネントがあります。

� Sun Management Centerサーバ
� トポロジマネージャ
� トラップハンドラ
� 構成マネージャ
� イベントマネージャ

サーバ以外の 4つのコンポーネントは、専門モジュールで読み込まれた Sun
Management Centerのエージェントです。
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トポロジマネージャやイベントマネージャをはじめとする Sun Management Center
の全エージェントのデフォルト構成は、エージェント統計情報モジュールで定義され
ます。このモジュールには、ホストダウンを招くエラーの防止機能が搭載されていま
す。ソフトウェアのデフォルト処理では、予め定義されたしきい値を超えると、トポ
ロジマネージャのプロセスを終了します。エージェント統計情報モジュールについて
の詳細は、380ページの「エージェント統計情報モジュール、バージョン 2.0」を参照
してください。

� 監視オブジェクトとしてサーバコンポーネントを
作成する
トポロジマネージャ、トラップハンドラ、構成マネージャ、イベントマネージャは、
それぞれの状態を監視することができます。構成マネージャとトラップハンドラは、
保守手順を不要にする設定ができます。また、トポロジマネージャとイベントマネー
ジャのデフォルト設定は、ほとんどのユーザ環境に対応しています。ただし、特殊環
境のデフォルト設定は変更することができます。

1. メインコンソールウィンドウの「編集」メニューから「オブジェクト作成」を指定
します。

「オブジェクト作成」ウィンドウが表示されます。デフォルトで、タブは「ノー
ド」に設定されています。詳細については、62ページの「ノードを作成する」を
参照してください。

2. 「監視ツール」メニューから「Sun Management Centerエージェント -ホスト」
を指定します。

3. 「ノードラベル」フィールドで、サーバコンポーネント名を入力します。

4. (省略可能)サーバコンポーネントの内容を入力します。

5. 「ホスト名」フィールドでSun Management Centerのサーバ名を入力します。

6. 「ポート」フィールドにサーバコンポーネントのポート番号を入力します。

Sun Management Centerソフトウェアのデフォルトポート番号は、次のとおりで
す。

� エージェントコンポーネント :ポート161
� サーバトラップハンドラ:ポート 162
� サーバイベントマネージャ:ポート 163
� サーバトポロジマネージャ:ポート164
� サーバ構成マネージャ:ポート165

注 –サーバコンポーネントは、デフォルトでポート 2099を使用します。ただし、
ここではサーバコンポーネントのポート番号は変更できません。
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7. 次のいずれかの方法で設定を終了します。

� サーバコンポーネントオブジェクトを作成してウィンドウを閉じる場合は、
「了解」ボタンをクリックします。

� サーバコンポーネントオブジェクトを作成してウィンドウは閉じない場合は、
「適用」ボタンをクリックします。

登録ポート番号を変更する
Sun Management Centerのサーバには、付加価値製品 (Hardware Diagnostics Suite
など)を登録する機能が搭載されています。この登録機能はデフォルトでポート 5600
を使用します。このポートが別のアプリケーションで使用されると、そのアプリケー
ションは失敗します。登録ポートを変更する場合は、次の手順で行います。

1. /var/opt/SUNWsymon/cfg/javaserver.propertiesファイルの
ServiceRegistryPort値を変更します。

2. /var/opt/SUNWsymon/cfg/javaservice.propertiesファイルの
ServiceRegistryPort値を変更して、手順 1で指定した値と一致させます。

3. Sun Management Centerサーバを再起動します。

注 – Sun Management Centerのサーバ設定時にデフォルトポートが使用されてい
る場合は、インストールプロンプトに従って、登録サービス用に別のポート番号を
指定します。

� トポロジマネージャの仮想サイズデータプロパ
ティの危険しきい値を高くする
トポロジマネージャは、メインコンソールウィンドウを通じて、複数の管理オブ
ジェクトの状態を要約する論理オブジェクト(グループなど)をトポロジ表示に表示す
るだけでなく、論理オブジェクトの作成機能も提供します。

管理オブジェクトには、ネットワーク、ホスト、ハードウェアとソフトウェアのコン
ポーネントなどが含まれます。システムリソース要求 (トポロジマネージャの仮想サ
イズなど)は、オブジェクトの合計数とその内容で決まります。ただし、この要求は
トポロジマネージャのデフォルト値以下でなければなりません。

トポロジマネージャの仮想サイズがデフォルト値を上回ると、トポロジマネージャは
次のエラーメッセージを表示して終了します。

error excessive virtual memory use

このエラーを解決するには、次の手順に従ってデフォルトの仮想サイズを増やしま
す。
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1. 状況を注意深く検討します。

2. トポロジマネージャの監視オブジェクトを作成します。

306ページの「監視オブジェクトとしてサーバコンポーネントを作成する」を参照
してください。

3. 次のいずれかの方法で「詳細」ウィンドウを開きます。

� 「トポロジマネージャ」アイコン上でマウスボタン 3を押します。次に、階層
表示またはトポロジ表示のポップアップメニューから「詳細」を指定します。

� 「トポロジマネージャ」アイコンをダブルクリックします。

� メインコンソールウィンドウで「トポロジマネージャ」アイコンを選択し、次
に「ツール」メニューから「詳細」を指定します。

4. 「ブラウザ詳細」ウィンドウで、階層 (ツリー)表示の「ローカルアプリケー
ション」アイコンをダブルクリックします。

5. コンテンツ表示の「エージェント統計情報」アイコンをダブルクリックするか、階
層表示の「エージェント統計情報」アイコンの隣にある展開アイコンをクリックし
ます。

エージェント統計情報フォルダが表示されます。

6. フォルダアイコンをダブルクリックして「プロセス統計情報」を指定します。

プロパティテーブルに監視プロパティが表示されます。

7. 仮想サイズのテーブルセルを選択し、次のいずれかの方法で「属性エディタ」を開
きます。

� テーブル行でマウスボタンを 3を押して、ポップアップメニューから「属性エ
ディタ」を指定します。

� 「属性」ボタンをクリックします。

8. 「アラーム」タブボタンをクリックします。

アラーム行が表示されます。

9. 「重大しきい値 (>)」フィールドに希望する値を入力します。

10.次のいずれかの方法で設定を終了します。

� 重大しきい値を作成してウィンドウを閉じる場合は、「了解」をクリックしま
す。

� 重大しきい値を作成してウィンドウを閉じない場合は「適用」ボタンをク
リックします。
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� イベントマネージャの「自動削除」のデフォルト
値を変更する
イベントマネージャは、SNMPのデフォルトポート 163を通じて、他のサーバコン
ポーネントと通信します。イベントマネージャは、トポロジマネージャと同様にエー
ジェント統計情報モジュールで読み込こむことも、イベントマネージャ専用のイベン
ト管理モジュールで自動的に読み込むこともできます。イベント管理モジュールは、
「ローカルアプリケーション」カテゴリの「ブラウザ詳細」ウィンドウに表示されま
す。

イベント管理モジュールは、イベントデータベースの保守全般 (削除イベントのパー
ジ、ごみ箱ファイル名の変更、自動削除など)を行います。

Sun Management Centerソフトウェアは、自動削除機能を通じて、設定時間を過ぎた
閉状態のイベント、解決済みイベント、開状態のイベントをイベントデータベースか
ら自動的に削除します。デフォルトでは、閉状態のイベントと解決済みイベントは 7
日後にデータベースから削除され、開状態のイベントは 30日後に削除されます。こ
れらのデフォルト値は、次の手順で変更できます。

1. イベントマネージャの監視オブジェクトを作成します。

306ページの「監視オブジェクトとしてサーバコンポーネントを作成する」を参照
してください。

2. 次のいずれかの方法で「詳細」ウィンドウを開きます。

� 「イベントマネージャ」アイコン上でマウスボタン 3を押します。次に、階層
表示またはトポロジ表示のポップアップメニューから「詳細」を指定します。

� 階層表示またはトポロジ表示の「イベントマネージャ」アイコンをダブルク
リックします。

� メインコンソールウィンドウで「イベントマネージャ」アイコンを選択し、
「ツール」メニューから「詳細」を指定します。

3. 「ブラウザ詳細」ウィンドウで、階層 (ツリー)表示の「ローカルアプリケー
ション」アイコンをダブルクリックします。

4. 次のいずれかの方法で「モジュールの編集」を開きます。

� イベント管理モジュール上でマウスボタン 3を押します。階層表示またはコン
テンツ表示のポップアップメニューから「モジュールの編集」を指定します。

� 「詳細」ウィンドウでイベント管理モジュールを選択し、「モジュール」メ
ニューから「モジュールの編集」を指定します。

「パラメータの読み込み」が表示されます。詳細については、172ページの「モ
ジュールパラメータを変更する」を参照してください。

5. 編集可能フィールドに時間値を入力します。

デフォルトでは、閉状態のイベントと解決済みイベントは 7日後にデータベースか
ら削除され、開状態のイベントは 30日後に削除されます。
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6. 自動削除をオフにするには、「自動削除」メニューから「無効化」を指定します。

7. 「了解」をクリックして変更を実行し、ウィンドウを閉じます。

Sun Management Centerログファイル
の参照
Sun Management Centerのサーバとエージェントは、ディレクトリ
/var/opt/SUNWsymon/logの各種ログファイルに書き込みを行います。

これらのファイルは循環ログファイルで、一定の限界まで達するとそれ以上サイズは
大きくなりません。新規のメッセージがファイルに記録されると、一番古いメッセー
ジが削除されます。

これらのログファイルを表示する場合は、es-runインタフェースで ctailコマンド
と ccatコマンドを指定します。es-runインタフェースは、Sun Management
Centerのユーティリティを実行するための環境を設定します。ccatユーティリ
ティと ctailユーティリティは、データを時間順にソートして該当するデータだけ
を表示します。ccatコマンドと ctailコマンドはUNIXの catコマンドと tailコ
マンドと類似していますが、Sun Management Centerの循環ログファイルでの使用を
目的としています。

ccatを使用して Sun Management Centerログ
ファイルを参照する
ccatコマンドは、指定されたログファイルの読み込み、時間昇順によるメッセージ
のソート、標準出力への書き出しなどを行います。ccatコマンドは、1つの引数 (循
環ログファイルのフルパス)を使用します。

例えば、es-runインタフェースを ccatコマンドと使用するには、次のように入力
します。

# /opt/SUNWsymon/sbin/es-run ccat path_to_file/filename

ctailを使用して Sun Management Centerログ
ファイルを参照する
ctailコマンドは、循環ログファイルを読み込み、デフォルトでログファイルの最後
の 15行を標準出力に書き出します。

ctailコマンドは 4つの引数を使用します。
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ファイル名 ファイル名引数は、循環ログファイルのフルパス名です。ファイル名
引数は必須です。

-f -fオプションは、ログファイルの拡張を監視する際に使用します。ロ
グファイルの拡張に従って、ファイルの後ろに追加されたメッセージ
も標準出力に書き出されます。ctail -f オプションは、UNIX tail
コマンドの -fオプションと類似しています。

-l -lオプションは、各メッセージの最初に絶対行番号を印刷する際に使
用します。

-n -nNumOfLinesオプションは、表示された行番号を変更する際に使用
します。デフォルトでは、最後の 15行だけ印刷されます。

es-runインタフェースで ctailコマンドを使用する場合は、次のように入力しま
す。

# /opt/SUNWsymon/sbin/es-run ctail [-f, -l, -n NumOfLines] path_to_file_filename

カスタマイズメニュー項目の追加
Sun Management Centerソフトウェアでは、メインコンソールウィンドウから起動可
能な外部のスタンドアロンアプリケーションを追加して、「ツール」メニューをカス
タマイズすることができます。ただし、アプリケーションは Javaプログラミング言語
で記述されていなければなりません。Java以外のアプリケーションの場合は、個別プ
ロセスのプログラムやシェルスクリプトを実行する ExampleSystemCommand Java
ラッパークラスで調整することができます。アプリケーションは特定のホストオブ
ジェクトを必要としません。また、起動した後は Sun Management Centerとの対話
を行いません。

console-tools.cfgファイルに指定されたアプリケーション名は、Sun
Management Centerの標準メニュー項目の下にあるメインコンソールウィンドウ
の「ツール」メニューに追加されます。アプリケーションは、別のウィンドウで起動
されます。

console-tools.cfgファイルは、Sun Management Centerのサーバホスト上に存
在するプレーンテキストファイルです。ファイルは、コンソールの動作中でも、いつ
でも変更できます。ただしファイルの編集による変更は、es-toolスクリプトが実行
されコンソールが再起動されるまで有効にはなりません。ファイルは一連の行で構成
され、各行ごとにアプリケーションが記述されます。空白行とポンド記号 (#)で始ま
る行は無視されます。各行内のフィールドは、コンマ (,)で区切られます。

シェルスクリプトや実行可能バイナリとして実行される各アプリケーションは、次の
行形式で定義されます。

menu_label,クラス [args]
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ここで使用されているオプション、引数は次のとおりです。

� menu labelは、「ツール」メニューに表示される文字列です。文字列テキストは、
各国語版とオリジナル版があります。オリジナルテキストにはスペースが組み込
まれています。各国語テキストは、property-filekeyのペアで指定する必要がありま
す。

� property-fileは、特定言語にローカライズ可能なメッセージを含むファイルの名
前です。

� keyは、プロパティファイルの「ツール」メニューに表示される文字列を検索
するための識別子です。

keyにはスペースを入れることは出来ません。

� クラスは、完全指定の Javaクラス名です。

� argsは、クラスに対する一連の引数です。

以下は、「ツール」メニューに追加される 3 つのアプリケーション (Example GUI、
rlogin、ftp)のエントリを持つファイルの記述例です。

# Format:
# menu_label, class arguments

Example GUI,exampleApp.ExampleGUITool

Rlogin,com.sun.symon.base.client.console.SMSystemCommand
"/usr/openwin/bin/xterm -e rlogin $host" "start rlogin $host"

exampleApp.ExampleSystemCommand:ftp,exampleApp.ExampleSystemCommand

"/usr/openwin/bin/xterm -e ftp $host" "start ftp $host"

注意 –上記例ではテキストが数行に折り返されていますが、各エントリは 1行で指定
してください。

Javaラッパークラス SMSystemCommandは、任意のシェルコマンドを実行します。
このクラスは 2つの引数を使用します。最初の引数は、実行するシェルコマンドで
す。

� プログラム名が指定されている場合は、フルパス名を指定します。

� コマンドに組み込みスペースが含まれる場合は、シェルコマンド全体を二重引用符
で囲みます。

2番目の引数は、Microsoft Windowsクライアント上で実行するコマンドです。以下
は、このコマンドの記述例です。

com.sun.symon.base.client.console.SystemCommand "<shell command>" "<windows command>"

この場合、最初の引数は無視されます。また特殊な変数参照が存在すると、引数上で
変数置換が行われます。置換可能な変数は次の 2つです。
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� $hostは、現在指定されているエージェントホスト名に置き換えられます。
� $portは、現在指定されているポート番号に置き換えられます。

� 「ツール」メニューをカスタマイズする
1. 標準的なテキストエディタを使用して、/var/opt/SUNWsymon/cfg/console-

tools.cfgファイルに行を追加します。

この行で、以下の項目を指定します。

� 「ツール」メニューに名前を表示
� アプリケーションの完全指定の Javaクラス名
� 必要なクラス引数

詳細については、この節の最初を参照してください。

2. アプリケーションの Javaクラスファイルを /opt/SUNWsymon/apps/classes
ディレクトリに設置します。

3. es-tool更新スクリプトを Sun Management Centerのサーバホスト上で実行し
ます。

# /opt/SUNWsymon/sbin/es-tool /var/opt/SUNWsymon/cfg/console-tools.cfg

4. メインコンソールウィンドウの「ファイル」メニューから「終了」を指定して、コ
ンソールを停止します。

5. 「終了」ボタンをクリックして、アプリケーションを終了します。

6. 「ツール」メニューに追加するアプリケーションのコンソールを再起動します。

# /opt/SUNWsymon/sbin/es-start -c

注 –ご使用のサイト構成によっては、Sun Management Centerサーバの再起動が
必要な場合もあります。

Sun Management Center対応モジュー
ル SNMP MIB
Sun Management Centerソフトウェアは、モジュール対応の Simple Network
Management Protocol Management Information Bases (SNMP MIB)を公開していま
す。MIBファイルは、ここでは Sun Management Centerモジュールによって作成さ
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れたデータのAbstract Syntax Notation (ASN.1)仕様で、サン以外の SNMPベース管
理ステーション (HP OpenView、Unicenter™など)がデータ定義として使用するもの
です。Sun Management Centerには、以下のモジュールに対応したMIBが用意され
ています。

� file-scan.mib
� health-monitor-mib.mib
� kernel-reader-mib.mib
� nfsmon-mib.mib
� nfsstat-mib.mib
� print-spool-mib.mib
� process-details-mib.mib
� process-monitor.mib
� trap-mib.mib

上記のMIBはデフォルトで、エージェントレイヤのインストール中に、Sun
Management Centerソフトウェアによって /opt/SUNWsymon/util/cfgディレク
トリにインストールされます。ただし、実際のインストールではベースディレクトリ
が異なる場合があります。

� サン以外の管理ステーションで Sun Management
Center SNMP MIBを使用する
1. MIBを事前処理します。

一部の SNMP管理ステーションはASN.1 MIBを読み込み可能ですが、それ以外の
管理ステーションについては、ASN.1 MIBを読み込み可能な形式に変換する必要
があります。例えば、MIBを Guidelines for the Description of Managed Objects
(GDMO)形式に変換するか、MIBコンパイラを使用して他の中間形式を生成する
必要があります。

2. MIBを読み込みます。

ASN.1 MIBを読み込むか、MIB形式をサン以外の管理ステーション用に事前処理
します。この事前処理では、サン以外の管理ステーションに、MIBで定義された
データのレイアウトと構成の情報を提供します。

3. MIB情報を使用して、Sun Management Centerのエージェントと対話します。

MIBをサン以外の SNMPエージェントに読み込むと、Sun Management Centerの
エージェントと対話してMIBからデータを入手できるようになります。このと
き、MIB-IIプロキシモニタリングモジュールを読み込んで Sun Management
Centerのエージェントを使用可能にする必要があります。

例えば、MIBのいくつかの変数に SNMP Getコマンドを出すことができます。

デフォルトでは、SNMPv1コミュニティー publicと SNMPv2ユーザ名 public
を使用して、Sun Management Centerモジュールを SNMP Getコマンドに対応さ
せます。ただし Sun Management Centerモジュールの設定が異なる場合は、該当
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するコミュニティー名とユーザ名を使用して Sun Management Centerエージェン
トと対話する必要があります。

注 – Sun Management Centerエージェントは SNMPv2 usecベースのセキュリ
ティで動作するため、エージェント上で実行する SNMP設定コマンドに影響があ
ります。詳細は、SNMPv2 usecに関連した Request For Comments (RFCs)を参照
してください。

複数のインスタンスモジュールへのアクセス
SNMPv2では、エージェントに読み込まれたモジュールのインスタンスを複数持つこ
とができるMIBに対して、コンテキストという用語を使います。SNMPv2ベースの
サン以外の管理ステーションを通じてこのタイプのエージェントと対話する場合は、
正しいコンテキスト情報を使用しているかどうか確認してください。ただし、
SNMPv1ベースの管理ステーションを使用している場合は、次の手順でコンテキスト
情報を SNMPコミュニティーに追加します。

コミュニティ:コンテキスト

このコンテキスト情報を追加することで、単一エージェント上で動作する同一モ
ジュールの複数インスタンスからデータにアクセスすることができます。

エージェント起動時の異常終了の対処
Sun Management Centerエージェントには、自らを監視してメモリー使用を制限する
機能が装備されています。エージェントプロセスのメモリー使用のいくつかの制限値
は、次の条件を前提として予め定義されています。

� 読み込まれたモジュール数
� 読み込まれたモジュールタイプ
� 管理されるシステムタイプ

稀に、デフォルトのメモリー使用がエージェントの起動中に制限値を超えて、エー
ジェントが停止することがあります。この場合、エージェントのメモリーサイズに設
定されたデフォルト制限値が不足しています。

メモリー使用が原因かどうかを確認するには、
/var/opt/SUNWsymon/log/agent.logファイルに次のいずれかのメッセージがあ
るか調べます。
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Excessive Virtual Memory Use

Excessive Physical Memory Use

エージェントの起動中にいずれかのメッセージが表示されたら、次の手順でエー
ジェントホストのメモリー使用量を再設定してください。

� エージェントのメモリーサイズを増やす
1. エージェントホストでスーパーユーザになります。

# su -

2. agent-stats-d.defファイルを /var/opt/SUNWsymonにコピーします。

# cp /opt/SUNWsymon/modules/cfg/agent-stats-d.def /var/opt/SUNWsymon/cfg/

3. /var/opt/SUNWsymon/cfg/agent-stats-d.defファイルで、
alarmlimit:error-gtを希望する値に増やします。以下にコードセグメント例
を示します。

単位は Kバイトです。

procstats = {
size = {

statusActions(error-gt)
= abort

statusService(abort)
= _internal

statusCommand(abort)
= abort "Excessive Virtual Memory Use"

alarmlimit:error-gt = 70000
alarmlimit:warning-gt = 60000
alarmlimit:info-gt =

}
.....

}

4. ファイルを保存してエージェントを再起動します。

メインコンソールウィンドウのハング
この節では、特定の状況下でコンソールウィンドウがハングしたときの対処法につい
て説明します。ただし、新規のコンソールウィンドウを起動して Sun Management
Centerサーバに接続しようとすると、メインコンソールウィンドウはハング状態にな
りますが、既存のコンソールウィンドウ接続には影響ありません。
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メインコンソールウィンドウがハングする要因として次が挙げられます。

� サーバメモリーの不足。ソケットの一方の側の読み込み速度と書き込み速度が大き
く異なると、ソケットから読み込みしているスレッドがハングします。Sun
Management Centerサーバ内のクライアント送信待ちのバッファデータ量が大き
くなると、メモリー障害が起こります。バッファデータ量が大きくなり過ぎると、
ソケットに書き込む間にサーバのメモリーが不足してしまいます。こうなると、
サーバは正常な状態に回復しません。

注 –サーバログファイルを監視する場合、次のコマンドを使用して、サーバメモ
リーの不足を示すメッセージを確認してください。/opt/SUNWsymon/sbin/es-
run ctail -f /var/opt/SUNWsymon/log/server.log

� コンソールプロセス用コンソールメモリーの不足。コンソールプロセスのメモ
リー不足を確認するには、メインコンソールウィンドウの「ファイル」メニューか
ら「Sun Management Centerコンソールメッセージ」を指定します。コンソール
メモリーが不足していると、「Sun Management Centerコンソールメッセージ」
ウィンドウにメッセージが表示されます。

メインコンソールウィンドウのハング状態を解消する方法は、不足したメモリータイ
プによって異なります。

� サーバメモリーが不足している場合は、サーバプロセス用メモリーを増設します。
デフォルトサイズは 64Mバイトです。

例えば、デフォルトメモリーを 64Mバイトから 128Mバイトに増やすには、次の
コマンドを使用します。

# es-start -s -- -Xmx128m

注 –サーバを、通常通り es-start -Aコマンドかリブートで起動すると、メモ
リーサイズは自動設定されます。デフォルトメモリーサイズをカスタマイズする場
合は、/opt/SUNWsymon/classes/base/server/bin/es-server.shファイ
ルで、-Xmx64mを希望するサイズに変更します。

� コンソールメモリーが不足している場合は、より大きなメモリーサイズでコンソー
ルを再起動します。

例えば、メモリーを 100Mバイトに増やすには、次のコマンドを使用します。

# es-start -c -- -Xmx100m

これにより、現在のセッションのコンソールにより多くのメモリーが割り当てられ
ます。
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注 –自動的により多くのメモリーを割り当てるには、
/opt/SUNWsymon/classes/base/console/bin/es-console.shファイル
で、デフォルトメモリーサイズを -Xmx64mから希望するサイズに変更します。

データベースのバックアップと復元
ご使用の Sun Management Centerデータベースは、データの消失を防ぐために
時々バックアップする必要があります。例えば、ハードウェアやオペレーティング環
境をアップグレードする前には、必ずデータベースをバックアップしてください。
バックアップは、次のいずれかの方法で行います

� 次のスクリプトを対話モードで実行します。このスクリプトは、データベース
ファイルの保存場所を指定します。

# /opt/SUNWsymon/sbin/es-backup

� サイレントモードで es-backupを実行してスクリプトの質問にデフォルトで応答
するには、次のコマンドを使用します。

# /opt/SUNWsymon/sbin/es-backup -y

データベースファイルが、/var/opt/SUNWsymon/backupディレクトリに保存
されます。

es-backupスクリプトを定期的に実行する場合は、ルーチンベースで実行されるス
クリプトに cronプログラムを設定することができます。この場合、対話の必要をな
くすために、es-backupスクリプトに -yオプションを使用します。

注 –これら２つのスクリプトは、復元またはバックアップを開始する前に Sun
Management Centerプロセスを停止しますが、復元またはバックアップが完了すると
プロセスを再起動します。

システム障害が原因でご使用の Sun Management Centerデータベースに思わぬ問題
が生じた場合は、スーパーユーザとして次の対話スクリプトを実行することで、デー
タベースを復元してください。

# /opt/SUNWsymon/sbin/es-restore

このプロセスは、ファイルシステムのエラーでシステムに障害が発生した場合などに
使用できます。
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付録 B

IPルーティング

この付録では、IPルーティングの概要を述べます。この章の内容は次のとおりです。

� 319ページの「IPアドレス指定の概要」
� 320ページの「サブネットの使用」
� 321ページの「ネットマスクの使用」

これらのトピックについての詳しい総合情報は、『Solarisのシステム管理 (IPサービ
ス)』を参照してください。

IPアドレス指定の概要
IP (インターネットプロトコル)アドレスの長さは 32ビットです。このため、イン
ターネット全体では合計でおよそ 40億個のアドレスが存在できることになります。
各 IPアドレスは、オクテット (8ビット)ごとにドットで区切られて示されます。たと
えば、アドレス 01111111 00000001 00000101 00001010は 127.1.5.10と記述されるか、
あるいは 16進表記により 7f.1.5.a0と記述されることになります。

このようにアドレスは膨大な数に上るため、ネットワークは管理ドメインとして階層
的に編成されます。このような編成から、名前を管理するドメインやネットワークク
ラスなどが定義されるようになりました。サイトの規模はそれぞれ異なるため、IPア
ドレスは大きく 3つの種類 (クラス)に分けられます。大規模サイトは、クラスAのア
ドレスを予約し、224個の個別アドレスを受け取ることができます。小規模サイトは、
クラス Cのアドレスを予約し、2 8個の個別アドレスを受け取ることができます。
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ネットワーククラス
クラスAは、最初のオクテットをネットワークアドレスに使用し、残りのオクテット
をこのネットワーク内のホストアドレスに使用します。たとえば、ネットワークアド
レスが 129.0.0.0のサイトは、129.0.0.0から 129.255.255.255の範囲の 224個のアドレス
を所有します。

ネットワーク ホスト

0xxxxxxx xxxxxxxx xxxxxxxx xxxxxxxx

クラス Bは、2つのオクテットをネットワークアドレスに使用し、残りの 2つをホス
トアドレスに使用します。たとえば、ネットワークアドレスが 129.123.0.0のサイト
は、129.123.0.0から 129.123.255.255の範囲の 216個のアドレスを所有します。

ネットワーク ホスト

10xxxxxx xxxxxxxx xxxxxxxx xxxxxxxx

クラス Cは、3つのオクテットをネットワークアドレスに使用し、残りの 1つをホス
トアドレスに使用します。たとえば、ネットワークアドレスが 129.123.56.0のサイト
は、129.123.56.0から 129.123.56.255の範囲の 28個のアドレスを所有します。

ネットワーク ホスト

110xxxxx xxxxxxxx xxxxxxxx xxxxxxxx

サブネットの使用
ネットワークを分割し、小さなセグメント (サブネット)として利用できます。この手
法は、クラスAネットワークとクラス Bネットワークには欠かせないものです。宛先
アドレスが同じサブネット内であれば、ルーターはそのサブネットの外部へパケット
を転送することはありません。このようなことから、大規模ネットワークをセグメン
ト化すればネットワークトラフィックを相当減らすことができます。例として、クラ
ス Bネットワークを 255個のサブネットにセグメント化する場合を考えてみま
しょう。パケットの宛先がサブネットの外部のホストでないかぎり、ローカルパ
ケットは (256,000個ではなく) 255個のホストに送信されます。
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ネットマスクの使用
ネットマスクは、1が連続し、続いて 0が連続した形となります。ネットマスクを使
用して IPアドレスの論理積をとることにより、サブネットのアドレスを得られます。

ルーターは、パケットを外部のサブネットに転送するべきかどうかをネットマスクを
使用して決定します。たとえば、IPアドレス 129.123.56.95のマシンが IPアドレス
129.123.56.100を持つ別のマシンに電子メールを送るとします。ネットマスク
(255.255.255.0)で両方の IPアドレスの論理積をとると、両方のマシンとも
129.123.56.0となります。この結果ルーターは転送元マシンと宛先マシンが同じサブ
ネット上に存在すると判断し、メールを外部サブネットに転送しません。

これに対し、宛先アドレスが 129.123.67.100であると、サブネットアドレスは
129.123.67.0となります。この場合ルーターは、メールを外部サブネット
(129.123.67.0)に転送します。

注 –これらの例の中には Ethernetリンクにしか当てはまらないものもありますが、原
則はネットワークの種類に関係なく適用されます。
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付録 C

Sun Management Centerソフトウェア
のモジュール

Sun Management Centerソフトウェアは、モジュールを使用してシステムのさまざま
なコンポーネントを監視します。モジュールは、4つのカテゴリ、ハードウェア、オ
ペレーティングシステム、ローカルアプリケーション、およびリモートシステムに分
けることができます。この付録では、第 11章で説明されているモジュールについての
補足的な情報を提供するとともに、これらの 4つのカテゴリに属するモジュールにつ
いて説明します。

個々のシステムに適用できるその他のモジュールについての詳細は、Sun
Management CenterのWebサイト
http://www.sun.com/sunmanagementcenter/を参照してください。

この付録では、以下のモジュールについて説明します。

� ハードウェア

� 326ページの「Sun StorEdge A5x00アレイモジュール」
� 333ページの「Sun StorEdge T3アレイモジュール」

� オペレーティングシステム

� 346ページの「ファイルモニタリングモジュール、バージョン 2.0」
� 347ページの「IPv6計測モジュール、バージョン 1.0」
� 353ページの「カーネルリーダ (簡易)モジュール、バージョン 2.0」
� 364ページの「MIB-II計測モジュール、バージョン 1.0」
� 372ページの「MIB-II (簡易)モジュール、バージョン 1.0」
� 375ページの「NFSファイルシステムモジュール、バージョン 2.0」
� 376ページの「NFS統計情報モジュール、バージョン 2.0」
� 378ページの「Solarisプロセス詳細モジュール、バージョン 2.0」

� ローカルアプリケーションとリモートアプリケーション

� 380ページの「エージェント統計情報モジュール、バージョン 2.0」
� 385ページの「データロギングレジストリモジュール、バージョン 2.0」
� 386ページの「ログ表示用ACL、バージョン 1.0」
� 386ページの「プリントスプーラモジュール、バージョン 3.0」
� 387ページの「HP JetDirectモジュール、バージョン 2.0」
� 388ページの「MIB-IIプロキシモニタリングモジュール、バージョン 2.0」
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� 高度なシステム監視

� 389ページの「ディレクトリサイズモニタリンングモジュール、バージョン
2.0」

� 389ページの「ファイル走査モジュール、バージョン 2.0」
� 391ページの「Hardware Diagnostic Suite、バージョン 2.0」
� 391ページの「状態モニターモジュール、バージョン 2.0」
� 395ページの「カーネルリーダモジュール、バージョン 2.0」
� 396ページの「プロセスモニタリングモジュール、バージョン 2.0」

モジュールの関連性
ほとんどの Sun Management Centerモジュールには、システムの値が一定の範囲を
超える場合に警告を発するデフォルトの監視基準があります。第 12章で説明してい
るように、これらのデフォルトのしきい値は独自のアラームしきい値を作成すること
によって変更できます。

モジュールの中には、行の追加オペレーションを使用して監視対象となるデータプロ
パティを定義するものがあります。これらのモジュールのテーブルは初め空の状態で
す。これらのモジュールを監視するために詳細を指定するには、行の追加オペレー
ションを実行する必要があります。

次の表は、この付録で説明しているモジュールの一覧です。この表では、モジュール
ごとに次の情報を示しています。

� モジュール名
� Sun Management Center 3.5製品に適用されるモジュールのバージョン
� モジュールが自動的に読み込まれるかどうか
� モジュールのコピーを複数読み込むことができるか
� モジュールが行の追加オペレーションを使用するかどうか

表 C–1モジュールの一覧

モジュール名 バージョン
モジュールの自
動読み込み

モジュールの複
数回の読み込み

モジュールの行
の追加ユー
ティリティの使
用

エージェント統計情報 2.0 X

エージェントの更新 1.0

構成リーダ1 1.0 X

データロギングレジストリ 2.0
1 構成リーダモジュールの詳細は、使用しているプラットフォーム独自の補足を参照してください。
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表 C–1モジュールの一覧 (続き)

モジュール名 バージョン
モジュールの自
動読み込み

モジュールの複
数回の読み込み

モジュールの行
の追加ユー
ティリティの使
用

ディレクトリサイズのモニタ
リング

2.0 X X

動的再構成2 1.0

ファイルモニタリング 2.0 O X3

ファイル走査 2.0 X4 X5 X6

HP JetDirect 2.0 O

Hardware Diagnostic Suite 2.0

状態モニター 2.0

IPv6計測 1.0

カーネルリーダ 2.0

カーネルリーダ (簡易) 1.0 X

ログ表示用ACL 1.0 X

MCPマネージャ 1.0

MIB-II計測 1.0

MIB-IIプロキシモニタリング 2.0 X

MIB-IIシステム (簡易) 1.0 X

NFSファイルシステム 2.0 X

NFS統計情報 2.0

プリントスプーラ 3.0 X

プロセスモニタリング 2.0 X X7

Solarisプロセス詳細 2.0

Storage A5x00 1.0

Sun StorEdge T3 1.0
2 動的再構成モジュールの詳細は、使用しているプラットフォーム独自の補足を参照してください。
3 追加される各行は、どのファイルを監視するかを定義します。
4 ファイル走査は、システムログファイル用に自動的に読み込まれます。
5 各インスタンスは走査対象のファイルを特定します。
6 追加される各行は、監視対象ファイル内のどのパターンとの照合を行うかを定義します。その行は走査テーブルに
追加する必要があります。

7 各行は、エージェントホストで動作しているすべてのプロセスから照合を行うパターンを定義します。
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ハードウェアモジュール
以下のモジュールが読み込まれると、これらのモジュールは「詳細」ウィンドウ
の「モジュールブラウザ」タブにある「ハードウェア」セクションに表示されます。

� 326ページの「Sun StorEdge A5x00アレイモジュール」
� 333ページの「Sun StorEdge T3アレイモジュール」

Sun StorEdge A5x00アレイモジュール
このモジュールは、Sun StorEdge A5000、5100、および 5200ストレージデバイスの
状態監視や、これらのデバイス上のアラームの管理に使用できます。以下に示す一連
の表は、各 Sun StorEdge A5x00アレイ固有の規則を示しています。

表 C–2 Sun StorEdge A5x00の規則

規則 プロパティ

sunSmTreeProp ツリー属性

sunSmNodeName Name

timestamp_raw timestamp_raw

timestamp Name

status_change Number Of Modelプロパティ /値が変化した

この値は、以前のスナップショットと現在のスナップショットで違い
がある場合に変化します。

表 C–3 Sun StorEdge A5x00 Senaテーブル

プロパティ 説明

sunSmTreeProp sunSmTreeProp

sunSmNodeName 現在のノード名

entry_no エントリ番号

# dataFormat インスタンス

rowstatus 行のステータス

box_rev Box_rev

device_count Device_count
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表 C–3 Sun StorEdge A5x00 Senaテーブル (続き)
プロパティ 説明

box_id ボックス ID

instance インスタンス

logical_path 論理パス

machine マシン

name Name

node-wwn Node-wwn

physical_path 物理的なパス

platform プラットフォーム

set_flg セットフラグ

slot_count Slot_count

type 種類

vendor_name Vendor_name

virtual_node Virtual_node

表 C–4 Sun StorEdge A5x00正面テーブル

プロパティ 説明

sunSmTreeProp sunSmTreeProp

sunSmNodeName 現在のノード名

entry_no エントリ番号

instance インスタンス

表 C–5 Sun StorEdge A5x00背面テーブル

プロパティ 説明

sunSmTreeProp sunSmTreeProp

sunSmNodeName 現在のノード名

entry_no エントリ番号

entry number インスタンス
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表 C–6 Sun StorEdge A5x00ディスクバックプレーン

プロパティ 説明

sunSmTreeProp sunSmTreeProp

sunSmNodeName 現在のノード名

entry_no エントリ番号

byp_a_enabled Byp_a_enabled

byp_b_enabled Byp_b_enabled

fru fru

status 状態

alarmRules rpho400

表 C–7 Sun StorEdge A5x00ファントレーテーブル

プロパティ 説明

sunSmTreeProp sunSmTreeProp

sunSmNodeName 現在の名前

entry_no エントリ番号

fan_fail Fan_fail

fru fru

speed 速度

status 状態

alarmRules rpho401

type 種類

表 C–8 Sun StorEdge A5x00 Ledテーブル

プロパティ 説明

sunSmTreeProp ツリー属性

sunSmNodeName Name

entry_no エントリ番号

led-num LED No

state 状態
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表 C–9 Sun StorEdge A5x00正面スロットテーブル

プロパティ 説明

front_slotTbl Front_slot Table

sunSmTreeProp sunSmTreeProp

sunSmNodeName 現在の名前

entry_no エントリ番号

connect_disk connect_disk_name

id ID

loop_status Loop_status

alarmRules rpho411

power_status power-status

alarmRules rpho414

slot-num Slot-num

status 状態

temperature 温度

temperature_status Temperature_status

alarmRules rpho407

表 C–10 Sun StorEdge A5x00背面スロットテーブル

プロパティ 説明

sunSmTreeProp sunSmTreeProp

sunSmNodeName 現在の名前

entry_no エントリ番号

connect_disk connect_disk_name

id ID

loop_status Loop_status

alarmRules rpho412

power_status power-status

alarmRules rpho414

slot-num Slot-num
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表 C–10 Sun StorEdge A5x00背面スロットテーブル (続き)
プロパティ 説明

status 状態

temperature 温度

temperature_status Temperature_status

alarmRules rpho408

表 C–11 Sun StorEdge A5x00ディスクテーブル

プロパティ 説明

sunSmTreeProp sunSmTreeProp

sunSmNodeName 現在の名前

entry_no エントリ番号

capacity 容量

device_type デバイスの種類

firmware_revision firmware_revision

fru Fru

hard_address ハードアドレス

instance インスタンス

logical_path logical_path

mounted_partitions マウントされたパーティション

name Name

node-wwn ノードWWN

physical_path physical_path

port-wwn ポートWWN

product_name product_name

revision リビジョン

serial_number serial_number

status 状態

alarmRules rpho406

vendor_name vendor_name
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表 C–12 Sun StorEdge A5x00 Sena電源装置テーブル

プロパティ 説明

sunSmTreeProp sunSmTreeProp

sunSmNodeName 現在の名前

entry_no エントリ番号

fru Fru

AC_status AC_status

DC-current DC-current

DC-voltage DC-voltage

ps-instance Ps-instance

status 状態

alarmRules rpho402

temperature_status Temperature_status

alarmRules rpho409

type 種類

表 C–13 Sun StorEdge A5x00インターコネクトテーブル

プロパティ 説明

sunSmTreeProp sunSmTreeProp

sunSmNodeName 現在の名前

entry_no エントリ番号

eprom_failure Eprom_failure

fru Fru

status 状態

alarmRules rpho405

表 C–14 Sun StorEdge A5x00インタフェースボードテーブル

プロパティ 説明

interface_board-entry entry_no

sunSmTreeProp sunSmTreeProp

sunSmNodeName 現在の名前
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表 C–14 Sun StorEdge A5x00インタフェースボードテーブル (続き)
プロパティ 説明

entry_no エントリ番号

fru Fru

interface_board-
instance

Ib-Instance

loop ループ

loop0_fault Loop0_fault

loop1_fault Loop1_fault

status 状態

alarmRules rpho400

temperature_status temperature_status

alarmRules rpho410

表 C–15 Sun StorEdge A5x00ループ – Gbicテーブル

プロパティ 説明

sunSmTreeProp sunSmTreeProp

sunSmNodeName 現在の名前

entry_no エントリ番号

fru Fru

loop-instance Gbic-Instance

status 状態

alarmRules rpho413

loop_configuration_status ループ構成

表 C–16 Sun StorEdge A5x00の規則

規則 説明

rpho414 ファイバチャネルオフライン

rpho415 ファイバチャネル CRCエラー

rpho416 ASC 0x47

rpho417 ドライブ操作マージン
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表 C–16 Sun StorEdge A5x00の規則 (続き)
規則 説明

rpho418 障害の予測

rpho419 sbusにおける不完全な DMA XFER

rpho420 オフラインのタイムアウト

rpho421 soc lilpマップの失敗

Sun StorEdge T3アレイモジュール
このモジュールは、Sun StorEdge T3ストレージデバイスの状態監視や、これらのデ
バイス上のアラームの管理に使用できます。

表 C–17 Sun StorEdge T3モジュール –基本プロパティテーブル

プロパティ 説明

sunSmTreeProp sunSmTreeProp

sunSmNodeName 現在の名前

t300name t300name

rowstatus 行のステータス

sysId id

sysVendor ベンダー

sysModel モデル

sysRevision ファームウェアリビジョン

sysStatus エージェントと T300ストレージボックス間の接続のステータス

sysIpAddr IPアドレス

sysSubNet サブネットマスク

sysGateway ゲートウェイ

sysBootMode ブートモード

sysBootDelay ブート遅延

sysMpSupport マルチパスサポート

sysHasVolumes ボリュームを採用
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表 C–18 Sun StorEdge T3モジュール –拡張プロパティテーブル

プロパティ 説明

t300name t300name

rowstatus 行のステータス

sysStripeUnitSize ストライプユニットサイズ

sysCacheMode キャッシュモード

sysCacheMirror キャッシュミラー

sysReadAhead 先読み

sysReconRate reconRate

sysOndgMode ondgMode

sysOndgTimeslice ondgTimeslice

sysTftpHost tftpホスト

sysTftpFile tftpファイル

sysLastRestart 前の再起動時間

sysDate 日付

sysTime 時間

sysTimezone 時間帯

表 C–19 Sun StorEdge T3モジュール –統計情報プロパティテーブル

プロパティ 説明

t300name t300name

sysTotalRequests 要求の合計数

sysWriteRequests 書き込み要求

sysReadRequests 読み取り要求

sysTotalBlocks ブロックの合計数

sysBlocksWritten 書き込まれたブロック数

sysBlocksRead 読み取られたブロック数

sysCacheWriteHits cacheWriteHits

sysCacheWriteMisses cacheWriteMisses

sysCacheReadHits cacheReadHits
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表 C–19 Sun StorEdge T3モジュール –統計情報プロパティテーブル (続き)
プロパティ 説明

sysCacheReadMisses cacheReadMisses

sysCacheRmwFlushes sysCacheRmwFlushes

sysCacheReconFlushes cacheReconFlushes

sysCacheStripeFlushes cacheStripeFlushes

clear-flag clear flag

表 C–20 Sun StorEdge T3モジュール –ユニットテーブル

プロパティ 説明

sunSmTreeProp sunSmTreeProp

sunSmNodeName 現在の名前

t300name t300name

unitId ユニット ID

unitType ユニットの種類

unitStandby 待機

unitIsControllerUnit isControllerUnit

machine マシン

platform プラットフォーム

表 C–21 Sun StorEdge T3モジュール –ディスクテーブル

プロパティ 説明

sunSmTreeProp sunSmTreeProp

sunSmNodeName 現在の名前

entry_no エントリ番号

表 C–22 Sun StorEdge T3モジュール –ディスクプロパティテーブル

プロパティ 説明

sunSmTreeProp sunSmTreeProp

sunSmNodeName 現在の名前

t300name t300name
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表 C–22 Sun StorEdge T3モジュール –ディスクプロパティテーブル (続き)
プロパティ 説明

unitId ユニット ID

fruStatus status

alarmRules rple400

fruDiskRole ディスクロール

fruDiskCapacity ディスクの容量

fruDiskTemp 温度

fruID

fruState

fruVendor

fruModel

fruRevision

fruSerialNo

fruErrors

表 C–23 Sun StorEdge T3モジュール –拡張プロパティテーブル

プロパティ 説明

t300name t300name

unitId ユニット ID

fruId Fru ID

fruDiskPort1State port1の状態

fruDiskPort2State port2の状態

fruDiskStatusCode ステータスコード

fruDiskVolId ディスクボリューム ID

fruDiskVolIndex ディスクボリュームインデックス

fruDiskVolName ディスクボリューム名

fruDiskIsRebuildable

fruDiskIsRoleData isRoleData

fruDiskIsRoleStandby isRoleStandby

fruDiskIsRoleUndefined sUndefined
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表 C–23 Sun StorEdge T3モジュール –拡張プロパティテーブル (続き)
プロパティ 説明

fruDiskIsExpendable isExpendable

表 C–24 Sun StorEdge T3モジュール –コントローラ

プロパティ 説明

sunSmTreeProp sunSmTreeProp

sunSmNodeName 現在の名前

entry_no エントリ番号

表 C–25 Sun StorEdge T3モジュール –コントローラテーブル

プロパティ 説明

sunSmTreeProp sunSmTreeProp

sunSmNodeName 現在の名前

t300name t300name

unitId ユニット ID

fruStatus status

fruState

fruVendor

fruModel

fruRevision

fruSerialNo

fruErrors

alarmRules rple401

表 C–26 Sun StorEdge T3モジュール –ループカード

プロパティ 説明

loopcards-entry entry_no

sunSmTreeProp sunSmTreeProp

sunSmNodeName 現在の名前

entry_no エントリ番号
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表 C–27 Sun StorEdge T3モジュール –ループカードテーブル

プロパティ 説明

sunSmTreeProp sunSmTreeProp

sunSmNodeName 現在の名前

t300name t300name

unitId ユニット ID

fruId

fruState

fruVendor

fruModel

fruRevision

fruSerialNo

fruErrors

fruStatus status

fruLoopMode ループモード

fruLoopCable1State cable1の状態

fruLoopCable2State cable2の状態

fruLoopTemp 温度

alarmRules rple402

表 C–28 Sun StorEdge T3モジュール –電源冷却装置テーブル

プロパティ 説明

sunSmTreeProp sunSmTreeProp

sunSmNodeName 現在の名前

t300name t300name

unitId ユニット ID

fruStatus status

fruPowerPowOutput出力の状態

fruPowerPowSource入力ソース

fruPowerPowTemp 温度
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表 C–28 Sun StorEdge T3モジュール –電源冷却装置テーブル (続き)
プロパティ 説明

fruPowerFan1State fan1の状態

fruPowerFan2State fan2の状態

fruPowerBatState バッテリの状態

fruPowerBatLife バッテリの寿命

fruPowerBatUsed 使用済みバッテリ容量

fruId

fruState

fruVendor

fruModel

fruRevision

fruSerialNo

fruErrors

alarmRules rple403

表 C–29 Sun StorEdge T3モジュール –ミッドプレーンテーブル

プロパティ 説明

sunSmTreeProp true

sunSmNodeName 現在の名前

t300name t300name

unitId ユニット ID

fruStatus status

fruId

fruState

fruVendor

fruModel

fruRevision

fruSerialNo

fruErrors

fruId
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表 C–29 Sun StorEdge T3モジュール –ミッドプレーンテーブル (続き)
プロパティ 説明

fruState

fruVendor

fruModel

fruRevision

fruSerialNo

fruErrors

表 C–30 Sun StorEdge T3モジュール –ボリューム (基本プロパティテーブル)

プロパティ 説明

sunSmTreeProp sunSmTreeProp

sunSmNodeName 現在の名前

t300name t300name

unitId ユニット ID

volId ボリューム ID

volName ボリューム名

volWWN ボリュームWWN

volStatus ボリュームステータス

volCacheMode キャッシュモード

volCacheMirror キャッシュミラー

volCapacity ボリュームの容量

volArrayWidth ドライブ番号

volRaidLevel ボリュームの RAID (Redundant Array of Independent/Inexpensive
Disks)レベル

volDisabledDisk

volSubstitutedDisk

volInitRate

volVerifyRate
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表 C–31 Sun StorEdge T3モジュール –統計情報プロパティテーブル

プロパティ 説明

t300name t300name

unitId ユニット ID

volId ボリューム ID

volTotalRequests 要求の合計数

volWriteRequests 書き込み要求

volReadRequests 読み取り要求

volTotalBlocks ブロックの合計数

volBlocksWritten 書き込まれたブロック数

volBlocksRead 読み取られたブロック数

volSoftErrors ソフトエラー

volFirmErrors ファームエラー

volHardErrors ハードエラー

volCacheWriteHits cacheWriteHits

volCacheWriteMisses cacheWriteMisses

volCacheReadHits cacheReadHits

volCacheReadMisses cacheReadMisses

volCacheRmwFlushes cacheRmwFlushes

volCacheReconFlushes cacheReconFlushes

volCacheStripeFlushes cacheStripeFlushes

clear-flag クリアフラグ

表 C–32 Sun StorEdge T3モジュール –ポート

プロパティ 説明

sunSmTreeProp sunSmTreeProp

sunSmNodeName 現在の名前

entry_no エントリ番号

付録 C • Sun Management Centerソフトウェアのモジュール 341



表 C–33 Sun StorEdge T3モジュール –ポート (基本プロパティテーブル)

プロパティ 説明

sunSmTreeProp sunSmTreeProp

sunSmNodeName 現在の名前

t300name t300name

unitId ユニット ID

portId ポート ID

portWWN ポートWWN

portStatus ポートステータス

portType ポートの種類

portFruId port fruId

portSunHost port sunHost

portFibreCount ファイバ数

portFibreAlpaMode ALPAモード

portFibreAlpa ALPA

表 C–34 Sun StorEdge T3モジュール –統計情報プロパティテーブル

プロパティ 説明

t300name 300name

unitId ユニット ID

portId ポート ID

portTotalRequests 要求の合計数 (読み取り要求プラス書き込み要求)

portWriteRequests 書き込み要求

portReadRequests 読み取り要求

portTotalBlocks ブロックの合計数

portBlocksWritten 書き込まれたブロック数

portBlocksRead 読み取りブロック数

表 C–35 Sun StorEdge T3モジュール –アタッチメントテーブル

プロパティ 説明

sunSmTreeProp sunSmTreeProp
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表 C–35 Sun StorEdge T3モジュール –アタッチメントテーブル (続き)
プロパティ 説明

sunSmNodeName 現在の名前

entry_no エントリ番号

表 C–36 Sun StorEdge T3モジュール –アタッチメントテーブル

プロパティ 説明

sunSmTreeProp sunSmTreeProp

sunSmNodeName 現在の名前

t300name t300name

unitId ユニット ID

portId ポート ID

attachId 接続 ID

attachLun 接続 LUN

attachMode 接続モード

attachVolId 接続ボリューム ID

attachVolName 接続ボリューム名

表 C–37 Sun StorEdge T3モジュール –ループ

プロパティ 説明

sunSmTreeProp sunSmTreeProp

sunSmNodeName 現在の名前

entry_no エントリ番号

表 C–38 Sun StorEdge T3モジュール –ループテーブル

プロパティ 説明

sunSmTreeProp sunSmTreeProp

sunSmNodeName 現在の名前

t300name t300name

unitId ユニット ID

loopId ループ ID
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表 C–38 Sun StorEdge T3モジュール –ループテーブル (続き)
プロパティ 説明

loopStatus ループのステータス

loopMux ループMUX

loopIsAvailable isAvailable

loopIsReserved isReserved

loopIsIsolated isIsolated

loopIsTop isTop

loopIsBottom isBottom

loopIsMiddle isMiddle

表 C–39 Sun StorEdge T3モジュール –ミッドプレーンテーブル

プロパティ 説明

entry_no エントリ番号

sunSmTreeProp sunSmTreeProp

sunSmNodeName 現在の名前

表 C–40 Sun StorEdge T3モジュール –電源装置テーブル

プロパティ 説明

entry_no エントリ番号

sunSmTreeProp sunSmTreeProp

sunSmNodeName 現在の名前

表 C–41 Sun StorEdge T3モジュール –ボリュームテーブル

プロパティ 説明

entry_no エントリ番号

sunSmTreeProp sunSmTreeProp

sunSmNodeName 現在の名前
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表 C–42 Sun StorEdge T3モジュール –ロギングテーブル

プロパティ 説明

t300name

sunSmTreeProp sunSmTreeProp

sunSmNodeName 現在の名前

rowstatus

logStatus

logPort

logTo

logLevel

表 C–43 Sun StorEdge T3モジュール –規則

規則 説明

rple201 コントローラエラー

rple202 電源 /冷却装置のエラー

rple203 ループカードのエラー

rple204 ディスクエラー

rple205 コントローラについての警告

rple206 電源 /冷却装置についての警告

rple207 ループカードについての警告

rple208 ディスクについての警告

rple209 DCのエラー

rple210 電源装置が無効

rple211 電源装置の電源がオフ

rple212 電源装置のエラー

rple213 バッテリなし

rple214 ループカードなし

rple215 相互接続用ケーブルなし

rple216 ループカード無効

rple220 ディスクエラー
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表 C–43 Sun StorEdge T3モジュール –規則 (続き)
規則 説明

rple221 電源 /冷却装置のエラー

rple222 電源 /冷却装置のエラー

rple223 コントローラについての警告

rple224 ループカードについての警告

rple225 ディスクについての警告

rple226 ディスクについての警告

rple227 電源 /冷却装置についての警告

オペレーティングシステム
このソフトウェアには、ホスト上のオペレーティングシステムを監視するモジュール
がいくつか含まれています。以下のモジュールを読み込むと、「詳細」ウィンドウ
の「モジュールブラウザ」タブにある「オペレーティングシステム」セクションにこ
れらのモジュールが表示されます。

� 346ページの「ファイルモニタリングモジュール、バージョン 2.0」
� 347ページの「IPv6計測モジュール、バージョン 1.0」
� 353ページの「カーネルリーダ (簡易)モジュール、バージョン 2.0」
� 364ページの「MIB-II計測モジュール、バージョン 1.0」
� 372ページの「MIB-II (簡易)モジュール、バージョン 1.0」
� 375ページの「NFSファイルシステムモジュール、バージョン 2.0」
� 376ページの「NFS統計情報モジュール、バージョン 2.0」
� 378ページの「Solarisプロセス詳細モジュール、バージョン 2.0」

ファイルモニタリングモジュール、バージョン 2.0
このモジュールは、ホスト上のファイルを監視するために使用できます。ファイルモ
ニタリングモジュールのインスタンスを複数読み込むことによって、任意のファイル
または任意の数のファイルを分離し、それらのファイルを個別に監視できます。この
モジュールでは、データプロパティ一覧のための行を追加する必要があります。詳細
については、137ページの「データプロパティテーブルに行を追加する」を参照して
ください。

次の表は、ファイルモニタリング状態プロパティの名称と説明を示しています。
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表 C–44ファイルモニタリングのプロパティ

プロパティ 説明

名前 監視されるファイルの名前

説明 追加時にこのファイルに付けられる説明語句

ファイル名 監視されるファイル

最終修正 そのファイルが最後に変更された日時

ファイルサイズ
(バイト)

ファイルのサイズ

サイズ率 (バイ
ト/秒)

1秒間に書き込まれるバイト数

IPv6計測モジュール、バージョン 1.0
この節では、IPv6計測モジュールについて、次の 4つのグループに分けて説明してい
ます。

� 347ページの「IPv6の IPグループプロパティ」
� 350ページの「IPv6 TCPプロパティ」
� 351ページの「IPv6 UDPプロパティ」
� 351ページの「IPv6 ICMPプロパティ」

IPv6の IPグループプロパティ
この節の各表では、IPv6の IPグループプロパティについて示します。

次の表は、IPv6の IPグループテーブルに挙げられているプロパティを示していま
す。

表 C–45 IPv6の IPグループテーブル

プロパティ 説明

IPv6転送 有効になっている転送の回数

IPv6のデフォルトのホップしきい値 ホップ制限 (デフォルト 255)

IPv6インタフェース インタフェースの数

IPv6経路番号 経路番号

次の表は、IPv6 IFテーブルに挙げられているプロパティを示しています。
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表 C–46 IPv6 IFテーブル

プロパティ 説明

IPv6 IFインデックス インデックス

IPv6 IF説明 説明

IPv6 IFの下位レイヤ

IPv6 IF実行MTU

IPv6 IF最大再構成サイズ

IPv6 IFの ID

IPv6 IFの ID長

IPv6 IFの物理アドレス

IPv6 IFの管理状態

IPv6 IFの稼動状態

次の表は、IPv6 IF統計情報テーブルに挙げられているプロパティを示しています。

表 C–47 IPv6 IF統計情報テーブル

プロパティ 説明

IPv6 IFインデックス

IPv6 IF統計情報入力受信

IPv6 IF統計情報入力ヘッダエラー エラーのある着信ヘッダーの数

IPv6 IF統計情報 大きすぎた着信パケットの数

IPv6 IF統計情報入力経路なし

IPv6 IF統計情報入力アドレスエラー

IPv6 IF統計情報入力プロトコル不明

IPv6 IF統計情報入力パケット切り詰め 切り捨てられた着信パケットの数

IPv6 IF Stats入力廃棄

IPv6 IF Stats入力配信

IPv6 IF Stats出力転送データグラム

IPv6 IF Stats出力要求

IPv6 IF Stats出力廃棄

IPv6 IF Stats出力分割成功
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表 C–47 IPv6 IF統計情報テーブル (続き)
プロパティ 説明

IPv6 IF Stats出力分割失敗

IPv6 IF Stats出力断片作成

IPv6 IF Stats再構成要求 再アセンブルされた ?

IPv6 IF Stats再構成成功

IPv6 IF Stats再構成失敗

IPv6 IF Stats入力マルチキャストパケット

IPv6 IF Stats出力マルチキャストパケット

次の表は、IPv6アドレス接頭辞テーブルに挙げられているプロパティを示していま
す。

表 C–48 IPv6アドレス接頭辞テーブル

プロパティ 説明

IPv6 IFインデックス

IPv6アドレス接頭辞 物理アドレスの接頭辞

IPv6アドレス接頭辞の長さ

IPv6アドレス接頭辞 On Linkフラグ

IPv6アドレス接頭辞Autonomousフラグ

次の表は、IPv6アドレステーブルに挙げられているプロパティを示しています。

表 C–49 IPv6アドレステーブル

プロパティ 説明

IPv6 IFインデックス

IPv6アドレスのアドレス

IPv6アドレスの接頭辞の長さ

IPv6アドレスタイプ

IPv6アドレスのAnycastフラグ

IPv6アドレスの状態

次の表は、IPv6経路テーブルに挙げられているプロパティを示しています。
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表 C–50 IPv6経路テーブル

プロパティ 説明

IPv6経路終点

IPv6経路接頭辞の長さ

IPv6経路インデックス

IPv6経路 IFインデックス

IPv6経路の次ホップ

IPv6経路タイプ

IPv6経路プロトコル

IPv6経路ポリシー

IPv6経路経過時間

IPv6経路次ホップ RDI

IPv6経路メトリック

IPv6経路の重み

IPv6経路情報

IPv6経路有効

次の表は、IPv6 Net to Mediaテーブルに挙げられているプロパティを示しています。

表 C–51 IPv6 Net To Mediaテーブル

プロパティ

IPv6N2M IFインデックス

IPv6N2Mネットワークアドレス

IPv6N2M物理アドレス

IPv6N2Mタイプ

IPv6N2M状態

IPv6N2M最終更新

IPv6N2M有効

IPv6 TCPプロパティ
次の表は、IPv6接続テーブルに挙げられているプロパティを示しています。
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表 C–52 IPv6接続テーブル

プロパティ 説明

IPv6接続の状態 接続状態

IPv6接続のローカルアドレス 接続に使用されているローカル IPアドレス

IPv6接続のローカルポート 接続に使用されているローカルポート番号

IPv6接続のリモートアドレス 接続に使用されているリモート IPアドレス

IPv6接続のリモートポート 接続に使用されているリモートポート番号

IPv6 UDPプロパティ
次の表は、IPv6 UDPテーブルに挙げられているプロパティを示しています。

表 C–53 IPv6 UDPテーブル

プロパティ 説明

IPv6 UDPのローカルアドレス IPアドレス

IPv6 UDPのローカルポート ポート番号

IPv6 UDP IFインデックス インデックス

IPv6 ICMPプロパティ
次の表は、IPv6 IF ICMPテーブルに挙げられているプロパティを示しています。

表 C–54 IPv6 IF ICMPテーブル

プロパティ 説明

IPv6 IFインデックス

IPv6 IF ICMP入力メッセージ 着信メッセージの数

IPv6 IF ICMP入力エラー 着信エラーの数

IPv6 IF ICMP入力宛先到達不可 到達できない着信先の数

IPv6 IF ICMP入力管理禁止

IPv6 IF ICMP入力時間超過

ivp6 If ICMP入力パラメータ異常

ivp6 If ICMP入力パケットサイズオーバー
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表 C–54 IPv6 IF ICMPテーブル (続き)
プロパティ 説明

IPv6 IF ICMP入力エコー

IPv6 IF ICMP入力エコー応答

IPv6 IF ICMP入力ルータ依頼

IPv6 IF ICMP入力ルータ通知

IPv6 IF ICMP入力ネイバー依頼

IPv6 IF ICMP入力ネイバー通知

IPv6 IF ICMP入力リダイレクト

IPv6 IF ICMP入力グループメンバー照会

IPv6 IF ICMP入力グループメンバー応答

IPv6 IF ICMP入力グループメンバー削減

IPv6 IF ICMP出力メッセージ

IPv6 IF ICMP出力エラー

IPv6 IF ICMP出力宛先到達不可

Ipv6 If ICMP出力管理禁止

IPv6 IF ICMP出力時間超過

IPv6 IF ICMP出力パラメータ異常

IPv6 IF ICMP出力パケットサイズオーバー

IPv6 IF ICMP出力エコー

IPv6 IF ICMP出力エコー応答

IPv6 IF ICMP出力ルータ依頼

IPv6 IF ICMP出力ルータ通知

IPv6 IF ICMP出力ネイバー依頼

IPv6 IF ICMP出力ネイバー通知

IPv6 IF ICMP出力リダイレクト

IPv6 IF ICMP出力グループメンバー照会

IPv6 IF ICMP出力グループメンバー応答

IPv6 IF ICMP出力グループメンバー削減
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カーネルリーダ (簡易)モジュール、バージョン 2.0
カーネルリーダ (簡易)モジュールは、ビジー状態で待ち行列が長くなりつつある
ディスクを見つけると警告アラームを生成します。

警告アラームは、ディスクが 75%を超えてビジー状態で、かつ待ち行列の平均の長さ
が 10を超えており、待ち行列が長くなりつつある場合に発生します。警告アラーム
は、ディスクのビジー状態が 70%未満となり、待ち行列の平均長が 8未満になるまで
続きます。同様に、このモジュールはスワップ空間の 90%が使用された状態となった
場合にも警告アラームを生成します。この場合のアラームは、使用されているス
ワップ空間がトータルスワップ空間の 80%未満になるまで続きます。

次の表は、該当するカーネルリーダモジュールのデフォルトのアラームしきい値を示
しています。

表 C–55カーネルリーダモジュールのアラームしきい値

アラームしきい値のメッセージ 状態

エラー ファイルシステム kpctUsedが 98を超えている場合

警告 ファイルシステム kpctUsedが 90を超えている場合

エラー ファイルシステム iノードの割合が 90を超えている場
合

警告 ファイルシステム iノードの割合が 80を超えている場
合

ユーザ統計情報テーブル
次の表は、ユーザ統計情報に関連したプロパティの概要を示しています。

表 C–56ユーザ統計情報プロパティ

プロパティ 説明

コンソールユーザ コンソールに現在ログインしているユーザ

ユーザ数 現在ログインしているユニークユーザの数

ユーザセッション数 現在アクティブなユーザセッションの数

最大コンソールユーザ 最後のリブート以来一番多くシステムコンソールにロ
グインしたユーザのログイン名

プロセス間通信テーブル
この節の各表は、プロセス間通信に関連したプロパティについて説明しています。

次の表は、共有メモリプロパティについて説明しています。
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表 C–57 IPC共有メモリプロパティ

プロパティ 説明

総共有メモリセグ
メント数

当初利用できる共有メモリセグメントの合計数

使用可能な共有メ
モリセグメント数

現在利用できる共有メモリセグメントの数

使用共有メモリセ
グメント

ユニット全体に占める使用されている共有メモリセグメントの割合

次の表は、セマフォプロパティについて説明しています。

表 C–58 IPCセマフォプロパティ

プロパティ 説明

総セマフォ数 現在使用できるセマフォの合計数

使用セマフォ 全体に占める使用済みセマフォの割合

次の表は、システム負荷統計情報のプロパティについて概要を述べたものです。

表 C–59システム負荷統計情報プロパティ

プロパティ 説明

直前 1分間の負荷
平均

過去 1分間における読み込みの平均

直前 5分間の負荷
平均

過去 5分間における読み込みの平均

直前 15分間の負
荷平均

過去 15分間における読み込みの平均

ディスク統計情報によって管理されるオブジェクトのテー
ブル
この節の各表は、ディスク統計情報のプロパティについて概要を述べています。

次の表は、ディスク詳細のプロパティについて概要を述べたものです。
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表 C–60ディスク詳細プロパティ

プロパティ 説明

ディスク名 ディスクの名前 (例: sd0)

ディスク別名 ディスクの名前 (例: c0t0d0)

1秒あたりの読み取り 1秒あたりの読み取りオペレーションの数

1秒あたりの書き込み 1秒あたりの書き込みオペレーションの数

1びょうあたりの処理 (読み取りと書
き込み)

1秒あたりのオペレーション (読み取りと書き込み)の数

読み取りバイト数 読み取られたバイトの数

書き込みバイト数 書き込まれたバイトの数

転送バイト数 (読み取りと書き込み) 転送されたバイトの数 (読み取りと書き込み)

平均待ちトランザクション数 待機しているトランザクションの平均数

平均実行トランザクション数 動作しているトランザクションの平均数

次の表は、ディスクサービス時間のプロパティについて概要を述べたものです。

表 C–61ディスクサービス時間プロパティ

プロパティ 説明

ディスク名 ディスクの名前 (例: sd0)

ディスク別名 ディスクの名前 (例: c0t0d0)

トランザクション
のサービス待ち時
間率 (%)

サービスを待機しているトランザクションが存在する時間の割合 (待ち行
列の長さ)

ディスクのビジー
時間率 (%)

ディスクがビジー状態である (トランザクションが動作している)時間の割
合

平均サービス待ち
時間

平均的なサービス待ち時間

平均サービス実行
時間

平均的なサービス実行時間

平均サービス時間 平均的なサービス時間

規則 404 メタディスク規則

次の表は、入出力エラー統計情報のプロパティについて概要を述べたものです。
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表 C–62入出力エラー統計情報プロパティ

プロパティ 説明

デバイス 説明的な語句で示されたデバイス名

ソフトウェアエ
ラー

ソフトウェアエラーの合計数

ハードウェアエ
ラー

ハードウェアエラーの合計数

トランスポートエ
ラー

伝送エラーの合計数

総エラー数 エラーの合計数

入出力エラー統計情報テーブルの下には、次の 2つのテーブルが存在します。

表 C–63デバイスエラーテーブル

プロパティ 説明

デバイス 説明的な語句で示されたデバイス名

ソフトウェアエ
ラー

ソフトウェアエラーの合計数

ハードウェアエ
ラー

ハードウェアエラーの合計数

トランスポートエ
ラー

伝送エラーの合計数

総エラー数 エラーの合計数

表 C–64テープエラーテーブル

プロパティ 説明

デバイス 説明的な語句で示されたデバイス名

ソフトウェアエ
ラー

ソフトウェアエラーの合計数

ハードウェアエ
ラー

ハードウェアエラーの合計数

トランスポートエ
ラー

伝送エラーの合計数

総エラー数 エラーの合計数
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ファイルシステム使用状況テーブル
次の表は、ファイルシステム使用状況のプロパティについて概要を述べたものです。

表 C–65ファイルシステム使用状況プロパティ

プロパティ 説明

インデックス マウントポイントのインデックス

マウント先 ファイルシステムのマウントポイント

ディスク名 デバイスの名前 (/dev/dsk/...)

サイズ (KB) ファイルシステムの合計サイズ (単位: Kバイト)

未使用サイズ (KB) 使用できるディスク容量 (単位: Kバイト)

未使用サイズ (KB、ルート以外) スーパーユーザ以外が使用できるディスク容量 (単位: K
バイト)

使用率 (%) すでに使用されているディスク容量の割合

総 iノード数 ファイルシステムの合計サイズ (単位: Kバイト)

使用可能な iノード そのファイルシステムで使用できるディスク容量 (単位:
Kバイト)

iノード使用率 (%) 使用されている iノードの割合

注 – UFSファイルシステム使用状況と VXFSファイルシステム使用状況フォルダの最
近のファイルをすべて検索 (2または 10メガバイト以上)プローブコマンドは、24時
間以内に作成または変更されたファイルだけを見つけます。UFSファイルシステム使
用状況と VXFSファイルシステム使用状況用のファイルをすべて検索 (2または 10メ
ガバイト以上)プローブコマンドは、作成または変更された日時にかかわらずすべて
のファイルを見つけます。プローブコマンドの詳細は、
139ページの「プロパティを探索する」を参照してください。

CPU統計情報テーブル
この節の表では、CPU統計情報によって管理されるオブジェクトのプロパティについ
て概要を述べています。

次の表は、CPU使用状況のプロパティについて概要を述べたものです。
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表 C–66 CPU Usageプロパティ

プロパティ 説明

CPU番号 CPU番号

CPUアイドル時間率 (%) CPUがアイドルモードに充てる時間の割合

CPUユーザ時間率 (%) CPUがユーザモードに充てる時間の割合

CPUカーネル時間率 (%) CPUがカーネルモードに充てる時間の割合

CPU待ち時間率 (%) CPUがウェイトモードに充てる時間の割合

入出力の CPU待ち時間率 (%) CPUが I/Oのためウェイトモードに充てる時間の割合

スワップの CPU待ち時間率 (%) CPUがスワップのためにウェイトモードに充てる時間
の割合

PIOの CPU待ち時間率 (%) CPUが PIOのためにウェイトモードに充てる時間の割
合

定期アイドルスレッドの時間 CPUがスケジュールされたスレッドのためにアイドル
時間に充てる割合

規則 403 メタ CPU規則

次の表は、CPUプロセスのプロパティについて概要を述べたものです。

表 C–67 CPU Processテーブル

プロパティ 説明

実行待ち行列中の
プロセス

実行待ち行列内のプロセス

待ちプロセス 待機中のプロセス

スワップされたプ
ロセス

スワップされたプロセス

CPU数 CPUの合計数

次の表は、CPU入出力のプロパティについて概要を述べたものです。

表 C–68 CPU入出力プロパティ

プロパティ 説明

CPU番号 中央処理装置 (CPU)の番号

物理ブロック読み取り 物理的なブロック読み取りの回数

物理ブロック書き込み 物理的なブロック書き込みの回数
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表 C–68 CPU入出力プロパティ (続き)
プロパティ 説明

論理ブロック読み取り 論理的なブロック読み取りの回数

論理ブロック書き込み 論理的なブロック書き込みの回数

raw入出力読み取り raw I/O読み取りの回数

raw入出力書き込み raw I/O書き込みの回数

rdwr()による読み取り Rdwr()によって読み取られたバイト数

rdwr()による書き込み Rdwr()によって書き込まれたバイト数

端末入力文字 端末から入力された文字の数

標準的なモードで処理された文字 標準モードで処理される文字の数

端末出力文字 端末から出力された文字の数

物理 (非同期)ブロック書き込み 物理的なブロック書き込みの回数

ブロック入出力待ちプロセス ブロック I/Oを待機しているプロセスの数

次の表は、CPU割り込みのプロパティについて概要を述べたものです。

表 C–69 CPU割り込みプロパティ

プロパティ 説明

CPU番号 CPU番号

コンテキスト切り替え コンテキスト切り替えの数

トラップ トラップの数

デバイス割り込み デバイス割り込みの回数

スレッドとしての割り込み スレッドとしての割り込みの回数

ブロック、横取りまたは解除割り込
み

ブロックされたか、横取りされたか、あるいは解放さ
れた割り込みの回数

次の表は、CPUシステムコールのプロパティについて概要を述べたものです。

表 C–70 CPU System Callプロパティ

プロパティ 説明

CPU番号 CPU番号

システムコール システムコールの回数

read+readv Read+Readyシステムコールの回数
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表 C–70 CPU System Callプロパティ (続き)
プロパティ 説明

write+writev Write+Writevシステムコールの回数

fork forkの回数

vfork vforkの回数

exec 実行可能プログラムの数

メッセージ数 メッセージカウントの回数

セマフォ処理数

パス名ルックアップ パス名ルックアップの回数

Ufs_iget()コール ufs_iget()呼び出しの回数

読み取りディレクトリブロック ディレクトリブロック読み取りの回数

接続ページあり iノード アタッチされたページで使用されるインデックスの数

接続ページなし iノード アタッチされないページで使用されるインデックスの
数

iノードテーブルオーバーフロー iノードテーブルのオーバーフローの回数

ファイルテーブルオーバーフロー ファイルテーブルのオーバーフローの回数

プロセステーブルオーバーフロー プロセステーブルのオーバーフローの回数

次の表は、さまざまな CPUプロパティについて概要を述べたものです。

表 C–71 CPUその他プロパティ

プロパティ 説明

CPU番号 CPU番号

矯正コンテキスト切り替え コンテキストの強制的な切り替え数

thread_create() thread_create()sの数

スレッドによる CPU移行 スレッドによる CPU移行回数

別の CPUへの xcall ほかの CPUに対する Xcallの回数

失敗した相互排他 (適応型) 相互排他入力が失敗した回数 (再帰)

RWの読み取り失敗 読み書き (read)の失敗回数

RWの書き込み失敗 読み書き (write)の失敗回数

読み込まれた読み込み可能モジュー
ル

読み取り可能モジュールが読み込まれた回数
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表 C–71 CPUその他プロパティ (続き)
プロパティ 説明

読み込み解除された読み込み可能モ
ジュール

読み取り可能モジュールが読み込み解除された回数

RWロック取得の試行 読み取り /書き込みロックを取得しようとした回数

次の表は、CPUレジスタウィンドウのプロパティについて概要を述べたものです。

表 C–72 CPU Regwindowプロパティ

プロパティ 説明

CPU番号 CPU番号

ユーザオーバーフロー ユーザオーバーフローの回数

ユーザアンダフロー ユーザアンダーフローの回数

システムオーバーフロー システムオーバーフローの回数

システムアンダフロー システムアンダーフローの回数

システムユーザオーバフロー システムユーザオーバーフローの回数

次の表は、CPUページング情報のプロパティについて概要を述べたものです。

表 C–73 CPUページング情報プロパティ

プロパティ 説明

CPU番号 CPU番号

再利用 再利用の回数

未使用リストからの再利用 未使用リストからの再利用の回数

ページイン ページインの回数

ページインされたページ ページインされたページの数

ページアウト ページアウトの回数

ページアウトされたページ ページアウトされたページの数

スワップイン スワップインの回数

スワップインされたページ スワップインされたページの数

スワップアウト スワップアウトの回数

スワップアウトされたページk スワップアウトされたページの数

要求でゼロに初期化されたページ 要求に応じてゼロに初期化されたページの数
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表 C–73 CPUページング情報プロパティ (続き)
プロパティ 説明

デーモンによって開放されたページ デーモンによって固定化されたページの数

ページアウトデーモンによって検査
されたページ

ページアウトデーモンによって確認されたページの数

ページデーモンハンドの回転 ページデーモンハンドの回転数

ページャー予定回転 ページャーがスケジュールされた回数

次の表は、CPUフォルトのプロパティについて概要を述べたものです。

表 C–74 CPUフォルトプロパティ

プロパティ 説明

CPU番号 CPU番号

hat_fault()によるマイナーページフォル
ト

hat_fault()を介したマイナーページ
フォルトの回数

as_fault()によるマイナーページフォルト as_fault()を介したマイナーページフォル
トの回数

メジャーページフォルト メジャーページフォルト数

書き込み時コピーフォルト 書き込み時コピーフォルトの回数

保護フォルト 保護エラーの回数

ソフトウェアロック要求によるフォルト ソフトウェアロックエラーの回数

カーネル addr領域内の as_fault() カーネル addr領域におけるフォルトの回数

メモリ使用統計情報テーブル
次の表は、メモリ使用統計情報のプロパティについて概要を述べたものです。

表 C–75メモリ使用統計情報プロパティ

プロパティ 説明

使用可能な物理メモリサイズ (MB) 使用できる物理メモリ容量 (単位: Mバイト)

使用中の物理メモリサイズ (MB) 使用されている物理メモリ (単位: Mバイト)

メモリ使用率 (%) 使用されているメモリの割合

未使用の物理メモリサイズ (MB) 物理メモリの空き容量 (単位: Mバイト)

メモリ未使用率 (%) 空きメモリの割合
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スワップ統計情報テーブル
次の表は、スワップ統計情報のプロパティについて概要を述べたものです。

表 C–76スワップ統計情報プロパティ

プロパティ 説明

使用可能なサイズ (KB) 使用できるスワップ。予約されてい
るスワップ空間の全容量

予約済みのサイズ (予約済みだが未割当 KB) スワップ予約済みのサイズ

割り当て済みのサイズ (使用不可能 KB) スワップ割り当て済みサイズ

使用サイズ スワップ使用量 (Swap Used)

合計サイズ (使用+使用可能 KB) スワップの合計

スワップ使用率 (%) 使用されているスワップの割合

規則 405 メタスワップの規則

ストリーム統計情報テーブル
次の節では、次に示す管理対象オブジェクト用のさまざまなストリーム統計プロパ
ティを示します。

� ストリームヘッドキャッシュ
� 待ち行列キャッシュ
� ストリームメッセージ
� リンク情報キャッシュ
� ストリームイベントキャッシュ
� Syncqキャッシュ
� Qbandキャッシュ

次の表は、管理対象オブジェクトの概要を示しています。

表 C–77ストリーム統計情報

プロパティ 説明

ストリームヘッドキャッシュ ストリームヘッドキャッシュのカーネル統計

待ち行列キャッシュ 待ち行列キャッシュのカーネル統計

ストリームメッセージ ストリームメッセージのカーネル統計

リンク情報キャッシュ リンク情報キャッシュのカーネル統計

ストリームイベントキャッシュ ストリームイベントキャッシュのカーネル統計
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表 C–77ストリーム統計情報 (続き)
プロパティ 説明

Syncqキャッシュ syncqキャッシュのカーネル統計

Qbandキャッシュ qbandキャッシュのカーネル統計

ストリーム統計によって管理されるオブジェクトはすべて、同じプロパティを持ちま
す。次の表は、これらの共通プロパティを示しています。

表 C–78ストリーム統計テーブルプロパティ

プロパティ 説明

キャッシュ名 キャッシュの名前

現在の使用状況 (合計－使用可能) キャッシュの現在の使用状況

最大容量 キャッシュの最大容量

割り当て累計 キャッシュ割り当ての合計数

割り当てエラー 割り当てエラーの数

使用率 (%) 使用されているキャッシュの割合

ソフトウェア規則テーブル
次の表は、ソフトウェア規則のプロパティについて概要を述べたものです。

表 C–79ソフトウェア規則プロパティ

プロパティ 説明

規則 rknrd105 ソフトウェア規則 (付録 D の規則 rknrd105を参照)

規則 rknrd106 ソフトウェア規則 (付録 D の規則 rknrd106を参照)

MIB-II計測モジュール、バージョン 1.0
この節では、MIB-II計測モジュールについて説明します。MIB-II計測モジュールに
は、以下の節で説明しているプロパティテーブルが含まれます。

� 365ページの「MIB-IIシステムグループテーブル」
� 365ページの「MIB-IIインタフェースグループのテーブル」
� 366ページの「MIB-II IPグループの表」
� 369ページの「MIB-II ICMPグループテーブル」
� 370ページの「MIB-II TCPグループのテーブル」
� 372ページの「MIB-II UDPグループのテーブル」
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MIB-IIシステムグループテーブル
次の表は、MIB-II Systemグループのプロパティについて概要を述べたものです。

表 C–80 MIB-IIシステムグループプロパティ

プロパティ 説明

システムの説明 MIB-IIシステムの説明またはホストの説明 (読み書き)

システムのオブジェク
ト ID

ソフトウェアシステムのオブジェクト識別子またはオブジェクト ID
(OID)

システムの稼働時間
(マイクロ秒)

システムがブートされて以来の経過時間 (単位:マイクロ秒)

システムに関する連絡
先

このシステムのコンタクト名

システム名 エージェントが稼動しているホストの絶対パス名 (読み書き)

システムの設置先 ホストの物理的な位置 (読み書き)

システムサービス 本来提供されている一連のサービスを示す sum整数値

MIB-IIインタフェースグループのテーブル
この節の表は、MIB-II Interfaceグループのプロパティについて概要を述べています。

次の表は、MIB-II Interfaces Groupのプロパティについて概要を述べたものです。

表 C–81 MIB-II Interfaces Groupプロパティ

プロパティ 説明

インタフェース数 マシンに対するインタフェースの数 (ループバックを含む)

次の表は、MIB-IIインタフェースのプロパティについて概要を述べたものです。

表 C–82 MIB-IIインタフェースプロパティ

プロパティ 説明

IFインデックス このテーブル内のインタフェースのインデックス

IF説明 インタフェースの説明

IFタイプ インタフェースの種類

IF最大MTU インタフェース上で送信できるデータグラムの最大のサイズ

IF速度 インタフェースの帯域幅
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表 C–82 MIB-IIインタフェースプロパティ (続き)
プロパティ 説明

IF物理アドレスs インタフェースの物理アドレス

IF管理状態 インタフェースの望ましい状態

IF動作状態 インタフェースのオペレーション状態

IF最終変更 オペレーション状態が最後に変化した時点における sysUpTime (シス
テムの連続稼動時間)の値

IF受信オクテット インタフェースで受信したオクテット

IF受信ユニキャストパ
ケット

インタフェースで受信したユニキャストパケット

IF受信非ユニキャスト
パケット

インタフェースで受信した非ユニキャストパケット

IF受信廃棄 破棄されるように選択されている、インタフェース上のパケットの数

IF受信エラー インタフェース上のパケットのうち、エラーを含んだ着信パケットの
数

IF受信不明プロトコル インタフェース上で受信されたパケットのうち、サポートされていな
いプロトコルを使用したパケットの数

IF送信オクテット インタフェース上で送信されるオクテットの数

IF送信ユニキャストパ
ケット

インタフェース上で送信されるユニキャストパケットの数

IF送信非ユニキャスト
パケット

インタフェース上で送信される非ユニキャストパケットの数

IF送信廃棄 インタフェース上のパケットのうち、エラーを含んだ送信パケットの
数

IF送信エラー エラーのために送信できなかった送信パケットの数

IF送信待ち行列サイズ 送信パケット待ち行列の長さ

IF固有 特定のメディア固有のMIB定義

MIB-II IPグループの表
この節の各表は、MIB-II IPのプロパティについて概要を述べています。

次の表は、MIB-II IPグループのプロパティについて概要を述べたものです。
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表 C–83 MIB-II Groupプロパティ

プロパティ 説明

IP転送 このエンティティがゲートウェイであるかどうかを示す

IPデフォルト TTL IPヘッダーに挿入されるデフォルトの TTL (Time-to-Live)

IP受信レシーブ 受信されたデータグラムの数

IP受信ヘッダエ
ラー

IPヘッダー内のエラーのために破棄された受信データグラムの数

IP受信アドレスエ
ラー

宛先 IPヘッダー内のエラーのために破棄された受信データグラムの数

IP転送データグラ
ム

転送されたデータグラムの数

IP受信不明プロト
コル

ローカルにアドレス指定されたデータグラムのうちプロトコルがサポート
されていないために破棄されたデータグラムの数

IP受信廃棄 破棄された受信データグラムの数

IP受信配信 正常に配信された受信データグラムの数

IP送信要求 送信のために IPに送られたデータグラムの数

IP送信廃棄 破棄された送信 IPデータグラムの数

IP送信経路なし 経路先が見つからなかったために破棄された送信 IPデータグラムの数

IP再構成タイムア
ウト

受信されたフラグメントが再アセンブリのために保持される最長時間 (単
位:秒)

IP再構成要求数 再アセンブリが必要となった受信 IPフラグメントの数

IP再構成成功数 正常に再アセンブリされた IPデータグラムの数

IP再構成失敗数 再アセンブリアルゴリズムによって検出されたエラーの数

IP分割成功数 正常に分割された IPデータグラムの数

IP分割失敗数 分割に失敗した IPデータグラムの数

IP分割作成数 分割によって生成された IPデータグラムフラグメントの数

次の表は、IPアドレスのプロパティについて概要を述べたものです。

表 C–84 IPアドレスプロパティ

プロパティ 説明

IPAT IPアドレス このエントリでアドレス指定がなされる IPアドレス
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表 C–84 IPアドレスプロパティ (続き)
プロパティ 説明

IPAT IFイン
デックス

対応するインタフェースのインタフェーステーブル内のインデックス

IPATネットマス
クk

IPアドレスに関連付けられたサブネットマスク

IPATブロード
キャストアドレス

IPブロードキャストアドレスの最下位ビットの値

IPAT再構成最大
サイズ

このエンティティによって再アセンブルが行える IPデータグラムの最大
サイズ

次の表は、IP経路のプロパティについて概要を述べたものです。

表 C–85 IP経路プロパティ

プロパティ 説明

IP経路宛先 経路の宛先 IPアドレス

IP経路 IFイン
デックス

この経路の次のホップの到達に使用される、インタフェーステーブル内の
インタフェースのインデックス

IP経路メトリック
1

ルーティング 1のプロトコルに固有の経路に使用される一時的なルー
ティング基準

IP経路メトリック
2

ルーティング 2のプロトコルに固有の経路に使用される代替的なルー
ティング基準

IP経路メトリック
3

ルーティング 3のプロトコルに固有の経路に使用される代替的なルー
ティング基準

IP経路メトリック
4

ルーティング 4のプロトコルに固有の経路に使用される代替的なルー
ティング基準

IP経路次ホップ この経路の次のホップの IPアドレス

IP経路タイプ 経路の種類

IP経路プロトコル この経路の検知に使用されたルーティングメカニズム

IP経路経過時間 経路が最後に更新されてからの経過時間 (単位:秒)

IP経路マスク 経路先と比較される前の宛先アドレスを持つ論理マスク

IP経路メトリック
5

ルーティング 5のプロトコルに固有の経路に使用される代替的なルー
ティング基準

IP経路情報 ルーティングプロトコル固有のMIB定義

次の表は、IP NetToMediaのプロパティについて概要を述べたものです。
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表 C–86 IP NetToMediaプロパティ

プロパティ 説明

IPN2M IFイン
デックス

このエントリと同等のエントリが有効になっている、インタフェーステー
ブル内のインタフェースのインデックス

IPN2M物理アド
レス

メディアに応じた物理アドレス

IPN2Mネットア
ドレス

物理アドレスに対応した IPアドレス

IPN2Mタイプ マッピングの種類

MIB-II ICMPグループテーブル
次の表は、MIB-II ICMPグループのプロパティについて概要を述べたものです。

表 C–87 MIB-II ICMP Groupプロパティ

プロパティ 説明

ICMP受信
メッセージ

受信された ICMPメッセージの数

ICMP受信エラー エラーと共に受信された ICMPメッセージの数

ICMP受信宛先到
達不能

ICMP宛先に到達できなかったことを述べた受信メッセージの数

ICMP受信時間超
過

ICMP時間が超過したことを述べた受信メッセージの数

ICMP受信パラ
メータ異常

ICMPパラメータ問題について述べた受信メッセージの数

ICMP受信発信元
抑制

受信した ICMP Source Quench (発信元抑制)メッセージの数

ICMP受信リダイ
レクト

受信した ICMP Redirect (リダイレクト)メッセージの数

ICMP受信エコー ICMPエコー要求について述べた受信メッセージの数

ICMP受信エコー
応答

ICMPエコー応答について述べた受信メッセージの数

ICMP受信タイム
スタンプ

ICMPタイムスタンプ要求について述べた受信メッセージの数

ICMP受信タイム
スタンプ応答

ICMPタイムスタンプ応答に関連するメッセージの数
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表 C–87 MIB-II ICMP Groupプロパティ (続き)
プロパティ 説明

ICMP受信アドレ
スマスク

受信した ICMPアドレスマスク要求メッセージの数

ICMP受信アドレ
スマスク応答

受信した ICMPアドレスマスク応答メッセージの数

ICMP送信
メッセージ

送信が試みられた ICMPメッセージの数

ICMP送信エラー 障害のために送信されなかった ICMPメッセージの数

ICMP送信宛先到
達不能

ICMP宛先に到達できなかったことを述べた送信済みメッセージの数

ICMP送信時間超
過

ICMP時間が超過したことを述べた送信済みメッセージの数

ICMP送信パラ
メータ異常

ICMPパラメータ問題に関連する送信済みメッセージの数

ICMP送信発信元
抑制

送信した ICMP Source Quench (発信元抑制)メッセージの数

ICMP送信リダイ
レクト

送信した ICMP Redirect（リダイレクト）メッセージの数

ICMP送信エコー ICMPエコー要求に関連する送信済みメッセージの数

ICMP送信エコー
応答

ICMPエコー応答に関連する送信済みメッセージの数

ICMP送信タイム
スタンプ

ICMPタイムスタンプのために送信された要求メッセージの数

ICMP送信タイム
スタンプ応答

送信した ICMPタイムスタンプ応答メッセージの数

ICMP送信アドレ
スマスク

送信した ICMPアドレスマスク要求メッセージの数

ICMP送信アドレ
スマスク応答

送信した ICMPアドレスマスク応答メッセージの数

MIB-II TCPグループのテーブル
この節では、MIB-II TCPのプロパティについて概要を示します。

次の表は、MIB-II TCPグループのプロパティについて概要を述べたものです。
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表 C–88 MIB-II TCP Groupプロパティ

プロパティ 説明

TCP再送アルゴリ
ズム

確認応答のなかったオクテットを再送信するために使用されるタイムアウ
ト値を決定するためのアルゴリズム

TCP再送時最小タ
イムアウト

TCP実装で認められている再送信タイムアウトの最小値

TCP再送時最大タ
イムアウト

TCP実装で認められている再送信タイムアウトの最大値

TCP最大接続数 TCP接続数の限度

TCPアクティブ
オープン

TCP接続が CLOSEDから SYN-SENTの状態に移行した回数

TCPパッシブオー
プン

TCP接続が LISTENから SYN-RCVD状態に移行した回数

TCP接続試行失敗 TCP接続が SYN-SENTまたは SYN-RCVDから CLOSED状態に移行し、
続いて SYN-RCVDから LISTEN状態に移行した回数

TCP確立異常終了 TCP接続が ESTABLISHEDまたは CLOSE-WAITから CLOSED状態に移
行した回数

TCP確立済接続 現在の状態が ESTABLISHEDまたは CLOSE-WAITである TCP接続

TCP受信セグメン
ト

受信されたセグメントの数

TCP送信セグメン
ト

送信されたセグメントの数

TCP再送セグメン
ト

再送信されたセグメントの数

TCP受信エラー エラー受信されたセグメントの数

TCPリセットフラ
グ付き送信

送信されたセグメントのうち RSTフラグを含むセグメントの数

次の表は、TCP接続に関連したプロパティの概要を示しています。

表 C–89 TCP接続プロパティ

プロパティ 説明

TCP接続状態 この TCP接続の状態

TCP接続ローカルアドレス この TCP接続のローカル IPアドレス

TCP接続ローカルポート この TCP接続のローカルポート番号

TCP接続リモートアクセス この TCP接続のリモート IPアドレス
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表 C–89 TCP接続プロパティ (続き)
プロパティ 説明

TCP接続リモートポート この TCP接続のリモートポート番号

MIB-II UDPグループのテーブル
この節の各表は、MIB-II UDPのプロパティについて概要を述べています。

次の表は、MIB-II UDPグループのプロパティについて概要を述べたものです。

表 C–90 MIB-II UDP Groupプロパティ

プロパティ 説明

UDP受信データ
グラム

UDPユーザに配布された UDPデータグラムの数

UDPポートなし
データグラム

宛先ポート側にアプリケーションが存在しない受信 UDPデータグラムの
数

UDP受信エラー 配布できなかった受信 UDPデータグラムの数

UDP送信データ
グラム

送信済み UDPデータグラムの数

次の表は、UDPのプロパティについて概要を述べたものです。

表 C–91 UDPプロパティ

プロパティ 説明

UDPローカルア
ドレス

この UDPリスナーのローカル IPアドレス

UDPローカル
ポート

この UDPリスナーのローカルポート番号

MIB-II (簡易)モジュール、バージョン 1.0

注 – MIB-II (簡易)モジュールは、Sun Management Centerエージェントの識別に使用
されます。このモジュールが読み込まれないと、エージェントは pingホストまたは
SNMPホストとしてしか作成できません。

この節の表では、Simple MIB-IIによって管理されるオブジェクトのプロパティについ
て概要を述べています。
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システムグループ
次の表は、システムグループのプロパティについて概要を述べたものです。

表 C–92システムグループプロパティ

プロパティ 説明

システムの説明 MIB-IIシステムの説明またはホストの説明 (読み書き)

システムのオブ
ジェクト ID

ソフトウェアシステムのオブジェクト識別子またはオブジェクト ID (OID)

システムの稼働時
間 (マイクロ秒)

システムが起動されて以来の経過時間 (単位:マイクロ秒)

システムに関する
連絡先

システムのコンタクト名

システム名 エージェントが稼動しているホストの絶対パス名 (読み書き)

システムの設置場
所

ホストの物理的な位置 (読み書き)

システムサービス 本来提供されている一連のサービスを示す sum整数値

インタフェースグループ
インタフェース数グループプロパティは、マシンに対するインタフェースの数 (ルー
プバックを含む)を示します。その他のインタフェースプロパティについては次の表
で説明しています。

表 C–93インタフェースプロパティ

プロパティ 説明

IFインデックス このテーブル内のインタフェースのインデックス

IF説明 インタフェースの説明

IFタイプ インタフェースの種類

IF最大MTU インタフェース上で送信できるデータグラムの最大のサイズ

IF速度 インタフェースの帯域幅

IF物理アドレス インタフェースの物理アドレス

IF管理状態 インタフェースの望ましい状態

IF動作状態 インタフェースのオペレーション状態
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表 C–93インタフェースプロパティ (続き)
プロパティ 説明

IF最終変更 オペレーション状態が最後に変化した時点における sysUpTime (システム
の連続稼動時間)の値

IF受信オクテット インタフェースで受信したオクテット

IF受信ユニキャス
トパケット

インタフェースで受信したユニキャストパケット

IF受信非ユニ
キャストパケット

インタフェースで受信した非ユニキャストパケット

IF受信廃棄 破棄されるように選択されている、インタフェース上のパケットの数

IF受信エラー インタフェース上のパケットのうち、エラーを含んだ着信パケットの数

IF受信不明プロト
コル

インタフェース上で受信されたパケットのうち、サポートされていないプ
ロトコルを使用したパケットの数

IF送信オクテット インタフェース上で送信されるオクテットの数

IF送信ユニキャス
トパケット

インタフェース上で送信されるユニキャストパケットの数

IF送信非ユニ
キャストパケット

インタフェース上で送信される非ユニキャストパケットの数

IF送信廃棄 インタフェース上のパケットのうち、エラーを含んだ送信パケットの数

IF送信エラー エラーのために送信できなかった送信パケットの数

IF送信待ち行列サ
イズ

送信パケット待ち行列の長さ

IF固有 特定のメディア固有のMIB定義

IPグループ
IP転送グループプロパティは、このエンティティがゲートウェイであるかどうかを示
します。その他の IP経路プロパティについては次の表で説明しています。

表 C–94 IP経路プロパティ

プロパティ 説明

IP経路宛先 経路の宛先 IPアドレス

IP経路 IFインデック
ス

この経路の次のホップの到達に使用される、インタフェーステーブル
内のインタフェースのインデックス

IP経路メトリック 1 ルーティング 1のプロトコルに固有の経路に使用される一時的なルー
ティング基準
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表 C–94 IP経路プロパティ (続き)
プロパティ 説明

IP経路メトリック 2 ルーティング 2のプロトコルに固有の経路に使用される代替的なルー
ティング基準

IP経路メトリック 3 ルーティング 3のプロトコルに固有の経路に使用される代替的なルー
ティング基準

IP経路メトリック 4 ルーティング 4のプロトコルに固有の経路に使用される代替的なルー
ティング基準

IP経路次ホップ この経路の次のホップの IPアドレス

IP経路タイプ 経路の種類

IP経路プロトコル この経路の検知に使用されたルーティングメカニズム

IP経路経過時間 経路が最後に更新されてからの経過時間 (単位:秒)

IP経路マスク 経路先と比較される前の宛先アドレスを持つ論理マスク

IP経路メトリック 5 ルーティング 5のプロトコルに固有の経路に使用される代替的なルー
ティング基準

IP経路情報 ルーティングプロトコル固有のMIB定義

次の表は、IPアドレスのプロパティについて説明しています。

表 C–95 IPアドレスプロパティ

プロパティ 説明

IPAT IPアドレス IPアドレステーブルエントリであるMIB-IIにおける IPアドレス

IPAT IFインデックス

IPATネットマスク

IPATブロードキャス
トアドレス

IPAT再構成最大サイ
ズ

NFSファイルシステムモジュール、バージョン 2.0
NFSファイルシステムモジュールを使用すると、Solaris 8または Solaris 9オペレー
ティングシステムを使用しているホスト上の NFSファイルシステムを監視できま
す。NFSファイルシステムモジュールは、マウントされたファイルシステムまたはマ
ウント解除されたファイルシステムによって占められているディスク領域を監視しま
す。このモジュールは、使用済み容量、使用可能容量、および残っている全容量を監
視します。
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NFSファイルシステムモジュールを読み込む場合は、パターンマッチングを使用して
監視したいファイルシステムを設定できます。パターンは、ファイルシステムまたは
マウントポイントによってどの NFSファイルシステムを監視するかをフィルタリング
するために使用できます。

次の表は、NFSファイルシステムのプロパティについて概要を述べたものです。

表 C–96ファイルシステム使用状況プロパティ

プロパティ 説明

NFSファイルシス
テム

NFSファイルシステムの名前

サイズ (KB) NFSファイルシステムの合計サイズ (単位: Kバイト)

使用サイズ (KB) NFSファイルシステムですでに使用されているディスク容量 (単位: Kバイ
ト)

使用可能なサイズ
(KB)

NFSファイルシステムで使用できるディスク容量 (単位: Kバイト)

使用率 (%) すでに使用されている NFSディスク容量の割合

使用率 (%/秒) 1秒あたりの容量変化の割合

マウント先 NFSファイルシステムのマウントポイント

エントリイン
デックス

NFSファイルシステムのエントリインデックス

NFS統計情報モジュール、バージョン 2.0
この節では、NFS統計情報のプロパティテーブルを示します。

� RPC統計情報テーブル
� NFS統計情報テーブル

NFS統計情報モジュールを使用することで、リモート手続き呼び出し (RPC)と Sun
の分散コンピューティングファイルシステム (NFS)呼び出しにおける統計情報を監視
できます。クライアントが開始した RPC呼び出しと NFS呼び出しの数とサーバが受
信したこれらの呼び出しの数は、ローカルホストにおけるトランザクション処理の状
態と共にメインコンソールウィンドウに表示されます。以下の各テーブルは、サーバ
統計情報とクライアント統計情報の両方を利用してこのモジュールによって監視され
るプロパティの一部を示しています。

RPC統計情報テーブル
次の表は、CPU情報のプロパティについて概要を述べたものです。
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表 C–97サーバおよびクライアントの RPC統計情報プロパティ

プロパティ 説明

RPC呼び出し ホストによって行われた RPC呼び出しの合計数

不良 RPC呼び出
し

RPCレイヤによって拒否された呼び出しの合計数

不良 RPC呼び出
し率 (%)

呼び出しの合計数に対する拒否された呼び出しの割合 (不正な RPC呼び出
し /RPC呼び出し)

RPC呼び出しレー
ト (毎秒)

1秒間に行われる RPC呼び出しの回数

NFS統計情報テーブル
次の表は、NFS情報のプロパティについて概要を述べたものです。

表 C–98サーバおよびクライアントのNFS統計情報プロパティ

プロパティ 説明

NFS呼び出し ホストによって送信される NFS呼び出しの合計数

不良 NFS呼び出
し

拒否された NFS呼び出しの合計数

不良 NFS呼び出
し率 (%)

送信された呼び出しの合計数に対する拒否された NFS呼び出しの割合 (不
正な NFS呼び出し / NFS呼び出し)

NFS呼び出しレー
ト (毎秒)

1秒間に送信された NFS呼び出しの数

次の表は、サーバの NFS統計情報のプロパティについて概要を述べたものです。

表 C–99サーバのNFS統計情報

プロパティ 説明

サーバの NFS呼
び出し

前回の init以降に行われた不正なサーバ NFS呼び出しの数

サーバの不良 NFS
呼び出し率 (%)

行われた NFS呼び出しの合計に対する不正な NFS呼び出しの割合

サーバの NFS呼
び出し速度 (毎秒)

1秒あたりのサーバ NFS呼び出しの頻度

次の表は、クライアント NFS統計情報のプロパティについて概要を述べたものです。
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表 C–100クライアントのNFS統計情報

プロパティ 説明

クライアントの
NFS呼び出し

クライアント NFS呼び出し

クライアントの不
良 NFS呼び出し

前回の init以降に行われた不正なクライアント NFS呼び出しの数

クライアントの不
良 NFS呼び出し
率 (%)

行われた NFS呼び出しの合計に対する不正な NFS呼び出しの割合

クライアントの
NFS呼び出し速度
(毎秒)

1秒あたりのクライアント NFS呼び出しの頻度

Solarisプロセス詳細モジュール、バージョン 2.0
次の表は、Solarisプロセス詳細モジュールのパラメータを示しています。この表は、
このモジュールを読み込もうとする場合に表示されます。

表 C–101 Solarisプロセス詳細パラメータ

プロパティ 説明

モジュール名 モジュールの名前 (編集不可能)

モジュールの説明 モジュールの説明 (編集不可能)

バージョン モジュールのバージョン (編集不可能)

エンタープライズ モジュールが読み込まれる SNMPエンタープライズ (編集不可能)

モジュールタイプ モジュールの種類 (編集不可能)

プロセス数 選択基準にもとづいてモジュールによって取得されるプロセスの数。ユー
ザは、提示される数の 1つを選択できる

選択条件 プロセスのソートと選択のベースとなる選択基準。たとえば、ユーザはこ
の機能を使用してトップ 10のプロセスを選択できる

次の表は、Solarisプロセスのプロパティについて概要を述べたものです。

表 C–102プロセスプロパティ

プロパティ 説明

プロセス ID プロセスのプロセス ID
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表 C–102プロセスプロパティ (続き)
プロパティ 説明

親プロセス ID プロセスの親のプロセス ID

ユーザ ID プロセスのユーザのログイン ID

ユーザ名 プロセスのユーザのログイン名

実効ユーザ ID プロセスの実効ユーザ ID

グループ ID プロセスの実際のグループ ID

実効グループ ID プロセスの実効グループ ID

セッション ID プロセスのセッションリーダーのプロセス ID

プロセスグループ ID プロセスのプロセスグループリーダーのプロセス ID

TTY プロセスの制御端末

開始時間 プロセスの開始時間

時間 プロセスの累積実行時間

状態 プロセスの状態

待ちチャネル プロセスが待機しているイベントのアドレス

スケジューリングクラ
ス

プロセスのスケジューリングクラス

アドレス プロセスのメモリアドレス

仮想サイズ 仮想メモリ内のプロセスの合計サイズ

優先順位 プロセスの優先度

Nice 優先度の計算に使用される、プロセスの nice値

CPU時間率 (%) CPU時間の割合

メモリ使用率 (%) メモリの割合

コマンド プロセスに使用される実行可能ファイルのベース名

コマンド行 プロセスの完全なコマンド文字列 (引数を含む)
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ローカルアプリケーションとリモートア
プリケーションのモジュール
このソフトウェアを使用し、ローカルアプリケーションとリモートアプリケーション
を監視できます。ローカルアプリケーションの例としては、たとえば印刷スプーラな
どがあります。リモートアプリケーションには、JetDirectカードが付いた HPプリン
タなどがあります。

以下のモジュールを読み込むと、「詳細」ウィンドウの「モジュールブラウザ」タブ
にある「ローカルアプリケーション」セクションにこれらのモジュールが表示されま
す。

� 380ページの「エージェント統計情報モジュール、バージョン 2.0」
� 385ページの「データロギングレジストリモジュール、バージョン 2.0」
� 386ページの「ログ表示用ACL、バージョン 1.0」
� 386ページの「プリントスプーラモジュール、バージョン 3.0」

以下のモジュールを読み込むと、「詳細」ウィンドウの「モジュールブラウザ」タブ
にある「リモートシステム」セクションにこれらのモジュールが表示されます。

� 387ページの「HP JetDirectモジュール、バージョン 2.0」
� 388ページの「MIB-IIプロキシモニタリングモジュール、バージョン 2.0」

以下の節では、ローカルアプリケーションモジュールとリモートアプリケーションモ
ジュールについて説明しています。

エージェント統計情報モジュール、バージョン 2.0
この節では、エージェント統計情報について以下の情報を示します。

� 382ページの「エージェント統計情報の表」
� 382ページの「実行されたコマンドの一覧」
� 383ページの「処理されたトランザクションテーブル」
� 383ページの「Sun Management Centerプロセス統計情報テーブル」
� 384ページの「Sun Management Center総子プロセス統計情報テーブル」

エージェント統計情報モジュールは、ホストにインストールされているエージェント
の健全状態を監視します。このモジュールは、オブジェクト、プロセス、エージェン
トによるプロセスの実行などを監視します。
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表 C–103エージェント統計情報の主セクション

エージェント統計情報
テーブル 説明

オブジェクトセク
ション

エージェントに読み込まれるオブジェクトのデータを表示する。
「Status」フィールドには、エージェントによって読み込まれて使用され
る TOEオブジェクトとバイナリオブジェクトの現在の状態が示される

実行セクション エージェントインタプリタによって起動される Tclコマンドまたは TOEコ
マンドの数についてのデータを表示すると同時に、エージェントによって
開始された非同期トランザクションの数についてのデータも表示する。
「Status」フィールドには、表示されるオブジェクトの現在の状態の概要
が示される

次の表は、エージェント統計情報によって管理されるオブジェクトの概要を示してい
ます。

表 C–104エージェント統計情報プロパティ

プロパティ 説明

オブジェクト統計
情報

TOE Count –エージェントバイナリオブジェクトバッファに読み込まれる
TOEオブジェクトの数

Count –エージェントによって使用されるバイナリオブジェクト
バッファーの数

Commands
Executed

Total –エージェントによって実行されたコマンドの合計数

Rate (#/sec) – 1秒間にエージェントによって実行されたコマンドの数

Transactions
Performed

Total –エージェントによって実行されたトランザクションの合計数

Rate (#/sec) – 1秒間にエージェントによって実行されたトランザクション
の数

プロセス統計情報 PAに関するプロセス統計情報

全プロセス統計情
報

PAに関するすべてのプロセス統計情報

次の表は、該当するエージェント統計情報モジュールのデフォルトのアラームしきい
値を示しています。

表 C–105エージェント統計情報アラームしきい値

エージェント統計情報 状態

Error toeCountが 6000を超える場合

警告 toeCountが 5000を超える場合
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表 C–105エージェント統計情報アラームしきい値 (続き)
エージェント統計情報 状態

Error bobcountが 1200を超える場合

警告 bobcountが 1000を超える場合

警告 コマンド頻度が 6000を超える場合

警告 トランザクション頻度が 8を超える場合

Error プロセスサイズが 35000を超える場合

警告 プロセスサイズが 30000を超える場合

Error rssが 25000を超える場合

警告 CPU時間の割合が 90%を超える場合

警告 totalstats.countが 15を超える場合

Error totalstats.sizeが 40000を超える場合

警告 totalstats.sizeが 35000を超える場合

警告 totalstats.rssが 35000を超える場合

以下の節では、エージェント統計情報の個々のプロパティテーブルについて説明して
います。

エージェント統計情報の表
「Objects」セクションには、エージェントに読み込まれるオブジェクトについての情
報が表示されます。「値」フィールドには、エージェントによって読み込まれて使用
される TOEオブジェクトとバイナリオブジェクトの現在の状態が示されます。

次の表は、Object Statisticsのプロパティについて概要を述べたものです。

表 C–106 Object Statisticsプロパティ

プロパティ 説明

総 TOEオブ
ジェクト数

エージェントに読み込まれる TOEオブジェクトの数

総 BOB数 エージェントによって使用されるバイナリオブジェクトバッファーの数

実行されたコマンドの一覧
次の表は、実行されるコマンドのプロパティについて概要を述べたものです。
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表 C–107 Executed Commandsプロパティ

プロパティ 説明

総コマンド数 エージェントによって実行されたコマンドの合計数

レート (毎秒) 1秒間にエージェントによって実行されたコマンドの数

処理されたトランザクションテーブル
次の表は、実行されたトランザクションのプロパティについて概要を述べたもので
す。

表 C–108 Transactions Performedプロパティ

プロパティ 説明

総トランザク
ション数

エージェントによって実行されたトランザクションの合計数

トランザクション
レート (毎秒)

1秒間にエージェントによって実行されたトランザクションの数

Sun Management Centerプロセス統計情報テーブル
このソフトウェアは、Sun Management Centerプロセスの統計情報を監視します。次
の表は、Sun Management Centerプロセス統計のプロパティについて概要を述べたも
のです。

表 C–109 Sun Management Centerプロセス統計プロパティ

プロパティ 説明

プロセス ID プロセスの識別番号

プロセスの固有
ID

プロセスの一意の識別番号

プロセス名 プロセスの名前

プロセスの状態 プロセスのステータス

プロセスの状況 プロセスの状態

ユーザ ID プロセスのユーザ ID

仮想サイズ プロセスの合計サイズ

常駐セットサイズ プロセスの常駐サイズ

経過時間 1970年 1月 1日から秒単位で数えたプロセスの継続稼動時間
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表 C–109 Sun Management Centerプロセス統計プロパティ (続き)
プロパティ 説明

開始日付 プロセスの起動日付

開始時刻 プロセスの起動時間

CPU使用時間 プロセスによって使用される CPU時間

CPU使用率 (%) プロセスによって使用される CPU時間の割合

コンテキストス
イッチ

プロセスのコンテキスト切り替え

システムコール
(System Calls)

プロセスによるシステムコール

コマンド行 プロセスのコマンド行

Sun Management Center総子プロセス統計情報テーブル
このソフトウェアは、Sun Management Centerプロセスの統計情報をすべて監視しま
す。

次の表は、Sun Management Centerプロセス統計情報のプロパティについて概要を述
べたものです。

表 C–110 Total Sun Management Centerプロセス統計プロパティ

プロパティ 説明

子プロセス数 エージェントプロセスと子プロセスの数

総仮想サイズ (KB) エージェントと子の仮想サイズの合計

総常駐サイズ (KB) エージェントと子の常駐セットサイズの合計

エージェントの更新モジュール、バージョン 1.0
エージェントの更新モジュールを使用すると、単一の機能を使用してエンタープライ
ズシステム全体にわたってエージェントを更新できます。このモジュールを読み込む
と、「モジュールブラウザ」ウィンドウの「ローカルアプリケーション」セクション
にモジュールの詳細が表示されます。

表 C–111エージェント更新モジュールプロパティ

プロパティ 値の説明

サーバ名e Sun Management Centerサーバの名前
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表 C–111エージェント更新モジュールプロパティ (続き)
プロパティ 値の説明

HTTPサーバサポート Webサーバが稼動しているポート番号

インストール済み製品レイヤ Agent、Console、または Server (該当するも
の)

表 C–112アドオンリスト

列 説明

アドオン名 Sun Management Centerコンポーネントの名
前

アドオンバージョン コンポーネントのバージョン

データロギングレジストリモジュール、バー
ジョン 2.0
データロギングレジストリはレジストリテーブルから構成されます。

次の表は、データロギングレジストリのプロパティについて概要を述べたものです。

表 C–113データロギングレジストリプロパティ

プロパティ 説明

ログの保存先状態 ログ化されるファイルの保存先の状態

モジュール名 データ値のモジュール名 (このモジュールのデータはレジストリに記録さ
れる)

インスタンス名 データ値のモジュールインスタンス名

プロパティ名 データ値のプロパティ名

ログの出力間隔 データ値のログ出力間隔

ファイルロギング ファイルのログ化のステータス

ログの出力先 データ値の出力先

データキャッシュ データキャッシュのステータス

キャッシュサイズ
(サンプル数)

データキャッシュのサイズ
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ログ表示用ACL、バージョン 1.0
ログ表示用モジュールを使用すると、ログビューア内でどのユーザまたはグループが
このファイルにアクセスできるかを指定するファイルリストを作成できます。このリ
ストには、以下の情報が記載されます。

インスタンス名
ファイル名
ユーザ名
グループ名

プリントスプーラモジュール、バージョン 3.0
プリントスプーラモジュールは、ローカルホストおよびそのホスト上にインストール
されたプリンタデバイスのプリンタデーモンと印刷待ち行列のステータスを監視しま
す。

� 386ページの「プリンタ LPsched」
� 386ページの「プリンタデバイステーブル」
� 387ページの「プリンタ待ち行列テーブル」

次の表は、印刷スプーラによって管理されるオブジェクトについて説明しています。

表 C–114プリントスプーラプロパティ

プロパティ 説明

Lpsched状態 lpschedプロセスのステータス

プリンタデバイス プリンタデバイスについての情報が一覧内に示される

プリンタ待ち行列 プリンタ待ち行列についての情報が一覧内に示される

プリンタ LPsched
プリンタデーモンのセクションには、LP Request Schedulerについてのデータが表示
されます。Line Printer’s Schedule (LPsched)状態プロパティは、プリンタの現在の状
態を示します。

プリンタデバイステーブル
プリンタデバイステーブルには、一覧にすでに追加されているプリンタが示されま
す。

プリンタのインスタンス名または別名は、「プリンタ名」フィールドに表示されま
す。プリンタについての説明は、「説明」フィールドの表示されます。プリンタがイ
ンストールされているホストの名前は、「ホスト名」フィールドに表示されます。印
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刷サーバホスト上のエージェントによって監視されているデータを表示するコンソー
ルを稼動させている場合は、「デバイス名」フィールドにプリンタデバイスのパス名
が表示されます。プリンタの状態は、「プリンタ状態」フィールドに表示されます。

次の表は、プリンタデバイスのプロパティについて概要を述べたものです。

表 C–115プリンタデバイスプロパティ

プロパティ 説明

プリンタ名 プリンタデバイスの名前

説明 行の説明

ホスト名 デバイスが接続されているホストの名前

デバイス名 英数字で示したデバイス名

プリンタ状態 デバイスの状態

プリンタ待ち行列テーブル
プリンタ待ち行列テーブルには、ローカルホスト上の印刷待ち行列の名前と、各待ち
行列の状態が示されます。次の表は、プリンタ待ち行列のプロパティについて概要を
述べたものです。

表 C–116 Printer Queuesプロパティ

プロパティ 説明

待ち行列名 プリンタ待ち行列の名前

待ち行列状態 プリンタ待ち行列の現在のステータス (値は “accepting”と “not
accepting”)

総待ち行列ジョブ
数

待ち行列内のジョブの合計数

現在のジョブ 待ち行列内で現在スプールされているジョブの数

待ち行列サイズ
(バイト)

待ち行列内で現在スプールされているジョブの合計サイズ (単位:バイト)

HP JetDirectモジュール、バージョン 2.0
エージェントは、HP JetDirectモジュールを使用するプロキシによって、JetDirect
カードが搭載された HPプリンタを監視できます。このモジュールのインスタンスを
複数読み込むことによって、複数の HPプリンタを監視することもできます。

次の表は、プリンタステータスのプロパティについて概要を述べたものです。
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表 C–117プリンタの状態プロパティ

プロパティ 説明

状態表示 LEDステータスの表示

SNMP呼び出し状
態

SNMP Getのステータス

プラットフォーム固有の情報については、プラットフォームの補足情報を参照してく
ださい。

MIB-IIプロキシモニタリングモジュール、バー
ジョン 2.0
MIB-IIプロキシモニタリングモジュールは、リモートシステムのMIB-IIパラメータ
を監視します。リモートシステム上のMIB-IIパラメータを監視する各種のカテゴリ
は、MIB-IIグループのテーブルを掲載した以下の節で示してあります。

� 365ページの「MIB-IIシステムグループテーブル」
� 365ページの「MIB-IIインタフェースグループのテーブル」
� 366ページの「MIB-II IPグループの表」
� 369ページの「MIB-II ICMPグループテーブル」
� 370ページの「MIB-II TCPグループのテーブル」
� 372ページの「MIB-II UDPグループのテーブル」

これらのパラメータのプロパティについての詳細は、ローカルシステムのプロパ
ティを示した347ページの「IPv6計測モジュール、バージョン 1.0」を参照してくだ
さい。同じ機能性が、MIB-IIプロキシモニタリングモジュールによってリモートシス
テムに適用されます。MIB-IIの定義についての詳細は、標準ドキュメントである
RFC1213 (Request For Comments 1213)を参照してください。

Advanced System Monitoringモジュー
ル
Advanced System Monitoring (ASM)は、ライセンス化された付加価値ソフトウェア
製品です。この製品のインストールは、Sun Management Center 3.5ソフトウェアの
インストール時に選択します。ASMは、より総合的なシステム監視機能をサポートす
る追加モジュールを提供します。ASMには、この節で説明している以下のモジュール
が含まれます。

� 389ページの「ディレクトリサイズモニタリンングモジュール、バージョン 2.0」
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� 389ページの「ファイル走査モジュール、バージョン 2.0」
� 391ページの「Hardware Diagnostic Suite、バージョン 2.0」
� 391ページの「状態モニターモジュール、バージョン 2.0」
� 395ページの「カーネルリーダモジュール、バージョン 2.0」
� 396ページの「プロセスモニタリングモジュール、バージョン 2.0」

ディレクトリサイズモニタリンングモジュール、
バージョン 2.0
このモジュールを使用すると、エージェントがインストールされているホスト上の任
意のディレクトリとそのサブディレクトリを分離してそれらのサイズを監視できま
す。サブディレクトリとリンクは、モジュールポップアップメニューからアクセスで
きるウィンドウを使用して再帰的に表示できます。

注 –複数のディレクトリを個々に監視するには、ディレクトリサイズモニタリングモ
ジュールのインスタンスを複数読み込むか、あるいはプロパティテーブル内で追加
ディレクトリ用の行を追加してください。詳細は、136ページの「ディレクトリサイ
ズを監視する」を参照してください。

次の表は、ディレクトリサイズモニタリングのプロパティについて概要を述べたもの
です。

表 C–118ディレクトリサイズモニタリングプロパティ

プロパティ 説明

インスタンス名 特定モジュールまたはモジュール内の行を個別に識別するために Sun
Management Centerエージェント内で内部的に使用される単一の語句ま
たは英数字文字列

ディレクトリ名 監視対象となっているディレクトリの名前

ディレクトリサイ
ズ (KB)

ディレクトリの現在のサイズ (単位: Kバイト)

速度 (KB/秒) 1秒間にディレクトリがサイズを変化させる速度 (単位: Kバイト)

ファイル走査モジュール、バージョン 2.0
ファイル走査モジュールは、ホスト上のファイルを走査し、ユーザが指定したパター
ンがないかを探します。ファイル走査モジュールのインスタンスを複数読み込むと、
複数のファイルを走査できます。このモジュールでは、データプロパティテーブル用
に行を追加する必要があります。詳細は、137ページの「データプロパティテーブル
に行を追加する」を参照してください。
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ファイル走査モジュールには、以下の管理対象オブジェクトが存在します。

� ファイル IDテーブル
� ファイルの統計情報テーブル
� 走査テーブル

次の表は、ファイル走査のプロパティについて概要を述べたものです。

表 C–119ファイル走査プロパティ

プロパティ 説明

ファイル ID ファイル走査で使用されるパターンの名前

ファイルの統計情
報

表示されるパターンの状態

走査テーブル ファイル走査で使用されるパターンの名前

次の表は、ファイル IDのプロパティについて概要を述べたものです。

表 C–120 File IDプロパティ

プロパティ 説明

ファイル名 走査の対象となるファイルの絶対パス名

走査モード ファイル走査のモード

開始時刻 ファイル走査が当初開始された時間

ファイルの統計情報テーブルには、走査対象となるファイルの概要が示されます。次
の表は、ファイルの統計情報のプロパティについて概要を述べたものです。

表 C–121ファイルの統計情報プロパティ

プロパティ 説明

修正時刻 ファイルの最終変更日時

ファイルサイズ
(バイト)

ファイルのサイズ (バイト数)

行数 ファイル内の行数

1秒あたりの行数 1秒あたりでファイルが変化する速度 (単位:行)

次の表は、走査のプロパティについて概要を述べたものです。

390 Sun Management Center 3.5ユーザーガイド • 2003年 7月



表 C–122走査テーブルプロパティ

プロパティ 説明

パターン名 ファイル走査で使用されたパターンの名前

パターンの説明 「Scan Results」セクションの「名前」フィールドに表示されるパターン
エントリの名前

正規表現のパター
ン

ファイルを走査してエントリを探す場合に使用される一定の正規表現パ
ターン

パターンの状態 表示されるパターンの状態 (onまたは off)。offの状態は、表示されるパ
ターンがファイル走査で使用されないことを示す

一致 パターンを含む行の番号

Hardware Diagnostic Suite、バージョン 2.0
Hardware Diagnostic Suiteは、システムをテストしてハードウェア障害がないかを確
認します。このモジュールが読み込まれていて、Hardware Diagnostic Suiteソフト
ウェアがインストールされている場合は、「詳細」ウィンドウ内の「アプリケー
ション」タブを使用してテストを開始できます。Hardware Diagnostic Suiteの詳細
は、『Sun Management Center Hardware Diagnostic Suite 2.0ユーザーガイド』を参照し
てください。

状態モニターモジュール、バージョン 2.0
状態モニターモジュールは、ホストの健全さを監視します。アラーム状態が発生する
と、このモジュールは必要に応じシステムのパフォーマンスを向上させる方法をユー
ザに示します。

たとえば、このモジュールは使用できるスワップ空間、予約されているスワップ空
間、割り当て済みのスワップ空間、使用済みのスワップ空間などを監視します。次
に、アラームメッセージの例を重大度の小さいものから順に示します。

� No Worries:sufficient swap space available
� There is lots of unused swap space
� Not much swap left: perhaps add some more
� Swap space shortage: add some more now
� Dangerous swap space shortage: add more immediately

この節では、状態モニターモジュールによって管理される以下のオブジェクトについ
て説明します。

� スワップテーブル
� カーネル競合テーブル
� NFSテーブル
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� CPUテーブル
� ディスクテーブル
� RAMテーブル
� カーネルメモリテーブル
� ディレクトリキャッシュテーブル

次の表で説明しているように、状態モニターモジュールはシステムプロパティを追跡
して上記のオブジェクトがないか探します。

表 C–123状態モニタープロパティ

プロパティ 説明

スワップ スワップ空間の詳細

カーネル競合 カーネル競合 (相互排他)

NFS NFSクライアント情報を提供する

CPU CPU能力についての情報を提供する

ディスク ディスク I/O情報を提示する

RAM ランダムアクセスメモリ (RAM)情報

カーネルメモリ カーネルメモリの情報

ディレクトリ
キャッシュ

ディレクトリのキャッシュ

スワップテーブル
次の表は、走査のプロパティについて概要を述べたものです。

表 C–124スワッププロパティ

プロパティ 説明

使用可能なサイズ (KB) 使用できるスワップ空間

予約済みのサイズ (KB) 予約されているスワップ空間

割り当て済みのサイズ
(KB)

割り当て済みのスワップ空間

使用中のサイズ (KB) 使用済みのスワップ空間

スワップ規則 スワップの規則

カーネル競合テーブル
次の表は、カーネル競合 (相互排他)のプロパティについて概要を述べたものです。
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表 C–125カーネル競合プロパティ

プロパティ 説明

相互排他時のスピ
ン

相互排他におけるスピン (最初の試行ではロックは取得されない) -すべて
の CPUの合計

CPU数 CPUの数

相互排他時のスピ
ン規則

相互排他におけるスピン (最初の試行ではロックは取得されない) -すべて
の CPUの合計

NFSテーブル
次の表は、NFSクライアント情報のプロパティについて概要を述べたものです。

表 C–126 NFSクライアント情報プロパティ

プロパティ 説明

呼び出し 受信された RPC呼び出しの合計数

不良呼び出し RPCレイヤによって拒否された呼び出しの合計数

再送 タイムアウトのために再送信された呼び出し

不良 XID 外部呼出しに対応していないサーバからの応答

タイムアウト サーバからの応答を待機している間に呼び出しのタイムアウトが発生

新規 CRED 認証情報が再表示された回数

不良 VERF 応答における不正なベリファイアのために失敗した呼び出しの数

タイマ タイムアウトが発生した回数が、呼び出しに対して指定されている最小の
タイムアウト値を超える

メモリなし メモリ割り当てに失敗

送信不可 NFS/RPC規則の送信に失敗

NFS/RPC規則 NFS/RPC規則の値

CPUテーブル
次の表は、中央処理装置 (CPU)のプロパティについて概要を述べたものです。
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表 C–127 CPUプロパティ

プロパティ 説明

実行待ち行列中の
プロセス

実行待ち行列内のプロセスの数

待ちプロセス リソース要求をブロックされたプロセスの数

スワップされたプ
ロセス

実行できるがスワップされた状態にあるプロセスの数

CPUパワー規則 CPU能力の規則

ディスクテーブル
次の表は、ディスクのプロパティについて概要を述べたものです。

表 C–128ディスクプロパティ

プロパティ 説明

ディスク名 ディスクの名前

ディスク別名 ディスクの名前 (例: c0t0d0)

ディスク待ち時間
率 (%)

サービスを待機しているトランザクションの平均数

ディスクビジー率
(%)

ディスクがビジー状態にある時間の割合

サービス時間 (ミ
リ秒)

ミリ秒単位で表した平均サービス時間

ディスク規則 ディスクの規則

RAMテーブル
次の表は、ランダムアクセスメモリ (RAM)のプロパティについて概要を述べたもの
です。

表 C–129 RAMプロパティ

プロパティ 説明

ハンドスプレッド ハンドスプレッド (カーネルパラメータの 1つ)ページの値

スキャンレート ページ走査の頻度

実メモリ規則 実メモリの規則
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カーネルメモリテーブル
次の表は、カーネルメモリのプロパティについて概要を述べたものです。

表 C–130カーネルメモリプロパティ

プロパティ 説明

カーネル割り当ての合計失敗回数 カーネル割り当てが失敗した回数

未使用物理メモリ 空いている物理メモリの量

カーネルメモリ規則 カーネルメモリ規則の値

Directory Cacheテーブル
次の表は、ディレクトリキャッシュのプロパティについて概要を述べたものです。

表 C–131 Nネームキャッシュ統計情報プロパティ

プロパティ 説明

キャッシュヒット 以前にアクセスされたページが見つかった回数

キャッシュミス 以前にアクセスされたページが見つからなくなった回
数

ヒット率

参照率

DNLC規則 ディレクトリ名ルックアップのキャッシュ規則

カーネルリーダモジュール、バージョン 2.0
カーネルリーダモジュールは、カーネル統計とあらゆるカーネル情報 (CPU統計情
報、システム読み込み情報、ディスク情報、ファイルシステムの利用など)を監視し
ます。この節では、カーネルリーダによって管理されるオブジェクトのプロパティと
それらの説明を示しています。

� ユーザ統計情報テーブル
� ディスク統計情報テーブル
� 入出力エラー統計情報テーブル
� ファイルシステム使用状況テーブル
� CPU統計情報テーブル
� メモリ使用統計情報
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プロセスモニタリングモジュール、バージョン 2.0
この節では、プロセスモニタリングモジュールのパラメータとそれらのプロパティに
ついて説明します。このモジュールでは、データプロパティ一覧のための行を追加す
る必要があります。詳細については、137ページの「データプロパティテーブルに行
を追加する」を参照してください。

一致するプロセスが見つかると、それらのプロセスによって消費される CPU時間の
割合と一致プロセスの数が表示されます。モジュールパラメータを変更したい場合
は、ポップアップメニューをアクセスしてエントリ名以外のすべてのパラメータを編
集できます。詳細は、89ページの「ポップアップメニューを使用する」を参照してく
ださい。

プロセステーブル
次の表は、プロセスのプロパティについて概要を述べたものです。

注 –プロセステーブルに行を追加する場合は、以下の表の最初の 5つの行に情報を入
力する必要があります。詳細は、137ページの「データプロパティテーブルに行を追
加する」を参照してください。

表 C–132プロセステーブルプロパティ

プロパティ 説明

エントリ名 プロセス統計テーブルエントリの名前 (一意の名前でなければならない)

名前パターン 監視したいプロセスのバイナリ名に一致するパターン

Argvパターン プロセスを実行するコマンドの引数に一致するパターン

ユーザ指定 プロセスを実行するユーザの名前

エントリの説明 エントリの説明 (必須フィールド)

プロセスコマンド プロセスの開始に使用するコマンド (該当する場合)

プロセス数 パターンに一致する、現在稼動中のプロセスの数<

CPU使用率 (%)

システム CPU使
用率 (%)

システムプロセスによって使用される CPU時間の割合。この値は、さま
ざまな間隔で計算される使用時間による平均。この割合を UNIX psコマ
ンドの入力後に得られる値と混同しないでください。

ユーザ CPU使用
率 (%)

プロセスによって使用される CPU時間の割合

仮想サイズ (KB) プロセスの合計サイズ (単位: Kバイト)
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表 C–132プロセステーブルプロパティ (続き)
プロパティ 説明

常駐セットサイズ
(KB)

プロセスの常駐サイズ (単位: Kバイト)

モニタリング状態 on (行が有効になる)と off (行が無効になる)のトグル。行が無効になる
と、すべてのエントリは 0 (ゼロ)として表示される

マイクロステート情報テーブル
次の表は、マイクロステート情報のプロパティについて概要を述べたものです。

表 C–133マイクロステート情報プロパティ

プロパティ 説明

エントリ名 エントリの名前 (一意の名前でなければならない)

CPU待ち時間率
(%)

CPU待ち時間の割合

テキストページデ
フォルト時間率
(%)

テキストページフォルトが発生する時間の割合

データページデ
フォルト時間率
(%)

データページフォルトが発生する時間の割合

メジャーページデ
フォルト数 (毎秒)

1秒間に発生するメジャーページフォルトの回数 (テキストフォルトと
データフォルト)

I/O内の文字数
(毎秒)

1秒間に読み取りと書き込みが行われる文字の数

強制コンテキスト
スイッチ数 (毎秒)

1秒間に行われる強制的なコンテキスト切り替えの回数

取得した子プロセ
スの CPU時間率
(%)

親プロセスから切り離された子プロセスによって使用される CPU時間の
割合

ユーザロック時間
率 (%)

ユーザロックに使用される時間の割合

システムトラップ
時間率 (%)

システムトラップに使用される時間の割合

総スワップ時間率
(%)

スワップに使用される時間の割合

エントリの説明 エントリの説明 (必須フィールド)

付録 C • Sun Management Centerソフトウェアのモジュール 397



表 C–133マイクロステート情報プロパティ (続き)
プロパティ 説明

ファイルアクセス
規則

ファイルアクセスに適用される規則

注 –次のような状況では、きわめて高い割合で CPUベースが使用されます。

� 特定のプロセスが、アクティブになるのを待っている多数のスレッドを抱えている
� User Lock Timeにとって、スレッド数が限界に達している
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付録 D

Sun Management Centerソフトウェア
の規則

この付録では、以下のモジュールについて Sun Management Centerの規則を示しま
す。

� 400ページの「カーネルリーダ」
� 402ページの「状態モニター」

規則の概念
規則とは、監視対象のホストまたはノードのステータスを確認する上での複雑なロ
ジックまたは特殊ロジックを可能にするアラームチェックメカニズムです。

規則には次の 2種類があります。

� 単純な規則は rCompare規則にもとづいたもので、監視対象のプロパティと
rCompare規則の比較を行います。規則の状態が trueになる場合は、アラームが
生成されます。単純な規則の例としては、たとえば使用されているディスク領域の
割合などが挙げられます。使用されている割合が規則に指定された割合以上になる
と、アラームが生成されます。

� 複雑な規則は、複数の条件をベースとしています。たとえば、以下のような条件が
満たされる場合にアラームが生成されることを定義します。

� ディスクが 75%を超えるビジー状態になる
� 待ち行列の平均の長さが 10を超える
� 待ち行列が増えつつある

注 –ユーザによってカスタマイズされた Solstice SyMON™ 1.x規則を Sun
Management Centerソフトウェアで使用するには、あらかじめその規則を Sun
Management Center環境に移植する必要があります。
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カーネルリーダ
次の表は、カーネルリーダの単純な規則を示したものです。

表 D–1カーネルリーダの単純な規則

プロパティ 説明

avg_1min 直前 1分間における読み込みの平均

avg_5min 過去 5分間における読み込みの平均

avg_15min 過去 15分間における読み込みの平均

cpu_delta 先の時間と現在の時間の差

cpu_idle CPUのアイドル時間

cpu_kernel CPUのカーネル時間

cpu_user CPUのユーザ時間

cpu_wait CPU wait time

ipctused 使用されている iノードの割合

kpctused 使用されている容量の割合 (単位: Kバイト)

mem-inuse 使用されている物理メモリー (単位: Mバイト)

numusers ユーザ数

numsessions ユーザセッションの数

swap_used 使用されているスワップ (単位: Kバイト)

wait_io CPU待ち時間の内訳

wait_pio CPU待ち時間の内訳

wait_swap CPU待ち時間の内訳

次の表は、カーネルリーダの複雑な規則を示したものです。
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表 D–2カーネルリーダの複雑な規則

規則の ID 説明 アラームの種類

rknrd100 この規則は一時的なイベントに適用されます。この規
則は、ディスクが 75%を超えてビジー状態であり、待
ち行列の平均の長さが 10を超え、待ち行列がさらに長
くなりつつある場合に警告アラームを生成します。警
告アラームは、ディスクが 70%未満のビジー状態にな
り、かつ待ち行列の平均長が 8未満になるまで続きま
す。

Alert (警告)

rknrd102 この規則は一時的なイベントに適用されます。この規
則は、90%のスワップ空間が使用状態になった場合に
警告アラームを生成します。アラームを引き起こして
いるイベントは、使用されているスワップ空間がトー
タルスワップ空間の 80%未満になるまで続きます。

Alert (警告)

rknrd103 この規則は一時的なイベントに適用されます。この規
則は、特定の CPUについてスワッピングとページン
グが過度の状態となった場合に警告アラームを生成し
ます。この動作は、CPUがスラッシングを起こしてい
る可能性があることを示します。CPUが 1秒間に 1回
のスワップアウト、10回のページイン、10回のページ
アウトを超える場合には警告アラームが生成されま
す。この警告アラームは、CPUが 1秒間に 1回のス
ワップアウト、8回のページイン、8回のページアウト
を超える場合に継続します。

Alert (警告)

rknrd105 File System Fullエラー。この規則は、syslog
(/var/adm/message)内に file system fullエラー
メッセージがないかを探します。

ただちに閉じられ
る警告アラーム

rknrd106 no swap spaceエラーこの規則は、syslog
(/var/adm/message)内に no swap spaceエラーがな
いかを探します。

ただちに閉じられ
る警告アラーム

rknrd400 この規則は、CPUごとに 4時間以内に 6を超える継続
的な CPU負荷がないかをチェックします。

情報メッセージ

rknrd401 この規則は、x時間で 90%を超えるファイルがビジー
状態となるディスクがないかをチェックします。パラ
メータフィールドは、CPU負荷が 6未満であった最後
の時点を維持し、2001年のある日付に初期化されま
す。

情報メッセージ

rknrd402 この規則は、使用可能なスワップ空間が x時間で 10%
未満に低下するかどうかをチェックします。パラメー
タフィールドは、CPU負荷が 6未満であった最後の時
点を示します。このフィールドは、2001年のある日付
に初期化されます。

情報メッセージ

rknrd403 この規則は現在サポートされていません。 情報メッセージ
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表 D–2カーネルリーダの複雑な規則 (続き)
規則の ID 説明 アラームの種類

rknrd404 規則 rknrd401が 4回引き起こされる場合には、情報
アラームが生成されます。

情報メッセージ

rknrd405 規則 rknrd402が 4回引き起こされる場合には、情報
アラームが生成されます。

情報メッセージ

状態モニター
次の表は、状態モニターの複雑な規則を示したものです。

表 D–3状態モニターの複雑な規則

規則の ID 説明 アラームの種類

rhltm000 この規則は、十分なスワップ空間が存在するかどうか
をチェックします。

重大、警告、注意

rhltm001 CPUパワーは、CPUがロックの開放を待機するたび
に消費されます。このイベントがカウントされるの
は、カーネルがそのオペレーションの同期をとった
り、複数の CPUが重要なコードやデータ領域を同時
アクセスしないように相互排除ロックを使用するため
です。

重大、警告、注意

rhltm002 NFS RPCのタイムアウトは、呼び出しが再送信された
あとの重複応答と関係がある可能性があります。これ
らのタイムアウトは、ネットワークには問題がないが
サーバの応答が遅いことを示します。

重大、警告、注意

rhltm003 各 CPUはタイムスライスごとに実行待ち行列から
ジョブを 1つ取り除くため、実行待ち行列の長さは
CPUの数で分割されます。

重大、警告、注意

rhltm004 ビジー状態のディスクや処理の遅いディスクは、シス
テムスループットを低下させ、ユーザ応答時間を増や
します。この規則は、負荷の均衡を調整し直すように
読み込まれるディスクを特定します

重大、警告、注意

rhltm005 参照されないページの占有時間にもとづく RAM規
則。この仮想メモリーシステムは、アイドルページを
探してほかの利用に開放するために走査を行う際にシ
ステムはより多くのメモリーを必要とすることを示し
ています。

重大、警告、注意
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表 D–3状態モニターの複雑な規則 (続き)
規則の ID 説明 アラームの種類

rhltm006 この規則は、ログインまたはネットワーク接続が思い
がけなく失敗する場合に起きるカーネルメモリー割り
当てについての問題について述べています。原因とし
ては、カーネルがそのアドレス空間の限界に達した
か、あるいは割り当てるべきページが空きリスト内に
存在しないという状況が考えられます。失敗が連続す
る場合は、見落とされやすい問題が発生しています。

重大、警告、注意

rhltm007 ディレクトリパス名コンポーネントのグローバル
キャッシュが存在します。このキャッシュは、ディレ
クトリ名ルックアップキャッシュ (DNLC)と呼ばれま
す。このキャッシュが存在しない場合には、正しい
ファイルを見つけるためにディレクトリエントリを
ディスクから読み取って走査する必要があります。

重大、警告、注意
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用語集

MCP Module Configuration Propagation。スクリプトとモジュール構成
ファイルを 1つのホストから別のホスト (またはホストグループ)にコ
ピーするプロセス。

MIB Management Information Base (管理情報ベース)。エージェントから
アクセス可能なデータを記述する階層データベーススキーマ。Sun
Management Centerエージェントは、MIBを使用して遠隔からアク
セス可能なデータを格納する。

NAT Network Address Translation (ネットワークアドレス変換)。IPアドレ
スを別の IPアドレスとして表示するネットワーク構成機能。通常は、
セキュリティや効率性の観点から使用される。

SNMP Simple Network Management Protocol (簡易ネットワーク管理プロト
コル)。ネットワークエンティティ (ホスト、ルーターなど)間で監視情
報を交換するための簡易プロトコル。

SNMPv2 usec SNMPバージョン 2は、ユーザベースセキュリティモデルのセキュリ
ティ標準。

Sun Management
Centerスーパーユーザ

サーバコンテキストにおけるエージェントの内容を決定するサーバホ
ストの正規ユーザ。スーパーユーザのデフォルトパスワードは、セ
キュリティキー生成用のシードとして使用される。

Sun Management
Centerユーザ

/etc/groupファイルの symonグループのメンバー。

URL Uniform Resource Locator。ネットワークを通じてアクセス可能なリ
ソースの場所を表す文字列。

アラーム 現在または近々発生する可能性のある異常イベント。Sun
Management Centerエージェントは、検出した異常イベントの情報を
Sun Management Centerサーバに送る。サーバは異常イベントが定義
済みのアラームしきい値と一致すると、この情報をアラームとして伝
播する。
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アラーム確認応答 Sun Management Centerのユーザは、重大ではなかったり解決されて
いるアラームに対して確認応答することができる。確認応答されたア
ラームは、未確認のアラームより優先度が低くなる。

イベント 管理オブジェクトの状態の変化。

インスタンス Sun Management Centerエージェント内部で使用される１ワード (ア
ルファベット文字列)。単一モジュール内の特定のモジュールまたは
行を識別する。

エージェント マネージャ要求を実行するためのソフトウェアプロセス。通常は特定
のローカル管理ホストに対応しており、遠隔ユーザからローカルシス
テムやアプリケーション情報へのアクセスを可能にする。

遠隔サーバコンテキスト Sun Management Centerのエージェント群と、遠隔エージェントに対
応した特定のサーバレイヤ。

オブジェクト Sun Management Centerソフトウェアが監視および管理できる特定の
リソース。コンピュータホスト、ネットワークインタフェース、ソフ
トウェアプロセスなどが含まれる。ユーザ操作が可能なオブジェクト
を管理オブジェクトと呼ぶ。例えば、ユーザは管理オブジェクトのア
ラームを肯定応答したりオフにしたりできる。一方、観察できるが肯
定応答などの管理操作ができないオブジェクトを監視オブジェクトと
呼ぶ。

開発環境 開発者が Sun Management Centerソフトウェア用にカスタマイズした
モジュールをテストするためのデモ環境。詳細は『Sun Management
Center 3.5 Developer Environment Reference Manual』を参照。

階層表示 オブジェクトを階層 (ツリー)関係で定義するウィンドウ表示。オブ
ジェクトは、階層ランクに応じてグループ化される。

稼動環境 Sun Management Centerソフトウェアを展開する 2つの環境のうちの
1つ。稼動環境は (テスト環境とは逆に)、ユーザが実際にハード
ウェアの管理と監視を行なう環境。

監視 Sun Management Centerソフトウェアでは、オブジェクト、アラー
ム、プロパティの観察が可能であることを監視と定義する。管理特権
とは異なり、監視特権は読み込み専用アクセス権と類似している。

管理 Sun Management Centerソフトウェアでは、オブジェクトの観察 (監
視)と操作が可能であることを管理と定義する。管理特権には、ア
ラームの肯定応答とクローズ、モジュールの読み込みと読み込み解
除、アラームしきい値の変更などが含まれる。読み取り、書き込み、
実行の各アクセス権も同類。

管理ドメイン Sun Management Centerが単一の階層エンティティとして監視するホ
ストとネットワークの任意の集合。企業をいくつかのドメインに分割
して、ドメインごとに管理するユーザを指定できる。

規則 複合論理または専用論理でホストやノードの監視状態を決定するア
ラーム検査機構。
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グラフィカルユーザイン
タフェース (GUI)

ユーザが、マウスまたは選択デバイスを通じてコンピュータや専用ア
プリケーションと対話するためのウィンドウ。通常このウィンドウに
は、ウィンドウ、ディレクトリとファイルの直感的な操作機能、アイ
コンなどが含まれる。

検出 メインコンソールウィンドウからアクセス可能な productname;の
ツール。Sun Management Centerサーバに接続されたホスト、ルー
ター、ネットワーク、Simple Network Management Protocol (SNMP)
デバイスなどを検出する。

コミュニティー パスワードに類似した文字列。エージェントが監視するデータへのア
クセス認証で使用される。

コンソールウィンドウ Sun Management Centerソフトウェアのグラフィカルユーザインタ
フェース。監視ホストと管理オブジェクトの情報や状態を表示し、
Sun Management Centerエージェントとの対話を支援する。Sun
Management Centerの機能は全て Javaコンソールからアクセスでき
るが、一部の機能はWebコンソールからもアクセス可能。

サーバ プログラムとプロセス (SNMPベースのトラップ、イベント、トポロ
ジ、構成、Javaサーバなど)の集合。Sun Management Centerのユー
ザに代わって、特定のネットワーク群、ホスト群、デバイス群の管理
を支援する。サーバは通常、Sun Management Centerのエージェント
に要求を送信し、エージェントから収集されたデータを受け取ると、
そのデータをメインコンソールウィンドウに表示する。

サーバコンテキスト Sun Management Centerのサーバレイヤと関連エージェント。

「遠隔サーバコンテキスト」も参照

シード Sun Management Centerのセキュリティキーを生成する際に必要なパ
スワード。最大 8文字の英数文字列で UNIXパスワードは不要。ユー
ザは独自のシードを指定することも、Sun Management Centerソフト
ウェアが提供するデフォルトシード (maplesyr)を使用することもで
きる。独自のシードを指定する場合、後で参照できるよう必ず記録し
てください。

自立エージェント 互いに独立して動作できるエージェント。

シンプルアラーム 1つの条件が真になったことに基づくアラームで、アラームしきい値
の設定が可能。

セグメント ネットワークセグメントを表現するオブジェクト。ローカルネット
ワークの基礎として使用される。

属性エディタ 選択されたオブジェクトの情報を提供するウィンドウ。オブジェクト
のタイプに応じてさまざまな監視条件をカスタマイズすることも可
能。属性エディタには、ドメイン用、ホスト用、モジュール用、デー
タプロパティ用などがある。
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動的に読み込み可能なモ
ジュール

実行時の読み込みと読み込み解除が可能な Sun Management Centerの
エージェントモジュール。コンソールやエージェントを再起動するこ
となく、メインコンソールウィンドウに監視プロパティを表示する。

トポロジ表示 階層表示で選択されたオブジェクトメンバーを表示する。

ノード ワークステーションまたはサーバ。

バス ポイントツーポイントのネットワークコンポーネント。ソフトウェア
が使用するネットワークリンクで、他の多くのホストと接続可能な
ネットワーク構成要素。

ファイルスキャン 障害や重要情報を示す可能性のある特定パターン (正規表現)のファイ
ル (通常はログファイル)を走査する。システムやアプリケーションが
状態情報への直接アクセスを提供しないと、Sun Management Center
エージェントはファイルスキャンによってこれらのコンポーネントを
監視する。

複合アラーム 一連の条件が真になったことに基づくアラーム。シンプルアラームと
異なり、複合アラームはしきい値の設定ができない。

複合オブジェクト 単一シャーシ内で稼動する Solarisオペレーティング環境のインスタン
スを複数持つハードウェア。これらのオブジェクトはグループ内また
はコンテナ内の各種パーツから構成されているため、Sun
Management Centerから見ると“複合”オブジェクトとなる。構成
パートは次のとおり。

� Solarisオペレーティング環境の各インスタンスに対して 1つのオ
ブジェクト

� アクティブなバックアップシステムコントローラを表現する 2つの
オブジェクト

� ハードウェアシャーシと関連装置 (ファン、電源など)を表現する 1
つのオブジェクト

ホップ パケットが宛先に到達するまでに通過するルーター数。

モジュール システムのデータリソース、アプリケーション、ネットワークデバイ
スを監視するために、動的に読み込み可能なソフトウェアコンポーネ
ント。

要求キャッシング 複数のコンソールから出された重複要求を統合して、余分な要求の実
行を回避する。
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索引

数字・記号
3.5の変更, 30

A
ACL, 254, 259

C
CLI,「コマンド行インタフェース」を参照
CPU時間率 (%)プロセスプロパティ, 105
CPUスラッシング, 401

D
Details Process表示
構成, 106, 120
列の選択, 120

Details Process表示の列の選択, 120
Details Process表示列の移動, 120
Details Process表示列のソート, 120
DTD,文書型宣言を参照, 276

E
esadm, 257, 263
esadm, 255
esdomadm, 255, 263
esdomadm, 255

esops, 263
esops, 255

F
file system full, 401

H
Hardware Diagnostics Suite, 100, 307
「Hide Details」ボタン, 109

I
ICMP ping,「pingコマンド」を参照
IPアドレスプロパティ, 101
IPベースグループ, 65

J
Javaコンソール,「コンソール」を参照
Javaセキュリティクラス, 253

M
MCP,「モジュール構成タスク」を参照
MIB

SNMP, 313
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MIB (続き)
モジュール, 36

N
NFS RPC, 402
Niceプロセスプロパティ, 105

P
pfilesプロセス統計, 106
pingコマンド, 78
plddプロセス統計, 106
pmapプロセス統計, 105
Process表示、構成, 106, 120
pstackプロセス統計, 106

R
rCompare規則, 38
rhltm000, 402
rhltm001, 402
rhltm002, 402
rhltm003, 402
rhltm004, 402
rhltm005, 402
rhltm006, 403
rhltm007, 403
rknrd100, 401
rknrd102, 401
rknrd103, 401
rknrd105, 401
rknrd106, 401
rknrd401, 401
rknrd402, 401
rknrd403, 401
rknrd404, 402
rknrd405, 402
run queue length, 402

S
「Show Details」ボタン, 109
SMsystemCommand, 312

SNMP, 39
Sun Management Centerモジュール対応

MIB, 313
SNMP ping,「pingコマンド」を参照
Solarisプロセス詳細モジュール, 104
Sun Management Center

Javaセキュリティクラス, 253
アーキテクチャ, 31
インストール, 43
エージェント, 31
遠隔アクセス, 259
概念, 35
概要, 29
監視, 62
規則, 399
起動, 43
機能, 29
コンソール, 31
コンポーネントレイヤ, 31
サーバ, 31
コンテキスト制限, 260

サーバアクセス, 259
サーバエージェント統計, 305
サーバコンテキスト, 260
新機能, 30
セキュリティレイヤ, 253
ユーザ機能, 256
ユーザセキュリティ, 254

Sun Management Centerソフトウェアが監視す
るソフトウェアプロパティ, 37

Sun Management Centerソフトウェアによるソ
フトウェアプロパティの監視, 30

Sun Management Centerのインストール, 43
SunMC,「Sun Management Center」を参照
syslog, 401

T
Target Hostnameプロパティ, 101
Target IPアドレスプロパティ, 101
Timeプロセスプロパティ, 105

V
var/adm/message, 401
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W
Webインタフェース
アラームカテゴリ, 236
アラーム情報の表示, 238
アラーム処理の変更, 252
アラームの作成, 239, 249
アラームの状態の概要, 236
アラームの処理スクリプトの定義, 250
起動, 228
再表示間隔の設定, 247
重大アラームに対する電子メール通知, 250
詳細
アラームのフィルタリング, 238
「情報」タブ, 232
表示, 229
「ブラウザ」タブ, 232
「ログ」タブ, 233

属性エディタ, 234
「アラーム」タブ, 244
「再表示」タブ, 246
「情報」タブ, 244
「処理」タブ, 245
「履歴」タブ, 246

停止アラームの通知, 237
データプロパティの属性へのアクセス, 247
メインコンソール, 226
モジュールのデータプロパティ, 243
履歴間隔の設定, 248

あ
アクセス権、セキュリティ, 253
アクセス制御, 254, 259
アドレスプロセスプロパティ, 105
アプリケーション,特定情報の表示, 119
アプリケーション情報の表示, 119
アラーム, 251

Webインタフェースからのアクセス, 238
アイコン, 176
青色アイコン, 177
アクティビティログの表示, 185
アラームテーブルの更新, 184
アラームテーブルのソート, 183
アラームテーブルのフィルタリング, 184
アラーム発生時に電子メールを送信, 190,

191, 250, 251
ウィンドウ, 153

アラーム (続き)
エージェント状態のユーザへの通知, 188
オフインジケータ, 177
確認, 228, 237
カテゴリ, 179, 236
黄色アイコン, 177
グレーアイコン, 177
黒いスプラット, 177
警告, 177, 399, 402
肯定応答, 176, 185
黒色アイコン, 176
削除, 186
しきい値, 152, 244
重大インジケータ, 176
重大度, 97, 176, 228, 237
重大度の定義, 175
重大な, 402
手動処理の実行, 190
「詳細」ウィンドウからアクセス, 181
状態, 179
使用不可インジケータ, 177
処理スクリプトの定義, 192
処理の登録, 190
推奨修正の追加, 187
推奨修正の表示, 187
赤色アイコン, 176
赤色アラームアイコン, 175
単純, 37, 152, 244
単純な規則, 399
注意, 402
注意インジケータ, 177
定義, 37
停止インジケータ, 176
「ドメイン状態の詳細」ウィンドウでのソー
ト, 183

ノートの追加, 187
の生成, 399
表示, 97
不確定状態インジケータ, 177
複合, 38
ページ, 245
ホスト状態のユーザへの通知, 188
保留処理の変更, 191
未確認, 176
メインコンソールウィンドウからアクセ
ス, 180

アラームしきい値の作成, 193, 239, 249, 260
アラーム状況の自動通知, 190
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アラーム条件の自動通知, 250, 251
アラーム処理のカスタマイズ, 192, 251
アラーム処理のスクリプトの定義, 251
アラーム制限, 152, 244
アラーム通知処理の選択, 191
アラームの処理スクリプトの定義, 192
アラーム発生時に通知, 190
アラーム発生時にユーザに通知, 250

い
一般グループ, 65
イベント,イベントデータベースからの削
除, 309

イベントマネージャ, 260, 309
エージェント統計, 305

インストール,デフォルト管理ドメイン, 50
インポートおよびエクスポートユーティリティ,
開始, 267

インポートユーティリティとエクスポートユー
ティリティ
インポートの開始, 269
コマンド行インタフェース (CLI), 270
使用方法, 265
ソフトウェア構造, 266
定義, 265
ファイル, 275
ファイル形式, 276
文書型宣言, 276
ヘッダ情報, 277

え
エージェント

SNMP, 39
健全性, 161
コンソールとサーバの対話, 32
詳細, 33
定義, 31

エージェント更新タスク, 211
エージェント停止アラームの通知, 237
エージェント停止の通知, 188
エージェント統計情報

Sun Management Centerサーバ, 305
イベントマネージャ, 305
構成マネーマネージャ, 305

エージェント統計情報 (続き)
トポロジマネージャ, 305
トラップハンドラ, 305

エージェントレイヤ,「エージェント」を参照
遠隔管理ドメイン
定義, 55
表示, 57

遠隔サーバアクセス, 259
遠隔サーバコンテキスト, 34
エンティティのイベント受信先プロパティ, 101
エンティティの詳細説明プロパティ, 101
エンティティの説明プロパティ, 101
エンティティのトラップ受信先プロパティ, 101
エンティティファミリプロパティ, 101

お
オブジェクト

2つのオブジェクトのリンク, 69
アラーム, 97, 228, 237
移動, 69, 73
カット＆ペースト, 73
検出マネージャによる自動作成, 77
コピー, 69
削除, 74
「詳細」ウィンドウ, 99
名前の変更, 72
ペースト, 69
変更, 71

オブジェクト属性の変更, 71
オブジェクトの移動, 73
オブジェクトのカット, 73
オブジェクトの検索, 90
オブジェクトの削除, 73
オブジェクトの接続, 69
オブジェクトの変更, 72
オブジェクト変更, 71
オブジェクト名の変更, 72
オペレーティングシステム
に関するモジュール, 346
に関連するモジュール, 326
プロパティ, 101

親プロセス IDプロセスプロパティ, 105
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か
カーネルメモリー割り当て, 403
カーネルリーダ
アラームの作成, 193, 239, 249
規則, 400
データの表示, 134
データプロパティの表示例, 134

開始時間プロセスプロパティ, 105
階層表示, 40, 91, 93
開発者環境,定義, 42
カスタマイズメニュー項目,追加, 311
仮想サイズの増加, 307
関係、包括, 257
監視
オブジェクト、方法, 62
サーバコンポーネント, 306
実環境, 42
ログメッセージ, 116

監視オブジェクトとしてのサーバコンポーネン
ト, 306

監視ソフトウェアプロパティ, 30, 37
監視データプロパティを検索, 139
監視ハードウェア, 29
管理オブジェク,概要, 59
管理オブジェクト
グループ, 60
セグメント, 60
タイプ, 60
ノード, 60
複合, 60
モジュール, 60

管理オブジェクトの表示,階層表示, 93
管理情報ベース,「MIB」を参照
管理ドメイン
一覧表示, 90
遠隔, 55
階層例, 48
切り替え, 90
検出要求の起動, 77
削除, 54
作成, 50, 51
生成, 51
セキュリティ, 39
セキュリティの設定, 53
設定, 59, 75
定義, 35, 47
デフォルト, 50
表示, 52

管理ドメイン (続き)
複数, 48
ホーム, 49
メンバー, 35

管理ドメインの切り替え, 90
管理ドメインの生成, 51
検出機能の使用, 52
手動, 52
定期的な検出 (Discorvery)の使用, 52

管理ドメインの設定
検出の使用, 75
手動, 59

管理ドメインの表示, 90

き
規則

CPUパワー, 402
no swap spaceエラー, 401
Sun Management Center 2.1ソフト
ウェア, 399

rCompare, 38
Solstice SyMON 1.xソフトウェア, 399
アラーム, 37
カーネルメモリー割り当て, 403
カーネルリーダ, 400
概要, 34
参照されないページの時間, 402
実行待ち行列の長さ, 402
状態モニター, 402
スワップ空間, 401, 402
単純な, 399
ディスクビジー, 401
複雑な, 399
ユーザによってカスタマイズされた, 399
読み込まれるディスク, 402

起動, 43
検出, 77, 85
「詳細」ウィンドウ, 113

行
追加, 136, 137, 138

く
クラスA、B、Cのネットワーク, 320
クラスプロセスプロパティ, 105
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グラフ
概要, 41
軸の編集, 147
抽出ポイント, 157
データプロパティ, 142
データプロパティのコピー, 127
テンプレート, 145
テンプレートの適用, 145
開く, 144
複数データプロパティ, 143
保存, 144
履歴データ, 155, 246

グラフテンプレートの作成, 145
グラフテンプレートの使用, 145
グラフの保存, 144
グループ, 48
一般と IPベース, 65
オブジェクト定義, 60
コピー, 70
作成, 65
セキュリティ, 39
ペースト, 70

グループ IDプロセスプロパティ, 105
グループジョブ状態の表示, 200
グループジョブスケジュールの設定, 201
グループジョブの一時停止, 202
グループジョブの削除, 202
グループジョブの定義, 199
グループ操作,「ジョブの管理」を参照
グループの移動, 70

け
経路テーブル, 78
検索パターン, 116
検出
概要, 75
起動, 77
サーバコンテキスト, 80
スケジューリング要求, 84
設定の変更, 81
タイムアウト, 80
フィルタリング要求, 82
方法, 78
要求 ID, 76
要求の起動, 85
要求の削除, 85

検出 (続き)
要求の中止, 85
要求の変更, 84
ログ, 85

検出マネージャ,「検出」を参照
検出要求のスケジューリング, 84
検出要求の中止, 85

こ
構成

Details Process表示, 106, 120
構成マネージャ, 260
構成マネーマネージャ,エージェント統計, 305
構成リーダ, 100
「詳細」ウィンドウの特別な手順, 121

コピー
オブジェクト, 70
グラフクリップボードへコピー, 143
グループ, 70
データプロパティをグラフへ, 127
モジュール, 126

コマン行インタフェース
トポロジコマンドパラメータ

arch, 297
コマンド行インタフェース, 281

Solarisでのアクセス, 302
Windowsでのアクセス, 302
アラームコマンド

ackAlarms, 295
delAlarms, 296
getAlarms, 296
runAlarmAction, 296
setAlarmAction, 296

アラームコマンドパラメータ
ack, 295
command, 295
domain, 295
managed_object, 295
note, 295
property, 295
property_instance, 295
qualifier, 295
state, 295
アラームレベル, 295

エイリアス, 283
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コマンド行インタフェース (続き)
オブジェクト属性コマンド

addRow, 293
delRow, 293
getAttributes, 294
setAttributes, 294

オブジェクト属性コマンドパラメータ
attributes, 293
mgtObj, 293
property, 293
propInst, 293
rowValues, 293
values, 293

拡張コマンド, 282
画面への出力, 284
キーボードから入力, 283
基本コマンド, 282

alias, 289
clear, 289
exit, 289
help, 289
kill, 290
login, 290
logout, 290
more, 290
print, 290
quit, 290
reset, 290
set, 291
status, 291
unalias, 291
unset, 291

コマンドの概要, 282
コマンドをファイルに記録, 303
シェルファイルから入力, 283
システム要件, 282
終了, 304
出力画面サイズの制御, 303
出力形式の指定, 284
出力をファイルに記録, 303
対話モード, 282
トポロジ

writeInfo, 298
トポロジコマンド

createEntity, 298
createGroup, 298
delTopoObjects, 298
getAgentPort, 298

コマンド行インタフェース,トポロジコマンド
(続き)

getAllTopoObjects, 298
getCurrentDomain, 298
getDomains, 299
getTopoObject, 299
setCurrentDomain, 299

トポロジコマンドインタフェース
url, 297

トポロジコマンドパラメータ
agentPort, 297
domain, 297
family, 297
fullDesc, 297
isPolled, 297
pollType, 297
readInfo, 297
targetHost, 297
targetIP, 297
topoCfg, 297
topoType, 297

バックグラウンドで実行, 283
バックグラウンドへの出力, 284
バッチモード入力ファイルへの出力, 284
パラメータ

a, 286
append, 287
-b, 286
columns, 287
f, 287
-h, 286
height, 287
log, 287
m, 288
more, 288
o, 288
serverHost, 288
serverPort, 288
t, 288
一般構文, 285
概要, 283
起動時に設定, 284
コマンドに指定, 285
入力ファイル形式, 286
ファイルに指定, 285
良い構文例, 285
悪い構文例, 285

ファイルへの出力, 284
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コマンド行インタフェース (続き)
フォアグラウンドで実行, 283
ヘルプへのアクセス, 303
モジュールコマンド

disableModule, 292
enableModule, 292
getLoadedModules, 292
getModule, 292
getModules, 292
loadModule, 292
unloadModule, 292

コマンド行インタフェースの終了, 304
コマンド行インタフェースへのアクセス, 302
コマンド行インタフェースヘルプへのアクセ
ス, 303

コマンド行プロセスプロパティ, 105
コマンドプロセスプロパティ, 105
コンソール
概要, 87
管理ドメインの表示, 90
起動, 43
検索, 90
サーバとエージェントの対話, 32
詳細, 31
ツールチップ, 90
定義, 31
ナビゲート, 93
複数コンソール, 31
ポップアップメニュー, 89
メインウィンドウ, 40
メニュー, 88

コンソールレイヤ,「コンソール」を参照

さ
サーバ
アクセス, 259
エージェントとの対話, 33
遠隔アクセス, 259
コンソールとエージェントの対話, 32
コンテキスト, 260
コンテキスト制限, 260
詳細, 32
定義, 31
複数コンソールとの対話, 33

サーバコンテキスト, 55
検出プロセス, 80

サーバコンテキスト (続き)
制限, 260
定義, 34

サーバコンテキスト内の IPアドレス, 260
サーバレイヤ,「サーバ」を参照
サイズプロセスプロパティ, 105
再表示間隔
設定, 156, 247

「再表示」タブ, 154
再表示データ, 135
削除
イベントデータベースのイベント, 309
オブジェクト, 74
管理ドメイン, 54
検出要求, 85

作成
アラームしきい値, 193, 239, 249
オブジェクト間のリンク, 69
オブジェクトと検出マネージャ, 77
監視モジュール, 64
管理ドメイン, 51
グループ, 65
サーバコンポーネントオブジェクト, 306
セグメント, 68
ノード, 62
複合オブジェクト, 66
モジュールオブジェクト, 64

サブネット, 320

し
システムハードウェアの画像, 108
実行グループプロセスプロパティ, 105
実行ユーザプロセスプロパティ, 105
自動削除, 309
重大な,アラーム, 402
循環ログファイル, 310
障害追跡, 305
使用可能にする,モジュール, 126
「詳細」ウィンドウ

Process表示列の移動, 120
Process表示列のソート, 120
Solarisプロセス詳細モジュール, 104
「アプリケーション」タブ, 103
「アラーム」タブ, 100, 102
概要, 99
起動, 113
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「詳細」ウィンドウ (続き)
「情報」タブ, 100, 101
属性エディタの「アラーム」タブ, 152
属性エディタの「再表示」タブ, 154
属性エディタの「情報」タブ, 152
属性エディタの「処理」タブ, 153
属性エディタの「履歴」タブ, 155
ディスクの合計, 107
テープデバイスの合計, 107
ハードウェア情報タイプ, 106
「プロセス統計」ウィンドウ, 105
プロセス表示, 104
プロセッサの合計, 107

「詳細」ウィンドウ,メモリーハードウェア合
計, 107

「詳細」ウィンドウ
「モジュールブラウザ」タブ, 100, 102
「モジュールマネージャ」タブ, 102
「ログ表示」タブ, 102
ログメッセージの監視, 116

「詳細」ウィンドウの「アラーム」タブ, 100
「詳細」ウィンドウの「情報」タブ, 100
「詳細」ウィンドウの「モジュールブラウザ」
タブ, 100

「詳細」ページ
属性エディタの「アラーム」タブ, 244
属性エディタの「処理」タブ, 245
属性エディタの「履歴」タブ, 246

詳細論理表示の「検索」ウィンドウ, 110
状態プロセスプロパティ, 105
状態モニター規則, 402
使用不可にする,モジュール, 126
「情報」タブ

IPアドレスプロパティ, 101
Target Hostnameプロパティ, 101
Target IPアドレスプロパティ, 101
エンティティのイベント受信先プロパ
ティ, 101

エンティティの詳細説明プロパティ, 101
エンティティの説明プロパティ, 101
エンティティのトラップ受信先プロパ
ティ, 101

エンティティファミリプロパティ, 101
オペレーティングシステムプロパティ, 101
ネットマスクプロパティ, 101
ホスト名プロパティ, 101

ジョブタスクの定義, 202

ジョブの管理
エージェント更新タスクの作成, 211
現在のジョブの停止, 202
構成タスクの作成, 209
ジョブ状態の表示, 200
ジョブの一時停止, 202
「ジョブの管理」ウィンドウ, 198
ジョブの削除, 202
ジョブの定義, 199
ジョブ要求の削除, 202
スケジュールの設定, 201
タスクの削除, 212
タスクの定義, 202
タスクの変更, 212
データプロパティタスクの作成, 206
ファイルセットの更新, 210
フィルタの削除, 215
フィルタの作成, 213
フィルタの変更, 215
モジュールタスクの作成, 203
モジュールテーブルタスクの作成, 208

ジョブの定義, 197
「処理」タブ, 153, 245
新機能, 30

す
スカラー型データ表示, 222
作成, 222

スワップ空間, 401, 402
エラー, 401
現在使用されている, 401

せ
セキュリティ, 39

Sun Management Centerソフトウエアのレ
イヤ, 253

Sun Management Centerのユーザ, 254
アクセス権, 253
アクセス制御 (ACL)カテゴリ, 254, 259

ACLの指定, 259
管理者特権の付与, 263
主要機能の使用, 261
モジュールへのアクセス, 261
ユーザ定義グループの追加, 263
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セキュリティ,アクセス制御 (ACL)カテゴリ (続
き)

ユーザの削除, 263
ユーザの追加, 261

遠隔, 55
機能
一般, 256
オペレーター, 256
管理者, 256

タブ, 262
デフォルト権限
デフォルト権限, 257

ホスト, 128
ホストまたはモジュール用の設定, 129
モジュール, 128, 170

セグメント
オブジェクト定義, 60
作成, 68

セッション IDプロセスプロパティ, 105
設定
再表示間隔, 156, 247
ホーム管理ドメイン, 50

そ
属性,変更, 71
属性エディタ, 127
「アラーム」タブ, 152, 244
「再表示」タブ, 154
「情報」タブ, 152
「処理」タブ, 153, 245
「セキュリティ」タブ, 262
定義, 151, 234, 243
開く, 155, 156
モジュール, 170
「履歴」タブ, 155, 246

属性エディタの「アラーム」タブ, 152, 244
属性エディタの「情報」タブ, 152
ソフトウェア,表示, 109
ソフトウェアの検出, 82

た
タイムアウト、検出プロセス, 80
単純アラームのしきい値, 37

単純な規則
アラームの生成, 399
監視対象のプロパティ, 399

ち
中間状態, 177

つ
追加
アプリケーションから「ツール」メニュー

, 311
オブジェクトの管理ドメインへの追加, 59,

75
グラフクリップボードからプロパティを追
加, 143

データプロパティテーブルに行を追加, 136,
137, 138

ツールチップ, 90
「ツール」メニュー,カスタマイズ, 311

て
ディスク
ビジー, 399, 401
負荷, 402
複雑な規則, 399

ディスク、「詳細」ウィンドウでの合計, 107
ディレクトリサイズモニタリングモジュール
ディレクトリの定義, 136
テーブル行の追加, 133
リストファイル, 134, 139

データ
再表示, 135
探索, 139
表示, 134
プローブ, 134

データ上で UNIXコマンドを実行, 134, 139
データの表示, 134
データ表示
オプションメニューから作成, 219
コンテキストメニューから作成, 219
削除, 221
作成, 218
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データ表示 (続き)
スカラー型, 222
スカラー型の作成例, 222
定義, 217
データ表示ウィンドウのナビゲート, 218
データ表示クリップボードへのコピー, 219,

220
テーブル、タイプ, 222
開く
空のウィンドウ, 221
既存のデータ表示, 221

ベクトル型, 223
ベクトル型の作成例, 223
保存, 221

データプロパティ, 142
再表示間隔, 156, 247
属性エディタ, 151, 234, 243
抽出ポイント, 157
ツールチップ, 90
表示, 134
プローブ, 139

データプロパティテーブ,編集不可セル, 132
データプロパティテーブル
行コンテキストメニュー, 133
行の選択, 135
行の追加, 136, 137, 138
行範囲またはグループの選択, 136
コンボボックスセルエディタ, 132
ソート, 133
大規模, 134
チェックボックスセルエディタ, 132
テキストセルエディタ, 132
標準形式, 132
複数ページ, 134
編集可能セル, 132
ユーザ調整用モジュール, 133
隣接行の選択, 135

データプロパティの監視,概要, 131
データプロパティの抽出ポイント, 157
データベース,バックアップと復元, 318
テープデバイス、「詳細」ウィンドウでの合
計, 107

テキストパターンに UNIXの正規表現を含め
る, 116

デフォルト管理ドメイン, 50
デフォルト権限,トポロジマネージャ、Sun

Management Centerのデフォルトセキュリ
ティ特権, 257

デフォルト特権,無効, 264
デフォルトポート番号, 306, 307

と
同一サーバコンテキス, 34
統計
「Detail Process Statistics」ウィンドウ, 105
pfiles, 106
pldd, 106
pmap, 105
pstack, 106

動的再構成,「詳細」ウィンドウの特別な手
順, 121

登録サービス, 307
特定ログメッセージの検索, 117
トポロジ表示, 40, 91, 94
トポロジマネージャ, 260
トポロジマネージャ,エージェント統計, 305
トポロジマネージャ
仮想サイズの限界, 307
関数, 307
システムリソース要求, 307
終了, 307

ドメイン,「管理ドメイン」を参照
ドメインマネージャ, 50
トラップハンドラ, 33, 260
エージェント統計, 305

な
ナビゲート,管理ドメイン, 90
名前によるオブジェクトの検出, 82

ね
ネットマスク
プロパティ, 101
論理積, 321

ネットワークアドレス指定におけるオク
テット, 320

ネットワークアドレスのマスキング, 321
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の
ノード
オブジェクト定義, 60
作成, 62

は
ハードウェア

Sun Management Centerソフトウェアによ
る監視, 29

パス名の表示, 109
表示, 108
表示リソース, 107
プラットフォーム固有の情報, 44

ハードウェア情報, 44
ハードウェアの検出, 82
バックアップ,ご使用のデータベース, 318
ハンドアイコン, 109

ひ
表示
エラーメッセージ, 41
階層, 40
管理ドメイン, 91
トポロジ, 40
ログファイル, 115, 117, 118

開く
グラフ, 144
属性エディタ, 155, 156

ふ
ファイル走査モジュール,テーブル行の追
加, 133

ファイルモニタリングモジュール
テーブル行の追加, 133
テーブルに行を追加, 137

フィルタリング,ログメッセージ, 115
負荷, 402
復元,ご使用のデータベース, 318
複合アラーム, 38
複合オブジェクト
作成, 66
定義, 60

複雑な規則
警告アラームの生成, 399
定義規則, 399

物理表示, 41, 108, 109
詳細の再表示, 109

「ブラウザ詳細」ウィンドウ,「「詳細」
ウィンドウ」を参照

プラットフォーム固有の情報, 44
プリンタの監視, 162
プリントスプーラモジュール
テーブル行の追加, 133
テーブルに行を追加, 138

プロセス IDプロセスプロパティ, 104
プロセスグループプロセスプロパティ, 105
「プロセス統計」ウィンドウ, 105
プロセス表示, 41
プロセスプロパティ

CPU時間率 (%), 105
Nice, 105
アドレス, 105
親プロセス ID, 105
開始時間, 105
クラス, 105
コマンド, 105
コマンド行, 105
サイズ, 105
時間, 105
実行グループ, 105
実行ユーザ, 105
状態, 105
セッション ID, 105
プロセス ID, 104
プロセスグループ, 105
待ちチャネル, 105
メモリ利用率 (%), 105
ユーザ, 105
ユーザ ID, 105
優先順位, 105
グループ ID, 105

プロセスモニタリングモジュール,テーブル行
の追加, 133

プロセッサ、「詳細」ウィンドウでの合計, 107
プロパティ,「データプロパティ」を参照
文書型宣言, 276
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へ
ペースト
オブジェクト, 70, 73
グループ, 70

ベクトル型データ表示, 223
作成, 223

変更,モジュールパラメータ, 172
編集
グラフ軸, 147
モジュール, 126

ほ
ポートアドレス,サーバコンテキスト内, 260
ホーム管理ドメイン, 49
設定, 50

ホスト
「詳細」ウィンドウ, 99
セキュリティ, 39, 128

ホストセキュリティの設定, 129
ホスト停止アラームの通知, 237
ホスト停止の通知, 188
ホストの表示
階層表示, 93
トポロジ表示, 94

ホストまたはエージェント停止時の通知, 237
ホスト名プロパティ, 101
ボタン

Hide Details, 109
Show Details, 109

本稼動環境,定義, 42

ま
待ち行列の長さ、複雑な規則, 399
待ちチャネルプロセスプロパティ, 105

む
無効化,モジュール, 169

め
メインコンソール,「コンソール」を参照

メインコンソールウィンドウ, 40
メッセージ、表示, 41
メニュー、View Columns, 120
メモリーハードウェア、「詳細」ウィンドウで
の合計, 107

メモリ利用率(%)プロセスプロパティ, 105

も
モジュール, 170

HP JetDirect, 161, 387
MIB, 36
MIB-II計測, 162, 364
MIB-IIプロキシモニタリング, 162, 388
NFS統計情報, 162, 376
NFSファイルシステム, 162, 375
Solarisプロセス詳細, 163, 378
アルファベット順の一覧, 325
エージェント統計情報, 161, 380
エージェントの更新, 161
オブジェクト定義, 60
オペレーティングシステム, 326, 346
カーネルリーダ, 162, 395
カーネルリーダ (簡易), 162
開発者, 42
監視モジュールの作成, 64
規則, 170
規則の表示, 170
行の追加の使用, 325
現在のバージョン, 325
構成リーダ, 161
コピー, 126
自動的に読み込む, 325
使用可能にする, 126
「詳細」ウィンドウ, 99
状態モニター, 162, 391
使用不可にする, 126
スケジュール, 170
スケジュールされたモジュールの読み込
み, 168

セキュリティ, 39, 128, 170
セキュリティ（アクセス権）, 170
定義, 36, 123
定義の変更, 172
ディレクトリサイズモニタリング, 133, 161
データプロパティ, 151, 234, 243
データプロパティテーブル, 133
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モジュール (続き)
データロギングレジストリ, 161, 385
テーブル行の調整, 133
テスト, 42
デフォルトで読み込む, 160
動的, 37
動的再構成, 161
パラメータの変更, 172
ファイル走査, 133, 161, 389
ファイルモニタリング, 133, 161
複数回読み込む, 325
プリントスプーラ, 133, 162, 386
プロセスモニタリング, 133, 163, 396
編集, 126
マルチインスタンス, 160
マルチインスタンスのアイコン, 160
無効化, 169
有効化, 168
読み込まれたインスタンス数, 165
読み込み, 164
読み込み解除, 126, 169
読み込む, 126
リモートシステム, 380
ローカルアプリケーション, 380

モジュール構成タスク, 209
モジュールセキュリティの設定, 129
モジュールの開発, 42
モジュールのテスト, 42
モジュールの読み込み, 126, 164
「モジュールブラウザ」タブ,概要, 123

や
役立つヒント
検索機能では大文字と小文字を区別しま
す, 110

詳細レベルの表示, 112, 113, 123
ツールチップの使用, 90
テーブルセルにロングメッセージを表
示, 113

複数インスタンスでの検索, 110

ゆ
有効化,モジュール, 168
ユーザ, 254

ユーザ (続き)
デフォルト機能, 256

ユーザ IDプロセスプロパティ, 105
ユーザプロセスプロパティ, 105
優先順位プロセスプロパティ, 105

よ
読み込み解除
モジュール, 126, 169

り
リモートシステム、に関連するモジュール, 380
履歴間隔,設定, 157
「履歴」タブ, 155, 246

る
ルーターの転送規則, 320
ルックアップサービス, 307

れ
「列の表示」プルダウンメニュー, 120

ろ
ローカルアプリケーション、に関連するモ
ジュール, 380

ログ表示, 41
ログファイル,表示の再表示, 118
ログファイル、表示, 115, 117, 118
ログファイル表示の再表示, 118
ログメッセージ
特定メッセージの検索, 117
フィルタリング, 115

論理ホスト構成, 109
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